
    
      
        
      
    

  



この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。
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魔弾の王と戦姫　第１章―出逢い―
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　長剣の切っ先を、突きつけられている。

　剣を持っているのは、美しい娘だ。腰まで届く銀色の髪が印象的で、馬上から涼しげな眼差しで若者を見下ろしていた。

「弓を捨てろ」

　若者は素直に、手にしている弓を地面に置く。

　抵抗する気はない。もう矢も尽きていた。

　周囲には無数の死体が転がっている。折れた剣や槍がさながら墓標のように突き立ち、吹く風には血の臭いが濃い。

「私はエレオノーラ＝ヴィルターリア。おまえは？」

　その血の臭いを吹き消すような、彼女のさわやかな声こわ音ね。

　凛りんとした、それでいて明るさも備えた不思議な紅の瞳。

　若者は戸惑いながらも問いかけに答えた。

「……ティグルヴルムド＝ヴォルン」

　さらにいくつかのことを聞いて、よろしいと彼女は長剣を腰の鞘に納める。

「おまえはいまから私のものだ」









　　　１　　　銀閃の風姫シルヴフラウ














　鎧よろい戸どを開く音がして、夏の終わりの朝の陽光が窓から射しこんだ。

「――ティグル様」

　聞き慣れた少女の声とともに身体をゆすられる。

　起きなければならないのはわかっている。自分から頼んだような気もする。

　だけど、まだ眠い。

「もう少し……あとほんの少しだけ」

「もう少しっていつまでですか？」

「今日は狩りの予定もないし、昼になるまで……」

「いいかげんに起きてください！」

　一いつ喝かつ。

　毛布をはぎとられ、ティグルは肩をつかまれて乱暴に身体を起こされる。

　目を開けると、怒りに満ちた少女の真っ赤な顔が間近にあった。

　ツインテールにした栗色の髪。怒ってもいまいち迫力のない童顔。小柄な身体を包んでいるのは紺の長袖の上着と足元までのスカート、清潔感のある白いエプロンという侍女のそれだ。

「ああ……おはよう、ティッタ」

　眠気の抜けていない間延びした声で、ティグルはひとつ年下の侍女の名前を呼んだ。とりあえず目を覚ましたらしいとわかって、ティッタは手を離す。

「兵士のみなさんはとっくに用意を終えて、ティグル様をお待ちしていますよ！」

　ティグルはぼんやりと、彼女の言葉を頭の中で何度か繰り返した。

　その顔から一気に血の気が引く。

「しまった……！」

　転げ落ちるようにベッドから出ると、ティッタがたたまれた服をさしだした。彼女の足元には水を張った小さな桶が置かれている。

「ありがとう。いつもながら用意がいいな」

「こうなるんじゃないかと思ってましたから。あたしはお食事の用意をしてきます。お顔を洗ってこれを着たら、おいでくださいな」

　怒りをおさめ、明るく笑って一礼すると、ティッタはスカートをひるがえして小走りに部屋を出ていった。

　顔を洗うと気分がすっきりして、ティグルはようやく完全に目を覚ます。すばやく着替えて部屋を飛びだし、廊下を走りながら服のボタンを留めた。

「時間がないけど……すっぽかすわけにはいかないか」

　まっすぐ食堂へと向かいたかったが、ティグルは廊下のつきあたりにある小さな部屋へと足を運んだ。

　大人が三人も入れば座ることさえままならない小さな部屋だ。正面には立派な装飾をほどこされた台があり、一張りの弓がたてかけられている。

　弓ゆみ弦づるはしっかり張られていて、その気になればいますぐにでも使えるようになっていた。

　その弓の特徴を一言でいうならば、黒い。

　ゆるやかな湾曲を描いた弓幹ゆがらも、弓弦も艶のない黒。

　暗闇から弓の形を切りとってできたといわれても納得してしまいそうなほどだ。

――これを見ていると、よくわからない息苦しさを感じるんだよな……。

　どこか異様な雰囲気を帯びたこの黒弓は、ヴォルン家の家宝だ。狩人だった初代ヴォルン伯爵が使っていたものだという。

　病で亡くなった父ウルスは、この弓について、次のような遺言を残した。

「真にこの弓を必要としたときのみ、使え。それ以外で用いてはならぬ」

　歴代の当主への敬意を忘れたことはないティグルだが、父の遺言に加えて、弓から感じるなんともいえない薄気味悪さから、この家宝にはできるだけ触れないようにしていた。

　姿勢を正し、呼吸を整えて、胸の前で握り拳をつくって横に引く。歴代の当主への敬礼だ。

「ヴォルン家当主としての義務を果たしてまいります」

　そうして廊下へ出ると、ティグルは急いで食堂に向かった。







　ティグルヴルムド＝ヴォルンは十六歳。ブリューヌ王国のアルサスを治めるヴォルン伯爵家に生まれ、二年前に父を亡くして伯爵位と領地を継いだ。

　ややおおげさな響きの名前は伯爵位をいただいた初代からとったものだが、長いのと仰ぎょう々ぎょうしく感じたのとで、親しくしている者にはティグルと呼んでもらっている。

　ティグルが食堂に入ると、甘くて香ばしい匂いが鼻をつんとついた。

　素朴なつくりのテーブルに、薄切りの羊肉を入れた卵焼きやカラスムギのパン、ミルク、茸きのこのスープなどが並び、湯気を立ちのぼらせている。

　テーブルのそばにはティッタが控えていた。

「スープだけでいいよ」

「だめです」

　食事のこととなると、ティッタは頑がんとして譲らない。

「みなさんの前でおなかが鳴ったら、みっともないですよ」

　両手を腰にあてて、まっすぐティグルを見据えるさまは、とても侍女とは思えない迫力に満ちている。起こしにきたときよりも怖い。

　ティグルはあっさり降参した。悪いと思いながらも、パンを牛乳で流しこみ、皿を持ちあげて卵焼きをかきこんで、あっというまにスープをたいらげる。

「ごちそうさま」

　言葉と同時に立ちあがると、布やら櫛くしやらを手にしたティッタが歩いてきた。

「あとが残ってます。ちゃんと拭いてくださいな」

　少し怒ったように言って、ティグルの口元を布で拭う。

「それに寝癖もついてます」

　櫛を持った手をのばして、くすんだ赤い髪を丁寧に撫でつけた。

「ほら、襟えりも曲がってるじゃないですか」

　櫛と布をテーブルに置いて、彼女はティグルの襟に手をもっていく。ティグルはされるがままだ。

「――ティグル様」

「どうした？」

　急にティッタの声が弱々しいものになり、ティグルは優しく声をかけた。ひとつ年下の彼女を、ティグルは妹のように思っている。

「どうして、ティグル様が戦に出なければならないんですか」

　ティグルは少しだけ困った顔になった。くすんだ赤い髪をいじる。ティッタにはときどき、わかりきっていることを言ってティグルを困らせるところがあった。

「国王陛下の召集だ。ヴォルン伯爵家の当主としては当然だろう」

「で、でも……」

　泣きそうな顔でティグルを見上げて、ティッタは言い募る。

「うちは兵士を百人そろえるのもやっとなぐらいですし……」

　貴族だ伯爵だといってもぴんきりだ。

　そして、ヴォルン家は極ごく貧ひんとまではいかないものの、質素とかつつましいという言葉が似合う類の貴族だった。

　領地であるアルサスは中央から遠く離れた田舎で、小さいうえに森や山ばかりで、収入は少ない。隊商や旅人もろくにやって来ない。

　ティグル自身の生活も、貴族という言葉から想起される豪ごう奢しゃ、豪勢といったものにはほど遠い。裕福な貴族は、金糸や銀糸を用いた絹服を何着も持っているというが、ティグルが持っている絹服は片手で数えられるほどで、祝いの席などでしか着ることはなかった。

　屋敷がそれほど大きくないとはいえ、家事一切を取り仕切っているのは基本的にティッタひとりで、たまに近所の者が手伝いに来るぐらいである。

「それに、敵はジスタート王国だって聞きました。だったら、ティグル様はここにいるべきじゃないですか。このアルサスから山ひとつ越えればジスタートなんですから」

「そうは言うが、ここは山と森ばかりで何もないからな。ジスタートだってこんなところには攻めてこないさ」

　ティグルとしては、戦場になってくれない方がよほどありがたい。

「そ、それに……ティグル様の弓だって、馬鹿にされているじゃないですか」

「武勲をたてるのは無理だろうな」

「武勲なんてどうでもいいです！」

　ティッタは大声をあげ、すがりつくようにティグルの胸に顔をうずめた。

「ただ……無理をして怪我などなさらないよう、どうか無事に帰ってきてください」

　自分の身を案じてくれる侍女の華きや奢しやな身体を、ティグルはそっと抱きしめる。

「心配するな。二年前の初陣でも、俺は五体満足で帰ってきただろう」

「あのときはまだウルス様が……」

　いらっしゃいました、という言葉をティッタはのみこんだ。

　ティッタを安心させるように、ティグルは彼女の頭をぽんと叩く。

「今度の戦では、俺の部隊は後方に配置されることが決まっている。安全な場所だ。何かあっても、まあなんとかするさ」

　こぼれかけた涙を指で拭ってやると、はいとティッタはうなずいた。

「よ、よろしいですか、ティグル様。いつもと同じ感覚で、戦場で寝坊したりしないでくださいね」

「その言い方だと、俺がいつも寝坊してるみたいじゃないか」

「事実です。ティグル様がちゃんと起きられるのは、狩りの日だけじゃないですか」

　憮ぶ然ぜんとした反応に、ティグルは反論を封じられた。

　それでも、ティッタがせいいっぱい自分を励ましてくれているのがわかって、ティグルは彼女をもう一度抱きしめる。

　ティッタも力を抜いてティグルに身体を預けた。服越しに彼女のぬくもりが伝わり、栗色の髪からかすかに甘い匂いが香る。

　もっと長くこうしていたかったが、そうもいかない。

　名な残ごりを惜しみつつ、ティグルは彼女の身体をそっと離した。

「留守をたのむよ、ティッタ」

　ごしごしと袖で涙を拭い、ティッタも笑顔をつくった。

「おまかせください。ティグル様もお気をつけて」







　丈夫な麻の服の上に革鎧をつけ、腰に矢筒を下げて、弓を背負う。腰に巻いたベルトの後ろには短剣を一本差して、首に防寒用の布を巻く。

　これがティグルの武装だ。剣や槍は持たず、鉄の甲冑に身を包むこともない。もっとも、甲冑については所有していないからだが。

　屋敷の裏手にある両親の墓に短く祈り、「行ってまいります」と告げたあと、ティグルはティッタに見送られて屋敷の正面に向かった。兵士たちはすでに整列して待っている。

　革鎧を着た小柄な老人が進みでて、ティグルに頭を下げた。

「若。百人全員そろっとります。装備もばっちりですわ」

「ご苦労、バートラン」

　バートランはティグルの側そば仕づかえだ。今年で五十歳。若いティグルよりも戦の経験が豊富で、この中で馬に乗って走らせることができるのは、ティグルを除けば彼だけだ。

　兵士はすべて歩兵で、革鎧を着こみ、剣を腰に吊して、槍を持っている。

「よく集まってくれた」

　ティグルが彼らにねぎらいの言葉をかけると、古参の兵たちは陽気に軽口をたたいた。

「領主さま、気にすることはありませんや。戦は三年ぶりですが、畑仕事は毎日ですんで身体はばっちりでさ」

「国王陛下に逆らうのは、うちのかかあに逆らうのと同じぐらいおっかねえんでしょう？　それなら仕方ありますめえ」

「そう言ってもらえるとありがたい。ついでに、おまえの奥さんに来てもらえないか？　敵兵の千や二千ぐらい、怒鳴りつけて追いはらってくれそうだ」

　兵たちの間から、どっと笑いがわきおこる。

「それはやめときましょうや、若。こいつのかみさんは敵も味方もおかまいなしですわ」

　バートランがまぜっ返し、ティグルは肩をすくめることで話を終わらせた。

――士気は問題なさそうだな。

　笑いの渦がおさまるのを待って、ティグルはあらためて敬礼を行う。バートランの引いてきた馬にまたがり、右手をかかげて号令を発した。

「我々の目的地はディナント平原だ。途中でマスハス卿の軍と合流する」

　兵士たちが軍旗をかかげる。

　旗は二種類。青地に白い半月と流星を描いたヴォルン家のものと、紅馬旗バヤール――黒いたてがみに赤い体たい躯くを持つ魔法の馬を描いたブリューヌ王国の象徴とだ。

「それでは出立する！」







　ブリューヌ王国とジスタート王国が刃をまじえるのは、実に二十数年ぶりのことだった。

　争いの原因は、国境線となっている川が大雨で増水し、氾はん濫らんを起こしたことである。

　まず、被害を受けた住民たちが、「あいつらが川の管理をまともにしないから」とおたがいに非を押しつけあって、いさかいを起こした。

　次いで、陳情を受けた国も「そちらの治水対策に問題があった」と言いはって譲らず、双方の軍に出征を強しいることになったのだった。

　しかし、それだけなら小貴族のティグルが戦に駆りだされることはなかっただろう。

「敵軍およそ五千に対して、こちらは二万五千以上か。心躍る話じゃのう、まったく」

　ティグルの隣で皮肉っぽく吐きすてたのは、マスハス＝ローダントという老貴族だ。

　彼はオードの地を治めるローダント伯爵家の当主で、ティグルの父の親友だった。ティグルが小さなころから何くれとなく世話を焼いてくれた恩人でもある。

「王子殿下の初陣だから、という話は本当なのですか？」

　馬をならべて進ませながら、ティグルはマスハスにたずねた。

「事実じゃろうな。国王陛下が王子殿下を溺愛されているのは、誰もが知っておる」

　ずんぐりとした体躯を鉄の甲冑で包み、マスハスは不機嫌そうに灰色の髭ひげを撫でている。

「今度の戦は子供の喧けん嘩かに親が渋々出てきたようなもので、国家の命運をかけた一大事というほどのものではない。そういう意味では、レグナス殿下の初陣を飾るには……経験を積んでいただくにはちょうどいいものだろうが」

　愛する息子の初陣を、華々しく飾ってやりたかったのだろう。

　国王ファーロンは、王国直属の騎士団だけでなく、戦場となるディナント平原に近い領地を治めている貴族諸侯にも出兵を命じた。ティグルやマスハスのような小貴族にさえも。

　そうしてできあがった軍勢が、二万五千以上。

　マスハスの率いている兵は三百弱。騎兵が五十、歩兵が二百五十足らずというところだ。

　それなりのものだが、二万五千という数の中では完全に埋没してしまう。ティグルとあつかいがまったく変わらず、後方に配置されるのもそのためだ。

「敵より多くの兵をそろえるのは戦の常道です。それに、レグナス王子はいずれ国王となられる御方。ファーロン陛下のなさりようは間違ってはいないでしょう」

　なぐさめるように、ティグルは老伯爵の肩をたたく。

　いまの言葉は自分にも言い聞かせていることだった。そう思わなければやっていられないというのが本音だ。

「そうじゃな、わしらのような者は後方でおとなしくしておればいい。勝てる戦だと踏んで、ここぞとばかりに武勲をもとめ、前衛をつとめたがる命知らずの多いことよ……。そういえばティグル、戦姫を知っておるか」

　思いだしたように聞かれ、ティグルは首をかしげる。

「ジスタートの七戦姫のことですか？」

「そう、それよ。敵の指揮官は、その戦姫らしいぞ。十六という若さながら常勝無敗。剣士としても優れており、常に陣頭に立って剣を振るうさまから『銀閃の風姫シルヴフラウ』や『剣の舞姫メルティス』などと呼ばれ、恐れられておる」

　ジスタート王国はひとりの王と、七人の戦姫によって構成されている。

　王国の中に七つの公国があり、それぞれを、戦姫と呼ばれる女性が治めているのだ。

――俺と同い年か。

　ティグルはまだ見ぬ敵将に、妙に感心してしまった。自分とおなじ年齢で、女性だというのに戦と勝利を積みあげ、五千もの軍勢を率いている。

　ティグルの生まれ育ったブリューヌでは、女性の騎士など、大貴族の令嬢であるとか、高い地位にある騎士の推薦を受けた者でなければ認められない。

　今度の戦でも、ブリューヌ軍に女性の騎士はいない。王子の護衛を務める者ぐらいだろう。

　それもあって興味がわいた。

「その戦姫はなんという名前なのですか」

「たしか、エレオノーラ＝ヴィルターリアといったの。類たぐい稀まれなる美貌の持ち主だそうで、隣に宝石を置いたら、宝石の方が色いろ褪あせて見えたという話がある」

「それほどの美人なんですか」

「美女と聞いて心躍らせるのはよいが、ほどほどにしておけよ。ティッタが妬やくぞ」

　灰色の髭を震わせてマスハスは笑い、ティグルはむっとした。

「どうしてそこでティッタが出てくるんです。あれは妹みたいなもので……」

「小さなころから、だらしのない兄としっかり者の妹のようだと言われておったな」

　その通りなのでぐうの音も出ない。くすんだ赤い髪をかきまわして、話を変えた。

「戦姫が話どおりの名将だとしたら、この戦は厳しいものになるでしょうね」

「とはいえ、さすがに数が違いすぎる。いかな戦の達人といえど、どうにもなるまい」

　戦姫の武勇や才覚がどれほどのものであれ、二万の差をくつがえせるはずがない。

　そうですね、とティグルは同意しようとして、言葉がうまく出てこなかった。

　何か、いやな予感がするのだ。首筋のあたりがちりちりと焼けるような感覚。

　ティグルは以前にもこんな感覚に襲われたことがあった。

　森の奥で狩りをしていていつのまにか狼の群れの中にいたときや、山の中で竜と遭遇してしまったとき。

　朝早く目が覚めたと思ったら隠しようもないほどに股間が覚醒しており、そこにティッタがいつものように起こしにきたとき。

　とにかく、たいていろくでもないことが起こる。

「浮かない顔じゃな」

　顔に出ていたらしく、マスハスが怪け訝げんそうな顔で覗きこんできた。

「何か思うところでもあるのか？　能天気なおぬしらしくない」

「能天気って……他に言いようがあると思いますが。泰たい然ぜん自じ若じゃくとか」

　ティグルが不満そうに言うと、マスハスは目を細めて笑った。

「小難しい言葉を使って無理に格好をつけんでもよい。わしはいまでもしっかり覚えておるぞ。二年前、おぬしがウルスの跡を継いだ日のことを」

「俺、何か言いましたか？」

「町や村の有力者たちを前に、今後のアルサスをどうするのかと聞かれて、『まあ、なんとかやっていきます』はなかろうが。あれを能天気といわずして何と言う」

　ティグルは何も言い返せず、肩をすくめた。

　マスハスの繰り言はまだ続く。

「生前のウルスはおぬしのことを、のんびりとした穏やかな気性だの、楽観的なものの見方は悪いことではないだの、よく眠るのは健康にいいだのと褒めておったが、まったくもって親のひいき目じゃったわ」

「でも、俺なりに何とかやっていってるという自負はありますよ？」

　マスハスの言葉が途切れるのを待って、ようやくティグルは言い返した。

　実際、アルサスでとくに問題は起きていない。

　蓄えも徐々にだが増えているし、かつて能天気な挨拶とやらに唖あ然ぜんとした町や村の有力者たちとも、いまはそれなりにうまくつきあっている。

「狩りの日以外に、自力で起きられるか？　ティッタの助けを借りずに」

「……いえ、それはその」

「これもティッタから聞いたことじゃが……二、三日ほど余裕ができると、弓矢を持って近くの森や山へすっ飛んでいくそうじゃのう。狩りをしに」

　ティグルは無言で肩を縮こめた。何ひとつ反論できない。

「とはいえ、まあ、領主としてやるべきことはやっておるようじゃな。あやつらの顔を見ればわかる」

　後ろを振り返って、マスハスは肩越しにアルサスの兵たちを見た。

　後方に配置されることがわかっているので戦意にはとぼしいが、不平不満を露あらわにしている者はいない。

「ティグル。わしらの役目は兵たちを無事に帰らせることじゃ。どう戦うかを考えたりすることではない。何を気に病んでおるのかはわからんが、どんとかまえておれ」

「ありがとうございます」

　マスハスの気遣いに、ティグルは笑顔をつくって礼を述べた。

　彼の言うとおり、あれこれ思いをめぐらせても無駄だろう。

　虚むなしいことだが、王子に箔はくをつけるためだけに自分たちは集められたのだ。

　戦力としてはまったく期待されていないし、そんな部隊の進言を受けいれるような人物の心当たりは、ティグルにもマスハスにもない。

　数日後、ティグルたちはディナントに到着した。

　主戦闘を務める前衛二万は小高い丘のふもとに布陣する。レグナス王子のいる本隊を含めた後衛五千は丘の上に待機した。ティグルやマスハスは後衛だ。

　戦わずにすむことも、ありえたはずだった。
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　夜明け前の暗い空の下を、一千の騎兵が静かに進軍している。

　剣や槍の穂先は光らないよう土で汚し、馬の口には板を噛ませ、馬ば蹄ていは綿入りの布で包むという用心深さだ。

　そうして彼らは敵に気づかれることなく、小高い丘のそばまでやってきた。

　なだらかな斜面を上った先には敵――ブリューヌ軍の後衛が夜営をしている。篝かがり火びの炎がちろちろと踊っていた。

「――休息。準備せよ」

　騎兵たちの先頭に立っている白銀の髪の娘が、不敵な笑みを浮かべた。兵たちはその命令に従って休息をとり、馬の口から板をはずし、馬蹄から布を取り去る。

　やがて、放っていた斥候が戻ってきた。

　敵は寝静まっており、動きはないとの報告に、娘は小さくうなずく。

　数において大きく劣るジスタート軍は、援軍が来るまで戦いを避けるという情報を流しておいたのだが、見事に引っかかってくれたようだ。こうも油断してくれるとは。

　彼女は騎兵たちを振り返る。腰の長剣を抜き放ち、高々と掲げた。長剣の周囲で風が踊る。

「目の前の敵はおよそ五千。我々の実に五倍だ。後衛とはいえ、総指揮官のいる本陣はさすがに精鋭で固めているだろう。だが――」

　娘は紅の瞳を戦意で満たして続ける。

「私は行く。そして勝つ。おまえたちはついてくるか？」

　騎兵たちは無言で、剣や槍を空に向かって突きあげた。

　娘は敵のいる方角に向き直り、馬を走らせながら鋭く剣を振りおろした。

「突撃せよ！」

　軍旗がひるがえる。黒竜旗ジルニトラ――漆黒の竜を描いたジスタート王国の旗が。

　空気がごうっと流れだす。騎兵たちは手に剣や槍をかまえ、あるいは弓に矢をつがえながら、彼女に続いて丘を駆け上った。

　地鳴りのような馬蹄の轟きに、見張りのブリューヌ兵たちはようやく敵襲に気づく。

　だが、もう遅い。

「敵――」

　娘が剣を一閃させると、悲鳴ではなく血飛沫をあげて兵の首が飛んだ。

　徐々に白しらみはじめた空を背景に、娘の率いる一千の騎兵が敵陣を蹂じゅう躙りんする。ブリューヌ軍は大混乱に陥った。狼ろう狽ばいのあまり武器を捨てて逃げだす者たちまで現れる。果敢に抵抗する兵もいたが、勢いが違う。あっという間に叩きのめされた。

　しかも、ジスタート軍の先頭に立って剣を振るう娘の強さは圧倒的だった。

　群がる敵をことごとく一撃で斬り捨て、あるいは馬蹄で容赦なく蹴散らす。それでいながら血の一滴も浴びることがない。

　長剣が風を唸らせるたびに、地面に転がる死体がひとつ、またひとつと増えていく。

　白銀の髪をなびかせて彼女は敵陣を突き進み、一塊となった騎兵たちが続いた。

　この時点で、ほとんど勝敗は決していた。
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　耳鳴りがする。

　いくつもの悲鳴、断末魔の叫び、馬蹄の轟きと剣けん戟げきの響きが耳を乱打している。

「……ぅぁ」

　目が覚めた。

　視界に広がるのは吸いこまれそうな青空。

　自分にのしかかっている死体を押しのけて、ティグルは身体を起こした。

　耳鳴りが消えると、聞こえてくるのは風の音と、それにかき消されそうなかすかな呻き声、折れた軍旗の小さなはためきに、踏み潰されるのをまぬかれた草のざわめきだった。

　土ぼこりが地面を這い、血の臭いが鼻をつく。

「気を失っていたのか……」

　よろよろと立ちあがり、視線を巡らせれば見渡すかぎり死体の山。

　草を血で染めて、大地を埋めつくさんばかりに数百、数千もの死体が転がっていた。

　吐き気をおぼえて口元に手をやると、ぬるりとした感触とともに手が赤く染まる。

――血……？

　顔から頭までを撫でまわすが、傷らしいものはない。

「他のだれかの血か……」

　ティグルはどうやらいくつかの死体に埋もれて倒れていたらしかった。敵の目に留まらなかったのもそのためだろう。

「バートラン！　マスハス卿！」

　信頼する部下や親しい老伯爵の名を呼んだが、返事はない。

　自分に従ってきた兵たちの名も片端から呼んでみたが、やはり反応はなかった。

「逃げてくれたならいいんだが」

　どこを向いても死体ばかりだ。その合間に剣や折れた槍、打ち壊された軍旗が捨てられている。遠くは朝靄に包まれてよくわからないが、少なくとも見える範囲では、動いている者はいなかった。味方も、敵も。

　敵に対する怒りは湧かなかった。それ以上に疲労感が全身に重くのしかかって、口からため息がこぼれる。

「ひどい戦だった……」

　夜明けとほぼ同時に、ブリューヌ軍は背後から奇襲をうけたのだ。混乱したところに正面からも攻めたてられて、二万五千の大軍はあっけなく瓦が解かいしてしまった。

――昨日の日が暮れる前、我が軍は正面に敵がいることを確認している。つまり……。

　ジスタートは部隊を二つにわけて、一方でまず後衛を襲い、それにあわせて正面からも攻撃してきたのだ。

　ぞくりと、ティグルは背筋が寒くなるのを感じた。

　策としては単純だ。子供でも考えつくぐらいに。

――恐ろしいのは、五倍の敵に対してそれを平気で実行してしまう決断力だ。

　敵よりはるかに少ない兵を、さらにわけようというのだ。よほどうまく動かさなければあっけなく撃破されてしまう。兵の反発だって少なくないだろう。

――だけど、見事に成功した。

　ブリューヌ軍は総崩れとなった。

　浮き足立って潰走する味方の波に押し流され、ティグルはまともに指揮がとれなくなって落馬し、気絶してしまったのだ。

　ティグルの部隊は味方にやられたようなものだった。

「それにしても……」

　ティグルは思いだす。敵軍の先頭に立って長剣を振るい、ブリューヌ兵を次々に斬り伏せていた白銀の髪の娘を。三つか四つ数えるほどの時間しか見えなかったが。

「あれが戦姫なのかな」

　戦姫は常に陣頭に立つというマスハスの言葉を思いだす。

　きれいだったという場違いな感想が浮かんで、ティグルは反省するようにくすんだ赤い髪をかきまわした。







　幸い、自分の弓はすぐそばに落ちていた。

　拾いあげて、わずかな緊張と不安に襲われながらも弓弦を弾いてみる。

「……問題ないな」

　ほっと胸を撫でおろす。もし弓が曲がっていたり、弓弦が緩んでいたりしたら使い物にならなくなるところだった。

　矢筒の中の矢も、何本か残っている。

　空を見上げて、ティグルは太陽の位置で方角をたしかめた。

「あっちが西か」

　ここから東へ向かえばジスタート、西へ行けばブリューヌだ。

　身体中に走る痛みをこらえ、西へ向かってのろのろと歩きだしたティグルだったが、視界の端に動くものを認めて足を止めた。

　ひとりの騎士が、剣を振りかざして馬を走らせてくる。

　ティグルは弓をかまえて、矢を一本引き抜いた。

　騎士は地面に転がる死体を馬蹄で蹴りとばし、踏みつけながらティグルへと迫る。二人の距離が三十アルシン（約三十メートル）まで縮まったとき、騎士が吼えた。

「ブリューヌ兵の生き残りがいたか。その首もらったぞ！」

　ティグルは黙って矢をつがえ、無造作にも見える動作で放つ。

　大気がぶれた。

　鈍い音がしたときには、騎士の喉を正確に矢が射抜いている。

　驚くべき速さであり、冷静さだった。

　まったく反応できなかった騎士の身体がぐらりと傾いて、頭から地面に落ちる。

　主を失った馬は甲高いいななきをあげて、ティグルが止める間もなく彼方へと走り去ってしまった。

「まいったな……。うまくはいかないもんだ」

　ため息をこぼす。馬があれば、楽に戦場を脱することができたのだが。

　ティグルはとぼとぼと歩みを再開したが、十歩といかないうちに再び歩みを止めた。

　約三百アルシン先に、騎士の一団が見える。

「数は七人か……」

　ティグルは生まれつき目がよい。その視力は狩りによってさらに鍛えられ、三百アルシン先までなら、ひとの顔を見分けることもできた。

――敵だったら最悪だ。逃げてもすぐに追いつかれる。

　矢筒の中身をたしかめる。残りは四本。

　弓には自信があるが、一矢で二人を射倒すことはさすがにできない。降伏しても、さきほどの騎士のように容赦なく斬りかかってくるかもしれない。死体のふりをする手もあるが、七人もの人間の目をごまかせる気がしない。

――味方であってくれ。

　そう願いながら、ティグルは騎士たちを観察する。先頭の騎士を目にしたとき、おもわず目を瞠みはった。

「戦姫……」

　奇襲を受けたあのとき、ジスタート軍の先頭に立っていた娘だった。

　ティグルは呼吸すら忘れるほど、彼女に見み惚とれた。

　陽光の下で見るその顔は、凛りんとして美しい。白銀の髪は腰に届くほど長く、紅の瞳は明るさと冷静さの両方を備えている。鎧を身につけたその姿は年齢相応の華奢さながら、右手に握られた長剣は不思議と似合っていた。

――マスハス卿は類い稀なる美貌の持ち主と言っていたけど。

　その通りだった、というべきか。類い稀なる、どころではないというべきか。

　こうしてじっくり見れば見るほど、惹きつけられてしまう。

　そこで、ようやくティグルは我に返った。雑念を追いだすように頭を振ると、冷徹な視線で戦姫たちを見据える。

　他の騎士たちは護衛なのだろう。彼女を守るように囲んで、馬を進めている。

――戦姫を倒せば……。

　自軍の惨敗はもはや覆しようがない。いまは逃げまどうブリューヌ兵に対して大規模な追撃戦がおこなわれているはずだ。

「……でも、彼女が倒れれば追撃戦どころじゃなくなる」

　マスハスやバートラン、アルサスから従ってきた兵たちが生きのびていたら、彼らの助かる可能性はずっと大きくなる。

　闘争心が湧きあがってくる。弓を握る手に力が入る。

「――やってやる」

　ティグルは矢を一本引き抜くと、弓につがえる。

　弓弦を引き絞った。無意識に女神の名を唱える。

「風と嵐の女神エリスよ……ご加護を」

　きりりと弓弦のきしむ音が鼓膜をくすぐった。







　現在の大陸では、弓の最大射程は二百五十アルシンといわれている。

　この数字はあくまで「どこまで飛ばせるのか」を、はかったものだ。狙った相手に傷を負わせるというのなら、もっと数字を低く見積る必要がある。

　戦姫たちはまだ三百アルシンほど先にいる。

　にもかかわらず、ティグルは矢を放った。

　矢はひゅうと風を切って飛び、戦姫のそばにいた騎士の馬、その頭部に深く突きたつ。

　馬が横転して騎士が地上に投げだされたときには、ティグルは二本目を放っていた。

　それは別の馬の眉間に命中し、乗っていた騎士を落馬させる。

「――よし」

　二人の護衛が倒れたことで、ようやく道ができた。

　白銀の髪と紅の瞳をした戦姫。彼女に矢を届かせる隙間を、つくることができた。

「ここからが本番だ」

　ティグルは矢筒に手をのばす。呼吸が重く、熱い。

　陽の射さない山奥で、体長四十チェート（約四メートル）以上の地竜スローと対峙したときでさえ、ここまで緊張しなかったような気がする。

　他の騎士たちが戦姫を守ろうとしても、二つの馬の亡骸と、落馬した騎士たちが彼らの動きを邪魔する。それらを迂回しようとすれば時間がかかる。

　それは本当にごくわずかな時間。

　だが、ティグルにとってはそれで充分だ。

――この状況で彼女がとれる行動は、馬首に身を伏せるか、おもいきって落馬するかだ。

　護衛に挟まれているため左右には動けず、数歩の後退は意味がない。正面には倒れた部下たちと二つの馬の死体。それらを助走もなしに乗りこえるのは難しい。馬がいやがる。

　できたとしても、跳躍から着地、そして矢から隠れるまでには隙ができる。

　そこであらためて戦姫を見据えたティグルは、突然、猛烈な寒気におそわれた。

　笑ったのだ。戦姫が。

　あきらかに自分を見て。楽しそうに。

「くっ」

　ティグルは歯をくいしばる。いま、自分はあきらかに、彼女に呑まれかけていた。

　残りの矢を二本とも抜き取る。一本を口にくわえ、もう一本を弓につがえた。

　しかし、そこでティグルは信じがたい光景を目にする。

　戦姫の乗った馬が、ふわりと飛んだのだ。

　倒れた部下たちのはるか上を。

　その高さは、二十チェートはあっただろうか。

　まるで馬の背に翼が生えて、羽ばたいたとしかティグルには思えなかった。跳躍などというものではない。飛翔といっていい。

「何だ、いまのは……？」

　戦慄と恐怖が全身を駆けぬける。自分の目がおかしくなったのかとすら思った。

　ひとを乗せている馬が、助走もなしに二十チェートもの高さを跳べるはずがない。

　しかし、戦姫はなにごともなかったかのように着地し、こちらへ向かってまっすぐに馬を走らせてくる。

――おびえるな……！

　自分を叱しつ咤たする。いまのは何かの見間違いだ。

　ティグルは彼女を睨にらみつけ、矢を放った。

　矢は風に乗り、大気を裂いて空を走る。彼女の額へと吸いこまれていき――白銀の閃光に打ち落とされた。

「……嘘だろう？」

　ティグルは目を瞠る。口の端が引きつった。

　数百アルシンの彼方から高速で飛来する矢を、剣で打ち落とす。

　そんなことができるのは、武勲詩ジェスタに出てくるような伝説の勇者やら英雄だけだ。並みの人間にできることではない。
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　最後の矢をつがえる。

　弓にだけは、絶対の自信がある。ましてや相手はこちらへ一直線に向かってきているのだ。彼我の距離はすでに三百アルシンを切っている。

――外すわけにはいかない。

　矢はさきほどと同じく彼女の額を正確に狙い――打ち砕かれた。

　その間、戦姫の駆る馬は一瞬たりとも脚を緩めず、猛然と走ってくる。あと十を数えるよりも速く、ここにたどりつくだろう。

「ここまでか」

　矢は尽きた。まだベルトの短剣があるが、そんなもので馬に乗った剣士とやりあえるわけがない。徒歩ではどうやっても馬からは逃げられない。

　ティグルは弓を握りしめて、両足に力をこめてまっすぐ立つ。見苦しい振る舞いはしたくなかった。

　戦姫はティグルの前まで来ると、馬を止める。

　血煙や砂塵をよせつけない白銀の髪。

　アルサスの東の山々に降り積もる万年雪を思わせる白い肌。

　すっきりとした輪郭、やや高く形の整った鼻、うるおいを帯びたあでやかな唇は最高級の彫刻のようだ。だが、生命力にあふれる紅の瞳が、彼女が生身の人間であることを何より強く印象づけている。

　戦姫は長剣の切っ先をティグルに突きつけた。間近で見ると、長剣も見事な装飾をほどこした一振りだ。翼を広げたような造形の鍔の中心には、赤い宝玉が輝いている。

「弓を捨てろ」

　仕方なく言われたとおりにする。戦姫は満足そうにうなずき、笑顔で言った。

「いい技量うでをしているな」

　それが自分に向けられた言葉だと、ティグルはすぐにはわからなかった。

――褒められた……？　自分を狙った人間なのに？

　嬉しさよりも戸惑いが優まさる。

「私はエレオノーラ＝ヴィルターリア。おまえは？」

「……ティグルヴルムド＝ヴォルン」

　戦姫は意外そうな顔をした。

「ほう、貴族か。爵位は？」

　ブリューヌやジスタートにおいて、平民が姓を持つことは基本的に禁じられている。何らかの功績をたてて貴族の推薦を受け、承認されれば許されるが、そのような例は非常にまれだ。

　伯爵だとティグルが答えると、彼女の笑顔はますます嬉しそうなものになった。

「よろしい。ヴォルン伯爵」

　長剣を腰の鞘におさめながら、エレオノーラは明るく告げる。

「おまえはいまから私の捕虜ものだ」

　思いがけない言葉に呆気にとられていると、彼女の護衛たちがようやく追いついてきた。

　彼らはティグルを取り囲んで剣や槍を突きつけたが、エレオノーラが手を振ると、怪訝そうな反応をしめしながらも武器を引く。

「リム、おまえの後ろにこいつを乗せてやれ。多少は手荒にあつかってもかまわないが、大怪我はさせるな」

　リムと呼ばれた騎士が馬を進ませる。鎧の造形や腰回りの武装から、女性だとわかった。しかもよく見たら、自分が落馬させた騎士のひとりだ。

　他の者から馬を借りたようだが、護衛たちの中でも高い地位にあるのかもしれない。

　彼女は頭部全体を覆う兜をつけているので、どのような表情をしているのかはわからない。だが、当然というべきか怒っているように思えた。

「早く乗りなさい」

　馬上から促うながしてくるリムに、ティグルは地面に放った弓を指さす。

「拾っていいか？　大事なものなんだ」

　空の矢筒も見せて敵意のないことをしめすと、リムは馬上から手をのばした。

「いいでしょう。ただし、私が預かります」

　ティグルは弓と、ベルトに差していた短剣も渡して馬に乗る。彼女の腰につかまった。

　リムが首を後ろにそらす。兜がティグルの顔面をしたたかに打った。

「何をするんだ」

　赤くなった鼻をおさえて抗議する。エレオノーラが肩を震わせて笑った。

「リム、その男は私の捕虜だ。もう少し優しくしてやれ」

「……御意」

　エレオノーラに答えるリムの声には、強い不満といくばくかの諦念がにじんでいる。くぐもった声でティグルに警告してきた。

「鞍の後輪しずわにつかまりなさい。妙な動きをしたら、振り落として馬蹄で踏み砕くので、そのつもりで」

　ティグルは首をすくめるようにうなずく。言われてみれば、もっともだった。

――助かったとは言いきれないな。これからどうなるやら……。

　ため息がこぼれる。胸中に広がっていく未来への不安をおさえようがない。

　そのとき、ひとりの騎士が馬を走らせてきて、エレオノーラに何ごとかを報告する。白銀の髪の戦姫は騎士たちを振り返って、意気揚々と告げた。

「撤収する。つまらない戦だったが、最後になかなか楽しめた」







「ディナント会戦」は、ジスタート軍の一方的な勝利で幕を閉じた。

　ジスタート軍の損害は百に満たなかったのに対し、ブリューヌ軍は五千を超える死者と、その倍以上の負傷者を出した。

　それだけにとどまらず、ブリューヌ軍は何をもってしても埋めがたい損失を被っていた。

　総指揮官であり、次代の王となるはずだったレグナス王子が戦死したというのである。









　　　２　　　ライトメリッツ














　夢を見ている。ろくでもない夢だ。

　小高い丘の上に、自分の部隊はいる。

　いまは食事の時間だ。兵たちは土を盛って固めた即席の炉に、桶のような深鍋をかけて魚肉と豆とくず野菜のシチューをつくっていた。

　ゆるやかな斜面を降りていった先には、平坦なディナントの大地が広がっている。

　そこには二万のブリューヌ兵がいて、自分たちと同じように食事をとっていた。一千以上もの湯気がたちのぼって、幕営と兵たちは蒸気につつまれているかのようだ。

　ティグルとマスハスが鍋をかきまぜながら話していると、数人の若者たちが甲冑を鳴らしながらこちらへ歩いてきた。

「ふん、おまえも来たのか、ヴォルン」

　あからさまに嘲あざける口調で声をかけてきたのは、テナルディエ公爵家のザイアンだ。美々しい装飾の甲冑を着こみ、立派なこしらえの剣を腰に帯びている。

　テナルディエ家はブリューヌを代表する大貴族のひとつであり、ヴォルン家などとはくらべものにならない名門だ。初代テナルディエ公爵は、建国の祖シャルルに仕えていたという。

　領地は広く、実りは豊かで、親族に有力な諸侯を数多く抱えており、無理をせずとも一万の兵を動かすことができる。この戦でも五千の兵を率いていた。

　ザイアンはテナルディエ家の嫡男で、次期当主である。年は十七。その顔には、他者を見下すことに慣れた傲ごう慢まんさがあふれ、両眼には嗜し虐ぎゃくの光がちらついていた。

　ザイアンの左右には、取り巻きの若者たちがつき従っている。テナルディエ家と親しい諸侯の子息たちだ。彼らは家の紋章が刻まれたきらびやかな鎧を身につけ、薄ら笑いを浮かべてティグルを眺めている。

　ティグルとしては無視することもできず、やむを得ず最低限の礼儀を示した。

「陛下の臣として忠節を尽くすべく、はせ参じた次第です……」

「もの言いは殊勝だが、剣も槍も使えないおまえごときが何の役に立つというんだ？　俺の領地にいる薄汚れた農民どもの方が、まだ使えるだろうよ」

　悪意に満ちた冷笑に、取り巻きたちの笑い声が重なる。ザイアンはティグルを何の取り柄もない無能で惰弱な人間だと思っており、姿を見かけるとこうして小馬鹿にしてきた。

「四、五代前は狩人だったか？　そんな者が貴族など、おこがましいにもほどがある」

　吐き捨てて、ザイアンは地面に置かれていたティグルの弓を踏みつける。

　獣を思わせる俊敏さで、ティグルは反応した。弓の柄を勢いよくつかみあげる。

「うあっ」

　足をすくわれて体勢を崩し、ザイアンは取り巻きたちを巻きこんで派手に転倒した。

「ザイアン様に何をする、貴様！」

　激げっ昂こうし、唾を飛ばして吼える取り巻きたちに、ティグルも大声で怒鳴り返す。

「弓が曲がったらどうする気だ！」

「弓？　弓がどうしたというんだ、この臆病者が！」

「そうだ。そんなものが壊れたところで、何を困ることがある。剣をとって前に出ればいいだけの話だろうが！」

「貴様のような腰抜けには、戦神トリグラフも加護をお与えにならんだろうよ！」

　他の者たちも賛同の声をあげ、ティグルは悔しさに拳を握りしめた。

　このブリューヌ王国では、彼らの言い分が正しい。

「弓は、白刃の前に身をさらす勇気をもたぬ臆病者の武器だ」

　ブリューヌには昔からそうした考えが根強くあり、弓を軽んじた。

　弓兵の功績は一段低く見られるのならばまだいい方で、評価の対象にすらならないということがほとんどだ。

「弓兵は、徴兵した狩人、または自分の土地を持たない農民。兵士の中からは重い罪を犯したことのある者、剣および槍の技量について際だって劣る者から選ぶべし」

　そのような基準があるほどで、正規の兵でありながら弓を使う者は、「罪人と罵られるか下手糞と侮られるか選べ」ということになる。

　手柄をたてて爵位とアルサスの地をいただいた初代ヴォルン伯爵は狩人だったが、マスハスなどは、「狩人でなかったら、もっと高く評価されていただろう」とぼやいたものだ。

「落ち着け、おまえたち」

　助けを借りてようやく立ちあがったザイアンが、取り巻きたちを手で制した。仕方ないという雰囲気で、ティグルを責める声は止む。

　甲冑についた土の汚れをはらうと、ザイアンは腕を組んでティグルをせせら笑った。

「おまえが弓にこだわる理由は、剣も槍も使えないからだろう？　弓を持って戦場にいれば、とりあえず戦士のふりができるなどと、あさましいことを考えている。それがおまえだ」

　ティグルは黙っている。剣も槍も苦手なのは事実だ。

　ここで反論すれば、ザイアンは自分に剣か槍を持たせて振るわせ、その動きを笑いものにするだろう。以前、そうしてきたことがあった。

　ザイアンが罵倒を続ける。

「そもそも伯爵家の当主ともあろう者が、剣も槍も持たず、鎧すら着けないで戦場に赴くことを恥と思わないのか？　何だ、そのみすぼらしい格好は。鎧も革、籠手も革、外套だけはいくらかましなものでできているようだが、平民と変わらないではないか。臆病者のもとには銅貨すら集まらないとはよく言ったものだな」

「――ザイアン卿」

　それまで黙って事態を見守っていたマスハスが、むっつりと口を動かした。

「見事な雄弁ぶりですが、それだけ言葉を紡がれれば、さすがに喉が渇いたでしょう」

　離れた方向を指さして、ゆっくりと続ける。

「あちらで葡萄酒ヴィノーが配られております。レグナス殿下が我々のためにご用意くださったものだとか。喉を潤してきてはいかがです」

　丁寧で静かな口調ながら、五十五になるマスハスの態度には相手をひるませるだけの迫力があった。ザイアンにしてみればマスハスもティグルと何ら変わらない小貴族であり、たったいままで眼中になかったのだが、その視線に気圧された。取り巻きたちもだ。

　不意に、マスハスが左手を腰の後ろへと持っていく。いかにも剣を抜く動作に見えて、ザイアンは一歩、後ずさった。取り巻きたちは緊張して腰の剣に手を伸ばす。

　だが、マスハスが左手を前に持ってきたとき、そこに握られていたのはシチューをかきまわしていた、いわゆるお玉ルーシュであった。

　ザイアンは唖あ然ぜんとし、次いで顔を紅潮させたが、ここで騒げば狼ろう狽ばいした自分を認めることになる。「ふん」と鼻を鳴らし、おおげさな動きで外套をひるがえした。

「行くぞ」

　足早に歩き去っていくザイアンたちの後ろ姿を見送り、ティグルは弓の具合をたしかめる。それからマスハスに礼を述べた。

「ありがとうございます、マスハス卿。おかげで助かりました」

「いやいや、わしこそすまなんだの。もっと早く言ってやれればよかったんじゃが、なかなか割って入る隙がつかめなんだ」

　鍋をかきまわす作業に戻ったマスハスは、何気ない動作で周囲をぐるりと見回す。

　近くにいる諸侯らは自分たちの鍋に集中したり、武具の手入れをしたり、あるいは雑談に興じていた。不自然なぐらい、誰もこちらを見ようとしない。

　ザイアンを恐れ、ティグルたちにかかわるのを避けていた。

「剣や槍を扱えることが、勇気の証明にはならんというのがよくわかるわ」

　皮肉を吐き捨てたマスハスに言葉を返そうとして、ティグルは口を閉じる。少し離れたところに集まっている諸侯たちの会話が、聞くとはなしに聞こえてきたのだ。

「そういえば、ガヌロン公爵のことを聞いたか。兵を出さなかったという理由で、ご自分の領内の町や村を焼き討ちにしたそうだ。代表たちを捕らえて街道沿いに首を並べたとか」

「あの方なら珍しくはないな。この戦を口実に、近隣の諸侯から戦費を巻きあげたという話には驚かされたが。戦費の献上を拒む諸侯がいれば、罰としてその諸侯の領地にある村を襲い、家に火を放ち、若い娘をさらって自分の領地へ連れ去るのだとか」

「それでおとがめなしというのだから、うらやましい。私にもそれだけの力があればな」

　とくに義憤を感じる様子もなく、その諸侯はぼやいた。

　ガヌロン公爵もまた、テナルディエ公爵と並ぶブリューヌを代表する大貴族だ。

　初代ガヌロン公は、建国の祖シャルルが厚い信頼を寄せる忠臣であったという。テナルディエ家に劣らず広大で肥沃な領地を持ち、何かあればガヌロン公に味方するという諸侯は少なくない。その権力と権勢は国王でも無視できないほどだ。

　諸侯同士が争うことは、禁じられている。国王の許可なく、己の領地の外へ兵を動かそうものなら、叛意ありと見做みなされて、討伐軍を差し向けられる可能性すらある。だが、ガヌロン公爵はそれを堂々と破り、非道を働いているようだった。

「そういう話なら、テナルディエ公も負けておらんぞ。質の悪い小麦を納めたという理由で、領内の町や村の者たちを鞭打ちの刑に処したそうだ。それに、この戦では、自分を支持しない諸侯の領地をあえて通過し、街道沿いにある町の酒という酒をことごとく供出させたとか」

「しかし、酒なら隠し持つことは難しくなかろう。供出しなかった町はどうなる？　ガヌロン公のように、家に火を放ったり、娘を連れ去ったりするのか」

「娘がいる場合はな。いない場合は見せしめとして、父と子、あるいは夫と妻にそれぞれ剣をもたせて殺しあいをさせたそうだ」

　聞こえてきた会話に、ティグルは全身が熱くなるのを感じた。領民を大切にするアルサスではとうてい信じられない話だ。

　立ちあがりかけた膝の上に、マスハスの硬い、しわだらけの手が置かれた。

「落ち着け」

「何を落ち着けというんですか」

「酷な言いかたになるが、おまえが何かを言ってもどうにもならん」

　その通りだった。ティグルはその場に座り直したが、腹の底には怒りが煮えたぎっている。喉元までこみあげている怒声を、歯を食いしばることで必死におさえた。

　領民を人間と思っていないようなガヌロンやテナルディエに怒り、彼らの暴虐について激げっ昂こうするどころか、楽しい話題のひとつとして周囲をはばかることもなく語りあう彼らに怒り、何もできない自分に対して怒りと、そして無力感を覚えた。

「いまの話は本当なのですか？」

「噂だが……似たような噂を他にいくつか聞いたことがあるし、何より当人たちが否定せぬ。おまえは王都にあまり行かぬゆえ、知らなかったのじゃろうが」

　ティグルは言葉に詰まった。マスハスにそのような意図はなかっただろうが、痛いところを突かれたのだ。

　二年前に父を亡くし、爵位と領地を継いでから、ティグルはアルサスの統治に励む一方で、領地の外に出たことがほとんどない。王都ニースへ足を運んだことなど、それこそ数えるほどしかなかった。

　領主として忙しかったのはたしかだが、領地の外にあまり興味を持てなかったのだ。

　余裕のあるときは、馬に乗ってアルサスの山野を駆けまわっている方が性に合っていた。出世欲や野心はなかったし、縁もゆかりもない貴族諸侯と交流を持ちたいとは思わなかった。

　王都などに行っても、ザイアンのようないやな男と顔を合わせるだけだと考えていた。テナルディエやガヌロンの名は知っていたが、彼らの為人について知ろうとしてこなかった。

　黙って地面を見つめていると、他の諸侯たちの話し声が聞こえてきた。

「後衛では、武勲をたてられそうにないな」

「前衛に配置されていても無理だろうよ。この戦は、テナルディエ公とガヌロン公の武勲争いだからな。二万五千の兵のうち、テナルディエ公配下の兵が五千、テナルディエ公を支持している諸侯らの兵が合わせて約五千、ガヌロン公配下の兵が五千、ガヌロン公を支持している諸侯らの兵が合わせて約五千。前衛の兵の九割近くが、このどれかに該当するという話だ」

　テナルディエとガヌロンは、「犬と猫の仲」として知られている。何かにつけて敵意をぶつけあう、非常に険悪な関係を意味するブリューヌの諺だ。ともに大きな力を持ち、他者を屈服させることを当然のこととしてきた大貴族同士であるから、無理のないことかもしれない。

「何と……。もしやと思っていたが、やはりレグナス殿下はお飾りの総指揮官か」

「そういうことだ。国王陛下は王子殿下のために、あの『黒騎士』ロラン卿をこの戦に参加させようとお考えになったそうだが、両公爵に反対されて断念されたという話でな」

「たしかに我が国最強を謳うたわれる騎士がここにいれば、武勲のほとんどは彼のものとなるだろうな。テナルディエ公らが反対するのはうなずける」

「だが、さすがにそれは作り話ではないか。ロラン卿がいるのは西方国境だ。このディナントは北東の国境の先だ。いくら何でもここまで呼びよせるはずがない」

　彼らの話を聞き流しながら、ティグルはようやく気を取り直す。マスハスに聞いた。

「陛下は、テナルディエ公やガヌロン公に何もなさらないのですか……？」

「たしかに陛下はいまのところ、彼らの行動を黙認されておる。そのように見える」

　ずんぐりとした身体を不機嫌そうにゆらしながら、マスハスは首を横に振る。

「だが、陛下には何かお考えがあるのだと、わしは思っておる。いずれは……あるいは、陛下が無理でもレグナス殿下なら……」

　かぼそい希望にすがるような目をしたマスハスだったが、ふと、ティグルを見た。手を伸ばして、きょとんとしているティグルの口に指を突っこむ。

「ふぇ……？」

　あまりに唐突すぎて、言葉が出てこない。

　突っこまれた指はひやりとして、鉄のような味がした。
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　目が覚めた。ティグルの視界に薄暗い天井が映る。

「やっと起きましたか」

　抑揚に欠けた声とともに、ティグルの口から何かが引き抜かれた。

　剣だった。

　剣の持ち主は、見たこともない女性だ。

「……珍しい起こし方だな」

「このようなやり方でひとを起こしたのは、私もはじめてです」

　冷淡な視線とともに言われて、ティグルは言葉に詰まった。ひとまず挨拶を試みる。

「……おはよう」

「あと一刻もすれば昼です」

　頭をかきながらティグルは身体を起こし、あらためて女性を見上げた。

　自分よりも背は高く、年齢は二つか三つほど上のように思える。艶のない金色の髪を頭の左側で結んでおり、こちらを見下ろす青い瞳は冷たい。青と白を組みあわせて随所に金の縁取りをほどこした軍衣をまとい、腰には剣の鞘を吊していた。

　間違いなく美人なのだが、硬質の美貌よりも感情の乏しさや愛想のなさを印象づけられる。

　均整のとれた、すらりとした身体つきに似合わないほど胸は豊かで、軍衣を内側から押しあげている二つのふくらみを、ティグルはつい凝視してしまった。

　彼女は剣をちらつかせて冷たい言葉を投げかける。

「まだ寝ぼけているようですので、これをもう一度、あなたの口に突きいれましょうか」

「……すまない」

　顔を真っ赤にして、ティグルは素直に謝った。

　ここは独房だ。自分が寝ているベッドと、用を足すための、ふたのついた木桶以外は何もない小さな部屋である。床は掃除されているものの、石がむきだしで、握り拳大の窓から射しこむ陽光が、室内をわずかに照らしていた。自分の弓は壁に立てかけられている。

　捕虜への待遇として適切かどうかはわからないが、とりあえずティグルに不満はなかった。

「まったく、どんなに呼んでも怒鳴っても起きてこないと兵たちが言うので、自殺でもはかったのかと思えば……。捕虜の身で、どうして熟睡できるのですか」

「特技のひとつなんだ」

「もう少し口を慎まれてはいかがかと。緊張感がなさすぎです」

　冷ややかな声に怒りが混じる。ティグルは困ったように頬をかいた。

「そんなにだらしなく見えるかな」

「殺意を覚えるていどには」

　突き放すように答えると、女性は剣を鞘におさめ、こちらに背を向けて、扉を開ける。

「エレオノーラ様があなたをお呼びです。ついてきてください」

　ティグルは急いでベッドの下に置いていた革靴を履き、彼女の後についていった。

「はじめまして。俺は――」

「はじめてではありません、ティグルヴルムド＝ヴォルン」

　振り返りもせず、彼女は答える。拒絶するような響きの声で。

「私の名はリムアリーシャです。覚えてもらう必要はありませんが」







　ジスタート王国は、内部に七つの公国を抱えこんでいる。

　ディナント会戦の勝者である戦姫エレオノーラ＝ヴィルターリアが治めているのは、王国の南東にあるライトメリッツ公国だ。

　戦いが終わったあと、エレオノーラは兵たちにねぎらいの言葉をかけて恩賞を約束し、すぐに軍を離れた。国王に戦勝の報告をしなければならなかったからだ。数人の従者だけをともなって、彼女はディナントから王都シレジアへ馬を飛ばした。

　あとの処理をゆだねられたのは副官のリムアリーシャで、軍を統率してライトメリッツへ帰還の途についた。公都に到着したのは昨日のことであり、ディナントを去ってから十数日が過ぎている。エレオノーラが報告を終えて帰還したのは、同じ日だった。

　ティグルは捕虜として、ライトメリッツへ連れていかれた。武器はすべて取りあげられたものの、拘束されることはなく、食事も与えられていたが、何しろ常に見張られているので気が休まるときがない。兵士に何度か話しかけてもみたが、返事はいつも同じだった。

「おまえは戦姫様の捕虜だから、よほどのことがなければ相手にするなといわれている」

　それならエレオノーラに会わせてくれと頼んだが、聞き入れてもらえなかった。このとき、彼女は軍を離れて王都へ向かっていたのだから仕方のないことだったが。

　おとなしくしている以外に選択肢がないと悟ると、ティグルは腹をくくった。

「なるようになるさ」

　夜は遅くまで空をながめ、昼は馬上でうとうとしながら過ごし、公都に着くと、公宮の独房に入れられたのである。







　リムアリーシャの後ろについて、ティグルは公宮の廊下を歩く。

　もの珍しげに天井や壁を眺めていると、彼女が訝いぶかしげに眉をひそめてこちらを振り返った。

「落ち着かない様子ですが、何か」

「いや、立派な造りだなと思って」

「あなたは貴族でしょう。伯爵で、領地持ちと聞いていますが」

「貧乏貴族だ。俺の屋敷は、こことは比べものにならないくらい小さい」

　恥じるふうもなく、ティグルは答える。これまでブリューヌ王国の外に出たことがないティグルには、公宮の造りも、床を飾るモザイク模様も、何もかもが珍しい。

　中庭の近くを通ると、兵たちが訓練に励んでいるのが見えた。木剣を使って試合をしている者たちもいれば、的当てで弓の腕を競っている者たちもいる。活気に満ちていた。

「いい雰囲気だな」

「ここはエレオノーラ様の公宮ですから」

　当たり前だといいたげに、リムアリーシャは応じた。

　廊下を巡回する兵士や、何らかの仕事をかかえて歩きまわっている侍女や侍従たちの顔つきも活き活きとしている。

　侍女の後ろ姿を見送りながら、ティグルは己の屋敷の留守をあずかっている、妹同然の少女のことを考えた。

――ティッタは心配しているだろうな。

　彼女に見送られたときは、捕虜になるなど思ってもいなかった。

――バートランやみんなも……何人が、無事に帰りつくことができただろうか。

　胸中に、焦りが渦を巻く。

　一刻も早く自領であるアルサスに帰りたいが、脱走した捕虜は、捕虜として扱われなくなると聞いたことがある。戦姫の考えひとつで処刑されるかもしれないということだ。

　公宮の構造も、公都のつくりもわからない身では、脱走してもすぐに捕まるだろう。いまはおとなしくしているしかない。

　公宮を出る。しばらく歩いて、リムアリーシャは足を止めた。

　連れてこられたところは、城壁のそばにある屋外の訓練場のようだ。

　三、四十人ほどの武装した兵士にまじって、エレオノーラが立っていた。青を基調として白や金を配した軍衣を身につけ、赤い肩掛けを羽織っている。スカートの色も鮮やかな赤だ。腰に帯びているのは、戦場でも振るっていた精巧な装飾の長剣だった。

「すこしでもおかしな動きをすれば……いえ、むしろしてくれた方がいいですね。いろいろと手間が省けそうです」

　リムアリーシャが、腰に吊している剣の鞘を鳴らす。

　あからさまな敵意をぶつけられてさすがにおもしろくなかったが、ティグルは肩をすくめて受け流すことにした。彼女の反応は当然のものだ。

――戦場では敵同士だったし、俺は戦姫を狙ったんだからな。

「ん、来たか」

　ティグルたちに気づいたエレオノーラは、上機嫌な様子でこちらへ歩いてくる。まずティグルに、次いでリムアリーシャに笑いかけた。

「ご苦労だった。しかし、思ったより時間がかかったな」

「申しわけありません。この男がなかなか起きなかったので……」

「起きなかった？」

　首をかしげたエレオノーラは、剣を口に入れたらやっと目を覚ましたという話を聞いてうつむき、肩を震わせてくすくすと忍び笑いをもらした。

「捕虜の身で熟睡か。見かけによらず、ずいぶんと肝が据わっている」

「にぶいだけでしょう」と、リム。

　ようやく笑いをおさめたエレオノーラは、ティグルに向き直る。

「ティグルヴルムド＝ヴォルン、だったな。ブリューヌ人にしては長い名前だが、何か由来でもあるのか？」

「先祖の名前をいただいたんだ。呼びづらいと思ったならティグルでいい」

　いちばん呼ばれ慣れている呼称をティグルは挙げる。ティグルヴルムド卿とかヴォルン伯爵といった呼び方に、どこかむずがゆさを感じるというのもあった。

　すると、エレオノーラはぱっと顔を輝かせた。さきほどまで兵たちに向けていた、威厳のある戦姫の面影は微み塵じんもなく、年齢相応の娘の表情になる。

「それなら私のことはエレンでいいぞ。私もこの方が慣れている」

　ティグルはおもわず彼女をまじまじと見つめてしまった。捕虜に対してずいぶん気さくな態度だ。何か思惑があるのかと邪推してしまいそうなほどに。

「エレオノーラ様」

　リムアリーシャがとがめるような声をあげたが、エレンことエレオノーラは悪びれる様子もない。

「こいつは私の捕虜だ。このぐらいはいいだろう、リム」

「リム……？」

　その響きに、ティグルは驚いてリムアリーシャを振り返る。

「一応、言っておくと、おまえが落馬させた私の護衛のひとりで、かつ、ディナントからここまでおまえの面倒を見てきたのがこの娘だ」

　言われてみると、たしかに体格が一致する。

　ティグルはどう反応したものか迷ったが、率直に礼を述べることにした。

「ありがとう、ここまで無事に連れてきてくれて」

　苛烈な暴行や拷問によって殺されたり、管理不行き届きで食事を与えられずに死んだりした捕虜の話は、ティグルも聞いたことがある。

　しかし、捕虜となってからこの公都に着くまでの間、ティグルが暴力を振るわれたことは一度もなかったし、食事もきちんと与えられた。

　戦姫の捕虜だからというのが最大の理由なのだろうが、リムことリムアリーシャの管理もしっかりしていたのは間違いない。

　彼女はティグルに報復などをせず、やるべきことをやったのだ。

　礼を言われたリムは、眉をひそめて怒りと呆れの入りまじったような顔になり、ティグルを無視してエレンに顔を向けた。

「エレオノーラ様、本日の政務はまだ残っているのです。このような瑣さ末まつな用事は早くすませてしまうべきかと」

「わかった、わかった」

　エレンは苦笑して手を振ると、ティグルを見て、ことさらにしかつめらしい顔をつくってみせる。あらたまった口調で言った。

「まず、このことをはっきりさせておくとしよう。ティグル――いや、ヴォルン伯爵。あなたは我が国と貴国の間に結ばれている条約により、捕虜として扱われる。すなわち、あなたが私の捕虜となった日から五十日以内に、私のもとへ身代金あるいはそれに相当するものが届けられなかった場合、あなたは条約に従い、正式に私のものとなる。名誉の神ラジガストの名にかけて。よろしいな？」

　全然よろしくないのだが、ティグルは仕方なくうなずいた。

　捕虜の扱いに関する条約は、どの国でも結ばれている。

　諸侯や騎士の名誉を損なうことなく、虐待や屈辱的な扱い、殺害といった事態をできるかぎり避けるため、という建前になっているが、ようするに、話を効率よく進めるためだ。

「さて、気になる身代金の額だが、次のようになった」

　エレンの口にした数字を聞いたティグルは、ぽかんと口を開けてその場に固まった。

　アルサスの税収の、三年分に近い数字である。

　衝撃のあまり、目眩がした。

「……減額してもらえないか？」

「だめだ」

　にべもない返事である。

――まあ、いいと言うわけがないか。

　敵を捕虜にするのは、多くの場合、身代金が目当てだ。頼んで簡単に減るわけがない。

「あなたにはしばらくこの公宮で暮らしてもらう。言うまでもないが、脱走を試みれば、あなたは捕虜でなくなる。首を落とすも落とさないも私の自由ということだ」

　陸にうちあげられた死にかけの魚のように、うつろな目をしながら、ティグルは必死に記憶をさぐって自領の蓄えを思いだす。

　税収の一年分ぐらいはあったはずだが、それではまったく足りない。

――ティッタやバートランの手に負える話じゃない。マスハス卿は顔の広い方だから、無事ならば、何とか金を工面してくれるかもしれないが……。

　身代金の用意は絶望的といっていい。

　暗あん澹たんたる未来が垣間見えて目の奥がちかちかと痛み、気が遠くなりかけたが、うちひしがれる寸前で、どうにかティグルは踏みとどまった。

　手足に力をこめてよろめきかけた身体を支え、黒い瞳に強気の色を宿してエレンを見返す。

――俺は、アルサスに帰らなければならないんだ。

　生まれ育ち、爵位とともに父から受け継いだ大事な地に。

　兵たちの安否も気になるし、領民のことも心配だ。

　何より、ティッタに帰ると約束した。

　その思いが、踏みとどまらせた。

「俺の扱いについては承知した。――ここに呼んだ用事は、それだけか？」

　ふてぶてしささえ感じさせるティグルの態度に、エレンは「ほう」と、感心したような声をあげる。紅の双そう眸ぼうが楽しそうに輝いた。

「もちろん、これだけではないぞ。おまえにぜひともやってほしいことがある」

　くだけた口調に戻ったエレンが指さしたのは、城壁に沿って並んでいる弓の訓練用の的だ。

「ここから矢を射て、あれに命中させてくれ」

「それだけか？」

　いったい何をいわれるのかと身構えていたティグルは、むしろ拍子抜けした。

　的までの距離は三百アルシン（約三百メートル）ほど。弓に習熟した者でも、何の冗談だと呆れかえるだろう距離だ。

　そこまで矢を飛ばすこともそうとうの難事だというのに、的に当てろとなればいやがらせ以外のなにものでもない。

　しかし、ティグルにとってはたいした距離ではない。

――何をたくらんでいるのかはわからないが、さっさとすませてしまおう。

　兵士のひとりが、弓と、四本の矢を持ってくる。秀麗な顔だちに、つややかな黒髪を肩までのばした優やさ男おとこだ。

　彼から弓と矢を受けとったティグルは、わずかに眉を動かした。

――ひどい弓だ。

　弓幹ゆがらが硬すぎる。弓の素材としては、まるで適していないものを使っているのだ。握りの具合も、弦の張りもよくない。狩人なら誰でも憤然とするだろう。

　どういうつもりだと、エレンの様子をそっとうかがう。彼女は離れたところから、子供のような期待に満ちた眼差しを自分に向けていた。

――彼女の仕業じゃないのか？　まさか、ここの弓は、どれもこんなものなのか？

　ライトメリッツの弓を見たのはこれがはじめてなので、そう思いかけたものの、すぐに考え直す。そんなはずはない。中庭で見かけた訓練の様子を思いだしても、まともな弓兵なら、このような粗悪な弓に我慢できないだろう。

――エレンじゃないとすれば……。

　弓の調子をたしかめるふりをしながら、さきほど自分に弓を渡した兵士を、何気ないふうを装って一いち瞥べつする。彼は数人の仲間といっしょに、にやにや笑ってこちらを見ていた。

「つまらない真似まねをするなあ」

　腹が立つあまり、ついつぶやきが漏れる。

「何か言いましたか？」

　そばに立っているリムが怪け訝げんな顔をした。言葉の内容までは聞こえなかったらしい。

――どうする？

　この弓を見せて文句を言ってやろうかと思ったが、あの兵士も簡単には認めないだろう。捕虜という自分の立場を考えると、ことを荒立てるのはよくない。

――独房にある自分の弓を使わせてもらうか？

　ティグルの弓は、まだ小さかったころ、父が領内の狩人たちにつくらせたものだ。狩人たちは領主の嫡男のために知恵を絞り、聞きかじったものながら、他国の知識や技術も積極的に取りいれた。矢がよく飛ぶのは道具のよさもある。

――言いがかりをつけられる恐れがある。

　この考えもティグルは捨てた。リムに尋ねる。

「確認しておきたいんだが、四本の矢をすべて的に当てなくちゃならないのか？　それとも一本だけでいいのか？」

「私の馬を一矢で屠ほふった者にしては、ずいぶん弱気な発言ですね」

　皮肉かとティグルは思ったが、無表情で、淡々とした声こわ音ねではあっても、悪意らしきものは感じられない。弓が粗悪なものであることにも気づいていないようだ。

「体調が悪いのならば、エレオノーラ様に申しあげて別の日に……」

「いや、やる」

　強い口調で答えて、ティグルは弓をかまえる。

「ただし、的に当てるのは一本だけにさせてくれ。自分の弓じゃないから自信がないんだ」

　リムはうなずき、エレンのところへ歩いていく。すぐに戻ってきた。

「一本でかまわないとのことです。はじめてください」

　承諾してくれたとはいえ、自分を見るエレンの目はあきらかに不満そうだ。気にしないことにして、ティグルは一本目を弓につがえ、放った。

　矢は的に届く前に失速して、地面にぽとりと落ちる。二百アルシンも飛ばなかった。

　兵士たちの間から、嘲あざけりまじりの失笑がもれる。

　気にせず二射目を放つ。

　矢音を響かせて弓なりに飛んだ矢は、失速こそしなかったが、的を大きくはずれて城壁に当たり、硬い音をたててはねかえった。

　笑声は大きなものになり、口を手でおさえる者や肩を震わせる者が何人も現れた。哀れみと蔑さげすみの視線が、いくつもティグルに突きささる。

「真面目にやっているのですか？」

　リムは苛立たしげな声をかけながら、気遣うような視線をエレンに向けていた。

　そのエレンはとても困った顔をしている。問題を正しく解いたのに、教師に叱責されている生徒のような。

「やっているさ」

　とくに気負いもせずにティグルは言い返し、三本目の矢を手に取る。

「おいおい、まだ続けるのか？　これ以上恥をさらす気かよ」

「オレが代わってやりたいな。さすがに的に届きはせんが、あいつよりは矢を飛ばすことができるぞ、まっすぐにな」

「戦姫様もなんだってこんなやつを捕虜にしたんだ？」

「見世物としてはなかなかじゃないか。明日はちがう芸を見せてくれるんだろうよ」

　兵士たちの聞こえよがしな陰口を、ティグルは黙って聞き流した。

　罵倒には慣れている。いま聞こえているものとは比べものにならないほどの誹ひ謗ぼう中ちゅう傷しょうを受けたことなど、何度もあった。

　深呼吸。精神を集中するために空を見上げ、風の動きを肌でたしかめる。

　そのとき、視界の端に黒い影のようなものが映った。

――なんだ？

　視線をそちらに向けて、目を凝らす。それの正体がわかった瞬間、ティグルの背筋に悪寒が走った。エレンに向かって叫ぶ。

「伏せろっ！」

――弩アーバレストだ……！

　ティグルの使っているような弓とは違う、機械仕掛けの弓だ。巻きあげ機を使って、人間の力では引けないような弦を引き、太矢を撃ち放つ。

　連射はできず、故障もしやすいが、射程は最大で三百五十アルシンに達し、盾も鎧もたやすく貫いて、鏃やじりが背中まで抜けるほどの威力を持つ。

　それを、城壁上に隠れていた黒ずくめの人影が手にしていた。

　弩から太矢が放たれた。

　豪速の唸りをあげて、まっすぐエレンへ飛んでいく。狙いは正確で、もはや避けようとしても間に合わないかと思われた。

　しかし、エレンはうろたえず、その場から逃げようともしない。

「――アリファール」

　呪文のようなつぶやきとともに、腰の剣を抜きはなちざま、一閃させる。斬り裂かれた大気に白い軌跡が描かれ、銀の粒子がまき散らされた。

　刹せつ那な、空気が急激にふくれあがり、爆発でも起こしたかのように、白い軌跡を中心に暴風が吹き荒れる。長い白銀の髪が風に流されて踊り狂った。

　エレンに迫っていた太矢は、彼女の目の前で強烈な風に搦からめとられ、大きく外れる。何もない空間を通過して、力なく地面に突き立った。

――いま、何が起きた……？

　ティグルは呆然として、エレンを見つめていた。

　偶然などではない。決してない。

　弓を学ぶ過程で、ティグルは弩を学んだこともある。太矢の威力はよく知っている。

　その軌道をねじまげるほどの強風が、都合よく吹くはずがない。

「あの賊を捕らえよ！」

　エレンに駆け寄りながらリムが叫び、弓を持つ兵たちは、次々と城壁上の影に向かって矢を射放つ。しかし、そのどれも影に命中するどころか、城壁にすら届かない。

　剣や槍を持っている者たちは城壁へと駆けていく。

　この騒ぎに、城壁上を警備していた兵も事態に気づいた。影を追って走りだす。

――俺には関係のないことだ。

　口には出さず、ティグルはつぶやいた。反射的に叫んでしまったが、自分はエレンの部下ではない。ジスタートの人間でもない。

　そう考えかけて、ふと、ティグルはエレンとはじめて会ったときのことを思いだした。

　いい技量をしているな。

　彼女は笑顔でそう言った。

　ティッタ、バートランや兵士たち、亡き父などの身近なひとをのぞいて、弓の腕を素直に褒められたのは、いつ以来だっただろうか。

「あいつは生かして捕らえるのか？」

　弓に矢をつがえながら、ティグルは大声でリムに訊いた。

「そんな贅沢が言える状況ですか……！」

　手が白くなるほどに剣を握りしめて、彼女は悔しそうに城壁上の影を睨にらみつける。

　気持ちとしては兵たちの先頭に立って追っていきたいに違いないが、エレンのそばを離れるわけにはいかないのだ。

　影は城壁上をすばやく駆けぬけて、塔に飛びつく。そこから外へ逃げるつもりなのだ。

「わかった。脚にする」

　なんでもないことのように言葉を返し、ティグルは限界まで弓ゆみ弦づるを引き絞る。

　先の二射で、この弓の具合は完璧に把握していた。







[image: ]








――この距離なら届く。

　リムの目が、いったい何を、という不審から、まさか、という疑いに。

　そして、驚きへと変わった。

　弓弦が震える。

　放たれた矢は鋭い羽音を響かせ、大きな曲線を描いて影の脚に深く突き刺さった。

　影が、城壁上に落下する。追いついた兵たちに、寄ってたかってとりおさえられた。

「なん……だと？」

　城壁を見上げて走っていた兵のひとりが、愕然とした面持ちでつぶやく。それ以外に言葉が出てこないようだった。他の兵たちも、呆気にとられた顔でティグルを見つめる。

「馬鹿な。あの位置から矢を当てるなど……」

「塔の高さを考えれば、三百アルシン先の的どころの話ではないぞ。ありえん」

「信じられん。人間の技なのか？　弓を蔑むブリューヌ人が……」

　口々に言葉を発するが、共通しているのはその目にも、声にも、驚愕と衝撃、感嘆が満ちていることだ。また、言葉もなくその場に立ち尽くす者もいれば、無言で空をあおぐ者、神々の名を唱える者もいる。

　訓練場に漂っていた悪意は、もはや一片も残っていなかった。

「で、でたらめだ……あんな粗悪な弓で……」

　ティグルに弓を渡した兵たちは一様に、恐怖に顔を青ざめさせている。

「まいったな」

　ティグルは肩をすくめた。胸のすく気分ではあったが、落ち着かない気分もある。このような視線を一斉に浴びたことは、いままでなかった。

　四本目の矢を手にとって、リムを見たが、彼女の様子も兵たちとあまり変わらない。目が合うと、緊張に身体を強こわ張ばらせたのがわかった。

　エレンを振り返る。

「あと一本、残ってるが、どうする？」

「もう充分だ」と、銀色の髪を静かに揺らして、エレンは首を横に振った。

「よくやった」

　心から嬉しそうな顔でエレンはティグルに笑いかけると、腰の鞘に剣をおさめた。

　どこからか吹いた風がティグルの髪をくすぐる。

――いまのは……。

　ティグルはおもわず髪に手をやった。

　何となくだが、いまの風はエレンの長剣が起こしたもののように思えたのだった。









　　　３　　　戦姫の誘いと侍女の祈り














　翌日、昼が近づいてきたころ、ティグルはエレンに呼びだされた。

　昨日は賊を捕らえたあと、すぐに独房へ戻されてしまい、それきりだった。

　リムに先導されて公宮の廊下を歩きながら、ティグルは困ったように、くすんだ赤い髪をかきまわす。

　すれ違う者たちが、自分にちらちらと視線を向けてくるのだ。兵士も、侍女や侍従らも。

　それは畏い敬けいだったり興味だったりするのだが、これまでそのような目で見られたことのないティグルとしては、戸惑うばかりだった。

「どうして俺はこんなに注目されているんだ？」

　賊を捕らえるのに手を貸したとはいえ、ここまで関心を持たれるとは思えない。たまりかねて先を行くリムに尋ねると、彼女はそっけない口調で答えた。

「エレオノーラ様が説明してくださいます」

「あのあとは、とくに何もなかったのか？」

　リムは不思議そうな目でティグルを見たあと、「ええ」と、短く言葉を返してきた。

　やがて、彼女はある扉の前で足を止めた。扉を軽く叩く。

「エレオノーラ様、ヴォルン伯爵をお連れしました」

「入れ」と、すぐに返事がきた。

　リムが扉を押し開き、ティグルも彼女に続いて中へ入る。

　執務室のようだ。広い部屋で、床には豪ごう奢しゃな絨毯が敷かれ、黄金造りの燭台や、年季の入った書見台、籐を編んだ椅子などが置かれている。窓も大きい。

　壁にはジスタートを象徴する黒竜旗ジルニトラと、黒地に銀の剣をあしらった旗が飾られていた。ライトメリッツの軍旗だ。銀の剣は、エレンが振るっていた長剣を想起させる。

「まもなく終わるから、もう少し待て」

　エレンは刺し繍しゅうのほどこされた絹服とスカートという姿で執務机の前に座り、書類にペンを走らせていた。机の端には、すでに処理されたらしい書類が山のように積まれている。その膨大な量に、ティグルはため息を漏らした。

　彼女の背後の壁には、鞘に納まった一振りの長剣が立てかけられている。何かあれば瞬時に対応するためだろう、手を伸ばせば届く位置だ。

　書類に視線を落としていたエレンが、不意に眉をひそめる。書き損じたらしい。

　彼女は書類を大雑把に折りたたむと、手慣れた動作で部屋の隅にあるくずかごへと放った。折りたたまれた羊皮紙は、くずかごの縁に当たって床に落ちる。

　失敗するとはまったく思っていなかったのか、エレンは目を丸くして羊皮紙を凝視する。

　ティグルは素の表情を見せた彼女に微笑ましさと可愛らしさを感じながら、顔がにやけるのを見られないようにうつむいて羊皮紙を拾った。それをリムが受け取る。

「紙は貴重なのですから、無駄遣いをなさらないでください」

「気をつける」と、叱られた子供のような顔と声で、エレンは答えた。

　気を取り直して彼女は書類の処理に戻り、ほどなく仕事を終えた。

「今日も起こすのに手間取ったか？」

「呼びに行ったときには起きていました。もっとも、もう昼近くですから」

　二人のやりとりに、ティグルは気まずそうに視線をそらす。実際は、とくにやることもないので眠りこけていたのだが、リムが部屋の前に立った瞬間、目が覚めたのである。

――狩りに出たときと同じ感覚だったな……。

　山や森の中で夜を過ごすとき、近づいてくる獣の気配を感じて意識が覚醒することがある。つまり、ティグルの本能のようなものが、リムを危険な存在と認識したらしいのだ。もちろんこんなことは言えないので黙っておく。

「捕虜としての自覚が出てきたのかな」

　エレンはくすりと笑って椅子から立ちあがった。長剣を手にとると、執務机をぐるりとまわってティグルの前まで歩いてくる。

「昨日はすまなかった」

　神妙な態度で頭を下げられ、ティグルは戸惑った。おもわずリムを振り返るが、彼女は無言で顎をひく。いいから向き直れということらしい。

「何のことだ？」

「おまえに貸した弓だ。とくに考えず兵に任せたのだが、まさかあんな粗悪な代物を渡すとは思わなかった」

　やはり、あの弓はここでも出来の悪いものだったらしい。どうでもいいところで安心したティグルだったが、続けて発せられた台詞に仰天した。

「あれを考え、実行したのは三人だ。おまえの立ち会いのもとで処刑を行うので――」

「待て、ちょっと待て」

　慌ててティグルはエレンの言葉をさえぎる。

「たしかに少し悪質ないたずらだったかもしれないが、そこまですることはないだろう」

「おまえは怒っていないのか……？」

　エレンは不思議そうな顔でティグルを見返した。

「彼らは、多くの者が見ている前でおまえを笑いものにし、不名誉と屈辱を与えようとしたのだぞ。矢をすべて外していたら、おまえの身が危うくなるところだった。私の捕虜に余計な手出しをするなという命令に背いてもいる。死をもって償わせなければ示しがつかん」

「俺の身が危うく、というのは、どういうことだ？」

「昨日は話す余裕がありませんでしたが」

　ティグルの後ろに立っていたリムが、愛想のない顔で説明する。

「あなたを捕虜とすることに、私をはじめ、幾人かの騎士や兵士が反対したのです。エレオノーラ様は戦姫になられる以前から、数多の戦場をくぐり抜けてきましたが、これまで敵を捕虜としたことは一度もありませんでした」

「俺がはじめての捕虜というわけか」

「はい。そのせいで、兵たちの間にくだらない噂が流れたのです」

「噂？」

　首をひねるティグルに、エレンが楽しそうな声で答える。

「私がおまえに一ひと目め惚ぼれしたというものだ」

　予想外の答えに、ティグルは絶句した。エレンが笑って続ける。

「一騎打ちの末に捕虜にしたこともよくなかったらしいが、戦場での恋だとか、敵同士の間に生まれた愛だとか、武勲詩ジェスタにはいくらでもあるものだが、皆、そういう話が好きなのだな。とはいえ、あながち間違ってはいないか。惚れたといえば惚れたからな」

「俺に……？」

「おまえの弓の技量にだ。残念ながら、おまえ自身にではない」

　してやったりと言いたげな表情をするエレンに、ティグルは肩をすくめて軽口を返した。

「ありがたいな。ろくに話もしないうちから好きになられても困る」

「じっくり話さなければ、女ひとり惚れさせることもできないのか？」

「俺のよさをわかってもらうには時間がかかるんだ」

「寝坊癖のような悪いところはすぐにわかりましたが」

　リムの容赦ない言葉にティグルはよろめいた。そこへエレンがたたみかけてくる。

「それで、おまえはいままで何人を惚れさせたことがある？」

　ティグルは無言で両手をあげて降参した。

　美形というわけでもなければ、裕福という言葉にはほど遠い田舎貴族だ。ただでさえ若い娘との出会いが少ないのに、惚れられるわけがない。

「脱線したな。そうした噂に過剰反応した部下たちが、噂のもとを断つために、いっそおまえを殺してしまえと言ってきた」

　エレンはからかうような目をリムに向ける。彼女は微み塵じんもうろたえることなく、主の視線を受けとめた。

「進言が間違いであったとは、いまでも思っておりません」

「とまあ、こんな連中ばかりでな。おまえの弓の技量を見せてやるのが、黙らせるにはいちばん手っ取り早いと思ったんだ。正解だったな、予想以上の効果だった」

　ようやくティグルは納得した。たしかに、矢をすべて外していたら、エレンとしてもリムたちの進言を聞き流すことはできなかっただろう。何らかの対応を迫られたに違いない。

――罰を与える必要はあるか。

　示しがつかないというエレンの言葉はもっともだ。とはいえ、このようなことで死なれるのは気分のいいものではない。あの弓を渡されたときは腹が立ったが、過ぎたことだ。

「弓を用意した者たちのことだが、一度は許してやってくれないか」

　頼みこむと、エレンは不満そうに口をとがらせたが、拒みはしなかった。

「おまえが言うならそうしよう。二度はないがな」

　スカートをひるがえし、エレンは窓へ歩みよると、窓枠に腰をおろす。長剣を腕でかかえて形のよい脚を組んだ。

　白い太腿に目が引きつけられそうになり、ティグルは意識して視線をあげる。腹のあたりはスカートが視界に入ってしまう。胸をじろじろ見るわけにはいかない。

――しっかりしろ。俺は明日をも知れぬ捕虜の身だぞ。

　ティグルはさらに視線をあげて、彼女の端整な顔を見つめた。

「ところで、予想以上の効果だったと言うなら、身代金の額を減らすとか、俺の待遇をよくするとか、そういう褒美はないのか？」

「たったいま、私の部下たちを助けたいという頼みを聞いてやっただろう」

　さらりと返されて、ティグルは何とも言いがたい顔になる。エレンは笑いをかみ殺した。

「身代金はともかく、待遇については検討しよう。他に要望はあるか？」

　少し考えて、ティグルは彼女に尋ねる。

「ひとつ聞きたい。俺の弓の技量に惚れて捕虜にしたと言ったが、本当にそれだけなのか？　嘘を言っているとは思わないが……」

　何か、自分には思いつかないような理由が他にあるのではないか。

　そう思ったのだが、エレンは鷹おう揚ようにうなずいた。

「それだけだ。おまえと出会ったのは、あのつまらない戦における数少ない収獲だった」

「つまらないって、勝ち戦だったんだろう？」

　彼女の言葉の意味がわからず首をひねるティグルに、エレンは渋じゅう面めんをつくる。

「勝ったが、ろくでもない戦だった」

　紅の瞳には怒りが満ちている。窓から吹きこんだ風が、白銀の髪をふわりと揺らした。

「ことの発端は何だったか、知ってるか？」

「国境線代わりの川が氾はん濫らんを起こし、被害を受けた住民たちが争ったからと聞いている」

「そうだ。放っておけば争いが激しくなって、面倒な事態になるかもしれないということで、私たちは兵を出した。ブリューヌもそうだろう」

　そこまで言うと、エレンは試すような口調でティグルに問いかける。

「おまえが勝者だったら、敗者に何を要求する？　落としどころをどう決める？」

「そうだな、川を優先的に使い、相手には使用料を要求する。ただし、一年……いや、二年間だけだ。川を独占することはできない。奪いあいになって、それこそ面倒な事態になる」

　川を挟んで隣りあっている集落同士や村同士の揉めごとは、領主貴族にとってよくある出来事だ。それの規模が大きくなったものと思えば、難しい問題ではない。

「いい答えだ。私だったら三年で提案して、期間を縮める代わりに要求をひとつ通すが」

　感心したように笑ったエレンだが、すぐに表情を引き締める。

「つまり、勝ったところで得られるものは少ないわけだ。しかも、兵をそろえて戦場へ向かいつつ、そちらの様子をさぐってみれば、我々の五倍もの兵を用意している。こちらには援軍のあてなどない。私は、ない知恵をしぼっていくつもの策を考えた。厳しい戦いになると思っていた。ところが、ふたを開けてみれば、一日どころか半日余りで終わってしまった」

「俺が言うのもおかしいが、一日とかからずに勝てたんだから、よかったんじゃないか」

「リムも同じことを言った」

　エレンの言葉に、ティグルはおもわずリムを見る。不本意だと言いたげな視線を返された。たしかに、同じことを言ったとしても、彼女の考えや思いは自分と大きく違うだろう。

　ふんと鼻を鳴らして、エレンは続けた。

「私だって、むやみに強敵を求める趣味はないし、楽に勝てるならそれに越したことはないと考えている。だが、最初の一手で瓦が解かい、潰走というのはあまりに興醒めだ。二万五千もの兵を率いて何をしに来たと言いたい」

「最初の手というのは、夜明けに奇襲をかけてきたことか？」

　これは質問というより確認だった。おそらくそうだろうと、あのときの状況からティグルは判断したのだが、戦場全体を見渡していたわけではない。

　うなずいたエレンに、ティグルはおもわず聞いていた。

「恐ろしくなかったのか？　いくら奇襲とはいえ……」

「真っ昼間に正面からやりあうより、はるかにましだろう。それに、我が軍の偵察隊がそちらの陣容をかなり正確につかんでくれたのでな」

　得意げにエレンは答える。

「ブリューヌ軍は二万の前衛と五千の後衛にわかれていて、前衛の士気は高いが、後衛はそれほどでもない。その上、数において圧倒しているからか、こちらの動きをさぐってこようともしない。私は軍を二つにわけ、四千で前衛の注意を引きつけ、残りで後衛を突いた。油断していたのだろうが、拍子抜けするほどもろかった」

　長剣の鍔を指先でもあてあそびながら、エレンはため息まじりに言った。

「ただ、レグナス王子が戦死したらしいのは予想外だった。ブリューヌが復讐戦を挑んでくるかもしれないと、国王陛下にいやな顔をされた」

「王子殿下が亡くなられたのか……!?」

　おもわず身を乗りだす。このとき、はじめてティグルは王子の戦死を知った。

「我が軍の者が討ちとったわけではなく、逃げていくブリューヌ軍からそのような声がいくつか聞こえてきたそうだが、間違いではないらしい。――親しかったのか？」

「……まさか」

　気を取り直して、ティグルは首を横に振る。

「昔、一度だけお声をかけていただいたことがあった。それだけだ」

　十歳のときの話だ。声をかけられたのは偶然のようなもので、とくに親しくなったわけではなく、それから顔を合わせたこともない。優しい方だったというぼんやりとした思い出が、記憶の片隅に残っているのみだ。

　だが、自分が生まれ育った国の王子である。ティグルの受けた衝撃は大きかった。

――戦には向いておられないような方だったが。

　今回の戦でも遠くからちらりと見たが、中性的で優しげな顔だちの、昔、見たときと変わらない、華きや奢しやな印象を与える王子だった。

「私を、恨むか？」

　エレンの眼差しと声こわ音ねは、真剣なものだ。言葉を詰まらせたティグルだったが、彼女の視線を受けとめて、誠実に答える。

「恨みがないといえば嘘になるが、戦場でのことだ。俺だってジスタートの兵を殺している」

　自分にとって身近な存在であるバートランやマスハスたちが死んだと聞いたら、おそらく平静ではいられなかっただろう。しかし、王子の死を悼む気持ちはあっても、身体を突き動かすほどの怒りや憎しみは湧いてこない。

　ブリューヌの貴族として、あってはならないことだが、自分は王家に対する忠誠心が薄いのかもしれない。亡き父は、そうではなかった。

「そうか」

　エレンはほっとした表情になって、小さく息を吐く。

「ブリューヌ軍は潰走し、私は兵たちに追撃を命じた。そのとき、おまえに会った」

　紅の双そう眸ぼうが、やわらかな感情を湛えてティグルを見つめる。

「三百アルシンも離れた位置から正確に矢を放ってきたことにも感心させられたが……。ほとんどの味方が死ぬか逃げ散っているという状況で、戦意を失わず、かといって自棄になるでもなく、冷静に、確実に私を仕留めようとしたことに驚かされた。本当に、気に入った」

　その台詞を聞いたリムが、聞こえよがしにため息をつく。

「だからといって、単騎で飛びだしていくような真似まねはなさらないでください」

「しかしな、リム、あのときは、誰かが危険を承知でこいつに接近しなければ、私たちはいい的だったぞ？　まさか、矢がたった四本しかないとは思わないだろう」

「おっしゃる通りですが、それはエレオノーラ様の役目ではありません」

　エレンの反論を、リムは冷然とはねのけた。白銀の髪の戦姫は困ったように眉をさげて、ティグルに助けを求める。

「私以外の者が相手であれば、何の苦労もなく退けていたよな？」

「俺に何を言わせる気だ」

　呆れつつ、表情がころころ変わるなと、ティグルは内心で複雑な思いを抱いた。さきほどまでは戦慣れした凛々りりしい指揮官にしか見えなかったのが、いまはいたずらの仲間を求める子供のようだ。そのどれもが魅力的に映る。

「弓の腕を見せたいまのおまえなら、たいていの大言壮語は許されるだろう」

「いっそ噂に乗ってやろうか？　その美しさに心を奪われて負けを認めたと言って……」

　リムが無言で強烈な重圧をかけてきたので、ティグルは言葉の続きを呑みこんだ。気を取り直して、ティグルはエレンを見る。

「誰が向かってこようと、俺のやることは変わらなかったよ。指揮官であるおまえ以外を狙うつもりはなかった。あの場から動かなかったとしても、矢を届かせることはできたからな。だから結果は変わらない。俺の完敗だ」

「ずいぶん素直に負けを認めるものだな」

「剣で矢を打ち落とす人間なんて、はじめて見たんだ。あんなのは、勇者や英雄と呼ばれる人物の昔話だけだと思っていた」

「リムの馬が受けた矢を見て、額を狙ってくると見当をつけることができたからな。思った通りに矢は飛んできた」

　勝ち誇るかと思ったが、そんな態度は微塵も見せず、エレンは抱えている剣の鞘を愛おしそうに撫でる。

「一本目を打ち落としたとき、胸が高鳴った。二本目のときは、寸分たがわぬ位置を狙ってきたおまえの技量に感心を通り越して、感動した。もしも三本目があったら、どうなったかわからん。距離も縮まっているし、さすがにかわせなかったかもしれないな」

　そこで息をつき、喉が渇いたなとエレンはつぶやいた。

　リムが、執務机の脇に置かれている水差しから銀杯に水を注いで、さしだす。それを一息で飲みほすと、エレンはあらためてティグルに向き直った。

「おまえを殺すのが惜しいと思った。だから、このライトメリッツまで連れてきた。戦場で悠長な話しあいをする趣味はないからな」

　組んでいた脚をおろして床に降りたち、エレンは口元に微笑を湛えて、紅の双眸をまっすぐティグルに向けた。

「私に仕えないか？」

　今度こそ、ティグルは呆然とした顔でエレンを見つめる。

「ひとまずは騎士の位を与える。望むなら、町のひとつぐらいは任せてもいい。ブリューヌ人だからといって、戦での勲功に差をつけることはしない。爵位については、国王陛下に申請しなければならないので確約はできないが、おまえが求めるなら手を尽くそう」

「本気か……？」

　魅力的な話だった。にわかに信じられないほどの。

　緊張と興奮で、顔が熱くなる。てのひらに汗がにじみ、胸が激しく高鳴っている。

　エレンは小さく、しっかりとうなずいた。

「私はおまえがほしい」

　ティグルは顔を紅潮させて、それを隠すように前髪をかきまわす。

　彼女の言葉に嘘はないだろう。

　偽りだとすれば、あまりにも手間をかけすぎている。

――ブリューヌでは望めない待遇だな。

　生まれ育った国では、弓に対する蔑べっ視しが、巨大でぶあつい壁となって立ちはだかっている。

　かつて敵国との戦で、ある貴族の組織した弓兵部隊が大きな武勲をたてたことがあった。

　しかし、戦が終わってみると、彼らには褒美どころかねぎらいの言葉すらなかった。

「敵の剣や槍の届かぬ遠くから、矢を射かけただけではないか。敵と直接剣をまじえた兵たちにくらべれば、どれほどのことをしたというのか」

　弓兵部隊を組織できるほどの貴族でも、その状況を覆せなかったのだ。ましてや小貴族であるティグルに、どれほどのことができるのか。

　だが、ジスタートにそのような気風はない。

　そして、エレンは言った通り、自分の武勲を公正に評価してくれるだろう。

　弓の使い手としては願ってもない話だ。

「断る」

　だが、ティグルはそう答えた。

「俺にはもったいないぐらいの話だ。こんな誘いは、あと百年生きても二度とないだろうな」

「では、なぜ私の手を拒む？」

　エレンの顔に落胆の色はない。ただ冷静に、理由を問うた。

「俺には帰るべき、そして守るべき場所がある」

　強い意志を感じさせる口調でティグルは続ける。

「アルサス。父から受け継いだ俺の領地だ。中央から遠く離れた田舎で、小さい上に山と森ばかり、町がひとつに村が四つしかないようなところだが……俺は、自分からそこを放りだすつもりはない」

「アルサス……？」

　その単語に、エレンは美しい眉をほんの少しひそめた。

「おまえの領地は、我が国と国境を接しているか？」

「ああ。ヴォージュ山脈のそばだからな」

「このライトメリッツからも、そう遠くはないか」

　ヴォージュは、ブリューヌとジスタートの間を南北に走る険けわしい山々の連なりだ。アルサスは山脈の北西部に接しており、ティグルは狩りをするために、よく足を運んでいた。

　ライトメリッツは、山脈の東側に接している。山脈を越えるのにそれなりの日数がかかるとはいえ、遠くないという言い方は間違いではない。

「ふむ」と、うなずくと、エレンは再び窓枠に腰かけた。

「おまえの気概はたいへんけっこうだが、先のことを考えて言っているのだろうな？」

　突き放すような態度で、彼女は続ける。

「おまえは捕虜であることを選んだ。もし期限までに身代金か、それに相当するものが支払われなかったら、私はおまえをムオジネルの奴隷商人に売りとばす」

　ティグルの額に冷や汗がにじんだ。

　ムオジネルは、ブリューヌの南東、ジスタートの南に位置する王国だ。『暑熱の王国』と呼ばれており、短い冬を除いて大気は常に熱を帯び、乾いている。人々の肌は褐色で、ブリューヌやジスタートでは百年以上前になくなった奴隷制度がいまだに存在していた。

　殺してしまうよりは、少しでも金の足しにしようというわけで、ムオジネルに売られるのは身代金が用意できなかった捕虜の定番だ。

「奴隷としてみじめに生きる覚悟ができている、という理解でいいのだな？」

「み、身代金が支払えないと、決まったわけじゃない」

　強がろうとして、ティグルの声はうわずった。

「ほう。昨日やさきほどの減額の要求は、交渉術の類だったのか。それにしては、おまえの顔は必死で、同情してしまうほど悲愴感あふれるものだったが。恐れいった」

　完全に優位を確信し、剣を抱えながら腕を組んで、エレンはティグルを睥睨する。もはや返す言葉もない。

「形だけでも頭を下げておいて、あとで隙を見て逃げるなりすればよいのでは」

　見かねたのか、黙って控えていたリムがそっと口を挟む。

　エレンの言葉攻めに疲れきっていたティグルは、意外な思いでリムを見た。彼女が助言してくれるとは思わなかったのだ。無言で肩をすくめて、首を横に振る。

　二人のやりとりを、エレンは一瞬だけさぐるような目で見たが、そのことについては何も言わなかった。

「私の用件は以上だ。何か聞きたいことはあるか？」

　問われて、ティグルは気になっていた疑問を率直にぶつけた。

「昨日、俺が矢を射たあいつは何者だったんだ？」

「私を狙った刺客だ」

　こともなげに答えたエレンに、ティグルは呆けたように口を開ける。

「珍しいものではない。一ヵ月に一匹は現れる。たいていは退屈しのぎにもならんのだが」

「退屈しのぎか……」

　飄々としたエレンの態度を見るかぎり、本当によくあることのようだった。一匹、などと呼ぶあたり、虫か何かとしか思っていないのだろう。

　昨日、あれだけ緊張した自分が何だか滑稽に思えた。

「しかし、昨日のは少し危うかったな。弩を使われたのははじめてだ」

「黒幕はわかったのか？」

「いや。取りおさえた直後にやつは自害した。生かして捕らえてくれたおまえには、すまないことをしたな」

「たいしたことじゃない。それより、だいじょうぶなのか？　相手がわからないって」

「心配してくれるのか」

　意表を突かれたように、エレンは紅の瞳をしばたかせる。くすりと笑った。

「可愛いな、おまえ」

　恥ずかしかったのと、笑顔に惹きこまれそうになったのとで、ティグルは彼女から顔をそらした。うろたえ気味に話を戻そうとする。

「俺のことはどうでもいいから、相手をだな……」

「そう言われても、心当たりは複数あるからな。戦姫の地位は国王陛下に次ぐもので、その権勢は大きい。ブリューヌでいえば公爵に相当するといえば、わかるか？　まして、私は誰からも恨みを買わぬように生きてるわけではない」

――度胸があるというか、覚悟ができているというか……。

　ティグルはため息を漏らした。だが、当事者の彼女がこう言うのであれば、これ以上追及することではない。

「最後に……刺客の撃ち放った太矢が、おまえに当たらなかったのはなぜだ？」

「さて？」

　エレンは可愛らしく首をかしげる。

「見ていたのならわかるだろう。運よく風が吹いて、矢がそれた」

「それじゃ、『アリファール』とやらは、運よく風を起こしてくれるおまじないか」

　しっかり聞いていたんだぞ、とティグルはエレンの双眸を見返したが、彼女は怯むどころか小揺るぎもしなかった。

「興味があれば自分で調べろ。私は優しい教師ではないのでな、できの悪い教え子に何でも話してやるようなことはしない」

「行動の自由を与えてくれるということか……？」

「待遇について検討すると言っただろう。独房から出さずにいて、病気になられても困る。この公宮の中ならば、監視つきで歩きまわることを許そう。ただし、公宮を囲む城壁に近づいたら脱走と見なす。おかしな考えを起こすなよ？」

　ティグルはうなずいた。絶望的な未来に対して何もできそうにないのは、歯がゆいどころではないが、考えられる時間をもらったと前向きに考えよう。何もやることがない独房に閉じこめられっぱなしでないというのは、正直、ありがたかった。

「では、戻るといい」




　　　　　　　†




　ティグルとともに執務室を出たリムは、独房の前まで彼を先導した。

「エレオノーラ様が言った通り、公宮におけるあなたの自由は監視つきのものになります。監視役については今日中に決めておきますので」

「わかった。今日は疲れたから、ゆっくり休ませてもらうよ。お疲れさま」

　そう言って独房へ入ろうとするティグルを、リムは呼びとめる。

「教えてください。なぜ、形だけでもエレオノーラ様に従うと言わなかったのですか？」

　問われたティグルは不思議そうな目でリムを見つめたあと、真面目な表情で答えた。

「そうしたら、俺はまずアルサスを裏切り、次に戦姫を裏切ることになる」

「捕虜のあなたにとって、エレオノーラ様は敵です。裏切りにはならないでしょう」

「騙しあいならな。だが――」

　ティグルは肩をすくめる。

「彼女は真剣で、あの提案は誠実なものだった。俺にはそう思えたよ」

「そうですか」

　リムは背を向ける。扉の閉まる音を聞きながら、廊下を歩きだした。

　執務室に戻ると、エレンは窓枠に腰かけて涼んでいた。手には銀杯がある。

「ティグルヴルムド卿を送ってきました」

「ご苦労」

　水を一口飲んで、エレンがねぎらいの言葉をかけてくる。

　一礼すると、前置きもせずリムは彼女に尋ねた。

「彼に自由な行動をゆるして、よろしいのですか？」

　疑問に眉を寄せて、エレンは愛想のない部下の顔を見つめる。

「この公宮内にかぎると言ったぞ。何か問題があるのか？」

「脱走するかもしれません。彼の領地であるアルサスは、このライトメリッツから近い距離にありますから」

　ティグルが絶対に脱走するとまでは、リムも考えていない。

――思った以上にまっすぐなひとだ。

　エレンや自分との話から、リムはティグルにそのような感想を抱いた。よほどのことがなければおとなしくしているだろうと思う。

　しかし、先のことはわからない。

「近いといっても、一日や二日で行ける距離ではないぞ。あいつは地理もろくに把握していないだろうし、何の備えもなしにヴォージュ山脈を越えられるわけがない」

「捕虜になった彼を、ディナントから公都まで連れてきたときのことですが、彼は毎晩、寝るまでずっと空を……星を、見ていたそうです」

「星空を眺めて詩のひとつでも詠ったか？」

　からかうようにエレンは笑ったが、リムの言葉の意味は正しく理解している。毎夜の星の並びから、現在地を常に確認していたということだ。

「あとは地図を調べれば、道はわかります」

「しかし、おまえは脱走と簡単に言うが、けっこう面倒だぞ？　まず、この公宮を抜けだすのが容易ではない。自由な行動とはいえ、監視がつくのだからな」

「監視の目をかいくぐって公宮を抜けだせたとしましょう。そうしたら？」

「次は城下の市街を含めた、この公都全体を囲む城壁が立ちはだかる。あいつが逃げたことがわかったら、私は即座にすべての門を閉じさせる」

「その門も突破できたとします」

「できたとしても、ここからヴォージュ山脈まで歩いて何日かかる？　私だってむろん追っ手を出す。このていどの計算を、あいつができないとは思わないが」

　エレンの言葉を聞いても、リムは引き下がらなかった。内面をまったく表に出さず、淡々と言い募る。

「ですが、領地を想うあまり、彼が暴走しないとは言い切れません」

「きりがないな……」

　エレンはため息をついた。

「おまえが気にしているのは、私がティグルに甘い対応をして、惚れたという噂は本当だったのだと、兵や官僚らを失望させることだろう。あいつが脱走したら必ず捕らえ、どのような理由であったとしても奴隷商人に売り払う。それは、はっきりと決めている。これでいいか？」

「ありがとうございます」

　深く頭を下げるリムを、エレンは身を乗りだし、目を大きく開けて観察する。

「何でしょうか？」

「いや、おまえはティグルのことをたいそう嫌っていると思ったのだが。出会いも最悪だったからな。しかし、どうもそういう感じはしないな。悪くは思ってない、というあたりか」

　リムはとっさに答えられなかった。たしかにエレンの言う通りで、彼女の眼力の鋭さにはあらためて驚かされる。

「それよりも確認しておきたいのですが」

　話を変えることで、リムは返答を避けた。

「彼を本気で部下にしようと考えておいでなのですか？」

「何か不満か」

「彼が優れた弓使いなのは認めますが、弓は数をそろえてこそ役に立つもの。たったひとりでどう役立てるつもりなのか、私には見当がつきません」

　前哨戦において、弓兵をずらりと並べ、まさに雨のごとく矢を降らせるというのが常道だ。そうして両軍は接近し、剣や槍を用いての白兵戦に移行する。

　その中で、遠くの敵に矢を射ることもあるが、あくまで主体は剣をはじめとする近接戦用の武器だ。弓矢は主力になりえないというのが、多くの人々の認識であるはずだった。

「聞きたいか？」

　エレンは楽しい遊びを思いついた子供のような顔になり、得意げに説明する。

「あいつを一千ぐらいの兵で守らせてな、敵の部隊に突撃させる」

「はい」

「そうして、兵が敵を食いとめている間に、敵の将軍や隊長を片っ端から射倒させ、頃合いを見て引きあげさせる。これを繰り返せば、敵が何千、何万いようと、あっというまに烏合の衆だぞ。指揮官のいない軍など、羊飼いのいない羊の群れと変わらん。ちょん、とつつけば一気に崩壊する」

　口元を緩ませて、すでに勝ったような顔である。

「本気でおっしゃっておいでですか？」

　リムの表情は変わらないものの、声音には呆れと、突き放すような冷たさがあった。エレンはまったく気にせず、腕を組んでこれ見よがしにため息をつく。

「いつの世も、革新的な戦術は理解されないものだな」

「先人たちが使えないと判断して不採用にした戦術の間違いでは」

「まあ、いまのは半分冗談としてだ……」

　半分は本気であることをほのめかしつつ、エレンは執務机の前で直立不動を崩さないリムを見つめた。

「私の戦いが、常に軍と軍のぶつかりあう戦場とはかぎらない。個人の武勇を必要とする局面も出てくる。リム。おまえ、矢はどこまで飛ばせる？」

「ただ飛ばすだけなら百六十アルシン。敵に傷を負わせるつもりなら百アルシンに届かない、といったところでしょうか」

「この公宮でもっともすぐれた弓の使い手は？」

「ルーリックですね。二百七十アルシンの距離まで飛ばした記録を持っています」

　ルーリックは、ティグルに粗悪な弓を渡した男だった。

「つまり、おまえもルーリックも、弓の技量においてはティグルに劣るわけだ」

　冷厳な事実を突きつけられて、リムは黙りこんだ。

　実際、その腕前はディナントで体験している。

　ティグルが遠くから放った矢に、リムはまったく気づけなかった。そのために馬を死なせ、落馬してしまったのだ。

　――気づいたとしても、エレオノーラ様のように打ち落とすことは無理だったでしょうが。

「弓を馬鹿にしてやまないブリューヌに、あんな逸材がいるとは思わなかった。いや、馬鹿にしている国だから埋もれていたのかな。何にせよ、私は本気でティグルをほしいと思っている。あいつはいい。手元に置く価値は充分にある」

「ティグルヴルムド卿は……」

「ティグル卿でよくないか？　あいつもそれでいいと言っている」

「ティグルヴルムド卿は」

　ややとげのある、強い口調でリムは繰り返した。

「エレオノーラ様よりもアルサスを選びました」

「いっそ、アルサスを攻め奪るか」

　リムは嘆息した。彼女の主は、こういうことを平然と口にするから性質が悪い。しかも、笑顔で言うから本気かどうかわかりにくく、始末に負えない。

「しばらくは様子を見よう。ティグルの反応を見るかぎり、身代金をすぐに用意できるということはなさそうだから時間はある。あいつのことも、もう少し知りたいからな」

「承知しました」

　一礼してリムは執務室から去る。

　ひとりになったエレンは、何とはなしに長剣の鞘を撫でた。それに反応して、剣が小さな風を起こし、彼女の頬をくすぐる。

「一目惚れ……か。まさかな」

　自分の思いつきに苦笑して、エレンは仕事に戻ることにした。




　　　　　　　†




　遠く西の果てに広がる森の向こうに、日が沈もうとしている。

「今日も、ティグル様はお帰りにならなかったな……」

　ヴォルン家の屋敷の二階、ティグルの部屋から外側に張りだしている半円形のバルコニーに立って、茜色に輝く空を眺めながら、ティッタはため息をこぼした。

　ここはアルサスの中心であるセレスタの町だ。

　ティッタひとりで留守を守る生活が、もう二十日以上続いていた。

　食事も洗濯も自分の分しかないからすぐにすむし、掃除も昼前には終わる。食糧も、水も、葡萄酒ヴィノーも、備蓄は充分だ。

　ティグルが姿を見せれば、すぐに「お帰りなさいませ」とスカートの両端をつまみあげて侍女らしく出迎え、丁寧に掃除してある部屋でくつろいでもらい、食事を用意できる。

　怪我をしている場合に備えて手当てをするための布や薬も確認してあるし、汗を流したいと言われたらすぐに湯を沸かせる。

　しかし、今日もティグルは帰ってこなかった。バートランや他の兵たちも。

　バルコニーの柵に手を置いて、血のような色の太陽を見つめていると、ティッタは猛烈な不安に襲われる。

――もしかして、ティグル様は……。

　死んでしまったのではないか。

　もう帰ってこないのではないか。

　ブリューヌ軍が、ジスタート軍と戦い、大敗したことは、すでにここにも伝わっている。レグナス王子が戦死したらしいという話も。

　ティグルやバートランの話では、今度の戦場はアルサスからそれほど遠くなかったはずだ。歩いて数日だと言っていた。戦が終わったというのに、ティグルも、バートランも、他の兵たちもどうして帰ってこないのか。

「だいじょうぶよ。ティグル様は安全な後方だっておっしゃっていたもの……」

　そう言い聞かせても、不安は消えない。

　やがて、日が沈みきると、ティッタは戸締まりをすませ、ランプを手に、屋敷を出た。

　夜空の下、薄闇に包まれつつある町の中を、ティッタは静かに歩いていく。小さな神殿の前で足を止めた。

　木製の扉を軽く叩くと、巫女の衣に身を包んだしわだらけの老婆が顔を出す。

「よく来たね、ティッタ」

「今日もお世話になります」

　栗色のツインテールを揺らしてティッタが頭を下げると、老巫女はひとのよさそうな笑みを浮かべた。ティッタを神殿内へ招きいれる。

　石と木を組みあわせて建てた、こぢんまりとした神殿だ。老巫女に先導されて、ティッタは小さな部屋に入った。

　部屋の中には、清められた水を満たした桶と、厚地の布、そして清潔な純白の衣がたたまれて置かれている。

　扉を閉めると、ティッタは着ていた侍女の服に手をかけた。エプロンの帯を解き、次いで上着とスカートを脱ぐ。

　ランプの光に照らされて、白い裸身がぼんやりと浮かびあがった。

　同年代の娘たちの中では小柄ながら、身体つきは相応に発達した娘のものだ。腕や脚は日々の生活で引き締まっているが、少女らしいやわらかさも感じさせた。

「……っ」

　冷たい夜気がまとわりつき、おもわず身体を震わせる。

　毎日やっていることだが、いまだに慣れない。

　下着も取りさって、ティッタは、ほぼ生まれたままの姿になった。身につけているのは、栗色の髪を左右で結んでいるリボンだけだ。

　布を水でしぼり、身体を丁寧に、丹念に拭いていく。

　それがすむと、ティッタは裸身の上から純白の衣をまとった。この衣は、老巫女が着ているものとは違う、祈りのための衣だ。身体の線が出るほどに生地が薄い。

　わずかにましになったとはいえ、冷たい夜気がティッタの身体を突き刺す。

　自分を抱きしめるように、ティッタは部屋を出た。

　神殿の奥にある祭壇へと向かう。

　祭壇は半球形にくぼんでおり、十体の神像が湾曲に沿うようにして立っていた。

「天上の神々よ」

　祭壇の前にひざまずき、巫女としての修養を積んだ者にしかできない拝礼を正しく行って、ティッタは神像に手を合わせる。

「ティグル様に、ご加護を。どうか無事に、お帰りになりますよう」

　この祈りは、ティグルが屋敷を発ってから、ティッタの日課となっていた。







　ティッタは巫女の娘として生まれたが、神殿で読み書きを学んだり、神への賛歌を歌ったりするのはあまり好きではなかった。

　それよりも、領主の屋敷で、侍女として働いている伯母のところへ行くことを好んだ。理由は単純で、伯母は必ずティッタにお菓子をつくってくれたからだ。

　また、その仕事ぶりを眺めるのがなんとなく好きだった。料理や掃除、裁縫といった作業の方が、ティッタには合っていたのだ。

　そうして屋敷へ何度も足をはこんでいたティッタは、ティグルに会った。

　年齢がひとつ違いだったこともあり、ティグルとティッタはよく話すようになった。

　ティッタは屋敷へ毎日遊びに行くようになり、いつのまにか、ティグルを起こすのは彼女の役目になっていた。ティグルが昼まで寝ているのは、子供のころからだった。

「ティグルさま。伯母さまの手伝いでお菓子を焼いてみたんだけど、食べてくれる？」

　ティッタのさしだすちょっと生焼けで焦げ目のついた菓子を、ティグルはうまいと言ってすべて食べた。

　その数日後、狩りから戻ってきたティグルは、「この前のお礼だ」と言って、狩ったウサギの毛皮から手袋をつくって、ティッタに贈った。

　巫女としての修行がつらいと、ティッタはティグルに愚痴をこぼしたことがあった。

　ティグルにだけ、愚痴をこぼすことができた。

「ティグルさまは、領主としてのお勉強がつらくないの？」

「つらいことだけでもないし、俺はアルサスが好きだからな」

　跡継ぎは俺しかいないしな、と冗談めかして、ティグルは付け加えた。

　ティッタは巫女としての修行を重ね、その一方で伯母の仕事ぶりを眺めたり、ときに手伝ったりもしていたが、十一歳になったとき、母に言った。

　自分は巫女になるのではなく、侍女として屋敷に務めたいと。

　当然、母は強く反対したのだが、ティグルが口添えをしてくれた。

「いいんじゃないか？　ティッタしか巫女のなり手がいないわけじゃないんだろう」

　領主の息子の発言は無視できない。

　結局、巫女として必要な学問や作法、祈りの言葉をすべて学び、修めること、巫女としての聖性をたもつため、十日に一日は神殿で神々に祈りを捧げること、という二つの条件を受けいれて、ティッタは侍女となった。

　それ以前から、ティッタはティグルに淡い想いを漠然といだいていたのだが、それが形になったのはこのときだった。







　祈りを終えて、侍女の服に着替えると、ティッタは神殿を辞した。

　金色の月が煌こう々こうと輝いて、冷たい光を地上に投げかけている。

　毎日祈っても、神々にそれが届いているかはわからない。でも、不安はわずかにやわらいだ気がした。

「きっと、明日にはお帰りになる」

　つぶやいて、ティッタは家路をいそぐ。

　夜空を背景に、黒い影となっている屋敷が見えてきたところで、ティッタは足を止めた。

　屋敷を囲む柵の前に二つの人影が見える。

　ティッタは反射的に身がまえたが、しばらく様子をうかがって、相手の正体がわかると喜色を浮かべて飛びだした。

「バートランさん！　マスハス様！　お帰りなさい！」







　客室の隅に置かれた青銅製の燭台に火を灯し、ティッタは二人の老人を招きいれる。葡萄酒を陶杯に注いで出した。

「ありがとう、ティッタ」

　バートランも、マスハスも、着ている服はひどく汚れており、灰色の頭髪は汗で乱れ、強こわ張ばっている。

　話を聞くと、彼らがアルサスの兵たちとともにセレスタの町にたどりついたのは、ティッタが神殿へ向かったすぐあとのようだった。入れ違いになったらしい。

　二人は兵たちをねぎらい、俸給を支払って解散させたあと、ここでティッタの帰りを待っていたと言った。ちなみに俸給の支払いは、万が一に備えて、バートランがティグルから命じられていたことでもある。

「七人が死んで、三十人ばかりが負傷した。敵にやられたってえよりは、逃げる味方に潰されたんだがな。負け戦だということを考えれば運のいい方だ」

　そう思わなければやっていられないというふうに、バートランが力なく笑う。

「兵たちのことは心配いらん。必要なことは、わしらがすべてやっておいたからな」

　マスハスがそう言って、バートランと顔を見合わせた。

　ティッタは強い不安に襲われる。

　二人の口から、いまだにティグルの名前が出てこない。彼らがどこか言い難そうな顔をしているのは、それだと思った。

　身を乗りだして尋ねる。

「ティグル様は、どうなさったのですか？　まさか……」

「死んではおらぬ、と思う」

　マスハスの顔には大量の汗が浮かんでいた。返事も曖昧だ。

「ごめんなあ、ティッタ」

　しわだらけの顔に涙を浮かべて、バートランが頭を下げた。

「若は、敵に捕まっちまったそうだ」

　衝撃のあまりティッタはよろめいたが、両手でエプロンをぎゅっとつかんで、どうにか倒れるのをこらえる。

「つ、捕まったって……どういうことですか!?」

「わしから説明しよう」

　うなだれているバートランを気の毒そうに見やって、マスハスが口を開いた。

　ディナント会戦そのものは、十日以上前に終わった。ブリューヌ軍は潰走し、戦場から十ベルスタ（約十キロメートル）近く離れたところで軍を立て直したのだが、そのときになって、マスハスもバートランもティグルの姿がないことに気づいた。

　バートランたちはジスタート軍が去ったのを確認してディナントに戻り、懸命にティグルをさがした。マスハスもまた、ブリューヌ兵たちにティグルを見なかったか聞いてまわった。しかし、ティグルは見つからず、見たという者も現れなかった。

　そうしているうちにブリューヌ軍は撤退を開始した。レグナス王子が戦死したらしいという話を、マスハスが聞いたのはこのときだ。

　アルサス兵の大半は、ティグルをさがすことにこだわった。ティグルを見つけずに帰ることなどできないという思いだった。だが、ディナントに留まり続けるには食糧が足りない。

　そこでマスハスは、彼らに死者の埋葬をはじめとする諸々の雑用を命じた。誰かがやらねばならないことであったし、これなら日銭が払われる。マスハス配下のオード兵らも参加した。

　そして、マスハスと、バートランをはじめとする十人ほどのアルサス兵は、ブリューヌ軍とともに王都へ向かった。王国から支払われる俸給を受けとるためであり、ティグルの行方について、あらためて聞いてまわるためだった。

　そこで、マスハスたちは知ったのだ。ティグルがジスタート軍の捕虜になり、ライトメリッツ公国が正しい手続きのもとに身代金を要求してきたことを。マスハスたちは驚愕に包まれながらも王子の葬儀に参加し、それからアルサスに急いだのだった。

「身代金……？」

　耳慣れない単語にティッタは顔をしかめたあと、その額を聞いて再び卒倒しかけた。

「そんなお金、どこをどう引っくり返しても出てきません！　このお屋敷を、中にあるものを全部ひっくるめて売ったって、無理です！」

　アルサスの税収の、三年分に近い額だ。屋敷には一年分の蓄えがあるが、それとて少ない税収からこつこつと貯めてきたものである。

　しかも、時間がない。

　ティグルが捕虜になってから、すでに十日以上が過ぎている。

　あと四十日足らずしかないのだ。

「もしもお金を用意できなかったら、ティグル様はどうなってしまうんですか？」

「期限が過ぎても、すぐに殺されるというわけではない。たとえば……」

　なぐさめようとして、マスハスは一瞬、言葉に詰まった。たいていは異国の奴隷商人に売られて、その後の行方はわからなくなるなどと言えるわけがない。苦しまぎれに、武勲詩に載っていそうな、非常にまれな例を挙げた。

「捕虜の中には、その人柄や武芸の技量を認められて、敵に仕え、現地の妻を娶って一生を終えた者もいる」

「そんなのだめです！」

　ティッタは大声で叫んでテーブルを叩いた。二つの陶杯が小さく揺れる。

「帰ってこなかったら同じです！　アルサスが、アルサスじゃなくなってしまいます！」

　ティッタのすさまじい剣幕にたじろいで、マスハスは首をすくめた。

「どうすりゃあ、いいんでしょうかねえ……」

　バートランが暗い声を吐く。

「あ、あの、国王陛下は？」

　思いつくままに、ティッタはマスハスに聞いた。

「ティグル様は貴族なんですから、国王陛下が助けてくださるのでは？」

　苦い顔になって、マスハスは黙りこむ。それが答えだった。

　マスハスとて何とかしてやりたいが、正直にいえば余裕はない。今度の戦では、彼の兵にもかなりの死傷者が出たのだ。

　重苦しい沈黙が室内を支配する。

「――わかりました」

　その沈黙を破ったのはティッタだった。

「あたし、村や町をまわって、お金を借りてきます」

　強い決意を帯びた言葉に、二人の老人が顔をあげる。

「銅貨の一枚でも、たくさん集めれば銀貨にも、金貨にもなります。ティグル様が領主になってからまだ二年しか過ぎていませんけど、みんなのために務めてきたと思っています。それをわかってくれて、力を貸してくれるひとも、きっといるはずです」

「ふむ」と、マスハスがうなずく。

「わかった。では、ティッタとバートランにはそれを頼もう。わしは、知りあいをいくつかあたってみる」

「ありがとうございます、マスハス様！」

　笑顔になって、ティッタは深く頭を下げる。

「すまんなあ、ティッタ」

　バートランが椅子から立ちあがった。強い意志に満ちた顔で、彼女の手を握る。

「おまえさんの言う通りだ。だらしないところを見せちまったな。危うく、ウルス様とディアーナ様に顔向けできなくなっちまうところだった。何としてでも若をお助けしよう」

　ディアーナはティグルの母だ。ティグルが九歳のときに亡くなっている。先代の領主であるウルスのころから側そば仕づかえを務めているバートランは、二人のこともよく知っていた。

「はい、お願いします、バートランさん」

　ティッタも彼の手を握りしめる。

　やるべきことができて、希望が見えた気がした。

――ティグル様。あたしが必ずお救いしてみせます。待っていてください！

　あらためて、ティッタは神々にティグルの無事を祈った。









　　　４　　　公宮での生活














　ティグルがエレンの誘いを断った日から、十日が過ぎた。

　捕虜として、ティグルは平穏な日々を送っている。

　まず、昼近くにようやく目を覚ます。水を満たした木桶を前日のうちに用意してもらっているので、それで顔を洗う。

　ちなみに、用を足すための木桶はほとんど使わなくなった。頼めば、独房の外にある厠かわやへ行けるようになったからだ。ティグルはこの措置に心から感謝したものだった。

　顔を洗ったら、監視役の兵士を呼んで、彼とともに厨房へ向かう。

　兵士の名はルーリックといい、訓練場でティグルに粗悪な弓を渡した男だ。いまの彼の頭部には、一本の毛髪もない。

　訓練場で見たときには優やさ男おとこ然ぜんとした顔だちによく似合う、艶のある黒髪が肩まで伸びていたのに、監視役として紹介されたときの彼は、見事な禿頭だった。

「ティグルヴルムド卿、今日からは、このルーリックがあなたの監視役を務めさせていただきます。とはいえ、公宮で過ごされる間、不自由で不快な思いをさせるつもりはございません。何なりとお申しつけください」
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　ティグルが呆気にとられるほどのさわやかな笑顔で、ルーリックは一礼した。何を言うべきか迷ったのち、ティグルは率直に訊いた。

「ええと、髪は……？」

「剃そりました」

　明快な返事だった。

「戦姫様に、命の次に大事にしているものをさしだすよう命じられまして。本来なら処刑されて不名誉な死を迎えるはずだったところを、ティグルヴルムド卿の慈悲によって生きながらえることがかなったのだからと」

――俺のせいか。

　何となく申し訳ない気分になってティグルが声を出せずにいると、ルーリックは突然、その場に膝をついた。

「遅くなりましたが、あのような恥知らずな行いを許していただいたこと、感謝の言葉もございませぬ。そして、あの弓の神技、まことに感服いたしました。このルーリック、弓にはいささか自信があったのですが、いまはただ己の未熟を恥じるばかりです」

　本気で言っているようだった。

「そ、そうか。まあ、よろしく頼む」

　そのときはどうなるのだろうかと不安を覚えたティグルだったが、ルーリックは細かいところに気がつき、ささいな用事でも面倒な顔ひとつせずについてくる。

　予想外に好意的な監視役だった。

　ほとんどの者が昼食を終えるころを見計らって、ティグルたちは厨房を訪れる。

　厨房にいる者たちは昼食の後片付けと夕食の準備をはじめているが、まだ余裕があるのでのんびりとしている。ティグルは彼らから残りものをもらって、その場で食べる。

　厨房つきの侍女などは、ちゃんとした食事を用意すると言ってくれるのだが、ティグルはこの方が気楽だからと答えていた。

「ティグルさん。申し訳ないんですが、また手伝ってもらえませんか？」

　気さくな呼び方で頼みごとをしてくるのは、四十代の厨房長だ。手伝いというのは、野鳥や野兎、鹿などの解体である。ティグルは快く引き受けた。

「今日は何だ？」

「鹿です。今夜のシチューに使います」

　ティグルはルーリックとともに厨房の奥に案内され、大きめの刃物を渡される。

　大きなテーブルには角ぶりも立派な鹿が横たわっている。仕留めてすぐに血抜きをすませたものを運んできて、さきほどまで水に浸けていたという。

　ティグルは鹿の胸から股間までをすばやく裂き、胸骨を外して、丁寧に臓ぞう腑ふを取りだす。臓腑を傷つけると、肉がだめになってしまうことが多いので、慎重に行わなければならない。臓腑をすべて取りだすと、刃物を替えて、毛皮を肉から剥ぎとっていく。

　この二つの作業が、ティグルは厨房の誰よりも上手だった。血の臭いに手を止めることも、脂で刃物を滑らせることもない。ティグルから数歩分、離れたところで、厨房長とルーリックは感心して見入っている。

「ブリューヌの貴族はあなたしか知りませんが、誰でもこんなふうにできるので？」

「他の貴族についてはわからないな。俺の場合は、狩人たちに教わったんだ。ひとりで狩りをするときのために、身体に覚えこませておけと言われてな」

「おひとりで狩りをなさるので？　従者などは？」

「俺の領内は山や森ばかりでな。ひとりで動きまわる方がいいときもあるんだ」

「弓の腕も、狩りで鍛えられたので？」

　そう訊いてきたのは、ルーリックだ。作業の手を休めずに、ティグルは答えた。

「ああ。何度も獲物を逃がすと、どうしたら矢をより遠く、より速く飛ばせるか、いろいろ試してみるようになるぞ」

　作業がすむと、駄賃をもらってティグルたちは厨房をあとにした。駄賃は銅貨だったり、菓子や秘蔵の葡萄酒ヴィノーだったりとさまざまだ。

　それから、二人は公宮内の散策をする。

　ルーリックが、「それより先に行くことは禁じられております」と言うまで歩き続けて、公宮の構造を少しずつ頭の中へ叩きこんでいく。

　日が傾きかけるころ、弓の練習をするために訓練場へ向かう。

「いまさら聞くのもおかしな話だが、捕虜に武器や刃物を簡単に扱わせていいのか？」

　弓の練習は、駄目でもともとだと思いながら出した要望だった。

　あっさり許可が出たことに、ティグルはむしろ戸惑いを覚えたほどだ。

「これを告げるのは心苦しいのですが、もしあなたが誰かを人質にとった場合、人質ごと容赦なく斬るように言われております」

　真剣な顔でルーリックは続ける。

「ティグルヴルムド卿は気づいておられたでしょうが、あなたが獲物を解体しているときに、厨房長が離れたところに立っているのは、私がそう命じたからです。あなたが厨房長に襲いかかっても、私が割って入れるように」

「世話をかけるな……」

　ティグルは困ったように、そう言った。脱走する気はないと口にしたところで、監視役というルーリックの立場は、それを信じることを許さない。ティグルの方も、脱走を諦めているのかというと、そうとは言いきれなかった。

「それが私の役目ですから」

　禿頭を陽光に反射させて、さわやかにルーリックは笑う。話題を変えた。

「しかし、あれほどの腕前をお持ちながら訓練を欠かさないとは。このルーリック、尊敬の念を新たにしました」

「ああ、うん……」

　こうまで持ちあげられると、ティグルとしてはいささか照れくさく、軽口も出てこない。

　ティグルが弓の訓練をしているのは、腕をにぶらせないためだけではない。いつかエレンに勝つためだ。ディナントで受けた衝撃は小さからざるものがあった。

　弓の訓練には、ルーリックや他の弓兵も加わることがある。

　そうなると、ティグルは教える立場にまわった。弓をかまえる姿勢や視点からはじまり、弓の素材や手入れにまで話は及ぶ。

「ティグルヴルムド卿のような方ならば、弓にこだわらないと思いましたが。粗悪な弓だろうと命中させるのが、優れた弓使いというものでは」

「その考えを否定はしないが、いい弓を使った方が、矢がよく飛ぶのはたしかだ。やっぱり、矢が遠くまで飛んだ方が気分はいいからな。それに、出来の悪い弓を使い続けると、矢の射放ち方が歪んでしまう恐れもある」

　ティグルの言葉に、弓兵のひとりが首をひねる。

「高価なものほどいい弓ということになるのでしょうか」

「あまり手に入りにくい材料を使っても、手入れや修理が難しくなる。竹バンブーというものを知ってるか？　海の向こうのヤーファという国にしかないものなんだが」

「行商人が持ってきたものを、一度だけ見たことがあります。よくしなるのですが、木と呼ぶには不気味な外見でしたな」

「あれでつくられた弓を使ったことがあるが、驚くほど矢が飛んだ。だが、壊れたら直しようがなかった。竹がひどく高価で、手に入りにくいものだと、ずいぶんあとで知った」

「壊れず、手入れもいらない弓が欲しいものですな」

　苦笑まじりに言うルーリックに、ティグルも冗談めかした口調で返す。

「伝説やおとぎ話に出てくる、竜の牙や鱗からつくられた弓か」

　竜の牙や鱗からつくられた、という言い方は、存在しないもののことを示す表現だ。

　竜そのものは、伝説などに謳うたわれるだけでなく、現実に存在している。

　高い山や深い森の奥など、ひとけのないところに棲息しているのだ。

　人里に姿を見せることはまずなく、何十年と生きている老人でも、竜を見たことは一度もないという者は多い。それゆえに、おとぎ話の中の存在であると考えている者もいる。

　ティグルの身近なひとの中では、バートランは竜を見たことがないと言っていた。マスハスは昔、ひとに飼われている竜を見たことがあったという。

　ティグルは二年前に、竜に遭遇したことがある。ヴォージュ山脈の奥で。

　いまでも思いだすと、背筋を寒気が貫く。幸運に助けられなければ、ティグルはあのときに命を落としていただろう。

　竜は存在する。だが、竜の牙や鱗からつくられたものは存在しない。

　竜の牙や鱗は恐ろしいほど硬く、鋼鉄を鍛えた剣や斧でもまったく歯が立たないといわれているからだ。鱗を手に入れた鍛冶師が、何十日も炉にくべたり、鎚で叩き続けたりしたが、表面を削ることすらできなかったとも伝えられている。

　それゆえに、竜の牙や鱗からつくられたものは存在しない。

　登場するのは伝説やおとぎ話の中だけだ。

　訓練を終えるころには、他の兵たちが声をかけてくる。

「おう、ルーリック、ティグルさん。このあと暇かい？」

　遊びの誘いだ。ライトメリッツ兵たちはチェスやトランプ、ダーツの他に、九本の空き瓶を並べ、木製の球を転がして倒した数を競う九柱戯キーユなどを楽しんでいる。

　彼らは基本的にものを賭けるので、ティグルは最初、ルーリックに金を借りて参加した。勝ったり負けたりを繰り返してどうにか借りた金を返し、わずかな銅貨を手に入れた。

　ティグルはそれほど賭けに強くないが、だからこそというべきか、よく誘われていた。

「有り金全部、泣いてさしだす用意ができてるなら、つきあうぞ」

　挑発するティグルに、声をかけてきた兵がふてぶてしい笑みを浮かべる。

「ティグルさんこそ、ルーリックに金の無心をする準備はすんでるか？　厨房から酒や菓子をくすねてくる覚悟でもいいが」

　この男はアラムという名で、丸い身体と、海狸カストールを思わせる風貌にはどこか憎めないところがあった。ティグルのことを最初にティグルさんと呼んできたのは彼で、厨房長などはアラムに影響されてそう呼ぶようになったのである。

「おまえ、ティグルヴルムド卿と呼べと何度言ったら……。この方は戦姫様の捕虜なのだぞ」

　ルーリックがため息をついても、アラムが態度をあらためることはない。




　賭け事をしながら他愛ない話をするが、ブリューヌのことは聞かない。

　一度だけ、それとなくたずねてみたことがあったのだが、

「悪いな。ブリューヌに関わるような話は、あんたの前ではするなってリムアリーシャ殿に言われているんだ」

　悪びれる様子もなくそう言われてしまったので、あきらめたのだ。

　それに、聞いてみたところで何かができるわけでもない。

　日が沈むころになると遊びをきりあげて、訓練場に近い井戸で身体を流す。

　浴場も公宮内にあるのだが、そこは使用時間が決まっている上に、自分たちで水と薪を運んで沸かさなければならない。そのため、ティグルたちは井戸をよく使った。

　そのあとは、みなで食堂へ行って夕食にし、食事を終えるとそれぞれの部屋へとひきあげる。

　おおむねこんな調子で、ティグルは捕虜の生活にすっかりなじんでいるように見えた。







　楽しんでいるのは間違いないが、ティグルはそれほど捕虜の日々になじんでいるのかというと、そうでもない。

　心の奥底にあるのは常に、この状況をどうするかであった。

――俺がアルサスに戻るための手段は二つ。

　身代金を払うか、脱走するか。

　人質をとって逃げるという手段は、すでに封じられている。

　脱走するといっても、力ずくでというのは不可能だ。弓は手元にあっても、矢は訓練以外で与えられていない。ひそかにつくるとしても、充分な量は確保できないだろう。何より、風を操るエレンにはかなわない。

「金か……」

　自分の部屋で、ベッドの上にすわり、十数枚の銅貨をじゃらじゃらともてあそぶ。身代金の額にはとうてい足りない。

　おもいきってエレンのところへ行ったこともある。

「何か、金を稼げそうな仕事はないか？」

「私の部下になる以外の仕事か。ムオジネルが所有するガレー船で、一年間、ひたすら櫂を漕ぎ続けるというものなら紹介できるぞ。もし死んでも、俸給から身代金を差し引いた残りはアルサスへ送ってやるから安心するといい」

「部下にもならず、死なないような仕事はないのか……」

「あとどれぐらい捕虜でいられると思っているんだ、おまえ？　間に合わないぞ」

　結局、何もいい案はうかばず、ティグルはエレンのもとを辞するしかなかった。

――もしかしたら、ティッタやバートラン、マスハス卿が身代金を用意してくれているかもしれないが……。いや、あてにするべきじゃないな。

　ティッタたちを信用していないわけではない。

　それだけの額を短期間で用意するというのが、どだい無理な話なのだ。

――やっぱり脱走しかないが、それも難しいんだよな。

　毎日のように公宮内を散策しているのだが、いまのところ要所要所の警備の厳重さを見せつけられるだけに終わっている。

　さらに、城壁付近は近づけないので、そこの警備の様子はわからない。

　それに、城壁はひとつではなかった。

　公宮を囲む城壁を越えることができたとしても、城下に出られるというだけだ。その次は、城下町を囲む城壁を越えなければならない。

　そこまでやって、ようやく公都の外に出られるのだ。

――脱走するとして、機会は一度だけだろう。もうしばらく調べよう。

　期限まで、まだ時間はある。ティグルは自分にそう言い聞かせた。
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「ティグル。おまえ、弓以外には何が使えるんだ？」

　ある日、執務室に呼びだされたティグルは何の前置きもなくエレンにたずねられた。

「他に得意な武器はない」

「本当か？　隠してもためにならないぞ」

　小首をかしげてティグルを見上げるエレンの声は、疑っているというよりもからかっているかのようだった。

「こんなことで嘘をついても仕方がないだろう。もし俺が剣や槍を使えたら、ディナントで矢が尽きたあともそのへんの武器を拾って、おまえを迎え撃っていたよ」

　ティグルは肩をすくめる。もし自分が剣や槍に熟練していれば、自国で笑われ、馬鹿にされるようなこともなかっただろう。

「すねるな。それだけ、おまえの弓の技がこの公宮の者たちに衝撃をあたえたんだ。おまえにつけたルーリックの変わりようなど、私もおどろかされた」

「あいつか……」

　困ったようにティグルはくすんだ赤い髪をかきまわす。

「あんな頭にする必要はあったのか？」

「けじめは必要だろう。あいつは騎士だからなおさらだ。誤解のないように言っておくが、ルーリックはむしろ喜んで髪を剃ったぞ」

「喜んで？」

「理由はふたつある。ひとつは、おまえがあいつを助命するようたのんだことだ。えらく感激していた。もうひとつは、おまえの弓の腕前に敬服したのだろう。ルーリックは、ライトメリッツでもっとも弓のあつかいに長けているからな」

「それは、話をしていて何となくわかる」

「おまえに言うまでもないことだが、素質だけで一番の使い手になれるわけではない。こと弓に関しては、あいつは修練を積み重ねている。だからこそ、あのような粗悪な弓で、城壁上の敵を狙うことの絶望的な困難さがわかるのだろうな」

　そして、それを苦もなくやってのけたティグルのすさまじさが。

　敵だとか捕虜であるとかいった要素をすべて無視して頭こうべを垂れさせるほどの衝撃を、ルーリックは受けたのだった。

「おかげで、公宮内の女性たちの人気は急降下してしまったらしいが。本人が気にしていなければよかろう」

「ああ、まあ、それならいいか」

　ぞんざいな口調でティグルは同意する。僻ひがみがなかったとは言いきれない。

「あいつはおまえの監視役も自分から進んで受けた。まあ、監視役については志願者がけっこういたがな」

　ティグルは首をひねった。ルーリックの態度も口調も、ついでに頭部も明るいので誤解しそうになるが、本来、監視役などというものは陰鬱な印象しかない。

　それに、よけいな仕事がふえるのは誰だっていやではないのか。

「みな、おまえに興味があるんだ。もちろん私もだ」

　おもわず見み惚とれてしまいそうな笑顔をエレンはうかべた。

「おまえのことをもっと知りたい。案外、他にも隠れた才能があるかもしれないからな。明日、いろいろ試そう」

　できれば断りたい話だが、捕虜の身ではそういうわけにもいかない。

　そして翌日。すっかりなじみになってしまった訓練場に、ティグルとエレン、それからリムの三人がいた。

　ティグルの目の前には、短槍を無造作な姿勢でかまえているエレンが立っている。

　彼女と相対しているティグルも、両手で短槍を握りしめていた。どちらも穂を外した練習用のものだ。

　離れたところで黙然と二人見守っているリムのそばには、長槍に短槍、手斧に戦斧、大おお鉈なた、鎚矛メイス、連接棍棒フレイル、大鎌、鉄棍、鉄鎖、弩、ヤーファでつくられているというカタナなど、公宮にある武器が一通り用意されていた。

「どうすればいい……？」

「好きにしていいぞ」

　戸惑い気味にたずねるティグルに、エレンは笑顔で返す。

　とりあえず、ティグルはかつて習った基本の型に沿って、彼女に短槍を突きこんだ。エレンは軽く手首をかえしてそれを受ける。

　がん、という硬い音とともに、重い衝撃が手の中につたわった。

「もっと激しく突いてかまわないぞ？」

　からかうように笑われて、むっとしたティグルは矢継ぎ早に攻撃をくりだす。

　上から叩きつけ、横から薙ぎ払い、正面から突く。

　しかし、それらはことごとくエレンに受け止められた。

――剣だけじゃないんだな。

　ティグルは感心したが、やられっぱなしはやはり悔しい。

――とはいえ、槍はてんでだめだからな。基本の型しか知らないし、使ったことがない。

　羆ひぐまや猪いのししなどを仕留めるときに、狩猟用の太い槍を使ったことならある。だが、あれは獲物を弱らせてからとどめとして用いるものだ。

　ふと、ティグルの頭の中にひとつの考えがひらめいた。

　訓練中ということもあるのだろうが、いままでの攻防でエレンはティグルの実力を悟ったらしく、余裕に満ちた態度でいる。

――エレンは油断している。いける……！

「うおおおっ！」

　ティグルは短槍を腰だめにかまえ、気合いの声をあげて突進する。間合いに入ったところで鋭く突きだした。

　エレンは苦笑を浮かべ、すくいあげるような一撃でティグルの短槍を空高くはねとばす。

　しかし、ティグルは足を止めない。

　短槍をはねとばされた衝撃でよろけたものの、肩からエレンに体当たりをしかけた。

　意表をつかれたエレンはよけきれず、二人は重なりあうようにして地面に倒れる。

「どう……だ？」

　エレンに馬乗りになったティグルは勝ち誇ろうとして、失敗した。

　すぐ下に、びっくりしたエレンの顔がある。彼女は頬を赤く染めて、まじまじとティグルを見上げていた。

　ティグルの右手には、ふにょんとしたやわらかい感触が伝わってくる。

――まさか。

　おそるおそる視線を動かすと、右手がエレンの胸をわしづかみにしていた。

「あ、いや、違うんだ、これは……」

　言い訳の言葉をさがすが、出てこない。

　直後、駆け寄ってきたリムが、剣の鞘でティグルの後頭部を殴りつけた。ティグルは後頭部をおさえてその場にうずくまり、悶絶する。

　それを複雑な表情で見ながらエレンは立ちあがった。リムが憤然と言いたてる。

「エレオノーラ様、いますぐご命令ください。この男の首をはねろと」

「べ、別に、それほどたいしたことはしていないだろう」

　平静を装おうとして、エレンは失敗した。声がうわずっているし、頬も赤い。服についた土をはらう動作も、ティグルの手が触れたあたりをやけに強くこすっている。

「戦姫を押し倒したのですよ？　事故ですまされることではありません」

　冷たい殺意を帯びた視線でティグルを見下ろしながら、リムは言った。

「いまのは私の不覚だ。腕試しのつもりで甘く見ていたからな。必要以上に怒りを示せば、笑いものになるのは私たちだ」

「エレオノーラ様がそうおっしゃるのでしたら……」

　不承不承といった態ていでリムは引き下がった。エレンはようやく身体を起こしたティグルに手を差しだす。

「立てるか？」

「ありがとう……」

　左手で痛む後頭部をさすりながら、右手でつかまってティグルは立ちあがった。

「頭を割られるかと思った」

「我慢しろ。あいつも悪気があっておまえを殴ったわけではない」

「殺気はあったけどな」

「それは仕方ないだろう」

　くすりと笑って、エレンはティグルにだけ聞こえるような小さな声でつぶやく。

「女性の胸を触っておいて無事にすむわけがないからな」

　ティグルは顔をそらしてうつむいた。エレンの顔を正面から見るのがつらい。

「よし。では、次にしよう」

　ようやく落ち着きを取り戻したエレンが言い、ティグルは我に返った。

「おまえといるとどうにも気が抜けていけないな。反省して、容赦なく攻めるとしよう」

　武器の山を見ながら、エレンは嬉しそうに、どこか意地悪い口調で言った。







　すべての武器を試し終えると、ティグルは手足を投げだしてその場に寝転んだ。

　身体中汗びっしょりで、息が荒い。胸が大きく上下している。普段しない動きをしたり、腕や脚を容赦なく打ち据えられたりしたので、全身が痛かった。

「弓以外はてんでだめですね」

「だから、そう言っただろう」

　呆れた顔でティグルを見下ろすリムに、疲れきった声で返す。

「ここまでひどいとは思っていませんでした。新兵以下です。もしもあなたが私の同僚か部下ならば、つきっきりで一から鍛えなおしたいくらいに」

「いじめるのはそのへんにしておけ、リム」

　辛しん辣らつな言葉を投げつけるリムの肩を、エレンが軽くたたく。二人とも、顔にうっすらと汗をにじませていた。

　二人は交代でティグルの相手をしていたのだ。エレンもリムも、ティグルほど疲れていないのはそのためだった。

「それに、やはり弓はすばらしかった」

　腕を組んで、エレンは嬉しそうにうなずく。

　弓の技量はわかっていたので、今日はティグルに連射と速射をやらせたのだ。

　連射は、三十本の矢をいかに早く射ち尽くし、どれだけ正確に的に当てるかを見るもので、速射は、矢を矢筒から抜いて弓につがえ、弓ゆみ弦づるを引き絞って矢を放ち、的に当てるまでの時間をはかるものだ。

　いずれも、ティグルは公宮内の誰もがかなわないほどの結果を出してみせた。

「私はこれらをかたづけてきます」

　エレンとティグルに背を向けて、リムは並べてある武器へと歩きだす。

「手伝おうか？」

「……けっこうです」

　寝そべりながらの申し出は、背中にあたってはねかえされた。

　リムの後ろ姿を見て、エレンはくっくっと肩を震わせる。ティグルに苦笑を向けた。

「気を悪くするな。いまのは意訳すれば『変な気を遣わないでおまえは寝ていろ』というところだな」

「いつもと変わらないように見えたけどな」

「リムは、あいつなりにおまえを評価している。おまえが正式に私の部下になれば、もっと素直な面を見せるぞ」

　見てみたくないか、と聞かれ、ティグルは返事がわりに大きく息を吐いた。そういわれると興味がないわけではないが、さすがにそのために部下になる気にはなれない。

　エレンは小さくうなずき、スカートをひるがえした。

「私はリムを手伝ってくる。おまえはしばらく休んで、部屋にもどれ」

「ひとりで……？」

　脱走するかもしれないぞと、ティグルは遠回しに言ってみた。

　監視役を務めるルーリックは、いまここにはいない。いろいろな武器を試す前に、リムに何事かを命令されて去ってから、まだ戻ってこないのだ。

　そして、日は傾きかけている。

　あと半刻とたたずに、空は暗くなるだろう。

「道は覚えているだろう。迷ったら、兵なり侍女なりをてきとうにつかまえて聞け」

　エレンは笑って歩き去っていく。

　茜色に染まる空を見上げて、ティグルはため息をついた。

「……まいったな」

　いま一瞬、気を許してしまいそうになった。

　ここは居心地がいいと、思ってしまった。もちろん、アルサスを無条件で最高位に置いた上での感想だが。

　捕虜ではある。公宮内を歩きまわるのに制限があるし、監視役もついている。

　しかし、虐待などは一切されていない。いやがらせなども、あの弓の一件以来ない。

　独房もしっかり掃除してもらえるし、服も洗ってもらえる。

　昼まで寝ていても、何も言われない。リムが憮ぶ然ぜんとした顔をするものの、文句までは言ってこない。

　食事は、兵士たちのものと同じだ。

　たとえば、今日は運よく昼食に間に合ったのだが、柑橘汁をしぼった鱒ますの塩焼き、蕪の酢漬けのスープ、潰したジャガイモに肉を混ぜたもの、林檎のバター焼きだった。

　豪勢ではないが、こうした素朴で、あたたかみのある食事の方がティグルの好みだ。

　鱒の塩焼きの塩加減と香ばしさに、ほどよい酸味。

　また、ジャガイモのホクホクとした熱さに牛肉の歯ごたえは絶妙だった。

「あれはうまかったな、いつかティッタに作ってもらうか……」

　そう思ったほどだ。

　そして、何より、ここでは自分の弓の技量が認められている。

　ティグルを嫌い、警戒しているリムでさえ「弓以外は」と言ったように。

　エレンの言葉を思いだす。

　自分の部下になれ、と言ったときの顔つき。眼差し。

　あの台詞は本気だった。

――俺には弓しかない。

　認められるところにいたいと思うのは、当然のことのはずだ。

「まあ、でも、ないな」

　やはり、ティッタたちが、アルサスの地が、自分にとっては何より大切だ。

「それに、部下になったら朝、たたき起こされるようになるかもしれないからな」

　リムなどは容赦なくしてきそうだ。それに、仕事もあるだろうから、自由に狩りにも行けなくなる。

　そんな想像をして苦笑し、ティグルは身体を起こす。ようやく汗が引いてきたが、服は濡れてべっとりと身体にはりつき、気持ち悪い。

――身体を流すか。

　訓練場の近くの井戸に、ティグルは向かった。兵たちはみな、訓練を終えるとそこで簡単に身体を流す。

　井戸が見えてきたところで、ティグルは足を止める。

　ちょうど訓練を終えたところらしく、二、三十人の兵が井戸のまわりに集まっていたのだ。十人以上が順番待ちで並んでいた。

――場所を変えるか。

　ティグルは彼らに見つからないように、そっと足を進める方向を変える。

　兵士たちと遊んだり、賭け事をしていたりするティグルだが、当然ながらすべての兵士と仲良くやっているわけではない。

　彼らにも温度差はあり、ティグルの存在をこころよく思っていない者も少なからずいる。

　いま水浴びをしているのは、どちらかといえばそうした連中だ。無用な摩擦は、避けるべきだった。

　建物の角をまがって、目立たない小道にティグルは入る。

　この先に、別の井戸がある。公宮内を散策しているときに見つけたのだ。

　小道のあたりは背の低い木が茂っていて、見通しは悪い。

　そろそろ井戸かと思ったとき、ざあと水を流す音が聞こえた。

「先客がいるのか」

　そう思いながらティグルは井戸にたどり着き、おもわず息を止め、目をまるく見開いて全身を硬直させた。

　エレンが、一糸まとわぬ姿で水浴びをしている。その足元には緑青色をした、ごつごつした外観の物体があった。

「ん？　ああ、おまえか」

　気配を察して振り返ったエレンは、立ち尽くすティグルを見て恥じらうでもなく、身体を隠そうとするでもなく小さく笑う。
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　ティグルは声も出ず、指一本も動かせずに、まじまじとエレンの肢体を見つめている。

　銀色の髪は妖艶な模様をえがいて白い肌にはりつき、形のよい乳房は水を弾き、引き締まった腰からやわらかな丸みをおびた尻へのラインは扇情的で、そのせいか、いつもの笑みさえなまめかしく見えた。

　水が一筋、首筋から胸元をつたい、谷間へと流れこむ。

「……そんなに見つめられると、さすがに恥ずかしくなってくるのだが」

　困ったようなエレンの声。頬がほんのりと染まっている。

　ようやくティグルは我に返り、弾かれたように慌てて彼女に背を向けた。

「す、すまない。誰かいるのは音でわかっていたんだが、まさか、いや……」

　まくしたてるように言ってから、なんとも聞き苦しい弁解だとよけいに焦る。

　顔が火照り、心臓が激しくおどる。

　うろたえるあまり目をぎゅっとつぶると、いましがた目に焼きついてしまった白い肢体がまぶたの裏にくっきりと浮かびあがる。

――さっき、あれに触ったのか、俺は。

　右手から伝わったやわらかい感触を思いだして、ティグルは頭を抱えたくなった。

　いろいろと強烈すぎる。

「別に謝ることはない。おまえも身体を流しにきたのだろう。背を向けていないで、来たらどうだ」

　ティグルにはわけがわからない。

「その、ジスタートでは、なんだ、男女がいっしょに水浴びをするのはふつうなのか？」

　熱で正常な稼動ができない頭を必死に動かして、どうにか言葉を絞りだした。

「おかしくないのはせいぜい六、七歳ぐらいまでだな」

　またからかわれた。とはいえ、怒るにも怒れずティグルは頭を抱え、背中を丸めて黙りこむ。

「さっきも言ったが、恥ずかしくないわけではないぞ。だが、私は戦姫だ。この公宮に勤める者たちの、ライトメリッツに住む者たちの主として、その立場にふさわしいふるまいをするようこころがけている。不意打ちで裸を見られて、呼吸が止まるほど恥ずかしかったとしても、生娘のように縮こまったりするわけにはいかない」

「あ、ああ……」

　もう少しティグルが冷静ならば、エレンが水をかぶる音がやけに早いペースであることに気づいたかもしれない。彼女も、言葉ほどには堂々としていなかった。

「おまえ、ひとりなのか？　見張りとか護衛は？」

「いまは外してもらっている。四六時中はりつかれては、息がつまるからな。水浴びくらいは気ままにしたいだろう」

「だからって、さすがに無防備すぎないか？　この前、刺客に襲われたばかりだろう」

　刺客など話でしか聞いたことがなく、実際に見たことはなかったティグルにとって、あの一件は衝撃的だった。

「無防備ではないぞ。武器はそばに置いてある」

　言われてみれば、井戸に、あの長剣がたてかけられていた気がする。

　ふと、エレンは何かを思いついたような声を出した。

「おまえ、もしかして、ここの井戸は女性しか使わないということを知らずにきたのか？」

「そう……なのか？」

「執務室や私の部屋に近いのでよく使っていたら、兵たちが私に遠慮してここには近づかなくなってな。それを知ったリムや侍女たちも使うようになり、いつのまにか女性しか使わなくなった。その方がおたがいのためという判断だろうが、これは教えておくべきだったな」

「本当にすまない。次から気をつける」

「うん、そうしてくれ。私だけならいいが、リムがいたら間違いなく悲鳴をあげて井戸の陰に隠れるだろうからな。そうなると私もさすがに擁護できん」

　リムの無表情を頭の中に思い浮かべる。

　悲鳴をあげるところが想像できなかった。

　再び、水音。

「来ないのか？」
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「おまえがすませたらな」

　からかっているのだろうと思うが、それにしては声こわ音ねが自然でそう聞こえない。ろくに言葉が思い浮かばず、ぶっきらぼうに答えるのがせいいっぱいだ。

「わかった。ではもうしばらく待て」

　水音が続き、ティグルはなんとはなしに薄暗くなってきた空を見上げる。

　振り向けば、そこにエレンの裸身があるのだと思うと、なんだか落ち着かない。水音がやけに大きく聞こえた。

――謝って、すぐに立ち去るべきだったな。

　しばらく待て、と言われてしまった以上、いまさら動くのはなんとなく気が引ける。

　そのとき、背後から草をかきわけるようながさがさという音が近づいてきて、自分の足元に何かが身を寄せてきた。

　体長は四チェート（約四十センチ）ほど。体格はトカゲに似ているものの、全体的に丸みがあり、手足は太く短い。また、頭部に生えた二本の角と、身体のほとんどを覆っている、ごつごつした緑青色の鱗、背中でぱたぱたと揺れている蝙蝠こうもりのそれに似た翼が、トカゲとは異なる生き物であることを示している。

　驚きのあまり、まじまじと見つめていると、不意に古い記憶が刺激される。

　過去に一度だけ、ティグルはこのような特徴を持つ生き物を見たことがあった。もっとも、それはもっと巨大で、翼は生えていなかったが。

「まさか、竜……？」

　幼竜は首をもたげ、鋭い目でティグルを興味深そうに見上げている。

「ルーニエ。私の飼っている竜だ」

　後ろからエレンの声がした。そういえば、さっき彼女の足元にこの幼竜がうずくまっていたような気がする。ルーニエという名の竜は、鋭い目を細めて、ティグルの脚にざりざりと自分の身体をこすりつけてきた。

「おまえが珍しいのだろうな」

　竜は知能が高く、幼い竜でもかなり正確に人間の顔の識別ができるという。

　ティグルは幼竜を見るのははじめてだった。もっとよく見てみようと、静かに腰を下ろす。ルーニエは動きを止めてじっとティグルを見つめる。背中の翼だけがふわふわと揺れた。

――翼がしっかりと動いてる。飛竜ヴイーフルというんだっけか。

「竜を見るのははじめてか？」

「いや。二年前に、狩りをしていた山奥で見たことがあるよ。こんな可愛いものじゃなくて、四十チェートはある地竜スローだったが」

「ほう、運がいいな。私はいままでルーニエ以外の竜を見たことがないんだ」

「俺もこの竜こで二頭目だ」

　ルーニエを撫でてみようとして手を伸ばすと、するりと逃げられた。幼い竜はティグルに尻尾を向けて、主のところへ帰っていく。エレンは幼い竜を抱きあげると、子供をあやす母のような笑みを浮かべた。

「一頭目はその地竜とやらか。そいつはどうした？」

「山奥で出くわしたんだが、襲われて、逃げながら戦って、崖に誘導して何とか倒した。あのときは本当に死ぬかと思ったな……。とにかく運がよかった」

　竜の持つ力は、他の獣とは比較にならない。

　ほとんど全身を覆っている鱗は鉄を鍛えた剣や槍でもまったく傷つけられず、力は強く、牙も爪も容易に岩を砕く。大地を踏み鳴らし、木々を薙ぎ倒して突き進んでくる巨大な竜に、ティグルは何度も死を覚悟しながら機会をうかがい、地形を利用してどうにか倒したのだ。

「おまえがこんなことでほらを吹くとは思わんが、よく倒せたものだな。ところで、そいつの鱗は何色だった？」

「黄銅色だったな。それがどうかしたのか」

「ああ、それならいいんだ。我が国には、幼い竜と、黒い鱗を持つ竜は殺してはならないという法があってな」

「法……？」

　思いもよらない単語を耳にしたという顔で、ティグルはエレンを見つめた。自分をからかっているようには見えない。

「まさか、ジスタートでは、竜は珍しくないのか？」

「そんなことはない。私についてはさっき言った通りだが、この公宮に勤める者たちだって同じだ。ルーニエ以外の竜など王都でも他の地でも見たことがない。この法を定めたのは我が国の始祖たる黒竜の化身だが、冗談で制定したのではないかといわれている」

「冗談？」

「いかにも黒竜の化身らしいだろう？　竜など、見たことのない者の方が多い。まして、幼い竜や、黒い鱗を持つ竜に遭遇する者など、はたしていると思うか？　そういうわけで、あってもなくても問題はないと、今日まで放っておかれた法だ。しかし、竜を倒してもおまえは認められなかったのか？」

「誰にも死体を見せることができなかったんだ。一部を切り取ることは不可能だったし、俺も疲れきっていた。出直そうと思って山を出たら、土砂崩れが起きて死体が埋まった」

「残念だったな」

「いや、いいさ」

　沈黙が流れ、水音だけが響く。

「ひとつ、聞いていいか？」

　空を見上げながら、ティグルは漠然と気になっていたことを口にした。

「刺客のことだが、黒幕をさがすのに国王陛下を頼ることはできないのか？」

「うん？」

　首をかしげるような反応に、ああ、と納得するようなつぶやきが続いた。

「あいにく陛下は日和見ひよりみがお好きでな。よほどしっかりした証拠がなければ動いてはくださらない。向こうもそれをわかっているからしかけてくる。黙らせるなら、直接叩きつぶすぐらいの覚悟と用意がいるんだ」

「大変なんだな……」

　ティグルは複雑な顔になった。ジスタートの王はずいぶんと腰が重いらしい。

「私からも聞いていいか」

　苦い現実を噛みしめていたティグルに、今度はエレンがたずねる。

「アルサスというのはどんなところだ？」

「気になるのか？」

「少しな。私としてはできるかぎりの条件を出したつもりだったのだが、ああも迷わずにふられると、いささか傷つくし、興味もわく」

「お世辞抜きにいい条件だとは思ったぞ」

　そう答えてから、ティグルは口元をゆるめた。

「一言でいうなら田舎だ。森と山ばかりで、主要な街道は一本も通っていない。王都ニースへ向かうには、隣接している領地の街道まで出なければならないし、何日もかかる」

「だが、それがいい、と言いたそうな口振りだな」

　生まれ育った大切な大事な故郷だ。

　欠点を挙げても、つい口調は誇らしげになる。

「森や山に入れば狼やヒグマがいる。たまにヘラジカや雪豹なんかも姿を見せる。木の実や山菜はたくさん採れるな。冬以外なら、多少の知識があれば食糧をもたずに入っても食いつなげる。領民はいいやつばかりで、おおむね平和だよ。冬は少し厳しいが、その分暖炉の前で毛布にくるまって寝るときは最高だな。逆に夏は涼しくてな、天気のいい日なんかは、見渡す限り緑の広がる丘の上で、日がかたむいて風が出てくるまでひなたぼっこをしていたもんだ」

「寝てばかりだな」

　エレンは苦笑した。

「王都にあこがれるようなことはなかったのか？」

「なかったわけじゃないが、ちょっと夢を持ちすぎたな」

　田舎者と笑われるのは腹がたつが、まだ我慢できる。事実なのだから。

　しかし、それを除いてもいい思い出はない。

「弓が蔑さげすまれているというのは聞いていたんだ。でも、そんなのは噂がおおげさにつたわったものだぐらいに思ってた」

　アルサスでは、ティッタもバートランも、領民たちも、まったくそんな素振りを見せたことがなかった。

　だから、ニースでも同じだとティグルは勝手に信じこんでいた。

「想像以上だった。武器や武芸の話で、弓のことを口にするだけで空気ががらりと変わるんだ。高潔さや勇猛さでアルサスにまで名前が聞こえてくるような貴族や騎士が、あからさまに軽蔑した目で見てくる。貴婦人やら令嬢やらまでが臆病者だと嘲あざ笑わらってくる。他に取り得があればまだよかったんだろうが、俺は弓以外何もなかったからな。あのときはさすがにへこんだ」

　そう言いながら、言葉ほどにはティグルの声に暗さはない。

「おまえの父君はそんな状況でよく弓を教えたものだな」

「覚えていないんだが、物心つく前によくいじってたらしい。それを見た父が、そんなに興味があるなら覚えさせようってさ。先祖が狩人だったというのもあるんだろうけど。それに、アルサスは森や山ばかりだからな。腕のいい狩人は重宝される」

「おまえの父君には感謝しなければならないな。それがなければ、おまえを捕虜にすることはなかった。――押し倒されたり、裸を見られることもなかっただろうが」

　台詞の最後はからかい気味な口調で、ティグルはおもわず唸った。

「終わったから、もうこちらを向いてもいいぞ」

　言われて振り返ると、短衣をまとい、腰に長剣を帯びたエレンがそこに立っていた。

　頭に厚手の布を巻いて、長い銀色の髪をまとめている。短い袖と裾からのびている白い手足には不思議な色気があり、結局ティグルは直視できず、彼女の足元にうずくまっているルーニエを見た。

「なかなかおもしろい話だった。では、またな」

　手をふりながら木陰の中の道へ消えていくエレンと幼竜の後ろ姿を見送って、ティグルはため息をついた。さっさと身体を流してしまおう。

　服をぬいで放り捨て、桶に水をくんで頭からかぶる。さきほどの光景を忘れてしまおうと、勢いよく何度も身体に水を浴びせた。

　だからだろう、近づいてくる足音に気づくのが遅れた。

「エレオノーラさ……？」

　背の低い木々の向こうから姿を見せたのは、厚手の布や石鹸を入れた桶を持った、短衣姿のリムだった。

　様、を言い終える前にリムはティグルの姿を認め、言葉を失う。

　普段、感情のとぼしい顔には、呆然という感情がはりつけられていた。

　ティグルも石像と化したかのように立ちすくんだ。その下半身は、さっきエレンの水浴びを見てしまったせいでなんというか、恥ずかしい状態になっている。

「あー……」

　数秒の沈黙の後にティグルは言葉を発したが、頭の中はまだ混乱していた。

　適切な言葉を導きだそうとする意思が、迷走と暴走の果てにたどりついたのは「立場にふさわしいふるまいを……」という、さきほどのエレンの言葉だった。

「俺のことは気にしなくていい」

　隠そうともせず、堂々と、かつ毅き然ぜんとした態度で言ったティグルは、直後、悲鳴とともに桶を投げつけられた。
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「ほう、あいつのを見たのか」

　幼竜のルーニエとわかれて執務室に戻り、仕事をしていたエレンは、血相を変えて訪れたリムの話を聞いてたいそうおもしろがった。

　水浴びをすませたばかりの白銀の髪は、潤いを帯びて輝きを放っている。

「私もまだ見たことがないのだが、どんな感じだった？」

「感想などありません」

　青い双そう眸ぼうに憤怒の色を上塗りして、リムは熱を帯びた息を吐きだした。

「彼の行動はもっと制限するべきです」

「ようやくここでの暮らしにもなじんできたというのにか？　あいつとうまくやっている兵や厨房長なんかもいるのだぞ」

「捕虜がここでの生活になじんでどうするのですか」

「やっぱり部下にしてくださいと言ってこないか、待っているんだが」

　リムはため息をついた。

「彼の行動に反感を覚えている者もいます。兵たちの間に派閥ができるかもしれません」

　ティグルに好意を抱く者たちと、敵意を向ける者たちにわかれて対立するかもしれないと、リムは説明した。

「ティグルを独房に閉じこめたところで、それが解決するとも思えないが」

「いずれ、彼はこの公宮からいなくなります。身代金が支払われればブリューヌへ帰りますし、支払われなければ奴隷商人に売られます」

「だから、私の部下になるという選択肢もあるだろうに」

　エレンは執務机に積まれた書類の中から一枚を取りだして、リムに見せる。訝いぶかしく思いながらもそれに目を通したリムの目から、怒りの感情が消えた。

「……ブリューヌは、ずいぶんひどい状況のようですね」

「私も驚いた。ディナントから一ヵ月過ぎるかどうかというぐらいなのに、このざまだ」

　それは、ジスタートの大使としてブリューヌを訪れた者や、ブリューヌからライトメリッツへやってきた行商人、隊商、旅人などから聞いた話をまとめたものだった。

　一言でまとめるならば、次のようになる。

「ブリューヌに内乱の兆しあり」と。

「王子を失った国王は抜け殻状態。政務を放りだして部屋に閉じこもって出てこない。それをいいことに大貴族がほしいままにふるまい、止める者はいない」

「そして、国内で一、二を争う貴族であるガヌロンとテナルディエは昔から険悪な間柄であり、日を追うごとに二人の対立は激しくなっている、ですか……」

　エレンたちにとっては他人事ではない。ライトメリッツは、ヴォージュ山脈を挟んでブリューヌ王国に隣接しているのだ。

　ブリューヌが戦火に包まれれば、ライトメリッツに火の粉が降りかかる可能性は大きい。

「彼らにはティグルにかかわっている余裕がない。ティグルの反応を見る限り、アルサス単独では、とうてい身代金を用意できないだろう」

「そういえば、なぜそれほどの高額になったのですか？」

　最近になって抱いた疑問を、リムがぶつける。ティグルの人柄を知り、アルサスの状況を知って、身代金の額がおかしいのではないかと、彼女は思うようになっていたのだ。

「爵位と、弓だ」

　執務机に頬杖をついて、エレンはため息をつく。

「爵位と領地が見合わん。ティグルから聞いた話だと、初代ヴォルン伯爵はただの狩人で、その当時のブリューヌ王を助けた褒美として爵位と領地を授かったらしいが、領地が小さい」

「弓というのは……？」

「優れた戦士を捕虜にしたとき、その腕前に応じて金額を上乗せすることがあるだろう？　あいつの身代金額を決めるときにあらためて条約を見直したのだが、弓の技量についての取り決めがひどいことになっていた。ブリューヌとしてはどうでもいいと思っていたのだろうが」

　エレンが口にした額を聞いて、リムは無表情のままに顔を青ざめさせた。

「額を下げるのはかまわんが、それには相応の理由がいる。同情でいらぬ前例をつくることの危うさは、おまえの方がわかっているだろう」

「それでは、ティグルヴルムド卿はおそらく身代金を払えないでしょう」

「奴隷商人云々は半分脅しのつもりだったが、このままでは本当にそうなるだろうな」

「だから、部下にすると？」

「あの弓の技量は惜しい。人柄にも問題はない。このまま育てていけば、私の側近ぐらいは務まるだろう。あるいは、もっと化けるかもしれないが」

　エレンはくすりと笑って続ける。

「いま、私が考えているのは、期限日にもう一度手をさしのべるかどうかだ。一度ははねつけられたからな。二度も断られれば私の名誉にもかかわる」

　ようやく気を取り直したリムは疑問を呈した。

「ですが、本当に支払われないでしょうか？　私がガヌロンなりテナルディエであれば、むしろこれを好機ととらえます。身代金を肩代わりしてティグルヴルムド卿に恩を売りつつ、自分は小貴族を見捨てない人間であると周囲に喧伝するのです」

「どうかな。あの二人は生粋のブリューヌ貴族だ。弓への蔑べっ視しはそうとうなものだろう。それに、伝え聞く彼らの残酷さはそうとうなものだ。領民や、近隣の諸侯に対して二人が何をやっているか、おまえも聞いたことがあるだろう？　私としては、あんなやつらにティグルを渡したくはない。あいつのためになるとも思えん」

　井戸でのティグルとの会話を思いだしながら、エレンは難しそうな顔をする。

「ところで、他の戦姫の動きはどうだ？」

　ブリューヌと交流のある戦姫は何人かいる。たとえば、エレンと険悪な間柄の戦姫であるリュドミラ＝ルリエなどがそうだ。

　リュドミラはライトメリッツの南にあるオルミュッツ公国を治めている。二つの公国の間には王家の直轄地があるため、領地が接しているわけではないのだが、おたがいに、「気にくわない隣の戦姫」という印象を持っており、顔を合わせれば罵りあいからはじまるのが常だ。

「リュドミラも当然、ブリューヌの状況は知っているだろう」

「いまのところ、オルミュッツに目立った動きはありません。とはいえ、用心深い方ですからいつでも動けるように備えているかと思われます」

「こちらもそうするべきだな……。ティグルのことに話を戻すが、あいつにはいままで通りにさせてやれ。不満があれば私が聞いてやると、兵たちには伝えろ」

　エレンの言葉に、リムは黙然と一礼した。
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「ほう。ヴォルン伯爵が……」

　マスハスから話を聞いたその貴族は、気の毒そうな顔をしてみせた。

「ディナントは、近年でもまれに見る大敗だったそうですな。兵の損害がはなはだしかったというだけでなく、名のある貴族も幾人か討ち死にしたとか」

「うむ……。だが、ヴォルン伯爵は、捕らえられたとはいえ、まだ生きている。わしは彼の亡き父の友として、なんとか救ってやりたいのだ」

　ここは、マスハスの旧知の貴族の屋敷だ。

　なかなか羽振りのよい暮らしをしており、マスハスが通された客間には、ムオジネル産の高価な絨毯が敷かれ、壁には黄金造りの鳥の像が飾られていた。椅子には雪豹の毛皮が張られ、マスハスに出された葡萄酒も水晶の杯に注がれたものだ。

――これで五人目じゃ。ここが駄目なら、もうあてがない……。

　他に頼れそうなところは遠すぎて、期限日までにまにあわない。

　心の中で神々に祈りながら、マスハスは目の前の貴族に頭を下げる。

「頼む。どれだけの時間をかけても必ず返すゆえ、金銭を用立ててもらえぬか」

　沈黙がおとずれる。

「申し訳ない」

　その貴族は同情の視線をマスハスの後頭部に投げかけていたが、沈黙を破り、静かにその言葉を吐きだした。

　マスハスは年甲斐もなく泣きだしたい気分になったが、拳を握り締めて必死にこらえる。

「他ならぬマスハス卿の頼みだ。ディナントの戦が起こる前でしたら、私は何も言わずにお助けしたでしょう。ですが、最近の情勢は、あなたもご存じでしょう」

　そこで一度ためらったものの、その貴族はおもいきったような口調で続けた。

「内乱が起こる。そう遠くない内に」

「ガヌロン公とテナルディエ公との間に、だな」

　そう答えるマスハスの顔は疲れきって、目にも声にも力がない。

　最近は、どこへ行ってもその話を聞かされる。

　レグナス王子の戦死がファーロン王に与えた衝撃は、大きすぎた。王子の葬儀を終えると、政務を放りだし、心を閉ざして寝室に閉じこもってしまうほどに。

　そして、それを待っていたかのように、テナルディエ公爵とガヌロン公爵は、いままで以上に我が物顔で振る舞いはじめた。王宮に乗りこんで、ファーロンなどいないかのように政務に口を出し、王家の名を使って、自分に従わない諸侯へ圧力をかけている。

　本来、彼らのような大貴族こそが率先して秩序を守り、王家を支えて王国の平和を保たなければならないはずだが、二人はあきらかに混乱を拡大させていた。

　ファーロン亡きあとの権力の座を、狙っているのだ。

　現在、テナルディエとガヌロンは日増しに対立を深めている。もともと犬と猫の仲と称される二人だったが、明日にでも王国を二つに割って争いかねない雰囲気であるという。

　こうなると、普段から彼らにつき従っている諸侯はともかく、そうでない者は慎重な行動を要求される。行動を誤れば、最悪の場合、家の断絶すらありうるからだ。

　情報収集や他の貴族とのつきあい、緊急時の兵の備えなど、金はいくらあってもたりない。よけいな出費はおさえたい。

　親しい友人のたってのたのみとはいえ、金を出すことはできなかった。

　マスハスは礼を言って、足取りも重く屋敷を辞した。

「駄目だったか……」

　振りあおいだ空は濃灰色に染まっている。見ているだけで不安がわきおこりそうな、厚く黒みがかった雲が幾重にもわだかまっていた。まもなく雨が降るだろう。

　彼らを責めるつもりはない。マスハスとて、ティグルを助けるために全財産をなげうっているわけではないからだ。

　家族や彼の屋敷で働いている多くの者たち、兵士たちをまず守らなければならない。領地を治める者として、できることに限度があった。

――この国はどうなるのじゃろうな。レグナス殿下がお亡くなりにならなければ……。

　そう思ったとき、ふと、マスハスはひとつの可能性に思いあたった。

　テナルディエとガヌロンは、共謀してレグナスを亡き者にしたのではないか。

　思えば、奇襲を受けて敗れたとはいえ、ブリューヌ軍には二万もの兵がいたのだ。士気を回復させれば、反撃して一矢報いることは可能なはずだった。それに、やられっぱなしで撤退するというのは、ガヌロンはともかく、テナルディエの気性に合わない。

　急いで撤退したのは、王子が死んだからではなく、王子の死因を隠すためではないか。

　そこまで考えて、マスハスは頭かぶりを振った。いまは目の前のことを考え、対処しなければならない。そして、ティグルのことは、おそらくどうしようもない。

――ティグル、すまん。ティッタ、バートラン、すまん。ウルスよ……。

　降りだした雨の中を、マスハスは無言で歩いていった。









　　　５　　　城下の戦姫














　ジスタートは一年中雪の消えない高山を北に持ち、東には大森林、西と南はブリューヌとムオジネルにそれぞれ接している。

　気候は冷涼で、冬が他国より若干長い。針葉樹の森が点在しているため『雪と森の王国』と呼ばれることもある。ジャガイモや林檎を産し、中央には魚のよく獲れる内海があり、金、銀の鉱山を多数有している。

　ジスタートができたのは、およそ三百年前のことだ。

　そのころ、この地には五十を超える部族が覇権をかけて争っていた。

　百年におよぶといわれる戦いの中で、滅亡や離散、他部族への吸収といった過程を経て部族の数が三十ほどになったとき、ひとりの男がこの地にふらりと現れた。

「俺は、黒竜の化身だ」

　自身をそう称した男は、自分を王として従うならば、勝たせようといった。

　ほとんどの部族が彼を笑ったが、七つの部族が彼の言葉を信じ、従った。

　忠誠の証として、部族の中からもっとも美しく、かつ武芸に長けた娘を妻としてさしだしたのである。

　男は、七人の妻に『竜具ヴィラルト』と呼ばれる力ある武器を与え、厳かに告げた。

「ただいまより、おまえたちは『戦姫』だ」

　その後、男に率いられた七部族は、他の部族との戦にことごとく勝利をおさめた。

　男は統一後も戦を続け、周辺諸国を滅ぼして領土を大きく広げていく。

　そうしてついに、ジスタート王国を興した。

　王となった男は国内に七つの公国をつくり、自治や徴税、徴兵などのさまざまな特権とともに、それぞれを妻たちに与えた。

「戦姫より上位にある者はジスタート王のみ。誰が、いかなる功績をあげようと、それが覆ることはない」

　国王はそう明言し、戦姫たちに告げた。

「戦姫は、王に跪き、王を護り、王のために戦うものだ。それを忘れるな」

　玉座のそばに置かれた燭台の炎が哄笑する王を照らし、濃い影を床に落とす。

　影はひとの形ではなく、竜のそれに見えたと伝えられている。
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「……神話とはいっても、どうにも要領を得ないな」

　ジスタートの歴史書を読み終えたティグルの第一声は、それだった。

　公宮の屋根の上である。

　空はよく晴れて、ほどよく暖かいという日だ。

　公宮内の書庫にあったものを借りてきたティグルは、屋根の斜面に腰をおろし、あぐらをかいてそれを読んでいた。

　屋根にあがった理由は単純で、書庫内が薄暗かったのと、天気がよかったからだ。

　見下ろせば、周囲を丈の高い木で飾り、花壇と長椅子を配した中庭がある。

　公宮のまわりは城壁と塔に囲まれてその先は見えないが、果てなく続いている空は城壁を越えて涼しい風を送りこんでくれる。

　充分に睡眠をとっていなかったら、ティグルは間違いなく昼寝をしていただろう。

「これで、いちばん簡単な歴史書なのか……」

　苦い薬を飲まされたような顔で、ティグルは膝のうえに広げた書物を見る。

　ティグルはもともとジスタート文字について詳しくない。読み進めるのは想像していた以上に困難な作業だった。

　それに、歴史書にありがちな専門用語や古い言葉、小難しい言いまわしなどの読めない部分はどんどんとばしたので、実質半分読めたかどうかといったところだ。

　監視役のルーリックは、ティグルが座っている屋根の真下にある廊下に立っている。彼に手伝いを頼んだところ、次のような言葉がかえってきた。

「ティグルヴルムド卿の頼みとあらば、このルーリック、協力を惜しみませんが、私も難しい言葉はわかりません」

　そうして実際に読んでもらったら、まがりなりにも伯爵としての教育を受けてきたティグルの方が、まだましというくらいだった。

「申し訳ございません」

「いや、気にしなくていい。俺の注文が無茶だった」

　兵士の仕事ではない。仕方のないことだった。

「こういうのを読むのが得意なひとに心当たりはないか？」

「いないわけではないのですが」

　ルーリックは難しい顔をした。

「その、言い辛いことですが、彼らはティグルヴルムド卿を好いておりません。いっそ、戦姫様やリムアリーシャ殿にたのんでみては」

「そうするかなあ……」

　半分は興味から、もう半分は暇つぶしでやっていることなので、迷った。

　ただ、文中にいくつか気になる単語があったので、エレンに聞きたいことはある。

　腕を組んで考えていると、小さな影が屋根の上に飛んできた。幼竜のルーニエだ。

　ティグルは笑顔で竜に手を伸ばしたが、ルーニエは興味なさそうにそっぽを向いて屋根をのぼっていき、日当たりのいいところで身体を丸めてひなたぼっこをはじめた。

――つくづく猫みたいな竜だな。

　邪魔するのも悪いかと思い、ティグルは立ちあがる。

　何気なく眼下の光景をながめると、視界の隅にエレンの姿が映った。

　人目につくことを警戒しているような様子で、彼女は木々の間をすばやく移動して、城壁へと近づいていく。屋根の上でなければわからなかっただろう。

「ルーリック。俺、エレンに聞いてくるから、部屋に戻っててくれるか？　俺も話が終わったら部屋にもどる」

「かしこまりました」

　廊下を歩き去っていくルーリックを見送ると、ティグルは歴史書を小脇にかかえ、屋根を蹴って空中に身をおどらせる。

　真下にそびえている木の中に突っこむと、うまく枝をつかんで衝撃をやわらげ、反動を利用してふたたび跳躍、地面に降り立った。

　身体を起こすと、花壇の手入れをしていた庭師の娘が、あっけにとられた顔でティグルを見ている。

　苦笑をうかべて、ティグルは小走りに中庭を去った。茂みや木々の間を抜けて、エレンの後ろ姿をとらえる。

「何やってるんだ？」

　声をかけると、エレンは肩をびくりと震わせて振り返った。

「ど、どど、どうして、おまえがここにっ……!?」

　顔を真っ赤にして自分を睨にらみつけてくるエレンを、ティグルは驚きの視線で見つめた。これほど動揺している彼女を見たのははじめてだ。

　そして、その姿。長い白銀の髪は首筋のあたりで束ねており、飾り気のまったくない麻の服を着ている。腰には剣を帯びているが、布を何重にも巻きつけて、それとはわからないようにしてあった。

　まるで市井の娘だ。これほど美しい娘はなかなかいないだろうが。

「聞きたいことがあってな。ちょうど見かけたから」

　彼女の格好と態度を不思議に思いながらも、ティグルは素直に答える。

「見かけた？」

　エレンはいぶかしげな顔をしたが、それどころではないと考えたらしい。ティグルの腕をつかむと、有無をいわせず引っ張って城壁の方へ歩きだした。

「仕方ない。おまえも来い」

「どこへだ」

「外だ」







　城壁の外側に出て、なだらかな坂を駆け下りる。

　五百アルシンほど走った先に、城下町があった。

　立ち並ぶ家々は石造りで、屋根は黒か褐色が多い。

　街路は大型の馬車でも楽に通れそうなほど広く、それでいながら石畳できちんと舗装されている。

　旅人や市民、商人や役人、職人などさまざまな人々が行き交い、通りにはいくつもの露店が軒をならべていた。

　主婦たちは寄り集まって談笑し、商人は声をはりあげ、通りの角では吟遊詩人ミネストレーリが三弦琴バラライカを弾き鳴らしていた。

「にぎやかだな。ニースみたいだ」

　小さいころに訪れたことのあるブリューヌの王都を思いだしながら、ティグルは顔をほころばせる。ジスタート訛りの言葉や文字、銅貨や銀貨が飛びかっている光景もめずらしい。

　さまざまな形をしたガラス細工や素焼きの陶器を、ティグルは感心の面持ちでながめた。

　木箱からあふれんばかりの新鮮な果物や、吊るされた肉のかたまりを見ていると腹が鳴る。そこから離れると、今度はバターをのせたジャガイモの匂いがただよってきておもわず唾をのみこんだ。

　ふと、自分と同じくらいの年齢の娘たちがそばを通りかかる。彼女たちは、ティグルを見てくすりと笑いながら通りすぎていった。

「そんなにもの欲しそうに見えたかな」

「それもあるだろうがな」

　隣のエレンがすました顔で応じて、ティグルの頭に白い指先をのばす。

「こんなものを頭に載せているからだ。城壁を出る前からずっとだぞ？」

　からかうように笑ったエレンの手には、一枚の葉があった。

　ティグルは髪をかいて「ありがとう」と、礼を言う。まったく気づかなかった。

「どこでつけたんだ？　茂みに頭を突っこむようなことでもしたのか」

　そこではじめて、ティグルは自分がどこでエレンを見つけて、どうやって追ってきたのかを話した。

　城下町に入るまでのエレンは無言で、なにか質問をしても返事をしてもらえるような雰囲気ではなかったのだ。

「猿か、おまえは」

　あきれた顔でエレンは冷たく言い放ち、ティグルはさすがに傷ついた。

「しかし、屋根か。今後はそこも計算に入れて考えるべきか……いや、そんなことをするのはこいつぐらいだろうから……」

「いろいろ聞きたいことがあるんだが、いいかな」

　うつむいてなにやら考えごとをはじめたエレンに、ティグルは遠慮がちに声をかける。

「なんで、あんなこそこそと隠れるように公宮を出たんだ？」

　ティグルの質問に、エレンは質問の意図がわからないというふうに首をかしげる。

「なぜって、当然だろう？」

　今度はティグルが首をひねる番だった。

　ジャガイモの露店の前で、不思議そうに見つめあう二人に、ジャガイモ売りが聞こえるように咳をする。

　ひとまずティグルはジャガイモをふたつ買って、エレンとともにその場をはなれた。兵士たちとの賭けにそこそこ勝っておいてよかったと思う。

　素焼きの小さな碗に入っているジャガイモにはたっぷりとバターがのせてあり、熱でほどよく溶けている。

　バターの甘い匂いはたちのぼる湯気に混じって、ティグルの食欲をさそった。

　ひとつをエレンにわたし、近くの広場にはいる。花壇の縁に並んで腰をおろした。

　小さな口でジャガイモにかじりつき、エレンはおいしそうに顔をほころばせる。

「いいものを選んだな。褒めてつかわす」

　芝居がかった口調で言う彼女の笑顔に、ティグルはどきりとさせられた。

「いいとか悪いとかあるのか？」

　ジャガイモに集中することにして、ほくほくとした食感を味わいつつ、熱さに舌を火傷しそうにしながらティグルはたずねる。

「悪いのはいくらでもあるだろう。ジャガイモが小さかったり、蒸し加減が足りなかったり、冷めていたり、バターの量が足りなかったり……。これはバターの溶け具合といい、なかなかいい。ジャガイモに少しだけ塩がふってあるのも好印象だ」

「好きなんだな」

　ああ、とエレンは満面の笑みで肯定し、どこか懐かしがるように遠くを見た。彼女の視線の先では人形使いが芝居をしており、そのまわりに子供たちが集まっている。

「ジスタートの冬はな、ときに凍死者が出るほど寒い。夜になると冷気が石造りの厚い壁をすり抜けて、容赦なく忍びよってくる。子供たちは赤々と炎が燃える暖炉の前に集まると、身をよせあって毛布にくるまり、温めたミルクと、よく蒸したジャガイモにバターをたっぷりのっけたものを食べるんだ。そうして冬の夜を乗りきる」

　暖かでほほえましい光景が、ティグルにも見えるようだった。

　しかし、ティグルは不思議そうな目でエレンの横顔を見る。

　遠い過去を懐かしむかのような彼女の表情に、違和感を覚えた。

――まるで、町や村で育った娘みたいな話をするんだな。

　ジスタートにおける戦姫の立場を考えれば、大貴族の令嬢として育てられたに違いない。しかし、それにしてはエレンの言動は素朴すぎる。

――それとも俺の思いこみかな。自分のことだとは一言も言っていないし。

　何か事情があるのかもしれないし、ブリューヌとジスタートで考え方ややり方が違う可能性もある。何より、自分は戦姫のことも、エレンのこともよく知らない。

　公宮で過ごして疑問に思ったのは、エレンの家族についてわからないことだ。

　ティグルは両親ともなくしているが、屋敷の中には両親の思い出がいくつもある。マスハスには妻と、二人の息子がいる。彼女らにも、ティグルは可愛がってもらったものだ。

　だが、公宮に、エレンの家族の痕跡のようなものはない。リムやルーリックらが言及したこともない。少なくともティグルの前では。

　エレンのことをもっとよく知りたいと思っている自分に気づいて、ティグルはかすかな驚きを覚え、心の奥底にその思いを押しこめた。

　しばらくの間、二人は無言でジャガイモをかじっていたが、食べ終わったところで思いだしたようにティグルは聞いた。

「……もしかして、城下の視察に来たのか？」

「やっと気づいたのか」

　いまさら何をと言いたげな顔でエレンはティグルを見る。

「ティグルはお忍びで城下に出たことはないのか？」

「隠れる必要がないし、ここほど大きくないからな。散歩ついでに見てまわってた。他の村を見に行くときは馬を走らせてな」

　この返答の半分は嘘である。仕事がたまっているときなどは、ティッタやバートランの目を盗んで屋敷を抜けだす必要があり、見つかったときには叱られたものだった。

「うらやましい話だ」

　心の底からそう思っているような顔で、エレンは嘆息した。

「いまの私には、これは数少ない楽しみのひとつなんだ。ただの娘のふりをして、町を歩きまわるのは」

　エレンの生活は、刺客に狙われるのがめずらしくない。

　町を見てまわるといえば多数の護衛がつき、どこを歩くのかも決められてしまうのだろう。

「だから、俺が声をかけたときあんなに慌てたのか」

「おまえには本当に、いろいろとおどろかされっぱなしだな」

「すまない……」

　申し訳ない気がして、ティグルは謝った。

　エレンは、気ままにひとりですごしたかったに違いない。

　彼女が自分を半ば強引につれてきたのは、ティグルの口から彼女の行動が発覚するのを避けるためだろう。おそらくはリムあたりに。

「これで貸し借りなしにしておく。気にするな」

　エレンはジャガイモを食べ終えると、素焼きの碗を地面に放りなげて立ちあがった。

「これは、道端に捨てていいのか？」

　さすがにはしたないのではないかと思い、ティグルはためらいがちに尋ねる。

「石畳の上はだめだが、土の上ならかまわない。こういうのを拾いあつめて小銭をかせぐ者もいるからな」

「ああ、それは知ってる。割れていて使えないようなものは、粉々になるまで砕いて粘土に混ぜるんだろう」

　エレンの言葉に応じながら、ティグルも空になった碗を捨てた。

「ティグル、おまえは私に何の用があったんだ？　大事そうに抱えているその本と関係があるのか」

「いくつか聞きたいことがあったんだが、今度でいい」

　そうかとうなずくと、エレンは振り返ってティグルにまっすぐ手をのばす。

「では、私が満足するまでつきあってもらうぞ。二人で歩くというのも案外新鮮だ」







　ティグルとエレンは、町の中のさまざまなところを見てまわった。

　アルサスからほとんど出たことのない身には、目に映るもののほとんどがめずらしい。

　活気に満ちたこの町には、なにもかもがそろっているようにすら思えた。

「これは？」

「木苺の果実酒ナストイカだ。蜂蜜や薬草も漬けこんであるから、甘くて飲みやすいぞ」

　大きな陶杯になみなみと注いでもらった果実酒を一気に飲み干して、ティグルは別の露店に目を向ける。

「あれは？」

「茸きのことジャガイモの蒸し焼きだ。添えてあるのはキュウリのピクルスだな」

　湯気にはふはふいいながら蒸し焼きを胃袋におさめ、ピクルスで口直しをする。

「こっちは？」

「鮭を炒めて揚げたものだ」

　揚げものをばりばりとむさぼる。

「これ」

「パンに蜂蜜とリンゴのジャムを塗ったものだ。しかし、おまえが興味を向けるのは食べものばかりだな」

　パンをかじるティグルを、呆れたようにエレンは見た。なにしろティグルの行動は質問をしては食べるの繰り返しである。

「どれもこれもおいしいからな。おまえこそ、よく食べるよな」

「私の金だ。何を食べようとかまわないだろう」

　ティグルに教えてやりながら、エレンも同じものを食べている。二人で仲良くわけているのではなく、それぞれ一人分をたいらげていた。

「いや、俺もけっこう食べてるのに、同じ量だけ腹に入るというのが……」

「昔、城下でジャガイモの大食い大会があってな。さっき食べたバターのせジャガイモと同じぐらいの大きさのものを、三十個食べたことがある」

　とくに誇るでもなくさらりと言ってのけたエレンに、ティグルはくわえていたパンを落としそうになった。

　その小さな口と、無駄な肉のない身体つきからは想像できない。

「……厨房から食材がなくなったりしたら、まっさきに疑われただろう、おまえ」

「くすねたことは一度あったのだがな。その後、厨房長がうやうやしく頭を下げて言ったのだ。ここにあるものはすべてエレオノーラ様のものでございますゆえ、こそこそなさらずに堂々と食べる、とおっしゃってくださいと」

　それでやめた、とエレンは悔しそうに口をとがらせた。

「いいひとじゃないか。俺はちょっとつまみ食いしただけで、えらく怒られるのに」

「そちらこそいい厨房長ではないか。そういう率直さは好ましい」

――侍女なんだが。年下の。

　しかし、しきりに感心しているエレンを見ると、言いだし辛かった。

「言っておくが、いつも食べられるだけ食べているというわけではないぞ」

　串を振りながらエレンは力説する。

「公宮での食事は常に控えめにしているからな。城下にはそう頻繁に来れないから、新しい料理はその日のうちにおさえておかなければならん。少々きつくても、領民たちの生活をくわしく知るためには必要なことなのだ」

「ソースをつけたまま言う姿に説得力があると思うのか」

　ほら、とティグルは指を伸ばしてエレンの頬をぬぐう。

　エレンはびっくりしたように目をまるく見開いたあと、真っ赤に染まった顔を慌ててそらした。

「どうした？」

「い、いや、なんでもない……まったく、どうしてこう、こちらの気が緩んだときに」

　ぶつぶつつぶやいたあと、気を取り直すように首を激しく振ってエレンはティグルに向き直る。

「あ、ほら、おまえも口元にジャムがついている」

　紅の瞳を輝かせて嬉しそうに笑うと、エレンは白く細い指をのばした。

　ティグルの口の端についていたジャムをすくいとり、そのまま口に運ぶ。

　その仕草に可憐さと妖艶さを同時に感じ、恥ずかしくなってティグルは顔をそむけた。

「よし、次はあれだ」

　ティグルの反応にかまわず、快活な声でエレンが指さしたのは、すこし離れたところにある的当ての露店だった。

　おもちゃの弩を使って木の実の弾を飛ばし、台の上に並んでいる騎士の人形を倒すと、倒した人形に応じてなにかしらの景品がもらえるという仕組みだ。

　騎士たちは大きさやポーズがそれぞれ違っていて、高価な景品ほど倒れにくくなっているようだった。

「どれを倒せばいいんだ？」

　おもちゃとはいえ弩は弩。弓に次ぐ得意分野だ。

　武器としての弩は機械的に過ぎてあまり好きではないが、遊びではそれほど気にならない。ティグルは我知らずはりきった。

「ん、あれとあれだな」

　エレンが指先で示したのは、他の人形にくらべて一際大きな、木の実ごときでは倒れそうにない人形だった。足は大きく、腰を低くかまえさせ、どっしりとした安定感がある。

「二つか」

「一回で四発まで撃てる。おまえなら何とかなるだろう？」

　台のそばに座っている男に銅貨を渡しながら、当然のようにエレンは言った。

「まあ、それなら……」

　ティグルはおもちゃの弩を受け取った。

　無造作に一発目を撃つ。

　人形たちのはるか頭上を飛び越えて、露店の後ろにたれさがっている幕にぶつかった。これは弾道を知るためのものだから、別にかまわない。

　二発目で、ティグルはエレンが指定したふたつの人形のうち、小さい方を狙う。

　軽い音とともに放たれた木の実の弾丸は、見事に人形の顔を直撃したものの、人形はぐらりと揺れただけで倒れなかった。

「むう、惜しいな」

　口元に手をやって、エレンは本気で悔しがる。

――気づいてないのか？

　ティグルは一瞬、疑念に満ちた目をエレンに向けたが、怪け訝げんそうな顔で見返されて、なんでもないというふうに首を振った。人形たちに視線を戻す。

――本当に気づいてないみたいだな。どうでもいいところでは、けっこう抜けているのかもしれない。

　心の言葉を口には出さず、三発目の木の実を観察しながら、どうしようかとティグルは考える。

　いまの人形の揺れ具合から、細工がしてあることをティグルは見抜いたのだ。おおかた客には見えないように、人形の後ろに支えがあるのだろう。

――倒すのはそう難しいことじゃないけど……問題は倒してからだ。

　三発目を撃つ。それは狙った人形の両足の間をすりぬけて台にあたり、はねかえって人形を撃った。

　後ろから押される形になった人形はあっさり前のめりに倒れ、台から落ちる。

「おお、見事だ！」

　やったやったと子供のようにエレンははしゃぎ、一方、店の男はいまいましげに舌打ちをしながら人形を拾いあげた。ティグルを睨みつける。

「あんた、いまのは後ろに倒れなかったから無効……」

　男の台詞を無視してティグルは四発目を撃った。

　それは狙っているふたつめの人形よりも左に飛び、台にはねかえって、横から人形の肩を撃つ。ぐらりと揺れて、その人形も台から転げ落ちた。

「…………」

　あっけにとられた顔で、男は台と人形を交互にいそがしく見つめる。

　ティグルはさわやかな笑顔で男の肩をたたくと、そっと耳打ちをした。

「俺はこのふたつしかいらない。だから、あんたも引き下がらないか」

「……どういうことだ？」

「いかさまをしてるって騒がれたくはないだろう？　おとなしく景品を渡してくれれば、知らないふりをする。あんたは何食わぬ顔で店を続けりゃいい。言っちゃなんだが、俺がやったようなことを、誰でもできるとは思わないだろう」

「……ひとつ、教えてくれ」

　冷や汗をかきながら、男はばつの悪そうな顔でティグルを見る。

「たった一、二発で、どうしてわかった？」

「こういうことをする人間は、いつでも、どこにでもいるからな。俺ももっと小さいころは、悔しがったり、悩まされたりとさんざんお世話になったよ」

　ティグルは肩をすくめて、男と笑いあう。

　取引が成立した。景品は、子供ほどに大きな熊のぬいぐるみと、華麗な装飾のほどこされた紫色のリボンだった。

「安い割に、かなり出来がいいものじゃないか」

　感心してティグルが言うと、店の男は笑った。

「いいものを景品として掲げないと、お客さんが来ねえんでな」

――なるほど。はじめから渡す気がないから、いいものを餌として見せつけるか。

　ぬいぐるみは大きな麻袋にいれてティグルが背負い、かかえていた歴史書もいっしょに放りこむ。リボンはエレンがその場で髪に結んだ。

「どうだ？　似合うか」

　ティグルはとっさに言葉が出なかった。流れるような白銀の髪に、紫色のリボンはこれ以上ないくらい似合っていたからだ。

「うん、きれいだ」

　素直な言葉が口をつく。ありきたりな言葉しか浮かばない自分が、少し悔しかった。

「そ、そうか。案外やってみるものだな」

　リボンにそっと触れて、エレンは頬を染める。

「こういうのにはあまり興味がなかったし、ひとりで来るから、誰かに見せるというようなこともなかったが、たまになら、やってみてもいいかもしれないな……」

　照れ隠しなのか口早に言葉を並べる様子が、ティグルにはかわいらしく、微笑ましい。

「それにしても、ぬいぐるみが趣味だなんて意外だな」

「それはリムのものだ。私のものではない」

　意外な返答に、ティグルは目を丸くした。

「え……？」

「帰ったら怒鳴られるのが目に見えているからな。多少は機嫌をとらなければならん」

「これでとれるのか？」

「とれるとも。ぬいぐるみをもふもふしながら、このような真似まねはお控えくださいと、顔だけはしかつめらしく言うリムの顔が浮かぶようだ」

　ティグルにはまったく想像できなかった。

　二人は別の通りに入り、ひとごみを避けながらしばらく歩く。

　ふと、エレンはある酒場の前で足を止めた。

「この店はいい料理を出す。空いているかどうか見てくるから、ちょっと待っていろ」

　ティグルをその場に待たせて、エレンは扉を押し開く。

　天井から汚れたランプがいくつか吊りさがっているだけの、薄暗い店内はほとんど埋まっていた。三十人近い客たちの陽気な話し声が、店中を騒々しさで埋めつくしている。

　エレンは店内をぐるりと見回して、小さなテーブルがひとつ空いているのを見つけた。自分とティグルだけなら問題ないだろう。

　ティグルを呼ぶために外に出ようとしたエレンだが、動かしかけた足を止めた。すぐそばの客たちの話し声が耳に入ってきたのだ。身なりからして行商人たちのようだ。

「ブリューヌはどうだった？」

「いや、あれはいつ内乱がはじまってもおかしくないな」

　聞かれた男は話にならないというように首を横に振る。

「ガヌロン公とテナルディエ公は、以前から王様を無視して好きにやっていたわけだが、それがよりひどくなった。従わない諸侯の領地を荒らし、町や村を襲う。一方、従う姿勢を見せた諸侯には勝手に官職や新たな爵位を約束しているらしい。二人して王様気取りさ」

「だから、もう帰ってきたわけか」

「ああ。これを好機と捉えるたくましい商人もいるのだろうが、俺はそこまで命知らずじゃないからな。どちらかに取り入るのでなかったら、しばらくは見合わせた方がいいぞ」

　エレンは無言で店を出た。ティグルに肩をすくめて笑いかける。

「満席だった。よそへ行こう」







　結局、よさそうな店が見つからず、ティグルとエレンはてきとうな広場で、木苺の果実酒と焼いたリンゴの軽い食事をとった。

「そういえば、おまえが聞きたいことというのは何だ？」

　話題が尽きて一段落したところで、エレンが果実酒を飲みながらたずねる。

　ティグルはぬいぐるみと歴史書の入った麻袋を一いち瞥べつしてから、エレンの腰のあたりに黒い瞳を向けた。すこし迷ったが、おもいきって聞くことにする。

「歴史書を一冊だけ読んだ。気になる単語がいくつかあったんだが……。アリファールっていうのは、その剣の名前なのか？」

「その通りだ」

　布を巻きつけた長剣をエレンは持ちあげ、柄が見えるていどに布を取り去ると、わずかに鞘から抜いてみせる。

　鍔と鞘の間にわずかに覗いた白刃が淡い光を帯びて、空気が不自然にうねった。風が、じゃれつくようにティグルの髪にまとわりついてくすぐる。

「おまえを気に入ったらしいな」

「まるで、その剣に意思があるみたいな言い方だな」

　風に撫でられた髪をかきながらティグルが言うと、長剣を鞘におさめてエレンは笑った。

「あるとも。二つ名を『降魔の斬輝』。戦姫だけに許された剣。それがこれだ」

　ティグルはすぐには言葉を出せなかった。とうてい信じがたいことだが、ティグルはすでに二度、異質な体験をしている。いまのを含めれば三度目だ。

「歴史書には竜具とか風とかいう言葉もあった。前後がさっぱりなんで詳しいことはわからなかったが、その剣は風を起こせるのか？」

「正確には、操れるというところだな。おまえに見せたのは馬ごと高く飛んだとか、太矢をそらしたぐらいだが、やり方次第ではいろいろとできる」

「どうして、ディナントで俺とやったときには、それを使わなかった？」

　命がけの戦いだった。だからこそ、手を抜かれたと思うと腹立たしい。

「言っておくが、手を抜いたつもりはないぞ」

　表情からティグルの内心を読みとったのか、エレンは笑って言った。

「おまえの技量に、私の技量だけで挑んでみたかったんだ。あの場にあれ以上いては、他の者も射られるかもしれないと思ったから、抜けだすのには使わせてもらったがな。おまえの弓に不思議な力があれば、私もアリファールの力を使った」

「危なっかしいことをするなあ」

　俺が言うことじゃないだろうけどと、ティグルは呆れた顔をする。

「まあいいだろう。気にするな。それで、他に聞きたいことはあるか？」

「他の戦姫も似たような武器を持ってるのか？」

「ああ。竜具に同じものはひとつもない。どれひとつとっても魔術めいているというか、理解を超えるものばかりだ」

　笑みを消し、エレンはまるで戦場にいるときのような真剣な顔になる。

「戦姫は一騎当千などといわれるが、実際、戦士として優れた戦姫が竜具を振るえば、一千ていどでは相手にならん。単騎で三千や五千の兵を一掃したという話もあるしな」

　化け物だという台詞が喉元までこみあげたが、ティグルはどうにかそれをおさえた。

「おかしな質問だけど、それならどうしてブリューヌやムオジネルに攻めこまない？」

　文字通りの一騎当千の将が、七人。

　ならば、防衛のために半数を国内に置いておくとしても、三人ないし四人で攻めれば、領土を大きく広げることができるはずだ。

　侵略も、勝てば非難はされない時代である。

――それとも、ジスタート王はそういうことをあまり望まない方なんだろうか。

　エレンは腕を組んで、考えるように視線を宙にさまよわせていたが、

「突き詰めると、国王陛下が頼りないからということになるな」

　とんでもないことをさらりと言ってのけた。ティグルは口を半開きにして絶句する。

　エレンの口調には、自国の王に対する尊敬の念や忠誠心などは微み塵じんもうかがえない。冗談や揶揄やゆですませられそうな言い方でもなかった。不敬として咎とがめられることは間違いない。

「ジスタート王のことが嫌いなのか……？」

「嫌いではないが、好きでもない」

　話しているうちに何か気に入らないことでも思いだしたのか、エレンの美しい顔がしかめっ面へと変わっていく。

「黒竜の化身と、彼に仕えた戦姫たちの間には、信頼と忠誠があったのだと思う。だが、二代目以降の王たちと、彼らに仕えた戦姫たちの関係は、必ずしもそういうものではなかった」

　苦い口調でエレンは説明を続ける。

「これは他の戦姫から教えてもらったことだが、歴代の王の中で、すべての戦姫を従えることができたのは黒竜の化身だけだったそうだ。他の王と戦姫たちは対立と妥協を繰り返した。戦姫の力を恐れ、戦姫同士を争わせようとする王がいれば、自分に都合のいい王を据えようと画策する戦姫も現れるという具合にな」

「ひどいな……」

　ティグルは眉をひそめた。それ以上の言葉が出てこないほどの泥沼だ。

「私たちのことに話を戻すと、ヴィクトール王……国王陛下は私たちを信頼していない。恐れている。私たちの力は削りたい、ただし武勲はたてさせたくないと、そう考えている。心の中でそう思っているだけならともかく、こちらにもわかるようではな……」

　ティグルは同情の視線を彼女に向けつつ、気になったことを訊いた。

「これまで、戦姫が王になるということはなかったのか？」

「戦姫は王に跪き、王を護り、王のために戦うものだ。王にはなれない」

　その答えに、ティグルは首をひねる。それはもちろん法で定められているだろうし、戦姫たちもそのように王に誓約するだろうが、ずいぶん型通りの答えだ。

――それとも、何かしらの制約が働いているということか？

　理解を超えてはいるが、ありえない話ではないと思った。

　常識を超えた力の存在を、ティグルはすでに目の当たりにしている。

「頼りないというのは、そういうことだ。ただ野心がないというのであれば、かまわない。私とて、戦を好むわけではないからな。だが、陛下の考えは違う。私たちが武勲をたて、他国の領土を奪ったら、それに見合った恩賞を与えなければならない。それを嫌がっているんだ。ことさら吝嗇というわけでもないのにな。労に報いたがらない王に魅力などあるか」

　エレンは銀色の髪を揺らして重いため息をこぼした。

「智勇を兼備し、政戦両略に長け、優しさと厳しさを兼ね備え、情に目を曇らせず、かといって理に傾くでもなく、正義感にあふれた王を……」

「さすがにそれは贅沢にもほどがあるだろう」

「――などという世迷言を吐くつもりはないが、それでももうすこしまともな王をほしいとは思うぞ」

「そうだな……」

　ティグルはうなずいたが、心から同意したというわけでもなかった。王子を総指揮官にしたファーロン王の考えには呆れているが、そもそも自分は国王について、このような気性の持ち主であると言えるほど、よく知っていない。

「とはいえ、その現状を改めるために何かをしているのか、と問われれば、私も何かをしているわけではないがな。このライトメリッツに生きる民に平和な生活を与えること、力を蓄えておくことぐらいはやっているが、自分に有利な国王をたてようと考えたことはないし、いまの国王をまともにしようと思ったこともない」

「自分を卑下するようなことは言うなよ」

　自じ嘲ちょう気ぎ味みの台詞に、たまらずティグルは口をはさんだ。

「うちの家訓に『狩人は、矢を抱えすぎず、獣を狩りすぎず』っていうのがある」

「どういう意味だ？」

　エレンは目を見開いて興味ぶかげにティグルの言葉に耳をかたむける。

「矢は狩りに必要だけど、持ちすぎれば動きづらくなる。獣を狩るのは大事だけど、持ち帰れないほど狩るのは山や森をおかしくする、って意味でな」

「つまり、何事もほどほどが一番だと？」

「えらそうな言い方になるけど、おまえはできることをしっかりやっているよ。公宮とこの町を見れば、わかる。それ以上のことがやれていないからって、それは悪いことでも駄目なことでもない」

　真剣な表情のティグルを、エレンは紅の双そう眸ぼうに不思議そうな色を湛えて見つめた。

「おまえ……」

　そのつぶやきは、ざあっと吹いた風にかき消される。

　冷たい空気をともなった風は、銀色の髪を撫でながら夜が迫っていることを教えた。

「いま、何て……？」

　ティグルは顔をしかめて聞き返すが、エレンは答えずに勢いよく立ちあがる。

「おまえになぐさめられるとは思わなかったな」

　いつもの活力に満ちた笑みを浮かべて、ティグルを振り返った。

「だが、礼を言うぞ。少しだけ元気が出た」

　そうか、とだけ答える。立場を考えればおかしなものだったが、彼女を元気づけることができてよかったと、ティグルは素直に思った。

　焼きリンゴの芯を捨てようとしたエレンだったが、猫の鳴き声がしておもわず手を止める。視線を動かし、近くの木の根元に黒毛の小さな猫がいるのを見つけた。

　エレンは嬉しそうな顔でその場にしゃがみこむと、リンゴの芯を猫にちらつかせる。

「猫が好きなのか？」

「昔、飼っていたことがあってな。ネズミ捕りに重宝したものだった。いまはルーニエしかいないが……おまえは何か飼っていたことはないのか？」

「飼っていたというか、小さい頃、引退した牧羊犬を引き取ったことがあったな」

　首をかしげながらティグルは当時のことを思いだす。

「身体がでかくて、もふもふしててな。いつも寝ているようなやつだったよ」

「どうせ昼寝の枕には最適だったとかいう話だろう」

「どうしてわかった？」

「そのくらい――」

　得意げな顔をして口を開きかけたエレンだが、続きの言葉は出てこなかった。

「ひゃうっ!?」

　かわいらしい悲鳴をあげてエレンはその場から飛び退き、ティグルにしがみつく。抱きつかれて、うろたえたあまりティグルはついよけいなことを言ってしまった。

「い、いまの女の子みたいな声はおまえか？」

　足をおもいきり踏みつけられた。

「そこの裏通りに入れ。舌を切りとって、失礼な台詞を二度と言えなくしてやる」

　長剣の鍔を鳴らし、エレンは真っ赤な顔でティグルを睨みつける。

「いや、ごめん。いまのは本当に失言だった」

「まったく……私が熊や猪いのししような悲鳴をあげるとでも思ったのか」

　ティグルは何も言えなかった。

「思っていたのか」

「思ってない思ってない！」

　慌てて手をふり、ティグルは否定した。

「それより何に驚いたんだ？」

　ティグルがエレンの足元を見ると、黒光りする一匹の虫が触角をひくひく動かしながらうずくまっている。

　つま先で虫を追い払って、ティグルは呆れた顔をした。

「こんなのどこにだっているだろう？　公宮は……きれいに掃除されてるからともかく、戦場に出ればけっこう目につくじゃないか」

　公宮についてそう言ったのは、ティグルなりの思いやりだった。

　ちなみに、ティグルは狩りをするとき山や森でよく見るので慣れている。

「目につこうが、どこにでもいようが、嫌いなものは嫌いなんだ」

　そう答えるエレンの表情は、嫌っているというよりあきらかに怖がっていた。

　子供のようにむきになるその顔と仕草がかわいらしく思えて、ついティグルは吹きだしてしまう。

「な、何がおかしい」

「いや、なんというか安心したんだ。おまえにも苦手なものがあるんだなって」

「この……！」

　エレンは顔を真っ赤にしてティグルにつめよったが、反撃の言葉が思いつかなかったらしい。ふんと鼻を鳴らし、スカートをひるがえす。

――怒らせたかな。

　やや困惑して、ティグルは髪をかいた。本心からの言葉だったのだが、あるいは彼女を侮辱してしまったのかもしれない。

　しかし、それは思い過ごしだったようで、数歩先へ進んだエレンは銀色の髪を揺らし、肩越しに振り返ってティグルをにらみつけた。

「早く来い。置いていくぞ」

　ティグルは慌ててエレンを追いかけた。




　　　　　　　†




　公宮に戻ると、リムが城門の前に立ちはだかっていた。

　いつもどおりの感情らしきものがうかがえない顔つきだが、青い瞳にはティグルがおもわずすくみあがるほどの怒気がみなぎっている。

「遅いお帰りですね」

「まだ日は沈んでいないだろう。ほら、土産だ」

　棘とげのある声を受け流し、エレンは慣れた調子でぬいぐるみを袋ごと渡す。リムは何か言いたげな顔をしながらも、とりあえずという感じで袋の中身を覗きこんだ。

「……こ、これは」

「気にいってもらえたようだな？　実はおまえにそれを贈りたくてな、そのために城下まで足を運んだのだ」

　ぺらぺらと得意げにエレンは語り、リムの身体を覆わんばかりだった怒りは見る見るうちに小さなものになっていく。

「お聞きしますが、何者かに狙われるといったようなことはなかったのですね？」

「残念なことにな」

「わかりました。ですが、今度城下へ向かわれるときは誰かを伴ってください」

　そこでちらりとリムはティグルに視線を向けた。

「なぜ戻ってきたのですか？　逃げるには絶好の機会だったはずなのに。よほど戻れる自信があるのか、それとも状況をわかっていないただの馬鹿か」

「筋を通す男だと褒めたたえてくれ」

「馬鹿の方でしたか」

　辛しん辣らつに、リムは言葉でティグルを打ち据える。

「ちゃんと帰ってきたのに責めるのは酷だろう。それに、その土産をとってきたのはティグルだぞ」

　横からエレンがとりなすと、リムはきまり悪そうな表情で黙りこんだ。

「リム。ティグルは私が連れていくから、おまえは自分の部屋に戻れ」

　エレンがぱたぱたと手を振ると、リムはため息をついて無愛想な表情に戻る。無言で一礼すると、袋をかかえて歩き去った。その足どりは、ティグルがぽかんとするほど軽い。

「な、言った通りだろう。では、あいつを追うぞ」

「追う……？」

　ティグルは怪訝そうな顔でエレンを見た。

「おもしろいものが見られるからだ」

　エレンは足早に歩きだし、ティグルも彼女に並んだ。公宮内を警備している兵士たちが気づいて敬礼すると、エレンは彼らに軽く手を振り返す。ティグルも会釈をしながら、あることに気づいた。

「俺はこのままついていってもいいのか？」

　そうたずねたのは、ティグルがいまいるところが、公宮内を歩きまわったときルーリックに足止めをされた場所だったからだ。

「普段はだめだ。このあたりは女たちの部屋だからな」

　等間隔に部屋の並ぶまっすぐな廊下が延びており、いくつかの部屋からは娘の声らしいものが聞こえる。

「いまはいいのか」

「私が特別に許す。あと、そろそろ足音を殺して歩け」

　エレンはある部屋の前で立ち止まると、周囲に自分たち以外誰もいないことをたしかめてから、静かに剣に手をかけた。小さく呪文を唱える。

　空気が動いたのが、ティグルにもわかった。エレンがアリファールの力を使ったのだ。彼女はいたずらを仕掛けた子供のような顔をする。

「これで、扉を開けても音は絶対にリムには聞こえない」

「俺がアリファールだったら泣くぞ」

　さすがに、ティグルには剣が哀れに思えた。まさか覗きをするために造られたわけでもないだろうに。

「見てみろ。おまえだって、贈り物がどう扱われてるかを知りたかろう？」

　そう言われるとたしかに気になる。あのぬいぐるみはティグルがとったのだ。

――エレンがこう言うからには、そうひどい扱いはされていないだろうし……。

　音がたたないとはいえ、気づかれる可能性はある。ティグルは扉に手をかけると慎重に開け、細い隙間からエレンと二人で覗きこんだ。

　リムがベッドに腰をおろし、熊のぬいぐるみをぎゅっと抱きしめ、頬ずりをしている。表情は見えないが、その行動だけで容易に想像できた。

　しかし、その光景以上にティグルが驚かされたのは、室内にいくつもの熊のぬいぐるみが飾ってあることだった。

　普段の冷淡な彼女の印象からはまるで考えられない。

　ティグルとエレンの視界の先で、リムはとても嬉しそうに熊を抱きしめている。

「おまえの名前は何にしようかな。アレクセイ、はこの前使ったし……目の色が柘榴グラナートみたいだからグラナートでいいかな」

――名前もつけてるのか！　しかもひとつひとつに。

　限界だった。気配を殺し続けるのが。

　ティグルはそっと扉を閉めて、エレンと顔を見合わせる。お互いおかしいくらいに顔がにやけきっていた。

「可愛いやつだろう。おまえもな、あいつに睨まれるようなことがあったらぬいぐるみを贈るといい。限度はあるだろうがたいていのことは許してもらえる」
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　ティグルがエレンの執務室をおとずれたのは、城下に出てから数日後の、昼すぎのことだった。執務室にはリムもいて、エレンの隣で書類の処理を手伝っている。

「先日はごくろうだったな。何か用か？」

　軽い口調でたずねたエレンに、ティグルはいつになくまじめな顔でたのんだ。

「エレンが戦姫としてこれまでやってきた政務の記録を見せてほしいんだ。もちろん何もかもとはいわない。見せてもらえるものだけでいい」

「ふうん？」

　エレンの紅の瞳が、軽いおどろきと若干の興味を帯びる。

「理由を聞かせていただけますか？」

　詰問するような声こわ音ねでティグルを見上げたのはリムだった。てきとうな答えでは容赦しないという意志が、表情からも態度からもわかる。

　ティグルは困ったように頭をかいたものの、正直に答えることにした。

「アルサスに戻ったときに、活かせることがあるかもしれないと思ってな」

　ぶっきらぼうな物言いになったのは、さすがに照れくさかったからだ。

　エレンといっしょに城下町を歩きまわったことは、ティグルに強い影響を与えていた。

「リム、手伝ってやれ。ぬいぐるみの礼もまだだったことだし、ちょうどいいだろう」

「エレオノーラ様……」

　趣味をからかわれたのが恥ずかしかったらしく、リムは不機嫌そうに顔をしかめる。

「どこでやる？　ここでやってくれると助かるのだがな。そうすれば書類を紛失する恐れはないし、私とおまえとでリムを使い倒せる」

「彼の独房で作業を進めさせていただきます。書類の管理は私が責任をもってやっておきますのでご心配なく」

　冷たく突き放し、書類の束をかかえたリムとティグルは執務室を出た。待機していたルーリックに、テーブルと椅子を用意してもらうよう頼んで、二人は廊下を歩く。

「エレンをひとりにしてだいじょうぶなのか？」

「半日ていどなら問題ありません。これまで執務室にたどりついた刺客はいませんし、お忍びも先日してきたばかりですから。それに、エレオノーラ様のお忍びには目安があります」

　ティグルを見ずに、リムは淡々と答える。

「目安？」

「退屈に耐えられなくなるか、お気に入りの店に新しい料理ができるか、あるいは公宮に噂がとどくほどの道化師クローウンや吟遊詩人ミネストレーリが現れるか……そんなところです。そういう話がない以上、しばらくは政務に励まれるでしょう」

　監視役のルーリックに手伝わせて、テーブルと椅子を独房に運びこむ。

「ご苦労さまです、ルーリック」

　ルーリックに休憩を与えて、リムは独房に入った。

　テーブルを挟んで、ティグルとリムは向かいあうようにすわる。

「アルサスは山や森が多いと聞いていますが、治水に関するものから見ていきますか？　それとも畑の開かい墾こんや灌かん漑がい、街道の整備などから？」

「うちは貧乏だから、金のかかるものは避けたいな。その代わり、五年、十年かかるようなものでもかまわない」

「わかりました。まずは、そういうものから見ていきましょう」

　一瞬、リムがやわらかい微笑をうかべたように、ティグルには見えた。意外さとともに彼女の顔を見直したが、そのときにはいつもどおりの無表情だった。

　こういった書類は、歴史書などとは違う意味で読みづらかったりするものだ。ましてティグルはジスタート文字が得意ではない。

　しかし、リムの教え方は驚くほど丁寧で、上手だった。わからないといったらわかるまで教えてくれるほどの根気もある。加えて、公国内の諸地域について詳しかった。

　もともと、関係者でない者に見せられる書類などそう多くはない。半刻ほどで書類は三分の二まで見終わり、二人は一旦休憩をとることにした。

　リムが侍女を呼び、冷たい水を持ってこさせる。

「ずいぶん勉強になったよ。ありがとう」

　水に口をつけながらティグルが礼を言うと、リムは首を横に振った。

「たいしたことではありません。それに、かつてやったことを見直すのは、私のためにもなりますから」

　そっけない口調で答えたリムは、どこか迷うような、気遣わしげな視線をティグルに送る。ティグルはその視線に気づいた。水を飲んでから、彼女の視線を受け止める。何か言いたいことがあるなら言ってくれと伝えたつもりだった。

　リムはためらったものの、いつもの愛想のない表情をつくって口を開く。

「あなたは、アルサスに戻れると思っているのですか？」

　ティグルの表情が強こわ張ばり、沈黙が室内におとずれる。

　それほどに容赦のない言葉だった。

　ティグルが捕虜となってから、三十日以上が過ぎている。

　身代金が用意できたのならば、あるいは用意できていなくともその目処がたったのならば、手紙の一通でも送られてきていいころだ。だが、いまだにどこからも、何の連絡もない。ティグルのことなど忘れ去ってしまったかのように。

　こうなると、期限が迫ってきていること以外の不安も湧きあがってくる。バートランたちやマスハスは無事なのか。それに、ティッタやアルサスの民も。

　やがて、沈黙を破ってティグルは笑ってみせた。

「まだ期限まで十日以上ある。昔、狩りをするために朝から森に入って、日が暮れるまで粘ったのに、獲物を一匹も見つけられなかったことがあるんだ。でも、諦めて森を出たところで、野兎を見つけた」

　黙って耳を傾けているリムに、ティグルは続ける。

「だから、いまできることを、俺はする。それに、むやみに不安がっていたら、俺を助けるためにがんばってくれているひとたちに悪いだろう」

　ティッタに再会したとき、不安で一睡もできなかったと言うより、おまえを信じていたから何の心配もしていなかったと、ティグルは言ってやりたい。

　せめて、それぐらいは格好をつけたい。その際、実情と少し違うぐらいならともかく、あまりに乖離していては恥ずかしすぎる。

「気遣い五、見栄五というところですね」

　あっさり見抜かれた。

「とはいえ、その気持ちはわかります」

　黙りこんでしまったティグルに、失礼しましたとリムは頭を下げる。

「それでは、そろそろ残りをかたづけましょうか」

　空になった陶杯をテーブルの脇に置いて、リムは微笑を浮かべた。ティグルはそのやわらかな表情にどきりとしたものの、それは一瞬のことで、リムは普段の無表情に戻る。

　残りについても滞りなく進み、日が暮れるころには持ってきた書類すべてに目を通すことができた。

「おつかれさまでした」

　リムが一礼すると、ティグルは肺の底から息を吐きだし、ベッドに身体を投げだす。仰向けに寝転がった。

　自分から言いだしたこととはいえ、異国の文字で書かれた書類を何十枚も読み続け、頭を働かせるのは重労働だったのだ。

「そのまま休んでいてけっこうです。夕食はルーリックにこの部屋まで運ばせますから」

「ありがとう。助かるよ」

　その言葉に何も返さずリムは部屋を出る。扉を閉めてから、ため息をついた。

「彼は知っているのでしょうか」

　いま、ブリューヌを覆っている不穏で緊迫した空気のことを。

　兵たちには、ブリューヌの状況についてティグルに話さないよう命じてある。だが、こうしたものはどこからか漏れる。

「なんとなく察しているとは思いますが」

　迷った末に、リムは頭かぶりを振った。

「知らせても不安にさせるだけです……」
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　ティグルがベッドに寝転がって疲れきった頭を休ませているころ、ブリューヌ王国の南部にあるテナルディエ公爵の屋敷では、公爵がひとりの親しい貴族と談笑していた。

　早めの夕食をともにしたあと、葡萄酒ヴィノーを満たした杯を手に、さまざまな話をする。王都ニースの状況や、北部に広大な領地を持つガヌロン公爵の動き、自分やガヌロンに従わない東部や西部の諸侯たちへの対処などを話していたら、貴族がディナントの名を出した。

　その単語に、公爵は顔をしかめた。

「ひどい戦であったな。他の者たちがことごとく愚かで不ふ甲が斐いないために、我が子までが敗残兵の烙らく印いんを押されることになったわ」

　テナルディエ公爵は四十二歳。見事な黒い髭ひげをはやし、豪ごう奢しゃな絹服につつまれた大柄な体たい躯くはよく鍛えられている。実際、三十代のころは王国主催の馬上試合で、常に上位に顔を出していたし、西の隣国ザクスタンとの戦においてもめざましい武勲をたてていた。

　その才能は宮廷においても発揮され、テナルディエ家が国王さえも黙らせるほどの圧倒的な権勢を得たのは、公爵の手腕によるところが大きかった。

　鋭い眼光には己の力に対する自信と、何物をも恐れない不ふ遜そんさがある。

　自信はしばしば過信になり、不遜さは残虐さを誘発して、当たり前であるかのように領民に非道を働いているが、彼を止める者は誰もいなかった。

「そのディナントが、どうかしたのか？」

「ヴォルン伯爵という若い貴族が、戦姫と称する敵将の捕虜になったとか……」

「情けない。おめおめと虜囚の身に甘んじるとは。自害するか、ひとりでも多くの敵を道連れにするぐらいの気概もないのか。そんなやつらばかりだから負けたのだ」

　公爵は容赦なく罵倒したあと、ひとつ大きくうなずいて言葉を続ける。

「思いだしたぞ。弓しか取り柄がないという惰弱な若僧だ。おおかた、弓も何もかも捨てて見苦しく逃げていたところを捕らえられたのだろう。我が子ならば、剣折れ槍砕けるまで奮戦するだろうに」

　客人であるその貴族は、公爵の怒りがおさまるまで口を閉じていた。

――公爵も、ひとの親か。ご子息がディナントで見せた醜態を知ったら、どのような顔をされるか。それとも、知っていながら、人前ではこのようにおっしゃっているのか。

　テナルディエ公爵の息子であるザイアンは、総指揮官である王子の戦死を聞いた途端、左右の味方を置いて我先にと逃げたのだ。

　そのことに微み塵じんも触れず、貴族はもっともらしくうなずいてみせた。わざわざ相手の機嫌をそこねて睨にらまれることはない。

「ローダント伯爵はヴォルン伯爵と親しく、彼のために身代金を用意しようと駆けまわっておられるようです。いかがでしょう、公爵」

「いかが、とは？　まさか、私にその無能な恥知らずを助けろと？」

　話にならないとばかりに公爵は肉の厚い手をふるが、貴族は言葉を重ねた。

「ものは考えようです。とても公爵閣下のお役に立てないだろう諸侯ですら助ける。その慈悲深さは、いずれ起こるガヌロン公との戦いにおいて有効に働くのでは」

　テナルディエ公爵とガヌロン公爵の戦は避けられない。

　それが国内の貴族たちの認識だ。当人たちもそう考えている。

　テナルディエの妻は国王の姪であり、ガヌロンの姉の夫は国王の甥だ。

　姉を挟んでいる分、ガヌロンの方が権勢から遠いように見えるが、ブリューヌの王位継承権は女性に与えられない。結局、ほぼ同格なのだ。

　そして、王に兄弟も子もいない現在、この姪と甥が、権勢の座の近くにいる。姪は玉座につけないが、彼女にはザイアンという息子がいる。

　両者とももちろん妥協する気はない。

「公爵閣下につくか、ガヌロン公につくか……。いまだ迷って答えを出せずにいる者たちに、よいきっかけとなるのではないでしょうか」

　公爵にとって、味方は少しでもほしいところではないか。

　しかし、公爵は首を横に振った。

「そう聞くと悪くない手だが、私はやめておこう。そのような腑抜ふぬけ、顔を合わせたら叩き斬ってしまうだろうからな」

　やがて貴族が屋敷を去ったあと、テナルディエはふと考えて、召使いを呼んだ。

「国内の地図を用意せよ」

　召使いの持ってきた地図を見て、アルサスの地を確認する。

「寸すん土どとは、よくいったものだ」

　失望のため息が、公爵の口から漏れた。

　アルサスは中央から遠く離れているだけでなく、あまりにも小さい。しかも、大部分が森や山で、採れるものも多くないという。

「だが……ジスタートに国境が接しているという点は見逃せん。それに、使い道はある」

　得るものの少なすぎる地であれば、焼き払うことにためらいはない。

　しばらく考えたのち、公爵は息子を呼んだ。

「お呼びでしょうか、父上」

　父の前に現れたザイアンは、容姿と服装もてつだって凛々りりしい貴公子そのものだった。

「おまえにやってほしいことがあってな」

　公爵は息子を招きよせて、テーブルに置いた地図の一点を指さす。

「アルサスを知っているか？　三千ばかり兵を率いて、この地を焼き払え」

　己の領地の民でさえ、気に入らないことがあれば平然と虐しいたげるテナルディエである。それまで気にしたことのない地の民など、地を這う虫も同然だった。

　ザイアンは顔をしかめた。父の非道な命令に驚いたのではない。ティグルのことを思いだして苛立ちを覚えたことに加えて、遠方の地へ行くことを面倒に思ったからだった。

「父上のご命令とあらば、何事であれ拒みなどいたしませんが、よろしければ理由をお聞かせいただけますか」

　公爵はまず、客人の貴族から聞かされた話をした。

「いま、アルサスは領主不在だ。とるにたらぬ小さな土地だが、放っておけばガヌロンめが奪いとるやもしれぬ。それに、ジスタートが踏みこんできたら面倒だ」

「なるほど。他の者に奪われるより早く、使いものにならないようにしてしまおうというのですね。しかし、あのような辺へん鄙ぴな地に三千とは、いささかおおげさでは？」

「ここからアルサスまで行く間に、幾人かの領主の領地を通過することになる。彼らに、テナルディエ家の威い容ようを見せつけてやれ。私に従わぬ者がどのような末路を迎えるのか、アルサスを使って教えてやるのだ。時間をかけてよいので騎兵を一千ほど用意し、武器もそろえよ」

　父の言葉に、ザイアンは両眼を輝かせた。

「かしこまりました。父上のお考え通り、東部の諸侯どもを震えあがらせてやりましょう」

「うむ。アルサスの民だが、抵抗する者は殺し、そうでない者はことごとく捕らえてつれてくるのだ。男は奴隷としてムオジネルにまとめて売り払ってもよいし、娘の中には見た目のよい者もおるだろう。おまえと兵たちとで好きにせよ」

「ありがとうございます、父上。兵たちの士気も高まるでしょう。ところで……」

　ここには父と自分しかいないとわかっていながら、ザイアンは声を低くした。

「国王陛下のご様子はいかがでしょうか……？」

　そう訊いたのは、いまのやりとりでガヌロンとの戦いが近づいてきたと感じたからだ。大貴族同士が兵を率いてぶつかりあうとなれば、ふつうなら国王が黙っていない。

「あいかわらず寝室にこもっておいでらしい。出られないのかもしれぬが、同じことだ。王宮つきの侍医たちの話では、心身ともに衰弱はなはだしいそうでな。おそらく光輪祭ジョグレイスを迎えることはできまい。王子も……ふふふ、実によいときに死んでくれたものだ。華々しくな」

　光輪祭は新たな年を祝う祭で、春の訪れとともに催される。

　笑った父に、ザイアンは一瞬、恐ろしいものを見る目を向けた。

――父上とガヌロン公が、手を組んで王子殿下を謀殺したという噂があるが……。

　領民を虐げることは、虫を踏み潰すのと同じくらいにしか思わないザイアンだが、国王や王子といった王家の者に、臣下としての敬意は抱いている。

　そして、それを軽々と踏み越えてみせる父に、恐怖と畏い敬けいを覚えていた。

――あの噂は、まさか真実なのでは。

　噂の根拠は、ディナント会戦におけるブリューヌ軍の動きだ。敵の奇襲を受けて敗走したあと、総指揮官の死を理由に、反撃もせずにディナントから去って、王都まで撤退した。

　だが、その疑問を父にぶつけられるわけがない。

　ザイアンは一礼し、さっそく兵を集めてアルサスへ向かう準備をすることにした。







　テナルディエ公爵にアルサス攻めを命じられた翌日の朝、ザイアンは主だった部下を集めて必要な指示を出した。略奪を許すという言葉は効果的で、彼らは一様に張りきった。

　そうして部下たちが去ったあと、入れ違いにひとりの老人がザイアンの部屋を訪ねてきた。

　黒いローブに身を包み、フードを目深にかぶった小柄な老人だ。ザイアンは不快そうに眉をひそめて、部屋に入ってきた老人に声をかけた。

「何の用だ、ドレカヴァク」

　ドレカヴァクと呼ばれた老人は腰をかがめて深々とおじぎをする。

「ザイアン様がご出征されるとうかがいまして、ひとつ贈りものをさせていただきたく」

「贈りもの？　おまえが、俺に？」

　ザイアンの渋じゅう面めんがいっそうひどいものになった。

　この老人は占い師として、数年前からテナルディエ家に仕えている。

　だが、ザイアンは一度たりともドレカヴァクを気に入ったことがない。むしろ、何かきっかけがあれば斬って捨てたいほどに嫌っていた。

　そうしないのは、ドレカヴァクが父に重用されているからだ。

　父のお気に入りとあってはさすがに何もできず、ザイアンはなるべくドレカヴァクを視界に入れないようにしてきたのだった。

「ご案内いたします」

　ドレカヴァクが廊下に出る。ザイアンは仕方なく彼に同行した。

　屋敷を出て、ドレカヴァクは厩きゅう舎しゃのある方角へと向かう。

　ザイアンは動物の臭いがたちこめる厩舎には近づくのもいやで、いいかげんに怒鳴りつけようとしたのだが、ドレカヴァクは厩舎を迂回して裏手にまわった。

「こやつらでございます」

　ドレカヴァクがしわだらけの手を持ちあげ、ザイアンにうやうやしく頭を垂れる。

　そこには、二頭の巨大な獣がいた。

　いずれも体長五十チェート（約五メートル）を超える、トカゲに似た生き物だ。

　一頭は見上げるような巨岩を思わせるずんぐりとした体躯の持ち主で、全身のほとんどが黄銅色の鱗に覆われている。四肢は短いが爪は太く、地面に横たわる尻尾は丸太のようだ。顔は丸く、額からは二本の角が伸び、顎には牙が並んでいる。

　もう一頭は一回り小さく、細身で、緑がかった鱗に覆われており、蝙蝠こうもりのそれに似た形状の巨大な翼を持っていた。

「地竜スローと、飛竜ヴイーフルです」

「まさか……」と、ザイアンの声が震えた。

「竜なのか？　本当に？」

　生まれてはじめて見る竜に、ザイアンは圧倒された。神話やおとぎ話などでその存在も、外見も、知識として頭に入ってはいたが、目にしたことはこれまでなかったのだ。

「調教は、ほぼ終えております。すぐに戦場へ投入しても、立派に働いてみせるでしょう」

「だ、だいじょうぶ、なのだろうな？」

「もちろんです。触れていただければ、わかるかと」

　ザイアンはためらったが、はじめて見る竜への好奇心と、意地が恐怖に勝った。ごくりと喉を鳴らし、慎重な足取りで飛竜に歩み寄る。

　飛竜がすっと頭を下げてきたときは後ずさりしそうになったが、踏みとどまって手を伸ばした。てのひらが、飛竜に触れる。

　ざらざらとした鱗の感触がつたわって、ザイアンは感動のため息をついた。

「気に入っていただけましたようで」

「ああ、でかしたぞ。ドレカヴァク。俺はこの飛竜を駆るとしよう」

　さきほどまでの不機嫌さなどすっかり吹き飛んだ表情で、ザイアンは老人にねぎらいの言葉をかける。

　いったいこの竜たちをどこでつかまえたのか、どうやって調教したのか、といったことはまったく思い浮かばなかった。

「ひとつだけ、ご注意を」

「なんだ？」

「竜どもは、まだ町の匂いには慣れておりませぬ。町の中に留めることだけはおやめくださいますようお願いいたします」

　ザイアンは眉をひそめたが、竜は人間の放つ匂いを嫌うため、ひとけのない山奥や荒野に棲んでいるのだという話を思いだした。それが事実かは知らないが、納得はできる。

――まあ、町に入らずとも、町から見えるところで歩かせれば威圧にはなる。

　その光景を想像するだけでもザイアンの胸は激しく高鳴った。







　二頭の竜の前からザイアンが立ち去ったあと、ドレカヴァクは竜たちを見上げながら冷ややかな嘲ちょう笑しょうを浮かべた。

「子に箔はくをつけさせるために大軍を与えるか。テナルディエはわかっておるのかな、軽蔑しているファーロンの行動を真似まねていることが。結果まで真似ることになったら、さらに多くの血が流れることを期待できようが……」

　そのつぶやきは風に溶けて、老占い師以外の誰にも聞こえなかった。
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　身代金の期限があと二日にせまっている。

――無理だったかな。

　ベッドに寝転がって、ティグルは暗闇を見つめた。真夜中だというのに、目が覚めてしまったのだ。今日がはじめてではない。数日前からだ。

　昼までぐっすり眠るのは変わらないし、身体に変調もないので気にしないように努めているのだが。

「やっぱり、怖いな」

　今後の運命が。自力で切り抜けられないかもしれない状況に投げ落とされるのが。

　扉が外から叩かれた。起きていなければ気づかないほどの小さな音だ。

「こんな時間に……？」

　警戒し、といっても刃物の類はナイフ一本ですら置かせてもらっていないので、弓を握りしめてティグルは扉を開けた。

「おお、起きていらっしゃいましたか」

　ルーリックが立っていた。手には燭台を持ち、蝋燭の小さな炎がひとつ、たよりなさそうに揺らめいている。その炎に彼は手をかざして、明かりが外から見えにくいようにしていた。

「どうしたんだ？」

　普段と違う様子に、ティグルは声を押し殺す。

　ルーリックもささやくような声で説明した。

「ティグルヴルムド卿に会いたいという者がおりまして。ついてきていただけますか。できるだけ音を立てぬように」

　ティグルはうなずいた。

　夜の真っ暗な廊下を、二人は慎重に歩いていく。巡回の兵たちにも見つからないよう配慮しているらしく、いつも歩いているのとは違う通路を進んだ。

　そうしてティグルたちは訓練場に着いた。

　数人の兵士たちに囲まれて、ひとりの老人が座りこんでいる。兵士の持っている松明に照らされたその顔を、ティグルはよく知っていた。

――バートラン！

　おもわずティグルは大声をあげそうになり、とっさに自分で口をおさえた。おさえたまま走りだし、兵士たちに見向きもせずバートランの前に駆け寄り、膝をついてその手をとる。

「若！　若！　よくご無事で！」

「おまえこそ！　よかった！　本当によかった！　皆は無事か？　マスハス卿は？　ティッタはどうしている？　アルサスの様子は？」

　顔中を涙でぐしゃぐしゃにした老人の、しわだらけの手を握りしめて、ティグルは心の底から嬉しそうな声をあげた。まわりの兵士たちはおどろき、焦り、うろたえる。

「ティグルさん。声、声」

「あ、ああ、すまない」

　たしなめられて、ティグルはあわてて謝った。おさえたつもりなのだが、それでも大きかったらしい。

　そこでようやくティグルは兵士たちに気づいた。いずれも、気さくにつきあえる遊び仲間たちだ。

「よかった。お知りあいでしたか」

　追いついてきたルーリックが、安堵の笑みを浮かべる。

「この老人は、とんでもないことに、この公宮に忍びこもうとしたのです。捕らえてみたら言葉にブリューヌ訛りがあり、もしやと思ってティグルヴルムド卿の名前を出したところ、会わせてくれの一点張りで……」

「運がよかったですよ」

　兵士のひとりが肩をすくめる。

「俺たちに見つかって捕まったからいいようなものの、他の連中――ティグルさんを嫌っているようなやつが相手だったら、問答無用でばっさりやられたでしょうからね」

「そこまで過激な者でなくとも、リムアリーシャ殿に知らされれば、会うことはかなわなかったでしょうな」

「みんな、ありがとう」

　ティグルは目に涙すらにじませて、兵士たちに礼を述べる。

「気にせんでください。それに、このあとどうするかは俺たちも決めかねてるんで」

　海狸カストールを思わせる風貌のアラムが難しそうな顔になる。

「たとえば、そのじいさんがティグルさんを脱走させにきたっていうんだったら、俺たちはやっぱりじいさんを捕らえなくちゃならない。ティグルさんにも、おとなしく部屋に帰ってもらうことになる」

　ティグルとの間に友情が成立しているとはいえ、彼らはエレンに仕える兵士だ。できることには限度がある。

　いまやっていることですら、知られればとうてい叱責ていどではすまないことなのだ。

「わかっている。バートラン、聞きたいことはやまほどあるが……」

　あらためてティッタの安否を聞こうとしたティグルだったが、それより先にバートランは涙を流しながら、拳を震わせて訴えた。

「若、それが、話どころじゃねえんです。テナルディエ公爵の軍勢が、アルサスに向かっとるんです。数は三千だと……」

「どういうことだ……？」

　ティグルは混乱した。理解できなかった。

　たしかにテナルディエ公爵家のザイアンとは仲が悪いが、いくらなんでもそれだけで兵を動かせるはずがない。私情で国土を荒らすことなど国王が許さない。

　それに、テナルディエ公爵の領地であるネメタクムは王国の南部にあり、そこから北東の端にあるアルサスはかなり遠いはずだ。何人かの諸侯の領地を通過する必要があるし、軍勢をもって進もうとすれば、当然、その諸侯らは黙っていないだろう。

「わしにはようわかりませんが……」

　枯れ木のような腕で涙をぬぐい、あえぐように言いながら、バートランは懐から折りたたまれた羊皮紙を取りだした。

「マスハス様から、手紙をあずかっとります。実は、ここまでの地図と、馬を用意してくださったのはマスハス様で……」

　手紙を受けとったティグルは、封を切るのももどかしく思いながらいそいで目を通す。

　そこには、まず身代金が用意できなかったことの謝罪と、アルサスはさしあたって平穏であること、ティッタが毎夜神殿に祈りをささげていることなどが書かれていた。

――ティッタ……。

　ティグルは目頭が熱くなったが、その後の文を読んで、今度は怒りで身体が熱くなった。

　テナルディエ公爵は三千もの兵をさしむけてアルサスを焼き払い、領民たちを自領に連れ去るか、ムオジネルに売りはらうつもりでいるという。

　さらに、それを知ったガヌロン公爵も、先んじて兵を動かそうとしていることが書かれていたのだ。自分はガヌロンをおさえるだけで精一杯なので、どうにかジスタートを脱出して戻ってきてほしいという頼みで、手紙はしめくくられていた。

「やりたい放題だな……！」

　気がついたとき、ティグルは羊皮紙を両手で握り潰していた。

　歯ぎしりの間から、おさえきれない怒りがあふれだす。

　ティグルとバートランを囲む兵士たちの間からもうめき声が漏れた。二人への同情と、自分たちの行動の失敗を嘆くものだった。彼らはティグルに甘くなりすぎていたのだ。無言で視線をかわして、いやな役目を押しつけあう。

「ティグルヴルムド卿……」

　ルーリックが沈痛な面持ちで進みでた。

「お気持ちは察しますが、どうか部屋に戻っていただきたい」

「悪いが、それは聞けない」

　しわくちゃの手紙を服の中に押しこんで、ティグルは立ちあがった。城門へ向かって歩きだすが、五歩と進まない内に囲まれる。

「お戻りください」

　さきほどよりも語気を強めて、ルーリックはティグルを見据えた。

「手荒な真似はしたくないのです。いや、手荒ですむならまだしも、城壁に近づけば死刑と戦姫様がおっしゃったはず」

「わかっている。その上で、俺はここを出ると言っているんだ」

　その声は大きくも激しくもなかったが、聞いた者をひるませる凄みを帯びていた。

　ルーリックたちは若いながらに戦慣れしており、臆病にはほど遠い猛者ばかりだ。それでもティグルの声と、視線と、全身から放つ殺気混じりの戦意に圧倒され、たじろいだ。

　足が自然と動いて、道を空けてしまっていた。

　手をのばし、やさしくルーリックを押しのけてティグルは歩きだす。

「ずいぶん騒がしいとおもえば……。こんな夜更けにどこへ行くつもりだ？」

　どのような場においても明るさを失わない声が、ティグルの足を止める。

　腕組みをして、エレンが城門のそばに立っていた。白銀の髪は月光を浴びて細かな粒子を振りまき、刃のように輝いている。







　戦姫の登場に、ルーリックたちは一斉にその場に膝をつく。敬意よりも、見つかったことの恐怖と、これからどうなるのかという不安が彼らを包んだ。

　彼らの知る戦姫は寛容だが、決して甘くはない。

「城壁には近づくな――そう言ったはずだが」

　真夜中であるにもかかわらず、エレンは絹服とスカートという姿だった。腰にはアリファールを帯びている。

「気づいていたのか」

　その服装で寝ていたわけではないだろう。着替えてから姿を見せるだけの余裕が、エレンにはあったということになる。

「寝しん衣い姿で来てもよかったのだがな。だが、そうしたらおまえは、私をまっすぐ見ることができないだろう？」

　聞き慣れたからかい口調に、ティグルはつきあわない。

「通してくれ。俺はアルサスに帰らなければならない」

「自分の立場を忘れてしまったのか？　ひとまず理由を言ってみろ」

　説明する時間すら惜しかったが、ティグルはマスハスの手紙の内容を話した。

「それがたしかだという証拠は？」

「ない。ないが……テナルディエならやりかねない」

　たのむ、とティグルは必死に声をあげた。

「町が焼かれてからでは遅いんだ。行かせてくれ。それがすんだら戻ってくる、必ず」

　エレンはすぐには答えない。何かを考えるようにうつむき、それから紅の瞳に不思議そうな色をたたえてティグルを見た。

「アルサスに行って、おまえは何をするんだ？」

「何を、って領民を助けるに決まっているだろう」

　エレンの質問の意味がわからず、苛立たしさすら覚えながらティグルは答える。

「どうやって？」

「どう、って……」

　言葉に詰まった。

「おまえの弓の技量は知っている。だが、神話に出てくる不死の英雄でもなかろうに、たったひとりで何ができる？　己の腕前に自信があろうが、覚悟を決めていようが、三千もの敵にただひとりで立ち向かうのは愚者の所業だぞ」

「そんなことはわかっている！」

「わかっているのに、行くのか」

「でも、何か……何かできるかもしれないじゃないか！」

「そんな無計画で無思慮な人間が、戦場で本当に何かできると思うのか？」

　怒鳴り返しても、即座に切り返される。

　エレンはこれ見よがしにため息をついて、腰の長剣に手をかけた。

「脱走したら奴隷商人に売り払うと言ったな。だが、そうするまでもない。それほどまでに死にたいのならば、いっそ、ここで果てろ。ライトメリッツで死ぬのもアルサスで死ぬのも、変わりはあるまい」

　長剣を抜き、腕をまっすぐ伸ばして刃の先端をティグルに向ける。

「どうしても……通してくれないのか」

　エレンを睨みつけながら、ティグルは自分に憤っていた。まるでだだをこねている子供じゃないか。なんでもっといい言葉が浮かばない。

　わかっている、自分が言っていることの理不尽さは。正しさがエレンにあることは。

「私が何を気に入らないのか、おまえにわかるか？」

　不意に口調を変え、叱責するような眼差しと態度でエレンはさらに言い募る。

「なぜ、知恵を絞らない？　ディナントでは、あの状況で少しでもことを有利に運ぼうとしたおまえが、なぜ、何も考えず、いまできることを何もせずに、感情任せに動こうとする？」

「何を言って……」

　エレンの言葉にティグルは当惑したが、紅の双そう眸ぼうに見据えられて言葉を呑みこんだ。

――何も考えず……何を考えろというんだ。いまの俺に何ができる？

　しかし、答えられなければティグルは死ぬだろう。エレンの剣によって。

　手元にあるのは矢のない弓だけ。

　どうする。どうすればいい。

　光を反射して輝く長剣を、ティグルは視線でどうにかできないかとばかりに見つめる。

　ふと、疑問が湧いた。

――エレンは、どうして問答無用で俺を斬らない？　なぜ、ルーリックたちに命じて俺を取り押さえるようなことすらしないんだ？

　もはや期日までに身代金が支払われないだろうことはわかっているはずだ。

　エレンは金銭に執着する人間には思えないが、けじめをつけるために、自分をムオジネルの奴隷商人に売りはらうだろう。

　こんなふうに言葉をかわす必要などない。

――もしかして。

　ようやくティグルはその考えに思い至った。

　エレンは、自分を生かそうとしてくれているのではないか。

　そのための機会を、与えてくれているのではないか。

　私に仕えないか。

　以前、エレンはティグルにそう言ったことがある。

　それがまだ、彼女の中では有効なのかもしれない。

――機会は一度だろうな……。

　間違えたら、エレンはさすがに自分を見放すだろう。

　小さく息を吸う。吐く。唾を飲みこんでティグルは呼吸を落ち着かせた。

　ディナントで彼女とはじめて対峙したときも、これほど緊張しなかったのではないだろうか。

「――頼みがある」

　ティグルはエレンに頭をさげた。

「兵を貸してくれ」

　それを聞いたルーリックたちは、その場にひっくり返りそうになった。

――し、親友や客将という間柄ならまだしも……！

　よりにもよって捕虜の分際で、兵を貸せとたのんでくる者など前代未聞だ。

「は……ははっ！　あっはっはっは！」

　エレンは目を丸く見開いて、あっけにとられた顔でティグルを見つめていたが、すぐに身体を折り曲げて爆笑した。

　ティグルどころか兵士たちですら、エレンがこのように笑うところを見たことがない。

「いやはや……なんとも、清すが々すがしいほどに図ずう々ずうしいな」

　たっぷり五、六十を数えるほどの間、笑い続けたエレンだが、ようやく笑いをおさめ、目尻にうかんだ涙をぬぐってティグルを見る。

　その嬉しそうな表情を言葉にするならば、「よく言った」というところだろうか。彼女の期待通り、あるいは期待以上の返答だった。

「貸せというか。いいだろう。だが、当然ただではないぞ」

「いくらだ？」

「アルサス全土」

「ライトメリッツと同じ統治を行ってくれるなら」

　言うまでもないことだとは思ったが、領民を守る者として確約させておかなければならないことだった。

「まったく同じとはいかないが、できるかぎりおまえの意に沿うようにしよう」

　それでいいかとエレンは視線でたずねてくる。ティグルはうなずいた。

「では決まりだな」

　エレンはアリファールを鞘におさめると、公宮に視線を向ける。そこには、鈍色の甲冑に身を固めたリムが、槍を持って立っていた。エレンは弾んだ声で号令を下す。

「リム、戦だ！　黒竜旗ジルニトラを掲げよ！」
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　エレンの指揮の下、アルサスへ向かうことになった兵の数は一千。すべて騎兵だ。

　手紙に書かれていた敵の数の三分の一だが、これにはいくつかの事情があった。

　ブリューヌの状況を把握していたエレンとリムは、何か起きたときに、最低でも一千の騎兵をすぐに動かせるよう準備を整えていた。また、ヴォージュの山道についても調べていた。

　この数なら、夜明けを待って公都を発つことが可能なのだ。

　それに、大軍であれば動きがにぶくなる。

　武具や食糧もそれだけ必要になるし、時間もかかる。ましてや兵たちは、ヴォージュ山脈のふもとに沿って延びている、狭い山道を進まなければならないのだ。それを考えると、兵を増やすことはできなかった。

　ただし、馬は三倍の数を用意した。

　替え馬を大量に用意して、一日あたりの行軍距離をかせぐつもりだった。

「驚きました」

　エレンの部屋で、彼女の戦支度を手伝いながら、リムはさほど驚いていないような表情で淡々と言った。

「まさか、兵を貸してくれなどと言うとは……」

「どちらの予想もはずれてしまったな」

　言葉を返すエレンはむしろ楽しげだ。

　バートランが公宮に忍びこんだことに、リムはいち早く気づいていた。彼が兵士たちに捕らえられたことも。

　兵士たちがバートランをティグルに会わせるかどうかで迷っている間に、リムはエレンに報告し、おそらくはティグルを脱走させにきたのだろうと二人は察したのだ。

　エレンがすばやく着替えて、城門に先回りできたのも、そのためだった。

　その際、エレンとリムはある賭けをした。

　エレンが城門に姿を見せてしまえば、ティグルに逃げ場はない。

　追いつめられたティグルは、何を言うのか。どのような行動を起こすか。

　リムは、ティグルが弓矢での勝負をエレンに挑んでくるだろうと考えていた。自分が勝ったら脱走させるという条件で。

　エレンは、ティグルが以前の自分の台詞を思いだして、部下にしてくれるようたのんでくるものだと思っていた。そうすれば、エレンは部下の領地を守るため、兵を出すことになる。

　力ずくで押し通ろうとしたり、その場は引き下がっておいて、あとで脱走を試みたりするようならば、斬り捨てるつもりだった。

「しかしまあ、ティグルの出した答えは、どちらかといえば私の考えに近いから、この賭けは私の勝ちということでいいな、リム」

「いえ。あれだけ言葉たくみに誘導しておきながら、ご自分の望む答えに導けなかったことを考えれば、この賭けはエレオノーラ様の負けでしょう」

「私は素朴な疑問を並べただけで、誘導などしていないぞ」

「普段のエレオノーラ様なら、どうしても城門を抜けたくば私を倒していけ、ぐらいのことはおっしゃいます」

「私はそこまで好戦的ではない」

「ディナントで何をなさったか、もうお忘れですか」

　むっとしたエレンだが、やんわりと切り返されてぐうの音も出ず、黙りこむ。

　ほどなく、エレンは戦支度を終えた。甲冑はまとわず、青を基調とした軍衣を身につけて、赤い肩掛けを羽織っている。その上から胸当てと籠手、脛すね当あてだけをつけた。動きやすさを優先した軽装だ。兜もかぶらない。軍衣の上に甲冑を着こんでいるリムとは大違いである。

　エレンが戦姫であり、アリファールを手にしていなかったら、このような姿で戦場に出ることをリムは絶対に承知しなかっただろう。

「ところで、国王陛下への報告はどうなさるつもりですか。まさか、頼まれるままに兵を貸したとは言えないでしょう」

「雇われたことにしよう。昔を思いだすだろう？」

　エレンの紅の瞳が、楽しげに輝いている。

　異国人であるティグルはもちろん、公宮に勤める者の大半すら知らないことだが、戦姫はジスタート王が選ぶのではない。

　竜具が選ぶのだ。戦姫が何らかの理由によって戦姫たりえなくなると、竜具は戦姫のもとを去って、新たに戦姫と認めた者の前へ現れる。

　エレンが戦姫になったのは十四のときだが、それ以前の彼女は傭兵だった。ある夢を抱き、リムとともに戦場を巡り、あてのない旅を続けていた。そこへ竜具が現れたのだ。

「エレオノーラ様は、やはり戦士の魂をお持ちなのですね」

　リムが、エレンにしか見せない優しげな微笑を浮かべて言ったとき、扉が外から叩かれる。

　扉を開けると、ティグルが立っていた。

「俺の支度は終わった。そちらは？」

　中へ招きいれることで、リムはティグルの質問に答えた。

　エレンは腰に手を当てて胸を張り、ティグルに笑いかける。

「じっくり堪能するがいい。戦場ではながめている暇などないからな」

　その物言いは、得意がる子供のようだったが、エレンらしいとティグルは思った。

　エレンはじっとティグルを見つめる。

「それがおまえの支度か」

　麻の服の上に革の鎧をつけ、防寒用の布を首に巻き、腰に矢筒を下げ、弓を背負う。ディナントで捕虜になったときの武装そのままだった。

「襟えりが曲がっているな」

「そうですね。髪も、もうすこし丁寧に撫でつけた方がよろしいかと」

「私の櫛くしを使っていいぞ、リム」

　エレンの手が伸びてティグルの首筋のあたりをさわり、リムがティグルの髪に触れる。

　二人の美女に左右から迫られて、声も出せずにうろたえている間に、ティグルは身だしなみを可能なかぎり整えさせられた。

　それがすむと、今度は二人の視線がティグルの鎧に向けられる。

「この革鎧もな……。よくできているし、手入れはしっかりされているようだが、使いこみすぎて色いろ褪あせている。戦は見た目でするものではないとはいえ」

「しかし、今回は時間がありません。このような事態は想定していませんでしたから」

　二人の手が、ティグルの身体をあちこち撫でまわした。他意はないとわかっているのだが、ティグルは緊張と奇妙な興奮とで、平常心を維持するのに必死だった。

　呼吸すら止めて石像のごとく微動だにせず、身体がおかしな反応を起こさないよう心の中で神々の名を唱え続ける。こんなことで名前を唱えられる神々も迷惑だったに違いない。

「では、行くぞ」

　ようやくティグルから離れ、エレンは外套をひるがえして廊下へ出る。リムが続き、ティグルもあわてて彼女らのあとを追った。エレンの隣に並ぶ。

「三倍の敵と、どうやって戦いましょうか」

「敵と戦場を見てから考える。とはいえ、勝算はある」

　リムの言葉に、なんでもないことのようにエレンは答える。
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「まず、こちらには地の利がある」

　戦姫の視線を横から受けて、ティグルが説明した。

「やつらは地理に昏い。テナルディエ家の人間がアルサスをおとずれたことは、ここ数年の間に一度もないし、今度のだって、以前から目をつけていたというわけじゃないだろう。俺は、アルサスの山野はほとんど踏破している。地図も描けるし、屋敷に戻れば精巧なものがある」

「やつらはアルサスを戦場ではなく、略奪の場としか見ていないからな。まともな抵抗や反撃など予想していないだろう」

　ティグルの言葉を継いで、エレンが楽しそうに鼻を鳴らす。

「それに、テナルディエ公爵はガヌロン公爵との戦いを控えている。アルサスであまり犠牲を出すような戦いはできないはずだ。つけいる隙はいくらでもある」

　紅の瞳を戦意で輝かせるエレンを、ティグルはあらためて見直した。

　エレンは、ただ立っているだけでも充分に美しいと思う。

　だが、覇気と戦意をまとったとき、彼女は戦士として、戦姫として完成する。

　その美しさと凛々りりしさは神話における戦女神が具現化したかのようで、ティグルは感嘆の面持ちで、声もなく白銀の髪の戦姫を見つめる。

「見み惚とれるのもよいが、言葉のひとつぐらいかけたらどうだ？　きれいだ、とか」

　エレンはいつもの調子でからかったつもりだったのだが、

「ディナントではじめて見たときから、ずっと思ってる」

　返ってきた言葉は飾り気のない、気取ってもいない率直なものだった。

「そ、そうか」

　それだけを言うと、エレンは赤い肩掛けをひるがえしてすばやく背を向ける。

　予想外の台詞につい赤くなってしまった頬を、隠すためだった。
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　セレスタの町からは、少しずつひとがいなくなっている。

　こちらへ向かっているというテナルディエ軍から逃げるため、山や森へ避難していた。彼らを誘導しているのは、マスハスから指示を受けた兵士たちや、侍女のティッタだ。

「町の外に出たことのある者、体力のある者を郊外の山や森へ向かわせ、そうでない者や老人、子供などは神殿に匿わせる」

　マスハスは、細かな指示を書いた手紙を使いの者に持たせて、アルサスへ走らせた。セレスタの者たちはその指示に従って動いている。

「同じブリューヌの人間ならば、神殿を襲うことなどできるはずがない。万が一テナルディエがそれを気にしない人間だとしても、いま神殿を襲えば、ブリューヌのすべての神殿はガヌロンにつく。だから、テナルディエは神殿に手出しできん。絶対にな」

　領主であるティグルが不在のアルサスでは、町の有力者や村の長たちは混乱し、動揺して動けずにいた。経験豊富なマスハスの指示は、彼らにとって非常にありがたいものだった。

「ティッタは町の外へ避難しないのか？」

「あたしは屋敷にいます」

　避難する人々を見送ったあと、兵士のひとりに聞かれてティッタはそう答えた。

「ティグル様は絶対に帰ってきます。お帰りになったとき、屋敷を無人にしておきたくはないですし、真っ先にお迎えしたいんです」

　兵士は説得するための言葉をいくつか思い浮かべたが、あきらめた。

　これまでにもティッタは多くのひとから避難するように言われながら、ティグルを待つというただそれだけの理由で断り続けてきたのだ。

「わかった。だが、避難したくなったらいつでも言ってくれ」

「ありがとうございます」

　栗色の髪を揺らしてティッタは礼を言い、屋敷へと戻る。

　さきほど兵士に話した理由は嘘ではない。

　しかし、もうひとつ、説明しづらい理由があった。

　もしも自分が屋敷から離れたら、ティグルが帰ってこないかもしれない。

　根拠などまったくないが、ティッタは漠然とそんな不安を感じていた。

――だいじょうぶ。きっと、バートランさんがティグル様を連れ帰ってきてくれる。だから、あたしはこの屋敷でティグル様の帰りを待っていればいい。待っていれば、ティグル様は帰ってきてくれる……。

　不安に押しつぶされそうになりながらも、ティッタはそう思い続け、願い続けている。

　ヴォルン家の家宝の黒弓を抱きしめて、ティグルが無事に帰ってくることを祈る。

――それにしても、避難が思ったよりも進まない。

　マスハスの手紙には、避難にかかるだろう日数と、テナルディエの軍がいつ現れるかについても書かれていたのだが、避難が間に合いそうにない。

　最大の理由は領主であるティグルの不在だが、他にも理由はあった。

　もともとアルサスの民の、戦に対する危機感はうすい。町や村の有力者でもだ。

　アルサスはブリューヌの北東の端にある。主要な街道が通っておらず、山や森がいたるところにあり、行商人や旅人でさえそれほどやってこない辺境の地だ。ブリューヌからジスタートへ行くにも、その逆にジスタートからブリューヌへ行くにも、もっとましな道が他にある。

　そのため、軍隊が通ることはほとんどない。兵士でもないかぎり、戦になじみがないのだ。

　また、彼らはテナルディエ家の非道な行いについてもあまり知らない。

　彼らにとって貴族とはティグルとその父ウルスであり、彼らと親しい間柄のマスハス＝ローダントであり、また隣接している領地を平和に治めている温厚な諸侯だ。冷酷非道なテナルディエ軍が来るという事態を、深刻に受けとめていないのだった。

――ティグル様が戻ってくれば……。

　泣きそうになるのを必死に堪えて、ティッタは床につく。

――バートランさんはティグル様に会えたの？　それとも……。

　その日もティグルは帰ってこなかった。

　ザイアンに率いられた三千の兵が、橙地に六本足の馬を描いたテナルディエ家の旗を誇らしげに掲げてアルサスの地に現れたのは、その二日後のことである。
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　三千の兵の先頭に立ち、堂々たる態度でザイアンは飛竜を進めている。

　一度、飛竜に跨またがって空を飛んでみたのだが、予想以上の速さと叩きつけるような風、身を切るような冷たさに断念した。それ以来、ザイアンは飛竜を歩かせている。

――飛竜で空を飛ぶのは案外難しいものだな。馬とは感覚が違いすぎる。この役目を終えてネメタクムに帰ったら訓練をしよう。

　飛竜の後ろには、小さな山のような巨躯の地竜が続く。兵たちはその巨大さと迫力に圧倒され、恐れて、なるべく距離を置いて行軍していた。

　ここに来るまでにザイアンたちは二、三の貴族の領地を通過してきたのだが、妨害などはまったく受けていない。

　誰もが、テナルディエ家を恐れている。

　それがザイアンには心地よかった。

「アルサスを焼いた帰りにやつらのところへ立ち寄って、あらためて従属を誓約させてもいいかもしれんな。妻や娘を人質として出させるなりして……」

　父も喜ぶだろう。このあとにはガヌロン公爵との戦いが待っているのだから。

　そんなことを考えて上機嫌だったザイアンだが、戻ってきた斥候の報告を聞いて、見る見る顔をしかめさせた。

「住人がほとんどいなくなっているだと？」

「どうやら、大多数は近くの森や山へ避難したらしく……」

「残りは？」

「神殿に立てこもっているようです。これに関しては手出しできません」

「小こ賢ざかしい真似を……」

　ザイアンは歯噛みした。

「いかがいたしますか。セレスタの町は放っておいて、他の村から先に……」

「いや、かまわん。このままセレスタへ進め」

　部下の提案を退けて、ザイアンは続けた。

「たしかに神殿に手出しはできん。だが、それ以外をことごとく破壊して、燃やしてしまえばいい。そうすれば領民どもも観念して出てくるだろう」

　嗜し虐ぎゃく的な笑みを浮かべるザイアンのところへ、別の部下が報告に現れた。

「セレスタからの使者と名のる者がザイアン様にお目通りをしたいと」

「使者か。どのような者だ？」

「二名おりまして、いずれも老人です。それなりの有力者だそうで」

　ザイアンは興味を失ったようにそっけなく告げた。

「殺せ。死体は町へ投げいれてやれ」

　この二名が、アルサスの領民で最初の犠牲者となった。







　セレスタの町を囲む防壁は、それほど高くもなければ厚くもない。攻めるのに、攻城兵器の類が必須というほどではない。

　破壊されるのに、さほどの時間はかからなかった。

　樫板で造られた城門も、斧や鎚を繰り返し打ちこまれて、とうとう突き破られる。ザイアンは地竜を使ってみたかったが、ドレカヴァクの言葉を思いだして自重した。

「まず神殿を囲め。鬨ときの声をあげて、中に閉じこもっている者たちを心身ともに疲れさせるのだ。それ以外は、焼くも壊すも奪うも自由だ」

　期待に胸をふくらませる兵士たちを、ザイアンはけしかけた。

「ただし、あまり殺すなよ。大事な売り物なのだからな。それと、美しい女はせいぜい丁重にあつかえ。これを破る者は厳罰に処す。行け！」

　戦いではなく、はじめから略奪をするつもりなのだ。

　許可を得た兵士たちは、獣性を解放して好き勝手に暴れまわった。

　家々に踏みこんでは家具を破壊し、食糧を食い散らかし、金品を奪って、火を放つ。悲鳴をあげて逃げまどう人々を襲っては、暴行を働く。少しでも抵抗する者には剣が振り下ろされ、槍が突きこまれて、地面に血の河をつくった。

　路地には建物の瓦礫や露店の残骸が散乱し、庭や畑は鉄靴に容赦なく踏み荒らされる。

　右手に剣を持ち、左手にはどこかから奪った酒瓶を下げた兵士たちが、酒と破壊に酔いながら平和の失われた町を闊かっ歩ぽした。悲鳴を聞くためだけに老人を痛めつける者たちの隣で、縛りあげて地面に転がした子供を的にして、短剣投げを競う者たちがいた。

　蛮族を思わせる笑い声に混じって、空に黒煙が幾筋もたちのぼる。

　死者の数は少なかったが、これはザイアンの厳命によるものであり、たとえば奴隷としての価値がないとみなされた老人などは無慈悲に殺された。

「ふん。町がこうも貧相では、打ち壊してもあまり盛りあがらんな」

　部下に指揮と竜たちを任せて軍からひとり離れたザイアンは、悠然と馬を進めている。

　弱い者や無力な者が泣き叫び、許しを乞い、逃げまどう姿はザイアンの嗜し虐ぎゃく心しんをおおいに満たした。

　通りを抜けたザイアンは、周囲の家々にくらべてひときわ大きな屋敷に目を留める。領主の屋敷だと判断した。

「ヴォルンの住まいか。貴族の館と呼ぶのがはばかられるほどみすぼらしい造りだな。どれ、火を放つ前に中も見てやるか」

　ひとしきり嘲ちょう笑しょうして、ザイアンは馬を屋敷へ向けた。
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　ティッタは屋敷にいた。

　テナルディエの軍勢が町の外に姿を見せたとき、ティッタはティグルの代理として彼らのところへ向かおうとしたのだが、他の者たちに止められて屋敷にとどまった。

　三千の軍勢が静かに押しよせてくるさまは、まるで銀色の洪水のようだった。

　町の代表として向かった者たちが死体になって投げこまれてからほどなくして城門が打ち壊され、いま、町は彼らによって焼かれ、奪われ、壊されている。

「……ティグル様」

　屋敷の二階から、ティッタは悲痛な表情でその惨状を見つめていた。

　何かしなければと思うのだが、衝撃と悲しみと恐怖で身体が動かない。

　無力を痛感し、ティッタの目から涙がこぼれた。

　ばん、と扉が勢いよく開く音が聞こえて、ティッタは我に返る。

――誰かが入ってきたの？

　身体が強こわ張ばった。この状況で入ってくる者など、決まっている。

――ティグル様、あたしに勇気をください。

　ヴォルン家の家宝の黒弓を抱きしめ、すくみそうになる足を無理やり動かして、ティッタは廊下に出た。一階への階段を下りていく。

　広間にひとりの若者が立っていた。隅に置かれている燭台をじろじろと眺め、鼻で笑うと乱暴に蹴り倒す。がしゃんという音がけたたましく響きわたった。

「どなたですか」

　声が震えた。

　若者――ザイアン＝テナルディエがゆっくり振り返る。

　整った面立ちの中の二つの目が、ティッタの身体を這うように舐めまわした。ティッタは気持ち悪さのあまり身震いする。

「なかなかいい娘だな。頭の下げ方次第では、俺が可愛がってやってもいいぞ」

「お帰りください……」

　ティッタは声を絞りだした。

　ザイアンはわざとらしく首をかしげ、耳に手をあてて笑う。

「よく聞こえなかったぞ？　ヴォルンの間抜けは侍女の躾も下手糞と見える。そら、もう一度言ってみろ」

「出ていって……」

「なんだと？」

「出ていけって言ってるのよ！」

　顔を真っ赤にして、ティッタはザイアンを怒鳴りつけた。

「このお屋敷は、この町は、ティグル様のものよ。あなたみたいなひとは指一本触れないで！　それがわかったら、出ていって！　出てけ！」

「……テナルディエ家の人間に向かって、よく言ったものだな。田舎育ちの小娘が」

　腰の剣を、ザイアンは抜き放つ。

「この俺に対する暴言がどれほど重い罪なのか、身をもって知るがいい」

　肩で息をしながら、ティッタは目を大きく見開いた。階段を一、二段後退る。

　ザイアンは喉の奥で笑うと、大きく踏みこんだ。

　白刃の煌めきが弧を描き、ティッタのスカートが大きく切り裂かれる。真っ白な太腿が付け根近くまで露あらわになった。

「どうした？　早く逃げないと次は脚を斬り落とすぞ」

　ティッタはザイアンに背を向け、一気に階段を駆けあがる。獲物をいたぶる残忍な笑みを浮かべ、ザイアンは一段一段をゆっくり上りながらティッタを追った。

　二階に戻ったティッタは、廊下をまっすぐ走ってティグルの部屋へと逃げこむ。扉を閉め、閂をかけようとして手が震え、何度も失敗した。

――どうしよう、どうすれば……。

　閂をかけても安心できない。あの男はすぐにここまで来るだろう。扉をふさぐことができそうなものはないか、ティッタはおびえた表情で室内を見回した。あることを思いだして、ティグルの机に駆けよる。

「たしか、ティグル様が使っているナイフがあったはず……」

　引き出しを乱暴に開けると、はたして十本近いナイフが見つかった。

　いちばん刃の大きなものをつかんで、ティッタは安堵の息を吐く。それから、黒弓を抱きしめたままだったことにいまさらながら気づいた。

　室内に視線を走らせ、ティッタは迷った末に半円形のバルコニーに出ると、柵にそっと黒弓を立てかける。

　バルコニーの下が何やら騒がしかったが、そこまで目を向ける余裕はなかった。背後で硬質の破壊音が聞こえたからだ。

　振り返ると、扉に穴が開いてそこから剣が突きでている。立ちすくんでいる間に閂が叩き壊され、扉は外から蹴り倒された。歪んだ笑みを浮かべたザイアンが立っている。

「もう追いかけっこは終わりか」

　せせら笑うザイアンに、ティッタはナイフを両手で握りしめ、決死の表情で襲いかかった。ザイアンは鼻を鳴らすと部屋の中へ踏みこみざま、剣を一閃させる。

　ナイフはあっけなく弾き飛ばされ、露わになったティッタの胸元に一筋の赤い線が走った。たたらを踏んで、ティッタはバルコニーまで追いつめられる。

　立てかけていた黒い弓をつかみ、恥ずかしさと怒りで顔を赤く染め、目に涙を浮かべてティッタは胸元を隠すように弓を抱きしめた。風が栗色の髪を揺らす。

「ティグル様……」

「なんだ、小娘。侍女の分際で主に懸け想そうしているのか」

　絶望の中でのつぶやきを聞きとがめ、ザイアンは悠然とティッタに剣を突きつけた。

「ヴォルンのやつは、いまごろムオジネルの奴隷商人に売りはらわれているだろうさ。おまえもそうしてやろうか？　運がよければヴォルンに会えるかもしれんぞ」

「いいえ、ティグル様は……ティグル様はきっと来る！」

「勇ましいことだ。せいぜい俺の下であえぎながら、やつの名を呼ぶがいい」

　ザイアンはティッタの肩をつかんで、力任せに押し倒す。

　ティッタは小さく呻いたが、泣きそうになるのを堪えて、心の中でティグルの名を叫びながらぎゅっと両目をつぶった。

　ザイアンがティッタの上にのしかかる。

　風が、鳴った。

　短く鈍い音が続く。

「……な、に？」

　ザイアンは信じられないものを見るような目を、自分の手に向けていた。

　いままさにティッタに伸ばしかけていた手。

　その手を、一本の矢が貫いている。

――どこから……？

　痛みよりも先に、ザイアンの背筋にぞくりと悪寒が走った。

　バルコニーの柵。この細い隙間を通さなければ、自分の手に矢を当てることなどできない。しかも、ここは屋敷の二階なのだ。

「ティッタ！」

　バルコニーの下。地上から、声。

　ティッタが目を開けた。呆然としているザイアンを押しのけて身体を起こす。

「ティグル様！」

　立ちあがり、涙を流してティッタは喜びの声をあげた。

　弓を手にした、くすんだ赤い髪の若者が、こちらへ馬を走らせてくる。

　ティッタが毎日、毎夜、想い続けた若い領主は、無事に帰ってきてくれたのだ。

「跳ぶんだ、ティッタ！」

　弓を鞍にかけ、腕をのばしながらティグルが叫ぶ。

　ティッタはわずかな迷いも見せなかった。彼女をつかまえようとするザイアンの手をかわして柵を乗り越え――バルコニーから落ちる。

　同時に、ティグルの駆っている馬がつまずいて足を折り、前につんのめった。

――ティッタに届かない……いや！　届かせてみせる！

　ティグルは叫んだ。鐙から足をはずし、鞍を踏み台にして、倒れる馬から跳ぶ。

　自分でもおどろくほど無駄のない動きで、それができた。

　地面へ落下していくティッタに、ティグルは精一杯両手を伸ばす。

　触れた。

　空中で、ティッタの華きや奢しやな身体を、ティグルは強く抱きしめる。

　二人の身体はそのまま地面へ叩きつけられるかに見えたが、そうはならなかった。

　地面に激突する直前に、不思議な風が二人を包む。舞い落ちる木の葉のように、ティグルとティッタはふわりと地面に転がった。
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　ティッタの服の裾がふわりと浮いて、ひらひらと揺れている。

「――娘ひとりのために無茶をするものだ、まったく」

　銀色の髪をなびかせて、ひとつの騎影がティグルたちへと歩み寄ってくる。

　手に長剣を下げて、馬上から呆れた顔でエレンが見下ろしていた。ティグルたちを助けた風は、ようやく追いついたエレンがアリファールで起こしたものだったのだ。

「恩に着せるつもりはないが……私がいなければ、おまえたちは大怪我をまぬがれなかったぞ？　打ち所が悪ければ死んでいた可能性すらある」

「あてにしてたよ。ありがとう」

　身体を起こしながらティグルはエレンに礼を言う。それからはっとしてバルコニーに目を向けた。

「そうだ。ザイアンが屋敷の中に……」

　しかし、そこにザイアンの姿はもうない。中へ逃げたらしい。

「ザイアン？」

「テナルディエ家の嫡男だ」

「ほう。では、やつらの指揮官かもしれんな」

　エレンは馬首をめぐらせて後ろを振り返る。三十騎近い騎兵が彼女につき従っていた。

「屋敷に盗賊どもの親玉がいる。十騎ほどで突入しろ」

　兵士たちが馬から下り、剣や槍を持って屋敷へ入っていくのを見送ると、ティグルはティッタに向き直る。

　ティッタは呆然としていたが、はしばみ色の瞳に涙をにじませて、弾かれたような勢いでティグルにすがりついた。

「ティグル様！」

　涙混じりの声でティグルの名を何度も呼んだ。

「信じてた……信じてました。きっと、帰ってきてくださると……ティグル様ぁ」

「心配かけたな。だけど、もうだいじょうぶだ」

　ティグルとしてはティッタが落ち着くまで抱きしめていてやりたかったが、そんな余裕はない。そっと彼女の身体を離す。

　そのときになってやっと、ティグルはティッタが黒い弓を抱きかかえていることと、彼女の格好に気がついた。

　ティッタの服はスカートといい、上着といい、ひどく切り裂かれ、下着とともに白い肌が覗いている。ティグルは自分の外套を外して、彼女の身体にかけた。

「どうしてその弓をおまえが？」

「あ、これはその、もしものことがあったときに、せめてこれだけは持ちだそうと……」

　ようやく泣きやんだティッタは、頬を染めて、うつむきがちに説明する。ティグルの代わりにしていたと、本人に言うのはさすがに恥ずかしかった。

「そんなの放っておいて、さっさと避難していればよかったんだ」

「そ、そんなことはできません！」

　渋面をつくるティグルに、ティッタは強い口調で抗弁する。

「あたしはティグル様にお屋敷の留守を任されました。たしかにその、怖かったですが、だからといって、逃げるなんて！」

　ティグルはため息をついた。ティッタの頑固さはよくわかっていたつもりだったが、想像以上だ。

「元気な娘だな。そういうのがおまえの好みなのか？」

　馬上のエレンが、ティッタを微笑ましそうに見下ろす。

　このときになって、ようやくティッタはエレンに気づき、まわりを見回した。

　エレンの後ろには、鉄の武具に身を固めた騎士たちが黙然と整列している。その数は増えていく一方だ。

　また、地面には彼らに倒されたのだろうテナルディエ軍の兵が、何人か転がっていた。

「な、なんなんですか、これは？　ティグル様、このひとたちはいったい……」

「ああ、彼女はエレン……ジスタートの戦姫エレオノーラ＝ヴィルターリアだ。彼らはエレンの配下の騎兵でな、俺たちの頼もしい味方なんだ。怖がらなくていい」

　なんでもないような口調で説明するティグルに、ティッタは口をぽかんと開けて絶句する。

「話すと長くなるんだけど、いろいろあってな……」

　そこでティグルは言葉を止めた。ティッタの顔の前に左手をすばやく突きだして、物陰から飛んできた矢をつかむ。

　矢を右手に持ち替えながら、鞍にかけていた弓を左手で持ちあげ、かまえる。矢をつがえて、飛んできた方向へ放った。

　矢の消えた方向からくぐもった悲鳴が響いて、隠れていた敵兵がどさりと倒れる。兵たちの間から感嘆の声があがった。

「つっ……」

　左手のてのひらに痛みを感じて、ティグルは肩で弓を支えながら左手を開く。矢をつかんだときに傷つけたのだろう、横に傷が走って出血していた。

「ティグル様、手を」

　ティッタは自身のスカートの破れ目に手をかけ、ためらうことなく引き裂いた。それをティグルの手にきつく巻きつける。

「申し訳ありません。あたしにはこんなことしかできなくて……」

「充分だよ。ありがとう」

　感謝の意をこめてティッタの頭を撫でる。

「怪我をしたのか？」

　心配そうに覗きこんでくるエレンに、ティグルは笑顔を返した。

「問題ない。やれる」

　戦いははじまったばかりなのだ。このていどの傷でひるんではいられない。

「そう願いたいな。ほら、新手だ」

　涼しげに笑ったエレンの視線の先、大通りの向こうから、十数騎の騎士たちが猛然と馬を走らせてくるのが見えた。テナルディエ家の兵士たちだろう。

　彼らが一定の距離まで近づくのを待って、エレンは配下の騎兵に命じる。

　ライトメリッツ兵たちが、二つの軍旗を高々と掲げた。ひとつはライトメリッツ公国を象徴する、黒地に銀の剣を斜めに描いたもので、もうひとつはジスタートの黒竜旗だ。

「黒竜旗！」

　テナルディエ家の兵たちは、口々に悲鳴をあげた。彼らのほとんどはディナントの戦いに参加している。あのときの恐怖が、風にはためく軍旗を前にして鮮明によみがえった。

　エレンは微笑を浮かべると、剣の切っ先を残った敵軍へと向ける。

「突撃！」

　ライトメリッツ軍から鬨の声があがった。騎兵たちは剣を振りかざし、槍をかまえて猛々しく馬を走らせる。

　刃を交える前から、テナルディエ軍は戦意を喪失した。わあっと悲鳴をあげて、次々と馬首を巡らせ逃走する。

「ティグル、追うぞ」

　エレンに言葉を返そうとして、ティグルはふと自分の持っている弓を見た。弓幹ゆがらに深いひびが入っている。

――ティッタに呼びかけながら、こいつを鞍にかけたときか……？

　力を入れすぎたのだろうか。あのときはとにかく無我夢中だったので記憶が曖昧だが、その直前まで弓にこのような傷はなかったはずだ。

――これじゃ、もう使えない。直すにしても時間と材料がいる。

　さきほど射た矢が、この弓にとって最後のものだったのだ。

「ティグル様」

　小走りに駆けよってきたティッタが、捧げるように、黒い弓を両手で持ってティグルにさしだした。彼女が守り続けてきた、家宝の黒弓だ。

　父の遺言を、ティグルは思いだす。

「真にこの弓を必要としたときのみ、使え」

　一瞬だけ、ティグルは迷った。

――いや……。

　いま、このときこそが、これを本当に必要としているときではないのか。

　ティグルは弓を受け取った。

　あいかわらずの薄気味悪さを感じながらも、弦を軽く弾いてみる。かすかに空気が震え、たしかな弾力が指に伝わった。これならいますぐにでも使える。

――ずっと放っておかれていた弓とは思えないな。

　握りも、自分がこれまで使ってきた弓より、はるかに手にしっくりくる。何度も触れたことのある弓なのに、こんなふうに思ったことははじめてだった。

　まるで、自分を使えと、この弓が訴えているような。

――父上。ヴォルン家の当主として、自分に恥じない戦いをするためにも、俺はこの弓を使います。

「ティグルヴルムド卿！」

「若！　だいじょうぶですかい！」

　ルーリックとバートランが、それぞれ馬を走らせてくるのが見えた。ティグルは立ち上がり、二人に手を振って応える。

「ルーリック、この娘をたのむ」

　禿頭の弓兵にティッタを任せると、ティグルは黒弓をつかんで自身の馬に騎乗する。

「あ、あの……」

　ルーリックの馬に乗せてもらいながら、ティッタはエレンにおそるおそる声をかけた。

「ん？　なんだ」

　エレンは興味深そうにティッタを見る。

「あなたはティグル様と、ど、どのようなご関係なのですか？」

　そんなことかとエレンは笑ったが、ふと思いついてからかうような口調で答えた。

「あいつはな、私のものだ」

　嘘ではない。

　エレンはティグルに頼まれて兵を貸しているが、彼を捕虜の身から解放するとは一言も言っていない。そして、ライトメリッツからこのアルサスまで来る間に、期限は過ぎた。

――ティグルは気づいてないだろうな。いまはそれどころではないから。

　テナルディエ軍を追いはらったあたりで、とびきりの笑顔で教えてやろうとエレンはひそかに楽しみにしている。

　ティッタは驚きのあまり口をぱくぱくさせたが、エレンをまっすぐ見つめて、勇気を振り絞るように小さな手をぎゅっと握りしめた。

「あ、あたし、負けません……！」

「それは楽しみだ。やつらをかたづけたら、じっくり話しあうとしよう」

　くすりと笑って、エレンはティッタを見送る。

　ライトメリッツ兵が、エレンのもとへ報告にきた。

「申し訳ありません。敵の親玉を取り逃がしてしまいました」

「そうか。まあ、仕方ない」

　それほど残念でもなさそうにエレンはつぶやく。

　町に飛びこんでテナルディエ兵に襲われていた住人たちを助け、彼らの口からティッタが屋敷に残っていると聞いたときのティグルの行動はすさまじかった。

　たったひとりで、ものすごい勢いで屋敷へ馬を走らせた。

　エレンは十騎ほどの部下を従えて慌てて追い、ティッタが二階のバルコニーから落ちてくるところにどうにか間にあったのだ。

　ザイアンの逃げる余地はあった。

――あそこまで想われるというのはうらやましいものだ。すこし妬やけるな。

「敵軍は現在、町から撤収しつつ再編制をはかっているようです」

「ご苦労だった」

　兵をねぎらって下がらせると、エレンはティグルのそばへ馬を寄せる。

　ティグルはバートランとなにやら話していたが、エレンに気づくと小さくうなずいた。

「行くぞ」

「行こう」

　二人は同時に声を発し、顔を見合わせて笑った。

「逃げおくれた敵が、町にひそんでいる可能性がある。百騎を残す。残りで攻めるぞ」

　敵の数はあきらかにこちらの倍以上だが、ティグルもエレンも、彼らに率いられている兵も戦意に満ちていた。

「一兵たりとも逃がしはしない。報いはかならずくれてやる」

　追いはらってすませる気はない。完膚なきまでに叩きつぶさなければならない。

「バートラン」

　自分のそばに従う老兵に、ティグルは怒りと戦意に満ちた笑みを向けて言った。

「おまえは矢筒をありったけ抱えて、俺のあとについてこい」

「ありったけですかい？　かまいませんが、剣を持つ手がふさがっちまいますな」

「安心しろ」

　いつもの調子でおどける老兵に、ティグルは強気の笑みを返す。

「俺とエレンの後ろにいれば、おまえには剣も矢もとどかない。とどかせない」




　　　　　　　†




　突入してきたライトメリッツ兵の目を逃れて屋敷の裏口から逃げだし、ほうほうのていで本隊へ帰りついたザイアンはおどろくべき報告を受けた。

「敵襲です！　ジスタート軍が攻めてきました！　黒竜旗をはためかせて！」

「ジスタートだと？　馬鹿な。やつらがなぜこんなところに現れるんだ！」

　兵士たちの顔はみな真っ青で、その怯えようは怪物にでも出くわしたかのようだ。町を襲ったときの威勢のよさは、まったく残っていなかった。

　ティグルに射抜かれた手の治療をさせながら、ザイアンは兵たちを睨みつける。

――腰抜けどもが。こいつらを連れてくるんじゃなかったか。

　ザイアンが率いてきた三千の兵は、その八割以上がディナント会戦に参加している。敗北の不満と恐怖を、なるべく早く彼らから取り除いておきたいとザイアンは考えていたのだ。いずれ来るガヌロンとの戦いにそなえて。

　それはいまや、完全に裏目に出ていた。

　自分たちを蹂じゅう躙りんしたジスタート軍の恐怖が、兵たちをすくませてしまっている。

「黒竜旗……」

　ザイアンの声が震えた。冷たい汗が額ににじむ。敗北によって恐怖を植えつけられたのは、兵士だけではない。

「しかし、なぜヴォルンがあそこに……あいつはジスタートの捕虜となったはず」

　つぶやき、ザイアンはひとりで考え、納得した。

「我が身かわいさに国土を売って、ジスタートを引きこんだのだな。それも、俺たちが町を襲っているときにしかけてくるとは……。売国奴め。卑怯者め」

　テナルディエ軍はセレスタの町から離れた。逃げ散った兵を吸収しながら、モルザイム平原へ向かう。

　モルザイム平原は、このあたりではもっとも平坦な地形が広がっており、騎兵を多く抱えるテナルディエ軍の力を発揮するには最適だった。

　部隊の再編制をしながらザイアンは部下を呼びつけた。

「兵の数は？」

　だいたい二千七百というところですという返答に、ザイアンは苛立った。町の中だけで、三百もの兵を失っている。

　もっとも、無秩序な略奪にふけり、軍としてまったく統制がとれていなかったことを考えれば、このていどの犠牲で町から脱出できたといえるかもしれない。

「敵の数は？」

「はっきりとはわかりませんが……数百ていど、多くても一千ぐらいかと」

「ていどだの、ぐらいだのと！　斥候を増やせ！　正確な数をつかむまで戻ってくるな！」

　兵を怒鳴りつけて追いはらうと、ザイアンは歯ぎしりをして唸った。

「くそ、まあいい。こちらには竜がいるんだからな」

　使う機会などないと思っていたが、相手がジスタート軍ならば不足はない。

　ドレカヴァクの忠告に従い、竜を町に入れなかったのはおもわぬ幸運だった。敵は、竜の存在を知らないはずだ。竜を押しだせば、一瞬で敵の士気をくじくことができるだろう。

「やつらを叩き潰してやる。ああ、そうだ、ディナントの屈辱を晴らしてやるぞ……」

　二千七百の兵を、ザイアンは三つにわけた。

　八百足らずの歩兵で編制された第一陣。

　その後方に、九百余りの騎兵で編制された第二陣。そして地竜。

　さらに後ろに、約一千の歩兵で固められた本隊と、飛竜。

　第一陣で相手を消耗させて隊列を突き崩し、そこへ第二陣の騎兵が攻めかかり、体力も気力も充実している本隊でとどめをさすという、ブリューヌ軍の伝統的な布陣のひとつだ。これは騎兵の突進力を活かしたもので、機動力を活かす場合はまた別の布陣になる。

　地竜を前面に押しださなかったのは、部隊長たちがザイアンを止めたからだった。

　テナルディエ兵たちも、竜たちを見たのはこれがはじめてである。行軍中も誰ひとりとして竜たちに近づこうとはしなかった。気まぐれに引っかかれようものなら、肉体がたやすく引き裂かれてしまうと容易に想像できて、恐ろしかったのだ。

　そのような巨獣を戦場でどのように用いればよいのか、誰も考えつかなかった。

　結果として、地竜は第二陣に置かれたのである。

　ザイアンは勝利を確信していた。




　　　　　　　†




　テナルディエ軍を追う前に、ティグルにはやるべきことがあった。

　町の広場に集まった数十人の民を、木箱を積み重ねてつくった即席の台の上から、ティグルは見下ろす。ティグルの姿を見て、セレスタの人々は驚きと喜びの声をあげた。

「皆、今日まですまなかった」

　ティグルは深く頭を下げる。だが、すぐに身体を起こして言葉を続けた。

「緊急の事態だ。詳しいことはあとで話すが、皆に頼みがある。俺が無事であることを、他の者たちに伝えてほしい。黒い竜の旗を持つ兵たちは、頼りになる味方であることも。俺はこれから、この町を荒らした者たちを叩き潰してくる」

「ティグル様、俺も連れていってください！」

　ひとりの男が叫んだ。ティグルに従ってディナントの戦場に行った者のひとりだ。無事で帰ってきてくれたのだと思うと、胸が熱くなる。むろん、ティグルはここまで来る間にバートランから詳しい話を聞いて、死者や負傷者が出たことを知っていた。

　男の叫びを皮切りに、広場のあちらこちらから、自分を連れていってほしいと声があがる。だが、ティグルは首を横に振った。

「おまえたちの役目は、この町を立て直すことだ！　その代わり、おまえたちの怒りはすべて俺が引き受ける」

　もう一度、頭を下げる。彼らの気持ちはよくわかる。家族を殺され、友人を殺され、住み慣れた町を破壊されたのだ。自分の手で仇をとりたいだろう。恨みを晴らしたいだろう。

　だが、ティグルはそれを許さなかった。アルサスの兵では、まず武装においてテナルディエ兵にかなわない。さらに言えば、戦支度をさせる時間も惜しかった。

　十を数えるほどの時間が過ぎて、領主の懇こん願がんを住人たちは受けいれる。ティグルとヴォルン家の名を叫ぶことで、彼らは承諾した。







　ティグルの屋敷はだいぶ荒らされてしまっていたが、いくつかの貴重なものは無事だった。アルサスの領内について描かれた地図もそのひとつだ。

　地図を見ながら、ティグルとエレン、リムの三人は馬上のまま話しあう。

「こちらの数は一千ですが、百騎ほど町の守備に残すので、戦えるのは九百となります。偵察隊の報告によれば、敵は約三千。多少減ったとしても、やはりこちらの三倍はいると見ていいでしょう」

　リムの説明を受けて、エレンはティグルを見る。

「ティグル。敵はどのあたりまで逃げると思う？」

「モルザイム平原だろうな」

　地図の一点を指さして、ティグルは断言する。

「ザイアンは俺たちが追ってくることを予想している。いつでも応戦できるよう、騎士や騎兵の力を最大限に発揮できる場所に布陣するはずだ。モルザイムしかない」

　アルサスではめずらしく、モルザイム平原は起伏のゆるやかな丘があるていどで、周囲に山や森がない。

「ブリューヌの騎士の力というと、あれか。鎧と盾で身を固めて突進してくる……」

　ブリューヌの騎士は、突進力と貫通力に優れるといわれている。

　厚みのある鉄の鎧で全身を隙間なく固め、右手には重量のある長槍を持ち、左手には革で補強した木製の長大な盾をかまえる。

　この盾はぶ厚い樫板を張り合わせたもので、頭部から腰までを覆ってしまえるほど大きい。非常に重いが、馬上にあればほぼ全身を守ることができる。

　この格好の騎士がずらりと並んで一斉に突撃するのが、ブリューヌの得意とする形だ。

　敵兵はその勢いにおじけづき、立ち向かうことも逃げることもできないまま、盾も鎧も砕かれて、後ろにいた兵もろとも串刺しにされるのである。

「この盾があれば、矢が何百、何千と降り注ごうと怖くもなんともないわ」

　ブリューヌの騎士はそう豪語してはばからない。彼らが弓矢を侮る理由のひとつだ。

　諸侯の従える騎兵でもこれはほとんど同じで、細かな武装が違うぐらいだが、大貴族であるテナルディエ家の兵の武装が、騎士に劣るということはないだろう。

「ブリューヌ王国は、全体的には起伏の少ない草原が広がっていますからね。そういった戦い方が主流になるのは必然といえます」

「いいだろう。そこでやつらを討つ」

　エレンは明快に宣言した。

「私とティグルで四百を率いる。リム、おまえに残りを任せる。隙を見て脇腹に食らいついてやれ。何か提案はあるか？」

「縄が……長い縄がほしいですね。細いものでも束ねればいいので、できるだけ多く」

　そう言ったのはリムで、ティグルは少し考えてから慎重な口調で聞いた。

「替え馬はどうするんだ？」

　ライトメリッツから連れてきた、約二千頭の馬のことだ。わずかながら負傷した馬や疲れて動けなくなった馬も出たが、九割以上が健在である。リムは首をかしげた。

「セレスタの町に置いていくつもりですが、何か問題でも？」

「思いついたことがあるんだ。使わせてくれないか」

　それからおよそ半刻後。

　両軍はモルザイム平原で対峙した。







　ライトメリッツ軍では黒竜旗と紅馬旗バヤール、ライトメリッツ公国の軍旗とヴォルン家の軍旗が、秋の風を受けて勇ましくひるがえっている。一方、テナルディエ軍では紅馬旗と、テナルディエ家の軍旗がはためいていた。

　エレンとティグルに率いられた四百の騎兵は、少しずつ敵との距離をつめていく。相手の甲冑の細部まで鮮明になっていき、ティグルは緊張から唾を呑みこんだ。敵の後方にある二つの小さな山は何だろうか。何かの仕掛けか、それともセレスタから奪った戦利品か。

「怖いか？」

　隣にいるエレンが、ティグルにしか聞こえないような小さな声で呼びかける。

「怖いな」

　何しろ、たった四百の騎兵で二千七百もの敵に向かっていくのだ。

　だが、そう答えたティグルの口元には笑みが浮かんでいた。

　怖いのは本当だ。しかし、エレンが隣にいるということが、ティグルを落ち着かせていた。不安はなく、勇気が身体の奥底から湧いてくる。

「だけど――負ける気はしないな」

　目の前の敵は、自軍の何倍もの軍勢だというのに。

「奇遇だな。私もだ」

　エレンが長剣を抜き放って高々と掲げる。白銀の刀身が小さな風を起こし、ティグルとエレンの頬を撫でた。戦士を鼓舞するかのように。

「こんな感じははじめてだ。おまえが隣にいるからかな」

　冗談めかした台詞を終えると、笑みが消える。長剣を鋭く振りおろした。

「――射よ！」

　戦場のざわめきの中で、その声は不思議なくらいによく通った。意志を持った風が、彼女の声を遠くの兵にまで運んだのかと思うほどに。

　ライトメリッツ軍四百の騎兵がいっせいに矢を放つ。大きな弧を描いてテナルディエ軍の頭上に降り注いだ矢の雨は、しかし盾に阻まれて、たいした成果をあげなかった。

　テナルディエ軍が喊かん声せいをあげる。だが、エレンもライトメリッツ兵たちも、とくに落胆はしなかった。これは戦のはじまりを告げる角笛の代わりのようなものだ。

「――突撃！」

　エレンの叫びに応えて、四百の騎兵が大地を蹴った。土煙を巻きあげて猛然と進む。

　テナルディエ兵たちが短槍を振りあげ、次々に投げつけてきた。エレンはそれらを長剣で弾き返し、あるいは身体をひねってかわす。馬足を緩めることはない。

　ティグルは矢筒から三本まとめて矢を引き抜いた。四本の指を使ってつがえ、弓ゆみ弦づるを引き絞って一気に放つ。三人の敵兵がほとんど同時に顔面を矢で貫かれ、倒れて動かなくなった。

「つくづく弓に関してだけは常識外れの男だな」

　エレンは感心とも呆れともつかない声をあげた。

「おまえに常識外れ呼ばわりされるのは心外だ」

「気にするな。褒め言葉だ」

　両軍が激突する。

　エレンに向かって左右から槍が突きだされた。

　馬を巧みにあやつってそれらを避けながら、エレンは長剣を振るう。一瞬の内に二つの閃光が走り、首がふたつ、血の尾を引いて飛んだ。

　白銀の髪が戦風になびく。エレンの長剣がきらめくつど、敵兵は鮮血を噴きあげて、ひとり、またひとりと倒れていった。

――銀閃の風姫シルヴフラウに剣の舞姫メルティスか。

　馬上にありながら華麗な身のこなしといい、風に舞うような剣の軌跡といい、彼女にふさわしいふたつ名だと、ティグルはあらためて思わされた。

「負けていられないな」

　ティグルは弓を引き絞り、敵の軍旗や部隊長などの指揮官、遠くの弓兵を狙い撃ちにしはじめた。

　ふつうに考えれば、このような状況で狙って矢を射るなどということは不可能だ。敵の刃が目前にせまり、兵士や武器が視界を遮る。怒号と悲鳴と流血が飛びかい、一箇所にとどまっていることなどできない。狙いが定まるはずもない。

　だが、ティグルは回避も防御も考えず弓だけに集中した。エレンへの信頼が、それを可能にした。それに応えて、エレンは剣も槍もティグルに届かせない。矢を突風で吹き散らし、兵士も刃もなぎ払い、弾き飛ばし、斬り捨てる。

　ライトメリッツ兵たちも二人に負けじとばかりに槍を振るい、テナルディエ兵を次々に打ち倒した。テナルディエ軍の第一陣は、短い時間のうちに多くの指揮官と軍旗を射倒され、混乱して、あっけなく崩壊する。

　エレンたちは第一陣を突破した。

　敵の第二陣が姿を見せた。主力だろう騎兵隊だ。

　重量感があるのでその迫力たるやすさまじい。

「突撃！」

　馬ば蹄ていを轟かせ、大地を揺るがす勢いで騎兵隊が突撃してくる。

　ティグルは、向かってくる騎兵たちの馬を狙って矢を射放した。数騎ほど落馬したが、さすがに熟練した騎兵だけあって巻きこまれる者はなく、その勢いが緩むこともない。

「騎兵は私に任せろ。おまえは軍旗をたのむ。兵たちの士気を鼓舞してやらねばな」

　勇敢なライトメリッツ兵たちも、土煙を巻きあげて突き進んでくる鉄と馬の塊には圧倒されかけていた。

　ティグルが敵の軍旗を三つほど落としたところで、両者は衝突する。

　突進力のある騎兵とぶつかりあっても、エレンは一歩も退かなかった。槍を弾き、盾を切り裂き、敵の頭部を兜ごと両断する。

「……剣の力か？」

　エレンは優れた剣士だが、彼女の細腕で兜ごと断ち割るというのは無理がある。白銀の髪の戦姫は悪びれるでもなく答えた。

「どれほど固い甲冑だろうと、アリファールの前では紙の鎧も同然だ」

　ティグルも矢を次々と射放ち、馬を倒して片っ端から騎兵を落馬させた。

　しかし、後続の騎兵たちはひるまない。地面に転がる仲間の死体を容赦なく踏み砕き、乗り越えて、突進してくる。肉薄すると、槍を捨てて剣に切り替えた。

　ライトメリッツ軍は押されはじめた。ティグルとエレンがどれだけ敵兵を射倒し、斬り捨てようと、もともと数が違うのだ。徐々に後退を強いられる。

　エレンたちを守るように、数十騎のライトメリッツ兵が前に出た。雄叫びをあげてテナルディエ軍の猛攻を受けとめ、押し返す。後ろへ下がる格好になったエレンはいまのうちにと呼吸を整え、ティグルは新たな矢筒を受けとった。

　顔の汗を拭うと、腕が真っ黒になる。いつのまにか、土煙と飛び散る泥で汚れていた。

　驚愕と動揺の入りまじった報告がライトメリッツ軍にもたらされたのは、そのときだった。

「竜です！　地竜が向かってきます！」

　ティグルとエレンは顔を見合わせる。エレンは眉をひそめた。

「テナルディエ公爵は、いつのまに竜を飼い馴らすことに成功したんだ？」

「ディナントより後なのは間違いないな。あのときより早くできていたら、見せびらかさないはずがない」

　ティグルの顔には驚きと焦り、緊張が浮かんでいる。

　地竜の姿は、もう見えていた。その体長は、かつてティグルが戦ったものより大きい。

「黄銅色か」

　エレンのつぶやきをかき消すように、地竜が咆哮をあげた。大気が震え、人間たちの肌がびりびりと痺れる。馬も敵味方問わず動転して立ちすくんだ。

　地面を踏み鳴らして、地竜が駆ける。逃げ遅れたテナルディエ騎兵を容赦なく踏み潰し、引き裂いて、その勢いのまま、ライトメリッツ兵たちに襲いかかった。

　前脚に薙ぎ払われた騎兵は、甲冑をひしゃげさせ、不自然な体勢で地面に叩きつけられて、それきり動かなくなる。馬も首を折るか、吹き飛ばされて死んだ。

　体当たりをくらった者も、衝撃に身体が耐えきれず、血を吐きだしながら息絶えた。

　果敢に挑みかかる兵たちもいたが、彼らの攻撃はまるで通じなかった。黄銅色の鱗は、傷つかない。剣を振るえば刀身が折れ、槍で突けば穂先が欠ける。より接近して斧や鎚矛メイスを叩きつける者もいたが、柄が砕ける始末だ。

　そうして武器を失い、逃げようとしたところを、無残に踏み潰される。

　半ば諦めつつ、ティグルは竜の目を狙って矢を放った。

　矢は眼球に命中したものの、弾かれる。ティグルは唇を噛んだ。以前に戦った地竜もそうだったが、特殊な膜で眼球を保護されているようなのだ。

――あのときは山奥だったから、利用できるものはいろいろあったが……。

　今回は広大な平原であり、地竜の独壇場といってよい。兵を薙ぎ倒し、引き裂いて、地竜は暴れまわる。草原はたちまちのうちに血と肉塊と鉄屑とでいびつに舗装されていった。

　ライトメリッツ兵たちはたじろぎ、後退を重ねる。たった一頭の地竜が、彼らの勇敢さを跡形もなく消し去ったようだった。

――どうすればいい……。

　ティグルの顔を汗が伝う。地竜を避けて進むことはできない。テナルディエ軍の騎兵たちが地竜の左右に広く展開している。しかも、一部のテナルディエ兵は、ライトメリッツ兵の側面に回りこもうというかのように動きだしていた。

　エレンは前へ出ながら、動揺しているライトメリッツ兵たちを叱しつ咤たする。

「下がれ！　だが、ひるむな！　ここを持ちこたえれば我々の勝ちだ！」

　その隣で、ティグルも矢継ぎ早に敵を射落としていた。この距離ならば、敵の鎧の隙間などを狙うのもたやすい。

――竜に矢が通じない以上、騎兵をひとりでも多く減らすしかない。

　後ろに控えていたバートランが新しい矢筒をさしだす。これでいくつめかは覚えていない。指も腕も痺れを訴えていたが、かまわず矢を射続けた。

　不意に、戦場の一角で喊声があがる。

　戦場を大きく迂回してきたリムの率いる四百の騎兵が、テナルディエ軍第二陣の右側面を突いたのだ。それによって、第二陣の動きに変化が生じる。数百の騎兵が、おそらくはリムの部隊を迎撃するために動きだした。地竜がいるから、ティグルたちの動きはおさえこめるという判断もあったのだろう。

　だが、これこそエレンの待っていたものだった。

――いまだ……！

　エレンは一気に馬を走らせて、地竜の前に躍りでる。

「竜とは予想外だった。――褒美に、ちょっとした技を見せてやる」

　アリファール、とエレンが呼びかけると、それに呼応して長剣が青白い光を帯びた。

　風が唸りをあげて刀身に巻きつく。光は螺旋を描き、小さな嵐を生みだした。

　嵐はさらにうねり、極度に圧縮されて、荒れ狂う暴風の大おお鉈なたと化す。

「大気ごと薙ぎ払えレイ・アドモス！」

　剣を振りおろす動作に呼応して、空中から地上へと風の刃が叩きつけられた。

　耳をつんざく風鳴りに、ものが弾け、引き裂かれる鈍くて重い音が重なる。

　剣も、槍も、一切の刃を通さない鱗を持つ地竜が、鱗も、爪も、牙も、何もかもを砕かれ、真っ二つになって吹き飛んだ。

　無残に粉砕された竜の骸が転がった地面には、深い亀裂が刻まれている。

　テナルディエ兵たちは、誰もが呆けたように立ち尽くした。尋常ならざる力を目の当たりにして、言葉が出なかったのだ。

　そして、それは彼女を助けようと弓に矢をつがえていたティグルも同じだった。

「何だ、いまのは？　はじめて見たぞ！」

　興奮のあまり、つい大声でエレンに話しかける。

「当然だ。はじめて見せたのだからな」

　アリファールから青白い光が霧散していく様子を見ながら、エレンは小さく息を吐いた。
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「威力が威力なものでな、相手を選んで使うと決めている。私の部下でも、これを見た者はほとんどいない。おまえは運がいいぞ？」

「願わくば、二度と見たくはないな。ふつうの人間だけを相手にしていたい」

　エレンはちょっと口をとがらせたが、ティグルの目にかすかなからかいの色を見てとると、おたがいに笑いあった。

　テナルディエ家の騎兵たちから、さきほどまでの獰猛な戦意は消え失せている。

　彼らの目には、地竜を一撃で葬り去ったエレンが怪物か何かに見えていた。恐怖にとらわれた兵ほどもろいものはない。

　一方、くじけそうになっていたライトメリッツ兵たちは闘志を取り戻している。

　ティグルとエレンを先頭に、ライトメリッツ軍は前進を再開した。







　リムに率いられた四百の騎兵は、テナルディエ軍の第二陣の側面を突いたあと、すみやかに後退して敵から距離をとった。

　地竜の存在は彼女も予想していなかったが、エレンのことを心配してはいない。彼女が仕える主には、アリファールという名の竜具がある。意思を持つあの長剣がエレンを守るはずだ。

　自分はエレンのために、為すべきことをしなければならない。それは、テナルディエ軍の一部隊を誘いだして、敵に隙をつくることだ。

　挑発すべきだろうかと考えていると、敵の騎兵が四百ばかり、こちらへ向かってきたという報告が届けられた。

――かなりの数を割いてきましたが……。地竜を上手く操る自信があるのですね。

　リムは配下の騎兵に後退を、次いで相手に背を向けての逃走を命じる。抵抗は散発的なものに留めさせて、草原から少し離れたところにある小高い丘へと向かった。

　四百のテナルディエ騎兵は、リムの部隊を追って丘に踏みこむ。勢いよく駆けあがった。

　異変が起きたのは、斜面の半ばにさしかかったときだ。馬が何かに引っかかり、次々に乗り手を放りだして横転する。そこかしこで人馬の悲鳴があがった。後続の兵たちは地面に転がる彼らにつまずき、落馬し、転倒する。

　彼らが足下に張られた泥だらけの縄に気がついたのは、倒れてからだ。縄は十何本も束ねて太くしてあり、一定の間隔ごとに結んで、三百アルシンを超える長さにしてあった。

「上ばかり、敵ばかり見て、足元を気にとめないからつまずくのです」

　テナルディエ兵たちの醜態を確認して、リムが兵たちに命令を下す。それまで斜面を駆けのぼって逃げていたライトメリッツ兵たちはくるりと敵に向き直り、弓をかまえた。

「射よ！」

　自身も弓に矢をつがえながら、そう叫んだのはルーリックだ。

　数百の矢が大気を引き裂いて、テナルディエ兵たちに叩きつけられる。地面に転がったままでは避けようがなく、彼らはひとり、またひとりと命を落としていった。

　矢の斉射を一度で終えると、リムは静かな口調で兵たちに突撃を命じる。この時点で、丘にいるテナルディエ兵たちは半数を失っていたが、彼女は容赦しなかった。

「町を荒らすような者たちに慈悲はいりません」

　それに、エレンのためにも、ここでひとりでも多くの敵を倒しておく必要がある。

　ライトメリッツ兵たちは気合いの叫びをあげて馬を駆り、斜面を駆けおりた。うろたえているテナルディエ兵たちに襲いかかる。この激突は一方的な結果を生んで、テナルディエ兵たちはあっという間に突き崩され、潰走した。

――半分はティグルヴルムド卿の功績ですね。

　丘のふもとで部隊の隊列を整えながら、リムは内心でつぶやいた。

　リムが丘の斜面に仕掛けた縄は、セレスタの町の住人たちに用意してもらったものだ。ザイアンたちに町を荒らされた直後であったにもかかわらず、住人たちはライトメリッツ軍に協力的で、短い時間で充分な量の縄や紐が集まった。

　他国の軍である自分たちを、アルサスの民はすぐに受けいれてくれるだろうか。リムはその点を懸念していたのだが、住人たちのティグルに対する信頼は想像以上だった。

――テナルディエに対する怒りや憎しみだけでは、こうはいかなかったでしょう。ティグルヴルムド卿は、本当に領民に信頼されているのですね。

　金色の髪をかきあげて、リムは空を見上げた。







　日が傾きはじめている。

　あと一刻ほどの間に空の色はあざやかに変わっていき、夜が訪れるだろう。

　二つの報告を、ザイアンは相次いで聞かされた。地竜が不思議な光によって葬り去られたというものと、敵の別働隊を追った部隊の敗北を。

　とくに、地竜が打ち倒された衝撃は大きい。巨躯ゆえに隠しようがなく、後方にいる兵たちにもすぐに伝わって、テナルディエ軍は混乱と狼ろう狽ばいの極みにある。

　一千の歩兵を抱える本隊は無傷であり、数においてはいまだにライトメリッツ軍に勝っているのだが、兵の大半が相手におびえきっていてはどうしようもない。

「嘘だ……」

　ザイアンはか細い声でつぶやいた。彼のそばで、飛竜が小さく身体を震わせる。

「竜だぞ？　地竜だぞ？　剣や槍で傷つくことのない竜が、なぜやられるんだ!?」

　その疑問には、誰も答えられなかった。

「ザイアン様、飛竜を出しましょう」

　部下のひとりがおもいきったように進言する。

「地竜のように倒されたらどうする！」

　ザイアンはその部下を頭ごなしに怒鳴りつけた。

「これは父上からお借りした貴重な竜だ！　おまえたちが百人束になっても、竜の爪ほどの価値もないのだぞ！」

　しかし、打開策が思い浮かばないのもたしかだった。

　そうしているところに新たな報告がもたらされる。

「敵と思われる部隊が後方に姿を現しました！」

　うんざりしながらザイアンは訊いた。

「数は？　数はどれほどだ？」

「日の傾きのため、はっきりとはわかりませんが、騎影から二千はいると思われます」

「二千……？」

　ザイアンがその声を出すのに、かなりの時間が必要だった。

　彼の受けた衝撃ははかりしれない。それまでどうにか保っていた戦意が、ついにくじけた。

　第一陣も、第二陣もほとんど崩壊している。二つの部隊を合わせれば、まだ一千ほどは兵が残っていると思われるが、彼らに戦意は期待できない。

　だとすれば、本隊の一千だけで、正面にいる敵と、別働隊と、新たに現れた二千の兵のすべてを相手にしなければならない。しかも、半包囲された形で。

――後方の敵だけでもこちらの倍だ。勝てるわけがない。

　ザイアンは気づかなかった。後方の敵の、実際の数に。

　馬だけは二千以上いたが、兵の数はたったの百しかいない。

　その一帯は、夕暮れになると、山や森の影が差して見晴らしが非常に悪くなる。ティグルはそれを知っていた。そこで、百の騎兵に、二千頭の替え馬を走らせたのだ。

　ともかくこの報告にはザイアンだけでなく、兵士たちも目に見えて動揺した。もともと、戦うためにアルサスまで来たわけではない。好き勝手に略奪ができるから従ってきたのだ。

「第二陣を後退させろ！　正面の敵を第一陣で食い止め、後方の敵を第二陣で迎え撃つ！」

　ザイアンのこの命令に、そばにいた部下たちは愕然とした。

　第二陣の騎兵たちは、いままさにライトメリッツ軍と戦っているのだ。その味方に、後退しろというのか。そうなれば、第一陣も崩壊するだろう。

「ザイアン様、ここはこらえる場面です。後方の敵はこの本隊で受けとめましょう。二千の騎兵といえど、一瞬で我々を打ち倒せるわけではございませぬ。第一陣と第二陣が陣容を立て直して正面の敵を打ち破るまで踏みとどまれば、我々の勝利です！」

「黙れ！」

　ザイアンは懸命に訴える部下の顔を、必死の形相で殴りつけた。手の矢傷が痛みを訴えて、彼にわずかに残っていた冷静さを消し去る。

「踏みとどまれば!?　おまえたちは、ディナントでやつらを相手にまったく踏みとどまれなかっただろう！　あの無様でみじめな敗北を、もう忘れたのか！」

　暴力にまでおよんでしまったのは、恐怖の裏返しだ。

　ディナントでの敗北を、ザイアンは二度と味わいたくなかった。

「それに、それにだ。後方の二千以外に、さらに別働隊がいたらどうする！　それでもおまえはまだ耐えろ、踏みとどまれというのか！」

　ライトメリッツ軍の数が一千に満たないと知っていれば、あるいは、後方の二千が見せかけだけの存在だと見抜くことができれば、ザイアンはまだ踏みとどまることができただろう。打てる手もあったに違いない。

　しかし、彼にはそれがかなわなかった。彼の部下たちも。

　ザイアンの命令が第一陣と第二陣に届くと、低下していた兵の士気はさらに落ちこんだ。

　自分たちは敵の刃がとどく距離で、必死に戦っているのだ。それなのに、後方の安全なところにいる者が、何の支援を行うこともなく、理不尽な命令を下すのか。

　しかし、彼らはテナルディエ家に仕える兵だ。逆らうことはできない。

　犠牲を出しながらも、第二陣が後退する。戦場の流れが変わった。

　地竜を倒したあとも、ライトメリッツ軍の先頭に立って剣を振るっていたエレンが、それを見逃すはずはない。

「反撃に移る！」

　配下の兵たちを振り返ってエレンは叫ぶ。いままでにそうとうな数の敵を斬っているというのに、美しい顔にも、白銀の髪にも、一滴の返り血もついていない。

　高々と掲げられたアリファールについた血も、一振りで払われた。

　疲れきっているはずの兵たちから、歓声が沸き起こる。

　テナルディエ軍とちがい、彼らは戦うためにきたのだ。

　それにエレンも、ティグルも、先頭に立って剣を振るい、矢を射かけている。これで士気が上がらないはずがない。

　後退する第二陣に、エレンたちは容赦なく追いすがる。

　さらに、リムの別働隊が再び戦場に現れ、第二陣は二方向から攻められることとなった。

　騎兵の武器である突進力も機動力も活かせず、少しずつ斬りこまれていき、ついに崩れて、突破を許す。ライトメリッツ軍は前進し、テナルディエ軍の本隊に迫った。

　いまや戦場の流れは、ライトメリッツ軍のものとなっていた。







　テナルディエ軍の本隊がライトメリッツ軍と激突したとき、ザイアンは五十ばかりの騎兵に守られて、本隊から二ベルスタ（約二キロメートル）ほど離れていた。その中には飛竜もいる。

「おのれ、おのれ……」

　それ以外に言葉が出てこない。弁解のしようもない惨敗だった。遠くに見える本隊はまだ耐えているものの、あきらかに押されている。敗走に至るのは時間の問題だろう。

「違う、こんなはずがない。俺が、あいつに……ヴォルンなどに負けるはずが」

　言葉はそこで途切れた。進む先に、十数騎の影を認めたのだ。

「ヴォルン……」

　影の先頭に立っているのは、ティグルとエレンだった。ザイアンが逃げたことを知って、追ってきたのだ。

　ティグルはひとりで向かうつもりだったが、エレンはリムに軍の指揮を任せ、十騎余りの部下をともなってついてきたのである。

「この期に及んで、逃げられると思うな」

　ザイアンを見据えて、ティグルは怒りの言葉を叩きつける。

　だが、ザイアンはティグルの感情など一顧だにしなかった。部下から槍と長盾をもぎとり、単騎で前へと進みでる。両眼に憎悪をたぎらせ、冷笑を浮かべた。

「しょせんは卑いやしい狩人の血筋ということか。国を裏切り、ジスタート軍を招きいれておきながら、よくも恥じることなく平然としていられるものだな」

「俺を悪党呼ばわりする前に、自らを省みてはどうだ」

「何？」

「罪のない民を苦しめ、家を焼き、財貨を奪う。盗賊の所業そのものだ」

　静かな怒りをこめて、ティグルは吐き捨てた。その声は決して強くなかったが、気圧されるものを感じてザイアンは息を呑む。

「民だと」

　苦しげな息とともにザイアンは嘲ちょう笑しょうと侮ぶ蔑べつを吐きだした。自分を盗賊呼ばわりしたティグルを許せず、そのティグルにひるんでしまった自分が許せなかった。

「民がどうだというのだ。やつらは雨後の茸きのこのようなものだ。戯れに斬って捨てようと、時が過ぎれば勝手に増えているさ。何を気にかけることがある」

　下衆だなと、エレンがつまらなそうにつぶやく。

　ティグルはそれに答えない。これ以上言葉を重ねても無駄だと悟った。

「おまえの考えなど知ったことじゃない。ただ、俺は、俺の領地を荒らし、領民を苦しめたおまえたちを許すつもりはない」

「貴様、ぬけぬけと……」

　それ以上の言葉がザイアンは出てこない。槍の先端をティグルに向けて、叫んだ。

「勝負をしろ、ヴォルン！　俺と貴様の一騎打ちだ。俺を追ってきて、よもや逃げるとはいわないだろうな」

「血迷ったか」

　呆れた声を発したのはエレンだった。配下の騎兵たちに号令をかけようとしたが、ティグルが腕を伸ばして押しとどめる。

「まさか、やる気なのか？」

　ティグルは無言で強くうなずいた。エレンは不満そうに唇をとがらせたが、それはほんの一瞬で、力を抜いた笑みを浮かべると励ますようにティグルの肩を叩く。

「いいだろう。これはおまえの戦いだ」

「――ありがとう」

　エレンを見ずに礼を言い、ティグルは弓を握りしめて馬を進ませる。

　ティグルの姿を見て、ザイアンは胡う乱ろんげな顔で問うた。

「武器はどうした？　剣でも槍でもそこにいるジスタートのやつらから借りてこい」

「これが俺の武器だ」

　堂々と漆黒の弓を突きだすティグルに、ザイアンは苛立ちを露わにして睨みつける。

「ふざけているのか？　弓なんぞで何ができる？　せいぜい不意打ちでしか俺を傷つけることができなかったそんなもので」

「――試してみるか」

　ティグルが矢筒から矢を抜きだした。弓につがえて射放つ。

　矢は風を裂いてザイアンの頭部へ放たれたが、長盾に防がれた。

　かまわずティグルは二本目を放つ。ザイアンの胸を狙い、同じく長盾に受け止められた。

「何度やっても無駄だ」

　ザイアンの嘲笑に、ライトメリッツ軍の兵たちもざわめきはじめるが、エレンだけは静かに状況を見守っていた。

　ティグルの射た三本目はザイアンの右腕を狙い、やはり長盾に突き刺さる。

「――もういい」

　嘲笑をおさめ、ザイアンは怒気を帯びた眼差しをティグルに叩きつけた。

「しょせん弓しか使えない貴様には、一騎打ちは高尚すぎたようだな。売国奴とはいえ、まがりなりにもブリューヌ貴族の端くれ。そう思った俺が間違いか。ここで貴様の首を奪って、すべてを終わりにしてやる！」

　つきあいきれないと判断したのだろう、ザイアンは槍をかざして馬を走らせた。

　ティグルはその場から動かず、矢をつがえて弓を引き絞る。

　この光景に、エレンもさすがに目を瞠みはった。剣も、兵も、もはや届かないとわかっていながら長剣を握りしめ、声をあげかけた。

　刹せつ那な、騎影が交差する。

　ザイアンの繰りだした槍は、間一髪で馬上に身体を倒したティグルの頬をかすめて血を噴きださせていた。

　一方、身体を傾けながらもティグルが放った矢は、これまでと同じように長盾に突き立っている。

　呻き声があがった。声を発したのはザイアンだ。彼は馬を止め、馬上にうずくまる。黒髪の下の秀麗な顔は苦悶に歪み、激痛による脂汗にまみれていた。

　ティグルの射た矢はザイアンの槍よりわずかに速く、長盾を貫いて、彼の左腕を深くえぐった。その痛みが、ザイアンの動きを鈍らせたのだ。

　いまになって、ザイアンは気づいた。

　ティグルの射放った矢が、四本とも長盾の同じ箇所に集中しているのを。それゆえに、ぶ厚い樫の盾を貫けたのだと。

　同時に、戦慄した。ザイアンは長盾を固定させていたわけではない。ティグルの射た矢に合わせて動かしていた。最後の一矢のときなど、すれ違いざまに射られたのだ。

――俺が盾をどう動かすか、読んでいたというのか……？

　彼を見守っているテナルディエ軍には、ティグルの技量の冴えはわからない。

　だが、ティグルがたった四本の矢で長盾を貫いたということは、理解した。

　いままで馬鹿にし、軽蔑してきた弓に。

　弓の使い手など罪人か下手糞であると嘲笑してきた弓に。

　彼らはいま、どうしようもなく恐怖させられていた。

　ティグルが五本目をつがえる。ザイアンの顔から冷や汗がしたたり落ちた。

　喊声をあげて、ザイアン配下の騎兵たちが動いた。ザイアンを守るべく土煙をあげて猛然と馬を走らせる。

　その動きを黙って見ているエレンではない。こちらも長剣を振りかざして騎兵たちに突撃を命じた。

　ライトメリッツ軍とテナルディエ軍がぶつかりあう。衝突の混乱の中でティグルはライトメリッツ兵に守られ、ザイアンもまた自軍の兵に助けられてティグルの視界から消えた。

「どうなるかと思ったぞ」

　どこか怒ったような声がして、そちらを見るとエレンが馬を寄せてきた。そっとティグルの頬に触れる。痛ましそうに傷をなぞった白い指が、血で赤く染まった。

「切っただけのようだが……私をあまり不安にさせるな」

「気をつけるよ……」

　目を泳がせて、ティグルはそっけない言葉を返した。自分を気遣うエレンの表情は、指揮官や剣士などではなく、まるでごくふつうの娘のようで、まっすぐ見ることができなかった。

「手もひどいな」

　仏頂面のエレンに言われて、ティグルははじめて自分の左手に気がついた。

　矢を射続けているうちに傷口が開いたらしい。ティッタが巻いてくれた布は赤黒く染まっており、弓の握りにまで血がにじんでいた。

　自覚すると、傷が痛みを訴える。しかし、まだ矢を放つことはできる。

――ザイアンはどこにいる？

　敵将の姿を探し求めるティグルの前に、砂塵が巻き起こった。

　強烈な突風が吹き荒れ、馬がたじろいで足を止める。ティグルは腕で顔をかばいつつ、目を凝らしてそこにあるものを見極めようとした。

「飛竜か……!?」

　蝙蝠のそれに酷似した巨大な翼を広げ、ザイアンを背に乗せて、飛竜が空高く舞い上がる。

　翼の起こした風にあおられて、ティグルとエレンの動きが止まった。その隙に、飛竜ははるか高空へと飛翔する。

　上空を旋回して体勢を安定させると、戦場から離れようと翼を羽ばたかせた。

「あの高さでは風の刃は届かない」

　エレンが口惜しげに唇を噛む。

　ティグルは弓に矢をつがえたが、ザイアンの姿は飛竜の巨躯に隠れて見えない。

　矢はかろうじて届く。だが、竜の鱗に自分の矢が通じないのは地竜との戦いでわかっている。
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――このまま、やつを逃がすのか。

　そんなことを許容できるわけがない。

『撃ちなさい』

　不意に、静かな声がティグルの頭に響いた。

――何だ？

　ティグルはおどろいてまわりを見回すが、自分に呼びかけた者はいない。

　女性の声のように聞こえたが、エレンは目の前の敵に意識を集中している。

『撃ちなさい。あなたが撃ちたいものを』

　声が、また聞こえた。

　今度ははっきりとわかった。

　周囲に鳴り響く剣けん戟げきや怒号、悲鳴、鎧のひしゃげる音や人間が死体となる音、馬のいななきに馬蹄の轟き……。

　そういった耳に届くものと、いま聞こえた声は、あきらかに違う。

　ティグルの視線が、自分の手にしている黒弓に向けられた。

――まさか、これが？

　黒弓に抱いていた違和感が、そう思わせる。

　再び空を見上げた。飛竜はさきほどよりもさらに遠ざかっている。

――せめて一矢報いてやらなければ、気がすまない……！

　ティグルは決意して、弓を引き絞る。

　町を焼き、人々を苦しめ、ティッタを傷つけようとしたあの男を、絶対に許さない。

　言葉にしたがって飛竜を狙い、ティグルは矢を放った。

　矢から手を離す瞬間、すさまじい反動がティグルの身体を襲う。同時に、エレンの持つアリファールが一瞬だけ青白い光を帯びた。

　放たれた矢は、まっすぐ突き進みながら、大気を巻きこんで螺旋状の風をまとう。

　獣の咆哮にも似た音を発して飛竜へ飛んでいき――外れた。そのまま空の彼方へ飛び去り、雲の端を削りとって見えなくなる。

　飛竜は姿勢を崩して身体を傾けながらいびつな旋回を繰り返したが、傷はない。

――何だ、いまのは……？

　ティグルは呆然として、飛竜と、形の変わった雲を眺めた。

　雲に届く矢など、聞いたことがない。

「ティグル！」

　エレンの声でティグルは我に返った。見ると、彼女も驚きを露わにしている。これほどまでに驚いている彼女を、ティグルははじめて見たような気がした。

「何だ、いまのは？　私でさえ、竜具でしか、あのような光景を目にしたことはないぞ」

　あるのか、という声は出なかった。そして、エレンの疑問に答えることもできない。

「俺にもさっぱりわからないが……」

　うろたえ気味に答えかけたティグルの頭上に影が落ちる。

　飛竜がどうにか持ち直し、今度こそ戦場から逃げようとしていた。

　ティグルは新たな矢をつがえる。わからないことだらけだが、それらはすべてあとだ。

　あの竜を仕留めるのが、何よりも先だ。

――次は……当てる！

　エレンが馬を寄せてくる。ティグルに寄り添うようにして、長剣を掲げた。

「風は私が操る。おまえは矢の狙いだけを定めろ！」

　エレンは、ティグルの持っている弓について何も知らない。

　ただ、いまティグルが矢を射る瞬間、それに呼応したかのように自分の竜具が光を放ったことと、そうして放たれた矢が超常的な何かになったことだけは見た。

――私にはわからないが……ティグルならば、やれる。

　それは直感に等しかったが、エレンは、自分が手にしているものがただの長剣ではないことを知っている。降魔の斬輝の二つ名を持つ竜具、銀ぎん閃せんアリファールだ。この長剣が、いままでに見たことのない反応を示した以上、この黒い弓には何らかの力がある。

　奇跡を、起こせるかもしれない。

「頼む」

　ティグルはエレンほど深くは考えない。

　ただ、彼女を信じた。

　弓をかまえ、遠ざかる飛竜に狙いを定め、弦を引き絞る。傍らで、エレンの持つ長剣がやはり青白い光をまとった。

　矢を射放す。

　大気がふくれあがった。周囲の空間が歪み、ねじれる。

　衝撃波がそばにいた兵士たちを吹き飛ばした。

　目を開けていられないほどの暴風が吹き荒れ、土煙が舞いあがる。

　ティグルの放った矢は、空を突き進みながら風を巻きこんで肥大化していき、一個の凶悪な竜巻となって、飛竜の腹部を撃つ。

　穿ち、貫いた。

　肉体を破壊した轟音をかき消して、耳をつんざくような絶叫が響き渡った。致命傷を負った飛竜は、弱々しく蛇行しながら降下していく。平原の隅にある沼に、墜落した。

　飛竜は完全に沈んでしまい、乗っていたザイアンもどうなったのかわからない。

　その場にいたすべての者が声を失い、飛竜が墜落した方向を呆然と見ていた。

　矢を放ったティグルさえも。

　テナルディエ軍の兵士が、武器を取り落とした。がしゃりという音が、エレンをふくめた何人かに正気を取り戻させる。

「ティグルヴルムド＝ヴォルンが、ザイアン＝テナルディエを討ち取ったぞ！」

　エレンの声に、ライトメリッツ兵たちから勝ち鬨があがった。

　テナルディエ軍の兵たちは震えあがり、脇目もふらず潰走する。

　それは、遠くで戦っていたテナルディエ兵たちも同様だ。彼らも沼に墜ちた飛竜をその目で見ていた。逃げ散っていく味方と、勝利の歓声に沸く敵も。

　剣を捨て、槍を捨て、甲冑すらも脱ぎ捨てて逃げ崩れる。

　アルサスに侵入したとき三千を数えたテナルディエ軍は、どうにかアルサスから逃れたときには、九百近くにまで減っていた。逃げているうちに軍からはぐれてしまったという者もかなりの割合でいるだろうが、死者も決して少なくないはずである。

　総指揮官を失い、武器も鎧も放り捨てた傷だらけの彼らは、敗残兵そのものだった。

　一方、ライトメリッツ軍の死者は百とわずかであり、負傷者は百六十人足らずだった。









　　　エピローグ














　夕暮れの風を受けて、黒竜旗ジルニトラがひるがえる。

　ライトメリッツ軍は、ティグルとエレン、リムの三人を先頭に、セレスタの町へと帰還しつつあった。

　バートランを含めた何人かは、先にセレスタへ向かっている。領民たちに勝利を知らせて安心させ、かつ宴の準備をするためだ。

　ティグルとしては、ささやかにしてもライトメリッツ兵たちに礼をしたかったし、町の人々にも、明日からの復興に向けて英気を養ってほしかった。

　ちなみに、バートランが抱えていた八つもの矢筒を、ティグルはすべて空にしていた。

　通常、弓兵は多くても二つまでしか矢筒を持ち歩かない。それ以上持っても身動きがとれなくなるし、よほどの激戦でもないかぎり使いきらないからだ。

　後日、このことを聞いたルーリックは「化け物ですな」と、厳かにつぶやいたものだ。

「――これでよし」

　ティグルの左手に新たな布を巻き直して、エレンは小さく笑った。

「ありがとう。助かったよ」

　ティグルは素直に礼を言う。ティッタに巻いてもらった布は、すっかり血で濡れてしまったので、替えてもらったのだ。

「ひとまずの勝利というところですね」

「ひとまず、か」

　リムの言葉を、ティグルは繰り返す。

　その通りだ。動きだしてしまった流れは、止められない。

　後継者を失ったテナルディエは、ティグルを許さないだろう。

　なんとしてでもティグルを殺し、アルサスの地を焼き払おうとするに違いない。

　テナルディエ以外にも、考えなければならないことはたくさんある。

　テナルディエに匹敵する大貴族ガヌロン公爵の存在、国王や諸貴族の反応、ライトメリッツ側が自分やエレンに対してどう動くのかも気になる。

　なにより、いま自分の手にある黒弓。

――いまは何も反応しないけど、たしかにあのときこいつは喋った。

　正確には、意思をつたえたという感じだろうか。

――それに、エレンのアリファールはこの弓に反応した。

　このことについては、エレンもわからないらしい。

「戦姫の持つ竜具に弓はない。世の中には他に聖剣だの魔剣だのの伝承がいくらでもあるから竜具の他に不思議な力を持つ武器があってもおかしくはないが……」

　そういった武器の話はティグルも聞いたことがある。よくあるおとぎ話や伝承の類だと思っていたし、実際に目にしたのはエレンのアリファールがはじめてだったが。

　なぜ、銀閃と呼応したのか。

　エレンの腰にある竜具に興味深げな視線を注いだが、アリファールはからかうような風を吹きつけてきただけだった。

　しばらく考えたが、ため息をついてティグルは諦める。

　何もわからないのだから悩んだところで意味がない。とりあえず、弓として使えるのだからそれでよしとしよう。

「不思議な弓といえば」

　リムが思いだしたように口を開く。

「ひとつだけ、そんな話を聞いたことがあります。古い伝承で」

　リムの言葉に、ティグルは弓の弦を爪つま弾びきながら興味深そうな視線を向けた。

「……『魔弾の王』と呼ばれる話です。ある男が女神より必ず命中する弓を授かり、あらゆる敵をその弓で射倒して、ついには王になりおおせたという……よくある昔話ですが」

「王って、あの黒竜の化身とかいってた王のことか？」

　ティグルの疑問にリムは愛想のない顔で首を振る。

「始祖の話には女神など出てきません。おそらく、もっと古い時代の話でしょう。私はあなたの弓の力をじかに見てはいないので、何とも申しあげられませんが」

「魔弾の王か」

　エレンが愉快そうな視線をティグルに向けてくすくすと笑いかけた。

「悪くない響きだな。今度からおまえのことはそう呼ぼうか」

「じゃあ俺もエレンじゃなくて『戦姫様』とか『銀閃の姫君』とか呼ぶぞ」

　頭をこづかれた。本気でやられたのではないから痛くはないが。

「いいか、私が言ったのは王になるぐらいの気概を持てという意味だ。決してからかうようなつもりで言ったのではない」

「せめて表情を取り繕ってくれ」

　しかつめらしいのは声こわ音ねだけで、エレンの口元は笑いをこらえて緩んでいる。ただ、その笑みの中に、自分への気遣いを読み取ってティグルは頭をかいた。緊張感のなさに、リムは小さくため息をつく。

「おもしろそうな話だけど、俺の弓とは関係なさそうだな」

　たしかに、ティグルに聞こえた声は女性のものだった。

　しかし、女神が授けたとするにはこの弓の造りは凝っていなさすぎる。外見はただ真っ黒なだけの、飾りのひとつもない弓だ。

　それに、一射目をティグルは外している。

――なにより、俺が王に、なんて冗談にもほどがある。

　田舎貴族の手にはあまる話だ。

「王になりたくないのか？」

　ティグルの表情から胸の内を読み取ったのか、エレンが小首をかしげる。

　なりたくてなるものでもないだろうとは思ったが、口に出してはこう答えた。

「昼まで寝たり、狩りに行ったりしていられなさそうだからな」

　肩をすくめるティグルに苦笑したあと、エレンはそうだ、と何事かを思いだしたように紅玉の瞳をきらめかせた。

「ティグル。おまえに言っておくことがある」

　きょとんとするティグルに、エレンは一呼吸分の間を置いてから、年齢相応の娘のような、邪気のない笑みを浮かべた。

「――おまえは、私のものだ」

　自分が捕虜のままだったことをティグルが思いだしたのは、このときだ。

「そうだな。まずは、宴の席であの侍女のことでも聞かせてもらおうか。あの侍女のこととなると、おまえはとにかく必死だったからな」

　白銀の髪をなびかせる娘から視線をそらし、ティグルはくすんだ赤い髪をかきまわす。

――どう答えればいいんだ……。

　それはエレンだけでなく、町で待っているだろうティッタに対してのものでもあった。捕虜になってからこれまでのことを説明したら、あの侍女はなんというだろうか。

　一いち縷るの望みを抱いてティグルはリムに視線で助けを求めたが、無視されてしまう。

「楽しみだな、ティグル」

　やがて、セレスタの町が見えてきた。町の中に灯るいくつかの明かりも。

　宴が待っている。
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　　　１　　　遠い日の夢














　夜が明ける直前に、ティッタは目を開けた。

　前日のうちに用意しておいた水で顔を洗って、着慣れた侍女の服に袖を通す。長い栗色の髪を頭の左右で結んだ。鎧よろい戸どを開けると、秋半ばの心地よい風がそっと吹きこんでくる。

　窓から見えるのは、心が痛くなる風景だ。

　火を放たれて半ばまで焼かれた家があれば、窓や扉を壊され、壁に生々しい血の跡がついた家もある。地面には、破壊された家具の残骸や割れた瓶などが散乱していた。

　三日前、このセレスタの町は、テナルディエ公爵の軍勢に攻められた。テナルディエ兵は住人たちを容赦なく殺害し、破壊と略奪をほしいままにした。

　だが、彼らが暴虐に酔いしれていた時間は短かった。

　隣国ジスタートの――より正確には、ジスタート王国内にあるライトメリッツ公国の軍勢が現れ、テナルディエ軍を追い払ったのだ。ライトメリッツ軍を連れてきたのは、この地の領主であり、ティッタが仕えているティグルことティグルヴルムド＝ヴォルンだった。

　いま、この町はティグルの指揮の下、再建に向けて歩きだしている。そのことを知っているティッタは、この風景を見ても悲しむだけでなく、希望と熱意を持つことができた。

　気を取り直し、厨房のかまどに火を入れて、朝食の準備をする。

「そろそろティグル様を起こしにいかないと」

　ティッタの立場を考えれば、本来はティグルヴルムド様と呼ぶべきだ。だが、他ならぬティグルが「呼びにくかったらティグルでいい」と、ひとに言っている。

　小さいころにティグルにそう言われてから、ティッタはよほどかしこまった場を除いては、ティグル様と呼び続けてきた。

　ティグルの顔を思い浮かべるだけで、ティッタは自然と笑顔になる。鍋に張った水を鏡代わりに使って、挨拶の練習をした。

「おはようございます。ティグル様」

　よし、だいじょうぶ。

　厨房を出たティッタは、二階の奥にあるティグルの部屋へ向かう。

「昨日も夜遅くまで起きていらっしゃったのだから、今日ぐらいはゆっくり寝ていてもいいと思うんだけど……。でも、起こしてくれとおっしゃっていたし」

　ティグルは何か用事でもないかぎり、昼になっても寝ているような男で、ティッタには、「あたしが起こさなければ、誰がティグル様を起こすんですか」という使命感があった。

　だが、ここ数日のティグルが忙しく動きまわっていたのを、ティッタは知っている。それを思うとためらう気持ちがあったが、今回は起こすように頼まれているのだ。

　ティグルの寝室の前まで来たティッタは、扉を軽く叩いた。予想通り、反応はない。

　静かに扉を開け、中に足を踏みいれたティッタは、眼前の光景に顔を青ざめさせた。

　ベッドで寝ているティグルに白刃が突きつけられている。

「ティグル様……！」

　悲鳴と同時に、ティッタは猛然と駆けだす。ほとんどティグルを抱きしめるようにしてその上に覆いかぶさり、長剣を手にしている人物を見上げた。

　白銀の髪と紅の瞳を持った美しい娘だ。青を基調として白や金を配した軍衣を身につけ、赤い肩掛けを羽織っている。彼女は呆気にとられた顔で、ティッタを見下ろしていた。

「あ、あなたは……ど、ど、どういうつもりですか……！」
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　驚きと怒りとでティッタの声が震える。銀髪の娘は慌てて長剣を腰の鞘におさめた。

「いや、すまない。驚かすつもりはなかったのだが」

「じゃあ、どういうつもりだったっていうんですか！　そもそも、あなたはどこから入ってきたんです!?」

「そこからだ」

　あっさりと、彼女は開け放たれている窓を指で示す。腕組みをして釈明をはじめた。

「以前、どれだけ呼んでも起きず、剣を口に入れてやっと起きたという話を聞いたことがあってな。どのぐらいまで刃を近づけたら反応するだろうかと……まあ、その、なんだ、ちょっとした遊びだ」

　言葉の最後で歯切れが悪くなったのは、はしばみ色の瞳に涙をにじませたティッタがすさまじい形相で睨にらみつけたからだ。銀髪の娘は困ったように頬をかいた。

「怪我をさせるつもりなんてなかったし、悪意はない」

「そのつもりがなくても怪我をするなんてことは、いくらだってあるんです！」

　正論だった。ぐうの音も出ず、娘は黙りこむ。

　そのとき、ティッタの下でティグルがもぞもぞと動いた。

「ティッタ……？」

　眠気を帯びた声が耳をくすぐり、はっとして、ティッタは慌てて離れる。

　寝癖のついた、くすんだ赤い髪をかきながら、ティグルが身体を起こした。自分に視線を注ぐ二人を一いち瞥べつしてから、窓に顔を向ける。青というには薄い、水色に近い空が広がっていた。さわやかな風が吹きこんできて、三人の髪をそっと撫でる。

「何の騒ぎだ。まだ朝じゃないか」

「もう朝です」

　顔を赤くしながら、それでもしっかりティッタは答え、ティグルはそんな彼女の様子に気づかずに、仕方ないといった顔をつくるとおおきく伸びをした。どこかばつの悪い顔で立っている銀髪の娘を見る。

「どうしたんだ、エレン？」

「いや、それがな……」

　エレンと呼ばれた娘が言いよどんだので、ティッタが代わりに事情を説明した。話を聞き終えたティグルは、呑気そうな顔でエレンに笑いかける。

「面倒なところを見つかったなあ」

「まったくだ」

「ティグル様！」

　ティッタが大声をあげ、ティグルとエレンは反射的に身をすくませる。その仕草は二人とも母親に叱られた子供のようだった。







　食堂のテーブルを、ティッタとティグル、そしてエレンの三人が囲んでいる。

　テーブルに並んでいるのはカラスムギのパンに羊の乳、燻くん製せいにした魚のスープ、薄切りにした鶏肉、ゆで卵、葡萄酒ヴィノーだ。いつもはもう一、二品少ないのだが、ティグルにしっかり食べてほしいと思ったティッタが張りきってつくったのだ。

　当然のような顔でエレンが席についたとき、ティッタはよほど「あなたの分は用意していません」と言ってやろうかと思ったが、自重した。

　詳しい事情はわかっていないが、彼女はティグルの大事な客人だ。ティグルの部屋でおもわず怒鳴りつけてしまったのはエレンにも非があるからいいとして、侍女としてティグルに恥をかかせるわけにはいかない。

――やっと、ティグル様とふたりでご飯が食べられると思ったのに。

　今日より前に、ティグルとティッタがふたりだけで食事をしたのは、ティグルがディナントの戦場へ行く前日までさかのぼらなければならない。二ヵ月以上前だ。

「おまえは侍女といっしょに食事をとるのか」

　パンを手にしながら、意外そうな顔でエレンが訊いた。

「ここで暮らしているのは俺とティッタだけだからな。別々だと何かと面倒だし、話をするのにもこの方がいい。ティッタには屋敷のことをすべて任せてあるから」

「大変だな」

「慣れてますので」

　同情したような視線を向けるエレンに、ティッタは短く答えて一礼した。

「ところで、どうしたんだ。こんな朝早くに」

　スープをすすりながら尋ねたティグルに、葡萄酒を一口飲んでからエレンは答える。

「このあと、私はここを発つ。そこで、おまえのこれからの予定を聞いておこうと思ってな」

「これからか……」

　食事の手を止めて、ティグルがスープ皿に視線を落とす。真剣というよりも深刻な顔をした若い主を、ティッタは心配そうに見つめた。







　ティグルヴルムド＝ヴォルンは十六歳。ブリューヌ王国のアルサスを治めるヴォルン伯爵家に生まれ、二年前に父のウルスを亡くして伯爵位と領地を継いだ。

　夏の終わりに、ブリューヌと隣国ジスタートの間で戦があった。のちにディナント会戦と呼ばれるその戦いで、ティグルははジスタート王国の戦姫のひとりであり、ライトメリッツ公国を治めているエレンことエレオノーラ＝ヴィルターリアの捕虜となった。

　身代金を支払うことができなかったティグルは、何ごともなければ奴隷商人にでも売りとばされていただろう。だが、そうはならなかった。

　ブリューヌの大貴族であるテナルディエ公爵が、アルサスを焼きはらうつもりであると知ったティグルは、エレンに兵を貸してほしいと頼みこんだのだ。エレンは承諾した。

　エレン率いるライトメリッツ兵たちとともに、己の領地に帰還を果たしたティグルは、テナルディエ軍を打ち破り、敗走させた。その日の夜は、皆と勝利の宴に酔いしれた。

　次の日から昨日までは、一転して戦後処理に追われた。

　亡くなった者たちを埋葬し、遺族をいたわり、負傷者を見舞い、テナルディエ軍に荒らされた町を歩きまわって、再建のための指示を次々に出していった。

　セレスタの住人だけでなく、エレン配下のライトメリッツ兵たちの協力もあって、どうにか昨日には復興への道筋をつけることができた。それでも、夜遅くまでかかったのだったが。

　そして、今日から考え、行動するのはこれからについてだ。

――テナルディエ公爵との激突は避けられない。俺はザイアンを討ったんだから。

　アルサスを襲ったテナルディエ軍の総指揮官は、公爵家の嫡男であるザイアン＝テナルディエだった。ティグルは公爵家の跡取りを討ちとったのだ。

　テナルディエ家は古くからの名門であり、ブリューヌを代表する諸侯のひとつだ。

　広大な領地を持ち、質のよい小麦と葡萄を産していることから、『小麦と葡萄のテナルディエ家』と呼ばれることもある。国王も無視できないほどの権勢を誇り、無理をせずとも一万の兵を動かすことができるという話だった。

　一方、ティグルが動かせるのはせいぜい百の兵だ。

　町や村が機能しなくなるのを覚悟の上で、戦える男たちをかき集めれば、三百ぐらいまでは増やせるが、それは本当に最後の手段だ。よほどのことがないかぎり、やりたくない。

――百対一万か……。しかも、相手には余裕がある。

　あまりに圧倒的な差に、ティグルの表情が緊張と恐怖で強こわ張ばる。

　自分はいったいどうすればいいのだろう。何をすればいいのか。

　それに、内心でわだかまっている不安はテナルディエのことだけではない。

「迷っている顔だな」

　楽しそうな声こわ音ねがティグルの耳をくすぐった。顔をあげると、エレンが口元に笑みをにじませてこちらを見ている。

　ティグルが何か言おうとする前に彼女は席を立ち、背を向けた。

「遅くとも、私が戻ってくるまでに、どうするか決めておけ。リムを臨時の代官として置いていくから、困ったことがあれば相談しろ」

「代官？」

「この地は私のものだからな。私の代わりに治める者が必要だろう」

　ティグルはエレンから兵を借りる代価として、アルサス全土を渡すことを約束した。ライトメリッツと同じように統治するという条件をつけて。その取り決めに従うならば、彼女の言う通りだ。だが、彼女のもの言いはこちらをからかっているかのようだ。

　肩掛けをひるがえして歩きだしたエレンの背中に、ティグルは疑問をぶつける。

「代官を置くのに、俺にこれからのことを決めろというのか？」

「私やリムがこの地を放りださないよう、知恵を絞ることだ」

　遠ざかっていくエレンの足音を聞きながら、ティグルは椅子の背もたれに寄りかかって深いため息をついた。







　朝食をすませたティグルは、屋敷の裏手にある両親の墓に挨拶をすませたあと、屋敷の中に戻って二階へあがった。

　自分の部屋ではなく、廊下のつきあたりにある小さな部屋へ向かう。

　そこには一張りの黒い弓が、立派な装飾をほどこされた台の上に立てかけられていた。狩人だった先祖が使っていたといわれる、ヴォルン家の家宝である。

　弓幹ゆがらも、弓ゆみ弦づるも、まるで暗闇を凝縮したかのように黒い。染めているのではなく、素材がそうなのだ。石とも木ともつかない手触りで、何でできているのかはティグルにもわからない。じっと見ていると、この世のものではない何かと相対しているようで、息苦しさを覚える。

　ティグルはこの弓を使って多くのテナルディエ兵を射倒し、飛竜ヴイーフルを駆って逃げようとしたザイアンを、飛竜ともども吹き飛ばした。

　姿勢を正し、呼吸を整え、胸の前で握り拳をつくって横に引く。

　この歴代の当主への敬礼を、ティグルは小さいころから起きたらすぐに行っていたのだが、テナルディエ軍を撃退して以後は、朝食後に行うようになっていた。

　この弓と対峙するのに体力と気力と、勇気が必要だったからだ。

――これは、ただの弓じゃない。

　ザイアンが飛竜での逃亡をはかったとき、ティグルの頭に不思議な声が響いた。

『撃ちなさい。あなたが撃ちたいものを』

　その声に従って射放った矢は、すさまじい威力を発揮した。風をまとった矢は、文字通り空の彼方へと飛んでいったのだ。

　一本目は外したが、二本目は飛竜に命中した。竜の鱗は、鉄を鍛えた刃でも傷つけられないほどに硬いのだが、ティグルの矢は飛竜の腹部を貫いた。

　この不気味な弓の存在が、テナルディエのことと並んでティグルの心を重くしている。

　家宝であるため粗末に扱うことなどできないが、この弓はふつうではない。

　昔、母に聞かせてもらったおとぎ話を思いだす。怪物が一振りの剣に化けて、勇敢な戦士たちを次々におびきよせて喰らったというものだ。この弓も、そういうものなのではないか。

「おまえはいったい何なんだ？」

　つぶやくような声で、ティグルは目の前の弓に問いかける。

　弓は何も答えなかった。
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　ヴォルン家の屋敷を出たエレンは、神殿へ向かった。

　九百近くいるライトメリッツ兵の大半は、空き家や、広場に設置した幕舎の中で寝起きしている。三千弱の馬も、町の中のあちらこちらに建てた急ごしらえの厩舎で休んでいる。

　そして、エレンの副官を務めるリムことリムアリーシャや、百人前後の兵を統率する部隊長たちは神殿の空き部屋を借りていた。

　ブリューヌとジスタートは同じ十柱の神々を信仰しているため、彼らにあまり抵抗はない。せいぜい祀られている神像を見上げて、自分の故郷にある神像の方がはるかに出来がいいと、内心でうそぶくぐらいだ。

　この二日間、ライトメリッツ兵たちは瓦礫を町の隅へ運んだり、崩れかけた家を直したりといった作業に従事している。

　エレンは略奪や暴行を固く禁じており、命令に背いた者を公の場で厳罰に処していた。いまのところ、ライトメリッツ兵とアルサスの民の間に衝突は起きていない。

　ほどなく神殿が見えてくる。ちょうど扉が開いて、ひとりの女性が姿を見せた。リムだ。エレンが呼びかけると、彼女は謹きん厳げんな表情で敬礼を返してきた。

　金色の髪を頭の左側で結んで流している長身の美女で、その顔には愛想のかけらもない。青と白を組みあわせて金の縁取りをほどこした軍衣をまとい、腰に剣を吊していた。

　リムは軍務と政務の両面でエレンを補佐している。エレンが戦姫になる以前からの仲で、信頼できる親友でもあった。

「いまからどこかへ行く用事でもあるのか？」

「いえ、エレオノーラ様のところへ伺うつもりでしたので」

「すれ違わずにすんで何よりだ。選抜はすんだか？」

　これは質問というよりも確認だった。リムは眉ひとつ動かさずうなずく。

「ルーリックを指揮官として百人の兵を選びました。馬も同じ数です」

　それ以外の兵と馬は、ライトメリッツに帰還させることになっている。

　そもそもこの軍は、窮地に陥ったアルサスを救うために編制されたものだ。長期戦を想定しておらず、そのための準備もできていない。

　また、死者の埋葬を含めた戦後処理がかたづいたことや、昨日までの偵察で、テナルディエ兵がアルサスから完全に逃げていったと判断できたということもある。

　だが、最大の理由は、兵と馬が居続ければ、アルサスが耐えられなくなることだ。

　兵も馬も毎日、食事をとらなければならない。水も使うし排泄もする。そして、彼らに食事を提供し、生活のあれやこれやを手伝っているのはアルサスの民だ。

　通常、用意できる兵の数が百ていどのアルサスで、九百弱の人間と、その三倍以上の馬の世話をするのは、大きな負担どころではない。アルサスの民の感謝の気持ちが忍耐や我慢に塗りつぶされる前に、手を打つ必要があった。

「指揮はおまえに任せる。陛下から許可を得たら戻ってくるから、それまで頼むぞ」

　エレンはライトメリッツへ帰るのではない。ブリューヌを出るまでは、帰還させる兵たちと行動をともにするが、そのあとは単独で王都シレジアへ向かうつもりだった。

　気軽な口調で笑いかけるエレンに、リムはほんの少しだけ不満をにじませる。

「エレオノーラ様は、ずいぶん彼を信用なさっているのですね」

「おまえもそうだと思ったが」

「評価できるところがあるとは思いますが、信用はしておりません」

　頑かたくなな態度を見せる部下に、エレンは苦笑して肩をすくめる。

「わかった、わかった。やり方は任せるから、ティグルを助けてやれ」

　ひらひらと手を振って悠然と歩き去る白銀の髪の戦姫を、リムは一礼して見送った。エレンの姿が見えなくなると、近くにある木の柵によりかかって空を見上げる。

　朝の青空にはまだ白さが残っていた。

「終わってみると、いささか以上に首を突っこむことになりましたが、仕方ありませんね」

　エレンが軍を動かしたのは、ティグルに対する好意からだけではない。

　ブリューヌの内乱に巻きこまれないよう、アルサスを防壁にするためであり、テナルディエ公爵の軍がどのようなものか、その目でたしかめるためであり、事態の変化に応じてブリューヌへ介入できるようにするためだった。

――そのはずが……あのモルザイム平原での一戦が、大きく変えてしまった。

　リムは目にしていないが、エレンをはじめ多くの兵士が見たと言っている。

　ティグルの放った矢は大気を引き裂き、矢とは思えぬ速度と威力で空高く舞う飛竜を貫いて、その先にある雲までも吹き飛ばして虚空の彼方に消えたという。

　にわかに信じられる話ではない。竜の鱗は鉄の刃を通さないほどに強靭だ。しかも、相手がはるか上空にいる飛竜では、矢を届かせることすら不可能のはずだ。

――でも、ティグルヴルムド卿はやってのけた。

　エレンによると、ティグルがその矢を放つ瞬間、彼女の持つ長剣――竜具アリファールは、青白い光をまとったという。戦姫であるエレンが竜具の反応を見誤るはずがない。

――あの黒い弓が、竜具との共鳴によって尋常でない力を発揮するものだとすれば……。

　手放せるわけがない。もしも他の戦姫がティグルとあの黒弓の存在を知ったら、間違いなく手に入れようとするだろう。味方にするにしても、あるいは殺してしまうにしても。

――それを考えれば、彼を助けたのは結果として最上なのですが。

　戦姫と同等の力を持つ者を味方にすれば、今後何かとやりやすくなる。それを除いても、ティグルは尋常でない弓の技量を持っているし、人格にも問題はない。

――しかし、ジスタートの戦姫がブリューヌの内乱に首をつっこみ、大貴族を敵にまわして戦うというのは、やはり小さからぬ波紋を生むでしょう。

　リムは空を眺めながらあれこれ考えていたが、やがてちいさくため息をついた。

「エレオノーラ様のためです。微力を尽くしましょう」







　リムがヴォルン家の屋敷を訪ねると、ティグルは前庭で馬に鞍を載せているところだった。足元には水や食糧が入っているのだろう袋が置かれている。

　扉の前にはティッタが立っていて、戸締りをしていた。彼女はここ数日で見慣れた侍女の服ではなく、麻織りの厚手の服を着ている。

「どこかへ行かれるのですか？」

　リムの言葉は、声音の鋭さのためにやや詰問じみて響いた。驚いたように身をすくませたのはティッタで、ティグルはどこかぼんやりとした表情で反応する。

「ちょっと、ユナヴィールの村を見てくる。明日には帰るよ」

「ユナヴィール？」

　首をかしげたリムに、ティグルは鞍の調子を確認しながら答えた。

「南西にある村だ。いまから出れば、昼過ぎには着けるだろう。テナルディエ公の軍は、その近くを通過していた」

「そこの住民たちは避難したのですか？」

「みんな森へ避難したという報告は届いている。だけど、念のために見ておきたい」

　アルサスには、このセレスタの町以外に四つの村があるが、他の三つの村についてはテナルディエ軍の行路から遠いことと、とくに被害を受けたという知らせもないのでいますぐ視察する必要はないと、ティグルは言った。

――気持ちはわからないでもないですが……。

　一定の理解を示しながらも、リムは苛立ちを覚えずにはいられなかった。これからテナルディエ公爵と戦わねばならず、悠長にかまえている時間などないのだ。

――それに……。

　ティグルの表情がどこか精彩を欠いて見えるのも、リムの感情を負の方向へ刺激する。

「彼女も連れていくのですか？」

　馬の背に載っている大きな鞍を見ながらリムが尋ねると、ティグルはうなずいた。

「気晴らしをさせてやりたいんだ。ティッタはずっと屋敷にいたからな」

――まさか、逃げるということはないと思いますが。鞍に差している弓も、黒い弓ではなく、ありふれたふつうのものですし。

　ティグルは領民を救うために、命がけで公宮からこのアルサスまで駆けてきたのだ。リムが彼を評価する数少ない点である。

「わかりました。あなたが戻ってくるまでに、アルサスに関する記録や資料を調べさせていただきたいのですが、よろしいですか？」

　内心の思いは顔に出さず、リムは聞いた。もっとも、声にはだいぶ棘とげが含まれていたが。

「わかった。俺の寝室と執務室にある。場所は――」

　リムに場所を説明すると、ティグルはティッタを向いて、うなずいてみせる。ティッタは不満そうに頬をふくらませたものの、束になっている屋敷の鍵をリムに渡した。

「あの……」

「ご心配なく。資料や記録以外のものには一切手をつけないことを約束します」

　リムはわずかに表情をゆるめてティッタに微笑みかける。ティッタはおそるおそるというふうに頭を下げると、慌ててティグルのもとへ駆け寄った。

「それじゃ行ってくる」

　馬を引いて町の外へ歩いていくティグルと、寄り添うようについていくティッタを見送ると、リムは屋敷の中へ入った。
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　アルサス領内に敷かれている街道は、それほど立派なものではない。

　雑草を徹底的に引き抜いて、土を平らに突き固めたものだ。見通しがよくなかったり森が近かったりするところには柵を立てている。

　ティッタはティグルの後ろで、馬に横乗りになっている。本当はティグルにしがみつきたかったのだが、邪魔になると思って両手で鞍の後輪しずわをつかんでいた。

　人間を二人乗せていることと、鞍の両側に荷物を提げているために馬はそれほど速くなく、またティグルの馬術を信頼しきっているためティッタは安心して乗っている。

――無理を言ってついてきてよかった。

　ユナヴィール村へ行くとティグルが告げたとき、ティッタは自分もついていくと言って譲らなかった。ティグルは最初困惑し、最終的には根こん負まけした。

　そうまでしてティッタが同行したがった理由はふたつある。

　ひとつは、少しでもティグルのそばにいたかったからだ。

　ディナントへ向かうティグルを送りだしてから、ティッタはひとりの夜を何日も過ごしてきた。ブリューヌ軍の敗北を知ってからは、神殿に通って祈りながらも不安は消せなかった。

　それが解消されたのは本当に束の間。

　ようやく再会できたと思ったらティグルはジスタート軍とともに戦場へ向かい、戻ってくれば宴に町の復興と多忙をきわめ、話す暇などまるでなかった。

　ティグルの背中にそっとよりかかると、ぬくもりが伝わってくる。

「ティグル様」

「なんだ？」

「ティグル様が何を考えているのか、これからどうされるのかはわかりません。でも、あたしはずっと、どこまでもティグル様についていきます」

　朝からティグルがどこか浮かない顔をしていたことに、ティッタは気づいていた。それが、ついてきたもうひとつの理由だ。

――いつものティグル様なら、狩りをするにはいい日だ、ぐらいのことはおっしゃるのに。

　食事をすませてもその様子は変わらず、二階に上がって、下りてきたときには、ひどくなっているようにティッタには思えた。

　ティグルの悩みは、ティッタにはわからない。知ったとしても、おそらく一介の侍女が力になることなど、とうていできない問題なのだろう。

　それでも、ティッタはティグルを励ましたかった。

　自分だけはどんなときも、何があってもティグルの味方だと伝えたかったのだ。

「ありがとう、ティッタ」

　返ってきた言葉はそれだけだったが、その中にいつものティグルらしさが含まれていることを感じとって、ティッタはほっとすると同時に嬉しくなった。







　ユナヴィールは小さな村で、住人の数は二百に満たない。

　すぐ近くに森が広がっており、この村の住人で森へ入ったことがない者はいない。子供のころは森で遊び、成長すると薪や木の実、茸きのこなどを採りに入るようになる。

　森の中には狼や猪いのししなどもいるが、こちらが集団でいて、かつ縄張りに踏みこまなければ、襲ってくることはほとんどない。そういうのどかな村だ。

　ティグルたちが村に着いたのは、太陽が真上に達してから一刻ほど過ぎたころだった。昼食も食後の休憩もとうに終え、日が沈むまでの一仕事に精を出している時間だ。

　畑を耕していた農夫たちはティグルの姿を認めると、農具を持ったまま小走りに駆けてきた。ティグルも馬を止め、まず自分が下りてからティッタに手を貸して彼女を下ろす。

「みんな無事だったか」

「へえ、領主様。おかげさまで」

　初老の男が頭に手をやり、日に焼けた顔に笑みを作る。他の農夫も口々に言った。

「言われたとおり森の中に隠れとったら、あいつらさっさと行っちまったんです」

「一昨日、あの連中がひどい格好で逃げていくところを見ましたわ。さすが領主様だ」

　ティグルは農夫たちの話をひとつひとつ聞いて、それが一段落すると彼らと別れた。馬を引きながら村長のところへ向かう。

　ほどなく、さきほどの農夫たちと同じように畑を耕している村長の姿が見えた。

　年齢は四十代。樽のような体型をしているが、腕と脚は農作業によってたくましく鍛えられている。顔は日に焼けて赤い。

　ティグルに気づいた村長は、畑を出て歩いてきた。

「ようおいでくださいました、領主様。畑仕事を手伝いに来てくださったので？」

「手伝ってもいいが、結局おまえが全部やり直すはめになるぞ？」

　とぼけた顔の村長に、ティグルは笑って肩をすくめてみせる。実際、ティグルはいままで一度しか鍬すきを握ったことがなく、そのときの作業もひどいものだった。

「はは、そいつは勘弁ですな」

　村長が腹をゆすって笑い、ティッタもくすりと微笑む。村長が笑いをおさめるのを待って、ティグルは村が受けた被害について尋ねた。

「ご覧の通りで、死んだり怪我した者はおりません。村を囲む柵が壊されたぐらいです」

　そこまで言ったところで、村長の顔が深刻さを帯びる。

「ところで、ジスタートの軍が来たという噂を聞いたのですが……」

「彼らは俺が雇った味方だ。心配する必要はない」

　村長を安心させるように、自信に満ちた態度でティグルは笑ってみせた。







　村長はモルザイムの勝利を祝い、ささやかながら宴の席を用意すると言ってくれたのだが、ティグルは明日が早いからと断った。

　夜が明けると、まだ暗いうちにティグルは村長に別れを告げて、村を出た。

　その表情はティッタから見て、やはりどこかすぐれないものだった。少し考えて、ティッタはおもいきって呼びかける。

「ティグル様。あの、どこかでお昼寝していきませんか？」

　予想外の発言に、ティグルは馬足をゆるめて彼女を振り返る。

「ティッタがそんなことを言うなんてめずらしいな。俺が寝てないように見えたか？」

「まだ疲れが残っているようには……」

　控えめにティッタは答える。ティグルは苦笑したが、拒絶はしない。たしかに、そろそろ休憩をとろうかと考えていたのだ。

　見上げれば、秋半ばの空には澄んだ青が広がっている。昨日と変わらず天気はいい。

「せっかくだから甘えさせてもらうか。この近くに猟師小屋があるはずだ」

　ティグルは街道を外れる。すこし進むと、丘の上にぽつんと建っている小屋が見えた。丸太を組み合わせて建てたもので、ティグルも以前何度か利用したことがある。

　馬から下りて中を覗きこむと、誰もいない。

　室内の中央は板が切り取られて灰で固めてあり、火を熾すことができる造りになっている。それを見るかぎり、ここ最近で使われた形跡はなさそうだった。

　外に馬をつないで身体を拭いてやり、水を飲ませる。ティッタも手伝った。

　それがすむとティッタとともに小屋の中へ入り、ティグルは床にごろんと横になる。

「ティッタも休むといい。ずっと馬に乗りっぱなしで疲れただろう」

「あたしが起きていなかったら、誰がティグル様を起こすんですか」

　冗談めかした口調で返され、ティグルは頭をかいた。

「わかった。でも、無理はするなよ」

　優しく言って、目を閉じる。

　自分で思った以上に疲れていたのか、ティグルはすぐに眠りについた。







　十歳ぐらいの女の子が目の前にいる。

「――ティグルさまぁ」

　舌足らずな声。頭の左右でちいさく結んだ栗色の髪と、きらきら輝くはしばみ色の瞳でティッタだとわかった。

「ティグルさまぁ、こっち」

　ティッタは無邪気ににこにこと笑って、ティグルの手をつかむと歩きだした。ティグルはおとなしくついていく。

　ふと自分の手を見て、これは夢だとティグルは悟った。自分もティッタと同じくらいの年齢になっていたのだ。

　両脇に畑の広がる細い道を、少年と少女は歩いていく。

　気がついたとき、ある畑の前にティグルは立っていた。

「ティグルヴルムド」

　ひとりの男がこちらへ歩いてくる。父だ。二年前に亡くなった、ウルス＝ヴォルン。

「さあ、耕してみろ」

　父は持っていた鍬をティグルに渡した。

――そういえば、こんなことがあったな。

　ぼんやりとした浮遊感の中で、ティグルはそんなことを考えながら鍬を振るう。

　たしか十歳のころだった。父の視察についていき、そのとき一度だけ鍬を持たされたことがあった。

　平気でやれると思っていたが、実際は四半刻もしないうちに身体中が痛くなって音をあげた。翌日には両手におおきなマメがいくつもできており、ティッタに手当てされて手を包帯だらけにしたものだった。

　鍬を振るっていたのが、急に視界が切り替わる。

　ティグルは父とともに丘の上に立っていた。

　眼下には、緑色の葡萄畑がどこまでも広がっている。

「ティグル……。ティグルヴルムド」

　父は息子に優しく語りかける。

「彼らは毎日のように畑を耕している。種をまき、水をやり、虫や鳥を追い払う。村のそばまでやってくる野兎や猪もだ。日照りに怯え、嵐を恐れ、それらを乗り越えて収穫をすませたら、また畑を耕す作業に戻る。その繰り返しだ」

　僕だって狩りをしてるよ。幼いティグルはそう答えた。このまえだって、こんなおおきな鹿を射止めたんだ。

「おまえの弓の技量は、年齢を考えれば見事なものだ。しかし、狩人たちとは違い、生きるために狩りをしているわけではないだろう」

　生きるため、というのはよくわからなかったが、ティグルはうんとうなずいた。

「畑仕事もそうだ。彼らはみな、生きるためにやっている。おまえが、どうしてそれをしないでいいのか、わかるか」

　父さんの、領主の息子だから。たしか当時の自分はそう答えた。いまでは思いだすと赤面するしかない。その答えに、父は怒ったりしなかった。

「では、私はどうして畑を耕さずともよいのだ？」

　偉いから。そう答えると、父はゆっくりと首を振った。

「いいか、ティグルヴルムド。私たちは、いざというときのためにいる」

「いざというとき？」

「そうだ。彼らが解決できないような困難な事態が訪れたとき。土砂崩れや洪水が村を襲ったとき。山賊が現れたとき。疫病が流行ったとき。不作のとき。村同士で揉めごとが起こったとき。近隣の貴族と川や山の使用について衝突したとき。他にもたくさんあるが……そういったことを解決し、彼らが平和な日々を送ることができるよう努めるのが私たちの仕事だ」

「でも、そんなことってあまりないんじゃ……」

　再び、父はゆっくりと首を横に振る。

「ひとが多く集まるほど、治める領地が広いほど、揉めごとは増える。このアルサスは小さいこともあって平和だが……」

　そこで言葉を途切れさせると、父はティグルの頭にぽんと手を置いた。肉厚のてのひらに、夢であるにもかかわらず重みと温かさをティグルは感じた。

「忘れるな、ティグルヴルムド。領主はそのためにいる」

　手の感触が消えた。父が静かに歩きだす。その後ろ姿を見ながら、ティグルは動けずにいた。父を追いかけようと思っても足が動かない。

「父さん……父さ――父上」

　目が覚めた。視界に映るのは猟師小屋の薄暗い天井だ。外から鳥の鳴き声が聞こえる。

――父上……。

　父の夢を見たのは、いったいいつ以来だろうか。

　身体を起こそうとして、自分の半身に重みとかすかな熱を感じ、ティグルはそちらに目を向ける。

　ティッタが自分に抱きつくようにして、穏やかな寝息を立てていた。どきりとしたが、ティグルはすぐに落ち着きを取り戻す。

――おまえが父上に会わせてくれたのか。

　夢の中で、父のところへ連れていってくれたのは幼いティッタだった。胸の奥から温かい感情が湧き起こって、ティグルは彼女をそっと抱きしめる。

　ティッタが目を覚ましたのはそれから十数えるほどの時間が過ぎたあとだ。

　ふぇ、と寝ぼけたような声を発して彼女は顔をあげ、焦点のさだまらない瞳でティグルを見つめる。

　状況を理解するとティッタは慌てて飛びあがった。真っ赤な顔で手をばたばたと動かしながら、しどろもどろになって言い訳をする。

「ティ、ティグル様、これは違うんです。その、えっと……だ、誰か入ってきたりしても邪魔にならないようにというか……」

　ティッタの狼ろう狽ばいぶりにティグルは苦笑し、内心でほっとした。

　父のことを思いだして感傷的な気分に浸っていたが、考えてみれば自分も彼女を抱きしめている。小屋の薄暗さもあって、雰囲気次第ではどうなったかわからない。ティッタの態度が、ティグルを冷静にさせてくれた。

「ティッタ」

　落ち着いた声音で呼びかけると、ティッタも混乱から立ち直ってティグルを見る。

「ありがとう。おかげで、かなりすっきりしたよ」

　そう笑いかけるティグルの表情に、眠る直前まであった深刻な陰りはなくなっていた。

　ライトメリッツでエレンに兵を借りてから、ティグルはテナルディエ軍の撃退にセレスタの町の再建と、休むことなく駆けてきた。

　それが一段落して、あらためて自分とテナルディエの力の差を考えてしまい、不安や恐怖が湧きあがってきたのだ。

――いまは立ち止まっているときじゃない。

　やるべきことはいくらでもある。テナルディエ軍と戦うのは、ライトメリッツを発ったときにわかっていたことだ。いまさら臆おくしてどうするのか。

　家宝の黒弓の不思議な力は気になるが、考えるには手がかりがなさすぎる。いまはこのことは置いておこう。

「行くぞ、ティッタ」

　力強い足取りで、ティグルは猟師小屋を出た。空は、休む前と変わらず晴れ渡っている。

――何もなければ、いい狩り日和びよりなんだけどな。

「ティグル様」

　後ろから、ティッタのすこし怒ったような声がした。

「狩りのことを考えていらっしゃったでしょう？」

「……どうしてわかった？」

「わかります。もう何年お仕えしてると思ってるんですか」

　答えてから、ティッタは楽しそうな、嬉しそうな笑顔を見せた。さきほどの声は冗談の類だったらしい。ティグルは苦笑を浮かべて彼女を馬に乗せる。

　自身も騎乗しながら、ティグルは後ろのティッタに呼びかけた。

「ティッタ、セレスタに戻ったらいそがしくなる。それだけじゃない、かなり危険な状況にもなる。だから、ひとまずマスハス卿のところにでも――」

　マスハスは亡き父の親友で、五十五歳になる老伯爵だ。

　ティグルが捕虜になっていたころ、彼はティッタや側そば仕づかえのバートランとともに身代金集めに奔走し、テナルディエ公爵がアルサスを狙っていることを知るや、その旨を書いた手紙をバートランに渡してライトメリッツに向かわせ、アルサスの民にも避難するよう伝えてくれた。さらに、同じくアルサスを狙っていたガヌロン公爵の軍をおさえてくれたようなのだ。

　ティグルにとっても、ティッタにとっても、誰よりも信頼できる相手だった。

「ティグル様」

　ティッタが手を伸ばし、後ろからティグルを抱きしめる。

「昨日言いましたよ。どこまでもおともします、って。ティグル様があたしを助けてくださったように、今度はあたしがティグル様をお助けします」

　ティグルは自分を抱きしめているティッタの手に、そっと自分の手を重ねた。

　ティッタの言葉が嬉しくて、自分が少々情けなくもあった。迷い、悩んでいた自分と違い、彼女はとうに決意を固めていたのだ。

　ティッタの手を離し、ティグルは手綱を握りしめる。馬の腹を蹴った。

「しっかりつかまっていろ」

　逸るティグルの心を表すかのように、馬は猛然と速度をあげはじめる。

　背中に感じる少女のぬくもりとかすかな重みが、心地よかった。
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　予定よりも早く、ティグルたちは昼ごろにセレスタの町に帰り着いた。

　屋敷に戻り、厩舎に入ると馬が一頭つながれている。ティグルのものではない。

　馬をよく見ると、黒いたてがみの中央に白い毛が一筋走っている。

「この馬、マスハス様の……？」

「うん。間違いない」

　驚きの声をあげるティッタに、ティグルも声を弾ませた。

「ティッタ、馬を任せていいか？」

「はい」と、満面の笑みでティッタがうなずき、ティグルは駆け足で厩舎を飛びだした。屋敷の扉を勢いよく開け、革靴の泥を落とすのももどかしく思いながら中へと入る。

　まず食堂へ行ってみたが、そこには誰もいない。次に応接室の扉を無造作に開ける。

　マスハス＝ローダントはそこにいた。

　彼の名前を呼ぼうとして、ティグルはおもわず声を呑みこむ。応接室は、子供なら泣きだしてしまうほどの険悪な雰囲気に包まれていた。

　小さなテーブルを挟んで、マスハスとリムが睨にらみあっている。

――見なかったことにしようか……。

　このまま扉を閉めて厩舎へ戻り、半刻ほど待ってから出直すのがいい気がする。

「戻ったか、ティグル」

　首だけを動かして、マスハスがこちらを見る。小柄でずんぐりとした体たい躯くを落ち着いた色調の麻の服で包み、灰色の髭ひげには年齢相応の貫禄があった。

「無事なようで何よりと言いたいところじゃが……。おぬしに聞きたいことがある。この屋敷にティッタやポーラ以外の女性がいるというのは、非常に珍しいことじゃのう？」

　ポーラは屋敷の近くに住んでいる女性だ。ティグルの父ウルスが存命だったころに侍女として働いていたことがあり、いまでも忙しい時期に手伝いに来ることがある。

　言葉を続けるマスハスは好々爺然とした穏和な笑みを浮かべているが、その目はまったく笑っていない。頭の中で思い描いていた感動の再会は、どこにも見当たらなかった。

「それもジスタートの方で、アルサスの代官だというではないか。詳しい話を、ぜひおぬしの口から聞かせてもらえんかな」

　一方のリムは、いつもの無愛想な表情で黙然と座っている。悪気はないと思うが、どこまで事情を話していいのか判断できず、またマスハスを警戒してもいるのだろう。

「マスハス卿、ほら、俺にはいつも女性に優しくと言ってるじゃないですか」

　ティグルはなるべく冗談めかして言ってみたが、不機嫌そうな視線を二人分、投げかけられただけだった。







　マスハスの隣にもリムの隣にも座ることがためらわれたので、ティグルはわざわざ他の部屋から椅子を持ってきた。

「私の隣が空いていますが」

　リムが冷たい視線を向けてくる。たしかに彼女が座っているのは大人がふたり並んで腰を下ろしても余裕のあるソファだが、好意からの発言ではもちろんない。

「のう、ティグルよ」

　腕を組んでソファにふんぞり返り、リムを睨みつけながらマスハスも口を開く。

「おぬしが無事でいたことは本当に嬉しい。顔を合わせるのはディナント以来、積もる話はそれこそ山のようにある。しかし、このお嬢さんが気になって、わしやおぬしの口が不意に重くなったりするような……そんなことはよくないと思うのじゃがな」

　ティグルは頭を抱えたくなった。自分がこれからやろうとしていることは、このふたりの協力が欠かせない。話をする前からこれでは、先が思いやられる。

　まず何から言おうかと考えていると、鼻歌まじりの軽快な足音が近づいてきた。扉が開き、ティッタが顔を覗かせる。

「マスハス様！　よく来てくださいました！」

「おお、ティッタか。無事なようでなによりじゃ」

　栗色の髪の侍女の姿に、マスハスも顔をほころばせた。この老伯爵にとってティグルが息子のようなものならば、ティッタは娘のようなものだ。彼には息子がふたりいるが、娘はいないのでなおのこと愛情は強い。

「皆さま、すぐに飲みものをお持ちします」

　リムにも忘れずに会釈すると、ティッタはスカートの端をつまみあげて一礼し、礼儀正しく応接室を去った。緊迫した空気がかきまわされて穏やかなものとなり、ティグルはほっと胸をなでおろす。

「マスハス卿、まずは俺から話をさせてください。リムアリーシャ殿は、足りないと思ったところがあったら補足してくれ」

　ティグルはディナントでエレンと会い、彼女の捕虜になってから、テナルディエ軍を打ち破るまでのことを、順序だてて説明した。リムは時折もの言いたげな目でティグルを見たが、口を挟むことはなく、マスハスは何度かうなずきながら、こちらも黙って聞いた。

　話し終えたころ、ティッタが葡萄酒を入れた青銅杯を三つ、運んできた。

「マスハス様、今日はぜひ泊まっていってください。あとでバートランさんも呼びますから」

　笑顔で言いながら、ティッタは青銅杯をテーブルに並べていく。「そうじゃな。お言葉に甘えようかの」と、マスハスも笑って応じた。

　ティッタが下がると、ティグルは葡萄酒を一気に飲み干す。葡萄酒は水で薄めてあり、蜂蜜もわずかに入っていて飲みやすかった。

　マスハスがリムに視線を向ける。手を膝に置いて、深く頭を下げた。

「リムアリーシャ殿。あなたの言葉を疑ったこと、申し訳ない」

「こちらも説明できないことがあったとはいえ、礼を失したことをお詫びします」

「俺たちが戻ってくる前に、いったい何があったのですか？」

　ようやくティグルはその疑問を口にする。まず、リムが答えた。

「調べものをしているときにローダント伯爵がいらっしゃったので、応対に出たのですが、あなたが帰ってくるまで待たせてもらうとおっしゃったので、こちらにご案内した次第です」

「わしも冷静さを欠いていたことは認める。だが、町はひどく荒らされていて、ジスタート兵が当たり前のように歩きまわり、あちらこちらに黒竜旗ジルニトラがひるがえっている。しかも、おぬしに会おうとこの屋敷に来てみれば、見たことのない女性が現れて、ジスタート軍の指揮官で、代官だと名のる。ティッタの姿もない。どうしたのかと焦ったぞ」

「心配させてしまってすみません……」

　ティグルとしてはひたすら恐縮するしかない。心に余裕がなかったとはいえ、せめてユナヴィール村へ行く前に、マスハスへ手紙をしたためるか、リムに伝えておくべきだった。どれだけ感謝しても足りないほどのことを、彼はしてくれたのだから。

「なに、わしもまだまだ修行が足らん。ここで睨みあいなどせず、バートランか、わしを知っている者をさがすべきじゃった」

「バートランには休んでもらっているんです。さっきも話しましたが、俺を助けるためにライトメリッツへ来るのに、かなり無理をしたようですし、テナルディエ公の軍との戦いでは、ずっとそばにいてもらったので」

「まったく、バートランも年を考えるべきじゃな。ところで――」

　灰色の髭ひげを撫でながら、マスハスが笑みを消して、黒い双そう眸ぼうをリムに向ける。

「リムアリーシャ殿、あなたは……いや、あなたが仕えている戦姫エレオノーラ＝ヴィルターリア殿は、なぜティグルを助けてくれたのだ？」

「我らが主は義を重んじ、情に厚い方ですから」

　兵を貸してほしいと頼んだときのエレンの反応を思いだして、ティグルは内心で首をひねったものの、リムには彼女なりの考えがあるのだろうと、黙っておくことにした。下手に口を挟むと、ややこしいことになりかねない。

「ただ、義と情だけで動いてくださったと？」

「契約も重んじます。ラジガストの名にかけて」

　ラジガストは、ブリューヌとジスタートで信仰されている名誉の神だ。この神の名を用いた約束事は、非常に重いものとされている。

「ティグルヴルムド卿の弓の腕を、エレオノーラは高く評価しています。また、その気性についても認めています。そして、伯爵の提案は不当なものではなく、このアルサスという地には兵を派遣するだけの価値があると判断しました」

「なるほど。しかし、そもそもアルサスの土地はティグルのものであって、ティグルのものではない。国王陛下が国土を割いて、ヴォルン伯爵家に与えたものじゃ。名誉あるブリューヌ貴族として、アルサスの地と民を守るという誓いのもとに。領地を代価とするような取引を、国王陛下がお認めになるはずがない。それは戦姫殿もわかっていると思うが」

　ブリューヌとことをかまえる気なのかと、マスハスは遠回しに問いかけていた。

「ティグルヴルムド卿の行動は、まさにアルサスの地と民を守るためのもの。誓いに背くものではないと考えます。また、このことについて、ブリューヌ国王が詳しい話を聞きたいとおっしゃるのであれば、エレオノーラの代理たる私が、喜んで王都ニースへ足を運びましょう」

　交渉次第ではアルサスを国王ファーロンに返還してもよいと、リムは言っているのだ。

　ティグルは驚いたが、沈黙を続ける。ファーロン王に事情を説明しなければならないのはたしかだ。そして、その場にはエレンかリムのどちらかがいた方がいい。

　間を置くように、マスハスが青銅杯に口をつける。小さく息を吐いて、聞いた。

「それまでは、ティグルに力を貸してくださると？」

　そういうことかとティグルは納得し、マスハスにあらためて感謝する。老伯爵は、ジスタート軍がどこまでティグルに協力してくれるのかをさぐっているのだ。

「はい。ただ、ひとつだけ申しあげておきます。もしもティグルヴルムド卿の振る舞いが、エレオノーラの義と情をもってしても許容できないものになったとき、我々はライトメリッツへ引きあげることになるでしょう」

　このリムの台詞は、マスハスではなく、ティグルに聞かせるためのものに違いなかった。

「精進するよ」

　肩をすくめたティグルに、リムがさぐるような目を向けてくる。

「わかっていると思いますが、私が代官で、あなたが私の補佐というのは形だけのものです。あなたがはじめた、あなたの戦いであることを、くれぐれも忘れないように」

　口調こそ厳しいが、それは激励であり、彼女なりの優しさの発露だった。

「ありがとう」

　瞳に強い意志をにじませて、ティグルは礼を言う。それからマスハスに向き直った。

「マスハス卿、教えてください。この国は、いまどうなっているのですか。ファーロン陛下がひどく弱ってしまわれ、テナルディエ公とガヌロン公が激突する寸前だというのは……」

　それは、今日までの間にエレンとリムから聞いたことだった。

　ガヌロン公爵は、テナルディエと並ぶブリューヌの名門だ。広く豊かな領地を持ち、強大な権勢を誇り、動かせる兵の数はテナルディエに劣らないといわれている。また、民を人間と思わない冷酷で残虐な気性についても知られていた。

「うむ、そうじゃな……」

　そこでマスハスはちらりとリムに視線を向けた。

「話が終わるまで、私は部屋の外で待っていましょうか」

　とくに不満を顔に出すでもなく、リムがソファから腰を浮かしかける。

「いや、君はここにいてくれ」

　ティグルは首を強く横に振って止めると、マスハスを見た。

「マスハス卿、彼女は俺の味方です。俺に話せることなら、彼女も同席させます」

　その言葉に対して異論の声をあげたのはリムだった。

「私は戦姫ではないのですよ。あなたにそこまで信用される理由はありません」

「エレンが君を信用して、代官にしたんだろう？　だったら俺は君を信用するよ。それに、君のことだって何も知らないわけじゃない」

　穏和な笑みを浮かべてティグルは答える。愛想のないリムの表情に、困惑や後ろめたさなどいくつかの感情が不鮮明に混じった。

「困った方ですね……」

　ため息をついて、リムはソファに座り直す。マスハスは興味深そうにティグルとリムの顔を交互に見たあと、あらためて現状に想いを馳せたからか、苦りきった表情で話を再開した。

「いまのブリューヌは、内乱という嵐が迫ってくるのを皆で眺めているようなものじゃ。余裕のある者は嵐に備え、ない者は嵐に怯えというふうにな。遠からず、我が国はテナルディエ公とガヌロン公によって真っ二つに割れるじゃろう。ジスタート以外の近隣諸国……ザクスタンやアスヴァール、ムオジネルもどうなるかと注目しとるじゃろうて」

　ティグルは息を呑んだ。大貴族同士が争えば、その影響はブリューヌ全土に及ぶ。当然、アルサスも無傷ではすまない。テナルディエ公爵と対決するという考えが揺らぐことはないが、厳しい状況であることは理解した。

「ガヌロン公といえば、ローダント伯爵に教えていただきたいことがあります」

　必要なことを聞くという表情で、リムが横から口を挟んだ。

「あなたがティグルヴルムド卿にしたためた手紙を読ませていただきました。ガヌロン公もこのアルサスを狙っており、あなたがおさえるということでしたが、どうやったのですか」

　エレン、ティグルとともに軍を率いてアルサスに入ったとき、リムは念のために、北西へ偵察隊を派遣した。もしもガヌロン公爵の軍勢が攻めてくるとしたら、北西から現れるはずだからだ。しかし、軍勢らしきものは見当たらないという報告だった。

「そのことか」

　言いにくそうに、マスハスは顔をしかめる。

「たいしたことはしておらんよ。酒と食事を用意しただけでな」

　ガヌロン公爵が二千の兵をアルサスへ向かわせたのは、テナルディエ公爵よりも三日ばかり早かった。順調に進めば、ガヌロン軍はテナルディエ軍に先んじてアルサスに侵入し、略奪と暴行をほしいままにしたであろう。

　ガヌロン軍を止めるために、マスハスは近隣の諸侯に呼びかけた。自分と同じ小貴族で、中立を望んではいるものの、自分では何を言っても耳を傾けてもらえないだろうと諦め、動けないでいる、そんな者たちに声をかけたのだ。

　どの諸侯がそうした考えを持っているのかは、ティグルを助けるために各地を駆けまわっていたときに知っていたので、すぐに呼び集めることができた。

　集まったのは四人。時間に余裕があればさらに何人か増えただろうが、マスハスはここで切り上げ、自身を含めた五人でガヌロン軍に接触した。

　酒と食事を用意して二千の兵をもてなし、軍の指揮官に面会を求めて、自分たちがガヌロンに敵意を持っていないことを伝えてくれるよう頼みこんだのだ。

「ガヌロン公の軍は進軍を止めた。『あなたがたの言葉は公爵閣下に伝えておく』という返事しかもらえなかったが、皆、そんなところだろうと予想しておったし、わしの目的はあくまで足止めだったので、目的は果たせた。だが……」

　浮かない顔をするマスハスに、ティグルが訊いた。

「何かよくないことでもあったのですか？」

「連中は、近隣の諸侯についてやたらと聞いてきてな。それに、進軍を止めている間、多くの斥候を放っていた。ガヌロン公にとってアルサス攻めはついでで、本当の目的はテナルディエ公をはじめ、諸侯らの情報を集めることだったのではないかと、わしは思っておる」

　マスハスの言葉に、リムがうなずいた。

「ガヌロン公にしてみれば、倒すべき敵はテナルディエ公ただひとりでしょうから、その可能性はありますね。その後、ガヌロン公の軍はどうしたのですか？」

「テナルディエ公の軍に二頭もの竜がいると聞いて、撤退していった。あのときは、そんな荒唐無稽な話を信じるのかと呆れたものじゃったが……」

　葡萄酒の残りを一気に呷あおってから、マスハスは懐疑的な目をティグルとリムに向ける。

「ジスタート軍は、その竜を二頭とも打ち倒したと聞いた。事実なのか？　わしは五十年以上生きておるが、竜を見たことはたった一度しかない。それも、辺境の山奥にある小さな村に立ち寄ったときに、調教された幼竜を見たというだけじゃ」

「テナルディエ公が地竜スローと飛竜を一頭ずつ従えていたのも、エレンが地竜を打ち倒したのも、本当のことです。ただ、飛竜は……」

　話すべきか、ティグルは一瞬ためらったが、マスハスへの信頼が勝まさった。家宝の黒弓が不思議な力を放って、ザイアンごと飛竜を消し去ったことを話して聞かせる。

　当然というべきか、マスハスはにわかに信じられないという顔をしたが、リムが横から口添えすると、渋い顔をして何度か唸り、やがて髭が震えるほどの大きな息を吐いた。

「あまりに突拍子もない話だが、おぬしらがそのような嘘をつく理由はないな……」

「マスハス卿、我が家の弓について、父から何か聞いたことはありませんか？」

　ティグルの質問に、マスハスは首を横に振る。

「ウルスは家宝だからとあの弓を大事にしてはいたが、わしの知るかぎりでは、実際に扱ったことはなかった。おぬしと違って、弓が得意というわけでもなかったからな。そういえば、ずいぶん昔、弓に見られているような気がすると言っていたことはあったが……」

「そうですか。いえ、ありがとうございます」

　気を取り直して、ティグルは礼を述べた。「真にこの弓を必要としたときのみ、使え。それ以外で用いてはならぬ」という言葉からも、父は黒弓について何か知っていたのではないかと思えるのだが、少なくともマスハスには話さなかったのだろう。

「気になるのなら、わしも調べるのを手伝おうか？」

　マスハスの申し出に、ティグルは苦笑を返す。

「ありがとうございます。ですが、ひとまず、この弓については秘密にしておこうかと。正直な気持ちをいえば、それどころではありませんし」

「そうじゃな。それに、家宝の弓というだけで、我が国では妙な目を向けられるからの」

「私としても、そうしていただきたいと思います」

　リムが冷静な声音で言った。

「ティグルヴルムド卿の弓の力については、我々も公にしない方針です。竜については、ジスタートの戦姫が二頭とも打ち倒したということにしてください」

「承知した。――さて、ティグルよ」

　重々しい口調で、マスハスはティグルに問いかける。

「これからの話じゃが、おぬしはどうするつもりだ？」

「テナルディエ公爵と戦います」

　マスハスが目を瞠みはるほどあっさりと、ティグルは即答した。

「ガヌロン公爵の傘下に入るということか？」

「いえ、俺はどちらにも属するつもりはありません」

　ガヌロンもテナルディエ同様、アルサスを攻めようとしていたのだ。

　そんな人物と組む気にはとうていなれない。

「おぬしなりによく考えての結論なのじゃろうな？」

　身を乗りだして睨みつけてきたマスハスの視線を、ティグルはひるむ様子もなくまっすぐ受け止め、強くうなずく。

「本心を言えば、逃げだしたくなるほど怖いです。相手はブリューヌで一、二を争う大貴族。俺は辺境の地を治める小貴族。勝負になるはずがない。でも――」

　声に力をこめてティグルは続けた。

「俺は父上から受け継いだアルサスを、この地の民を守る義務がある。いえ、義務がなくても俺は守りたい。いざというときに彼らを守るための、俺は領主なんです」

「ティグル……」

　十といくつかを数えるほどの時間、マスハスは黙って赤い髪の若者を見つめた。同時に、若者を通してその父親――マスハスの親友だった男を見ていた。

「その道は、おぬしが考えている以上に険けわしいものじゃぞ。テナルディエ公爵は、おぬしが彼の息子を討ったこと、国土を譲り渡してジスタート軍を招きいれたことを許さぬじゃろう。自分がアルサスに兵を向けたことなど棚にあげてな。その姿勢に賛同、あるいは黙認する者はいても、批判する者はほとんどおらん」

　これは脅しではない。事実だ。

「リムアリーシャ殿を前にして言うのははばかられるが、ジスタートにもジスタートの都合があろう。それだけをあてにして戦い抜けると、おぬしは思っているのか？」

「さすがにそこまで楽観してはいませんが」

　ティグルは闊かっ達たつな笑みを浮かべて答えた。

「まあ、なんとかやってみようと思います」

「何とも、おぬしらしい脳天気さだな」

　マスハスは渋じゅう面めんをつくってティグルを軽く睨む。だが、ティグルの黒い瞳に真しん摯しさと、強い意志があふれていることに、灰色の髭の老伯爵は気づいていた。

「具体的に言え」







　日が傾いている。

　窓から射しこんでくる西日が、三人の服に微妙な陰影をつくっていた。

　ティッタに葡萄酒のおかわりをもらって一息ついてから、ティグルは話を再開する。

「いま考えていることは二つあります。ひとつは、国王陛下に書状を送ること」

　無法にもアルサスを荒らしまわったテナルディエ公爵の非を鳴らし、彼らを止めるためにジスタート軍の力を借りることはやむをえなかったと主張する。

「効果があるでしょうか。ブリューヌ国王は、政務が手につかないほど弱っておられるとか」

　青い瞳に疑問を浮かべて、リムが首をかしげる。マスハスが答えた。

「やっておくべきじゃな。陛下に忠誠を誓うブリューヌ貴族という立場を崩してはならん。それに、ガヌロン公爵などが、テナルディエ公爵を攻撃するために利用する可能性はある。期待してはいかんがの。もうひとつは？」

「とりあえず味方をさがします」

　エレンとライトメリッツ軍は頼もしい味方だが、彼女たちばかりをあてにするわけにもいかない。それこそ、さきほどリムが言ったように愛想をつかされてしまうだろう。

「とりあえずとは、またずいぶんと軽いの」

「もちろん、難しさについてはわかっているつもりです。マスハス卿、テナルディエ公とガヌロン公のどちらにも属さない諸侯や勢力というのは、いないでしょうか？」

「それなりにいる」

　マスハスはうなずいて上着の内側に手を入れると、数枚の銀貨や銅貨を取りだした。

「我が国の勢力を、仮に百としよう。テナルディエ公とガヌロン公がそれぞれ四十……いや、三十五かな。わしやティグルは残りの三十に属しておる」

　大きめの銀貨を二枚、テーブルに置く。

「そう聞くと、対抗の余地は充分あるように思えますが」

　首をかしげるリムに、マスハスは首を振った。

「三十のうち、二十は我が国の騎士団。王都や国境、国内の要衝を守る者たちすべてを合わせた数じゃ。中立の立場をとっている諸侯など、残りの十でしかない」

　小さな銅貨を十数枚、マスハスはテーブルに積み重ねた。

　その鈍い輝きは数こそ多いものの、窓から射しこむ夕日をまばゆく反射する銀貨にくらべてあまりにもみすぼらしく見えた。

「だがな、ティグル、おぬしだけは他の諸侯たちと条件が違う」

　深刻になりかけた空気を払うように、マスハスは小さな銀貨を一枚、テーブルに置く。

「おぬしはジスタートの戦姫殿を味方につけている。あまりあてにするとそっぽを向かれると言われたが……。上手くやれば中立派の貴族たちをまとめ、現状に不満を抱いている騎士や、仕方なく公爵たちに従っている貴族を束ねて、第三の勢力となれるやもしれん」

「それは……すごいですね」

　テーブルに並べられた数々の銀貨や銅貨を見て、ティグルは唾を呑んだ。それができれば、テナルディエ公爵と互角に戦うことが可能となる。

「あくまで、なれるかもしれない、ですよ」

　冷ややかにリムが釘を刺す。

「それに、我々が協力していることが必ずしも有利に働くとはかぎりません。我々をブリューヌ領内に招きいれたことが王家に対する叛意と見做みなされれば、討伐軍を差し向けられることもあり得ます。テナルディエ公がそのように働きかける可能性は小さくないでしょう」

「だとしても、そうすぐには討伐軍は来ぬよ」

　首を横に振るマスハスを、リムはじっと見つめた。根拠を説明してほしいという顔だ。

「三千の兵に、二頭の竜。それほどの軍勢が完膚なきまでに敗れたのだろう？　リムアリーシャ殿、あなたならどうする」

　問いかけられて、リムはうつむきがちになって考えこむ。マスハスは言葉を重ねた。

「テナルディエ公がどうやって竜を調達しておるのかは見当もつかんから、人間だけで考えるとしても、同数ではまた負けるかもしれぬ。かといって、倍の六千を用意するにはそうとうな時間がかかる。近隣の諸侯から兵を募っても、引き受けたがる者がどれだけいるやら」

「それに、ガヌロン公との戦いを考えれば、ティグルヴルムド卿にばかりかまってもいられないというわけですか」

　納得してリムはうなずいた。

「でも、悠長にかまえている時間はない」

　テーブルの上の銀貨を見つめて、ティグルが口を引き結ぶ。

　なんといっても地力が違う。ティグルが戦える領民を残らずかき集めてどうにか三百の兵をそろえたとしても、テナルディエは同じ時間で一万の兵を用意するだろう。

「ティグル。おぬしがさきほど言った、国王陛下への書状は誰に持たせるつもりじゃ？」

「まだ決めていませんが」

　現在の状況を考えれば、王都ニースへ向かうのは危険な役目だ。テナルディエ公爵が妨害する可能性もある。誰にでも任せられるものではない。

「わしが持っていこう」

　気軽な口調でマスハスが言い、ティグルはさすがに驚いた。

「ま、待ってください。わざわざマスハス卿が……」

「なに、わしはおぬしと違って他国の軍を引き入れてはおらんからな。それに、王宮に勤めている者に幾人か知りあいがおる。陛下へのお目通りはかなえられやすい」

　ティグルはためらったが、このことを頼めそうな人物の中でマスハスがもっとも適任なのは間違いない。悩んだ末に、深く頭を下げた。

「お願いします。書状は明日の朝までに用意しておきますので」

　マスハスはずんぐりとした身体を揺らしてうなずく。

「ときに、ティグルよ。ユーグ＝オージェ子爵は覚えておるな？」

「もちろんです。父とマスハス卿の共通の友人で、テリトアールを治めている方でしょう。小さいころに一度、挨拶をさせていただいた覚えがあります。父が亡くなったときにも使いの者が来てくれて……。俺が領主になってからは、まだ挨拶に行けていませんが」

「うむ。若いころは、わしとあいつとウルスとで遠出をしたり、荒事に首を突っこんだりしたものじゃ。年をとって、自分の領地からなかなか出たがらんようになったが、あいつも中立を標榜して、どちらの公爵にも従わずにおる。きっと力になってくれるはずだから、会いに行ってみてくれ。わしからも手紙を書く」

　感極まって、ティグルはとっさに言葉を出せなかった。身を乗りだし、目に涙をにじませてマスハスの手を握りしめる。

「ありがとうございます、マスハス卿！」

「やれやれ。女性の前なのだから、もうすこし颯さつ爽そうとした振る舞いができんものかの」

　マスハスは苦笑を浮かべ、穏やかな眼差しでティグルを見つめると、その肩を軽く叩いて顔をあげさせた。

「気にすることはないぞ、ティグル。わしは嬉しいのだ。おぬしの力になれることがな」

　マスハスはジスタートの捕虜になったティグルを救いだすべく奔走したが、結局助けることはできなかった。己の無力さを痛感し、悔やみ、ティグルの父ウルスに詫び続けた。今度こそ力になってみせるという思いが、老伯爵の両眼からあふれている。

「ひとつ確認しておきたいのですが」

　二人を包む熱気を冷静に眺めながら、リムが青い瞳をティグルに向ける。

「テナルディエ公爵との戦について、具体的にどのような決着を考えていますか？　たとえば公爵家を滅ぼし、彼の一族を根絶やしにするまで戦い続けるのでしょうか」

　マスハスが目を丸くするほど過激な質問に、ティグルは首を横に振った。

「俺の目的は、あくまでアルサスの平和だ。テナルディエ公爵が自分のやったことを詫び、再建のための費用を出して、二度と手を出さないと誓ってくれればそれでいい……と言いたいところだが」

　ティグルは困ったように、くすんだ赤い髪をかく。だが、本当に困っているわけではなく、態度は泰然として余裕さえもうかがわせた。決断も覚悟も、とうにできている。

「俺に協力してくれるひとたちに、ただ働きをさせるわけにもいかない。かといって、俺には金がない。金銭か、それに代わるものを要求することになるだろうな」

「承知しました。我々もそのつもりで考えておきます」

　そう答えたリムの表情には、微量の安堵がにじんでいた。ティグルの要求は決して過大なものではなく、落としどころをさぐる余地があるからだ。もしも公爵家を滅ぼすと答えたなら、彼女は止める気だった。

「そうじゃ。リムアリーシャ殿、差し支えなければ教えてほしいことがある」

　大事なことを思いだしたという顔で、マスハスがリムを見る。

「ディナントでの戦いだが、我が国の王子殿下を討ちとったのはジスタート軍の誰なのか、わかるじゃろうか。いや、恨み言を言いたいわけではない。気になることがあってな……」

　マスハスの言葉に、リムは首をかしげた。

「我が軍にそのような者はおりません。王子が命を落としたという話がブリューヌ軍から聞こえてきたとき、我々は本気にしていませんでした。本当らしいと知ったのは、戦が終わったあとです。ブリューヌでは、我々が討ちとったことになっているのでしょうか」

　リムの答えを聞いたマスハスが、目を見開く。髭を揺らしながら唸り声を発した。三つ数えるほどの間、ためらう様子を見せたあと、意を決した顔でティグルたちを見る。

「たしかな根拠はないが……。もしかしたら、王子殿下は暗殺されたのかもしれん」

　ティグルとリムは顔を見合わせる。ティグルが聞いた。

「どういうことですか？」

　マスハスは、テナルディエとガヌロンが戦場の混乱を利用してレグナスを殺害したのではないかという考えを語って聞かせた。リムが眉をひそめる。

「根拠がないと言いましたが、そう考えるに至った理由などはあるのでしょうか」

「まず、奇襲を受けて敗れたとはいえ、相手に勝る兵力を有しながら、反撃もせずに急いで撤退したのが不自然じゃ。王子殿下のご遺体を急いで王都へ運ばねばならぬとしても、たとえば一万の兵で王都へ向かい、残った兵たちで戦いを挑むという手がとれたはず。やられっぱなしですませるのは、テナルディエ公の気性に合わぬ」

「他の諸侯の説得を受けて、反撃を諦めたのかもしれません」

「次に、手際が悪すぎる。一国の王子で、かつ総指揮官が死んだのだ。相手に討ちとられたわけでもなく、死んだところを見られたわけでもないのならば、すぐに王子は健在であるという嘘を兵たちの間に流し、死については徹底的に隠蔽するべきじゃ。それができていない」

「戦場に混乱はつきものです。たしかに失態ですが、そういうこともあるのでは」

「最後に、手際がよすぎる。我々が王都に帰還してから三日後に、殿下の葬儀が行われた。むろん、先に使者を走らせて殿下の死を報告し、葬儀の準備をさせたのじゃろうが、突然の出来事であるはずなのに混乱らしい混乱がなかった。その後の公爵たちの動きもな」

　ティグルは難しい顔になって考えこむ。リムがすぐに反論できたように、根拠のない推測に過ぎない。だが、だからといって切り捨てていいとは思えなかった。

「マスハス卿の考えが正しいかどうかは、俺にはわかりません。でも、覚えておきます。根拠になりそうな情報が手に入ったら、すぐに伝えますので」

「うむ、そのときは頼む」

　マスハスはうなずくと、立ちあがってティグルに手を差しだす。

　老伯爵のあたたかな手を、ティグルはしっかりと握りしめた。







　ティグルとマスハスのあとに応接室を出たリムは、廊下の薄暗さに目を細めた。

　窓を見ると、ほとんど日が沈みかけている。

――思ったより長話になりましたが。

　ティグルが前向きになったのは単純に喜ばしいことだった。

――人柄のせいでしょうか、まだ足りないところはありますが、それは私が補佐すればいいことです。

　ただ安心したというだけでなく、喜びを覚えている自分にリムは気がついていたが、その方がエレンにとって都合がいいからだろうと解釈した。

　リムはそのまま屋敷を出るつもりだったが、すこし考えて食堂へと向かう。ティッタが厨房と食堂を忙しく往復して、テーブルに食器などを並べていた。はりきっているのがわかる。

　リムに気づいたティッタは、やや警戒しながらこちらへ歩いてきた。

「なんでしょうか……？」

「ひとつお願いがあるのですが」

　リムは、壁に飾られている小さな人形を指で示した。リムの手の中におさまりそうなぐらいの大きさの、熊の人形だ。

「よかったら、いただけませんか？　その、ああいうのを好きなひとがいるので」

　ティッタに言ったように、リムはティグルの寝室と執務室以外には足を踏み入れなかった。しかし、食堂のそばを通りかかったときにこの人形が視界に入り、気になっていたのだ。

　リムの台詞の後半は、口調といい、いかにもとってつけたようなものだったが、ティッタは気づかなかった。可愛らしい顔をしかめてリムを見上げる。

「でも、あれはかなり汚れてますよ？」

「かまいません」

　はあ、とティッタは困惑した表情でリムと人形を交互に見る。その人形は一年ほど前、壁に何も飾られていないのを気にしたティッタが作ったものだった。

「誰かにさしあげるのでしたら、明日の朝までに同じものを作っておきましょ……」

　言い終える前にリムが無表情のまま勢いよく身を乗りだしたので、ティッタはもう少しで悲鳴をあげるところだった。

「いいのですか？」

「は、はい……」

「ぜひお願いします」

　リムはどうにか無表情を装っていたが、こみあげてくる歓喜をおさえるのに必死だった。ティッタにとってはありふれた造形だが、リムにとっては珍しい形だったというのも大きい。

　明日の朝、受け取りに来ることを告げて、リムは上機嫌で屋敷をあとにした。




　　　　　　　†




　テナルディエ公爵の領地であるネメタクムは、ブリューヌの南部にある。

　アルサスからやっとの思いで帰りついたテナルディエ軍の兵たちを待っていたのは、公爵による苛烈な懲罰だった。

　ザイアンの護衛についていた者、彼を補佐して兵の指揮をとっていた者たちは、屋敷の前庭で鞭打ちの刑に処せられた。彼らに鞭を打ったのは、戦死した兵の遺族である。

　鞭は拷問用のもので、先端に棘とげのついた革紐が十数本取りつけてある。それで背中を打たれると皮が裂け、肉がえぐれ、血飛沫が飛び散るのだ。悲鳴をあげると回数を増やされるので、彼らは歯を食いしばって激痛に耐えた。

　それ以外の兵たちは、焼けた鉄の棒で背中を強打されるという罰を受けた。

　テナルディエ公爵は銀杯に注がれた葡萄酒を口にしながら、それらの罰が実行される光景を無言で眺めていた。無表情だったが、腹の底から湧きあがる怒りをおさえかねているのは誰の目にもあきらかであった。

――ザイアンは年齢の割に、愚かで頼りなくはあったが。

　それでも、彼にとっては大事な息子だった。

　ザイアンは軍を率いての合戦に敗れ、ティグルとの一騎打ちにも敗れ、飛竜に乗って逃げようとしたところを撃ち落とされて、モルザイム平原にある沼に落下し、沈んだという。

――おのれ、ヴォルン家の小僧。おのれ、戦姫……！

　かなうことならば、いますぐに兵を率いてアルサスへ向かい、彼かの地を焼き払って、ティグルを斬り捨てたいほどだった。

　テナルディエは四十二歳。大柄な体たい躯くは鍛えられて引き締まり、剣も槍も馬も、並の騎士より巧みに使う。若いころは戦場で輝かしい武勲をたてていた。

　第一線からは退いたが、いまでも鍛錬は続けている。

　刑の執行が終わると、テナルディエは憤然と廊下を歩いて己の部屋に入った。

　公爵の部屋は派手な印象こそないが、ものの価値を知る者が見れば、緊張のあまり部屋に入ることをためらうに違いない。

　細かな刺し繍しゅうがほどこされた絨毯も、黒檀の机も、黄金造りの燭台も、どれもが非常に高価なものばかりだ。金銀宝石で埋めつくされた部屋に入るようなものである。

　しかし、公爵は乱暴に足を踏みいれ、椅子を引きずって勢いよく腰かけた。まだ昼を過ぎたばかりだというのに、すでに葡萄酒の瓶を四本まで空にしている。

　だが、彼はまったく酔っていなかった。鋭い眼光には殺意が揺らめいて、見る者を窒息させかねないほどの圧力に満ちている。公爵は机の上に置いていたアスヴァール産の火酒ウオトカの瓶をつかみ、蓋を開けると銀杯に注ぐようなこともせず、一気に呷った。

　半刻ほど過ぎたころ、スティードという騎士が公爵の部屋を訪れた。

　三十三歳になるこの男はテナルディエの腹心で、深い忠誠心と高い能力を備えている。戦士としても、軍の指揮官としても、また政務を処理する文官としても優秀な男だった。短い金髪の下には産毛のような髭を生やした青白い顔があり、感情らしきものをうかがわせない。

　淡々と、スティードは報告した。

「奥様がテルノワーズの町に移られました」

　テルノワーズは、公爵の屋敷があるこのランスの町から、西へ三日ほど歩いていったところにある町だ。湖のそばにあり、眺めの素晴らしさと涼しい気候で知られている。

　怒気をはらんだテナルディエの視線を、スティードは無言で受けとめた。他の者であれば、すくみあがってしまい、公爵の怒声を浴びる結果になっただろう。

「わかった」と、テナルディエは言葉を返した。

「むしろ、助かる。しばらくの間、あれの相手をする暇はないのでな」

　妻はファーロン王の姪であり、非常に気位の高い女性だが、政略結婚であることを正しく理解して、割り切っていた。テナルディエの方も同じ考えであり、二人の間に愛情の類はなかったといってよい。だが、一人息子に対する愛情は、妻も持っていた。

　次に妻に会うのは、息子の仇を討ったときになるだろう。

　酒精まじりの息を吐きだして、テナルディエは腹心に告げる。

「予定は変えぬ。ガヌロンを警戒し、その動きに目を光らせながら兵をそろえよ。ヴォルン伯爵とジスタートについては、私がやる」

「かしこまりました」

　一礼して、スティードは扉を閉めた。

　テナルディエは火酒の瓶を呷る。壁を見つめて、しばしもの思いにふけった。それからどれぐらいの時間が過ぎただろうか。

「――荒れておいでですな」

　不意に声がして、テナルディエはそちらを睨みつける。

　スティードが閉めたはずの扉が開け放たれており、黒いローブに身を包んだ小柄な老人が立っていた。フードを目深にかぶっており、顔は見えない。

「ドレカヴァクか」

　空になった酒瓶を叩きつけるように机に置きながら公爵が吐き捨てると、老人はくぐもった笑いを漏らして一礼した。

　ドレカヴァクは占い師だ。数年前からテナルディエ家に仕えている。

　この屋敷で、否、ブリューヌ全土を見渡しても、テナルディエに不ふ遜そんともいえる態度をとることが許されているのは、この老人だけだった。屋敷で働いている従者や兵士が同じことをすれば、家族ともどもその日のうちに処刑されるであろう。

「貴様のことだ。話は聞いておるだろう」

「ザイアン様が亡くなられた件でございますな。心よりお悔やみを――」

「思ってもいないことを言う必要はない。貴様にそのようなものなど求めておらぬ」

　ドレカヴァクの言葉をさえぎって、テナルディエは老人の顔を隠すフードを見据えた。

「これは恐縮。しかし、閣下にしてはてぬるい処罰でしたな」

「いまは兵が惜しいときだ。殺すわけにはいかぬ」

　二千近い兵と二頭の竜をこのような形で失ったのは、テナルディエにとって予想外の打撃だった。領主のいない僻へき地ちを焼き払う。ただそれだけだったはずなのだ。

　しかし、兵の報告ではティグルヴルムド＝ヴォルンがジスタート軍を率いて現れ、ザイアンを討ち、竜を倒し、三千の兵を散々に蹴散らしたという。

「兵と兵のぶつかりあいはともかく、ただの人間に竜が倒せるとは思えぬ。ましてや、アルサスの惰弱な小僧に。ジスタートの戦姫の仕業か？」

　テナルディエの猛々しい眼光を受けとめて、ドレカヴァクはゆっくりとうなずいた。

「間違いないでしょうな。彼の国に七人いる戦姫は、それぞれが竜具と呼ばれる不思議な武器を持っておりますゆえ」

「名前だけは聞いたことがあるが、どのようなものなのだ、その竜具とやらは」

「人智ではとうていはかれぬ代物で、竜の鱗を羊皮紙同然にたやすく斬り裂き、貫き、打ち砕く力を秘めております」

　現実に竜が倒されているとはいえ、もしもドレカヴァク以外の者がこの発言をしたのであれば、テナルディエは一笑に付して取りあおうとしなかっただろう。

「その武器は何でできている？」

「地上にはない物質によって」

　ドレカヴァクの答えに、テナルディエは黒い髭を震わせて口をゆがめた。

「なるほど。だから鋼で傷つかぬ鱗を持つ竜をも、容易に斬ることができるか」

「さようでございます」

　戯言としか思えないような言葉を、テナルディエはあっさりと信じた。

「わかった。新たな竜はいつごろ用意できる？」

「地竜や飛竜だけでは同じ結果になりましょうな。より強き竜をさがしてまいりますゆえ、二ヵ月から三ヵ月はいただきとうございます。それから、いくばくかの金銭を」

　慇いん懃ぎんに、腰をかがめてドレカヴァクは頭を下げる。もっと早くできないのかとテナルディエは言いかけたが、この老人が二、三ヵ月と言ったら、それだけの時間がかかるのだ。そのことは数年のつきあいでよくわかっている。

　机に置いてあった銀色の鈴をとりあげ、テナルディエは鳴らした。

　急いで参上した従者に言いつけて用意させたのは、人間の頭ほどのおおきさの袋だ。その中にはこぼれ落ちそうなほど大量の金貨がつまっていた。

「ところで、ヴォルン伯爵と戦姫はどうなさるので？」

「私が対処する。貴様は竜の用意を急げ」

　ぶあつい手を振って退出を命じると、ドレカヴァクは一切の音をたてずに廊下へ出る。再びひとりになると、公爵は虚空を睨みつけた。

「ただ殺すだけではまるで足らぬ。あらゆるものを奪い、辱め、ヴォルン家そのものを唾棄されるべき存在にしてやる。みじめな叛逆者として語り継がれるようにしてくれよう」

　煮えたぎるほどの怒りを抱えながら、しかしテナルディエは冷静さを捨てていなかった。

　自分が兵を率いてアルサスに向かうわけにはいかない。それに、戦姫と正面から戦うのは危険だ。ジスタートの介入を許す可能性もある。戦以外の手を用いるべきだろう。

「ひさしぶりに『七鎖セラシュ』を使うか。虫を潰すのに斧を用いるようだがな。他には――」

　鈴を鳴らし、複数の従者を呼びつけたテナルディエは、いくつかのことをすばやく命じた。それがすむと水を満たした銀杯を持ってこさせて、一気に飲み干す。

「騎士には騎士。竜には竜。そして、戦姫には戦姫か。ドナルベインがもう少し役に立てば、やつを連絡役にしてもよかったのだが」

　銀杯に映る己の顔を見ながら、テナルディエは思いだしたようにつぶやいた。

「そういえば、ガヌロンもジスタートの戦姫とつきあいがあったはずだな。あの男はどう出るやら……」









　　　２　　　戦姫二人














　ジスタートの王都シレジアは、王国のほぼ中央にある。

　海に通じるるヴァルタ大河を北に望むこの都には百万を超える人々が暮らしており、無数に延びた街道からはさまざまな国の産物が入ってくる。

　東からくる馬車にはヤーファの竹細工や武具、遊牧民族の毛皮や獣脂などが積まれ、南からやってきた商人たちはムオジネルの香辛料や陶磁器、紅茶チャイ、金銀をふんだんにあしらった装飾品を奴隷に運ばせている。

　西から現れた隊商がブリューヌやザクスタンの小麦や葡萄酒ヴィノー、鉱物などを市場に並べれば、ヴァルタ大河を渡ってきた船団は遠くアスヴァール近海でとれた魚や珊瑚、真珠を港に降ろしていく。魚といっても大人の背丈よりもはるかにおおきなものばかりだ。

　国の外からばかりではない。戦姫たちの治める七つの公国からも毛織物や香料、宝石などが運ばれ、近隣の村々からやってきた農民たちは新鮮な果物や野菜、卵などを売り歩く。

　酒場をひとつ選んで入れば、ジスタートの吟遊詩人ミネストレーリが三弦琴バラライカをかき鳴らし、ブリューヌの道化師クローウンは虹色の玉をいくつも放る芸を見せて喝かっ采さいを浴び、赤い髪をしたザクスタン人の美女が客たちに酌をしてまわる。

　一国の王都らしく華やかさに満ち、日が沈んでも喧けん騒そうは絶えず、中央の通りから明かりが消えることはない。それが王都シレジアだった。

「あいかわらずにぎやかなところだ」

　楽しそうに声を弾ませて、エレンはそれらの光景を横目に見ながら大通りを歩く。セレスタの町を発ってから十日近くかけて、今朝、彼女は王都にたどりついたのだ。

　いまのエレンは麻の服に粗末な革鎧、毛皮の外套という旅人らしい格好をしていた。アリファールは目立つため、上から布を巻きつけて腰に吊している。それが不満らしく、この竜具はたびたび風を起こして己を包む布をふくらませていた。

「やれやれ。できればそこらの店で果物でも買って、ぐるりと一回りして芸なり踊りなりを観ていきたいところだが」

　今回、そのような余裕はない。残念だが、次の機会にするしかなさそうだった。

　王宮に着くと、名のるまでもなく兵士たちはかまえを解いて、うやうやしく一礼する。

「ライトメリッツの主、エレオノーラ＝ヴィルターリア様、念のために竜具をあらためさせていただいてよろしいでしょうか」

「よく私だとすぐにわかったな」

「だから王宮の門番を続けていられます」

　エレンは感心しながらアリファールに巻いていた布を外す。鞘に納められた長剣は解放されたことを喜ぶかのように、ゆるやかな風を起こして銀色の髪をくすぐった。

「謁見の許可は出ているか？　先触れが予定通りに着いていれば、今日のはずだが」

　エレンは先触れを出して、事前に国王への謁見を求めていた。王都に到着してから謁見を求めたら、よほどのことでもないかぎり、早くても一日以上待たされるからだ。

　はたして、兵士はうなずいた。

「あと一刻後です」

「汚れを落とす余裕はあるな。馬を走らせてきた甲斐があったというものだ。ところで、他の戦姫は王宮に来ているか？」

「オルミュッツの主、リュドミラ＝ルリエ様と、ポリーシャの主、ソフィーヤ＝オベルタス様がいらっしゃいます」

　そうかとエレンは鷹おう揚ように答え、返されたアリファールを腰に吊して王宮の門をくぐる。その表情は複雑なものだった。

――ソフィーはともかく、リュドミラか……。

　リュドミラとはあまり仲がよくない。正確に言えば悪い。

「まあいい。まずは面倒な用事をかたづけてしまうとしよう」







　王宮の一室で簡単に汚れを落とし、着替えをすませたエレンは、謁見の間に通された。

　いまの彼女は銀色の髪を結いあげ、白を基調としたドレスに身を包んでいる。ドレスは肩を出し、胸元と背中も露出させている大胆なつくりだが、首と肩、胸元を飾る宝石と、エレンの落ち着いた態度が、高潔さと気品を感じさせた。

　左手にあるアリファールが異彩を放つが、その見事な造形と神秘的な雰囲気は、むしろ戦姫の美しさを引き立たせ、ただの淑女ではないことを教えている。

　美貌と、颯さつ爽そうたる振る舞いに圧倒されて、居並ぶ廷臣たちはほうとため息をついた。

　本来、謁見の間においては、いかなる者であっても武器を携えて国王の前に出ることは許されない。唯一の例外といってよいのが、戦姫が竜具を持つ場合だった。

　エレンは玉座まで延びる真紅の絨毯を静かに歩いていき、所定の位置で足を止めると、その場に膝をつく。アリファールを床に置いて、頭を垂れた。

「面おもてをあげよ」

　玉座から、乾いた枯れ木をきしませたような声が発せられる。国王ヴィクトールのものだ。

　正式な名は、ヴィクトール＝アルトゥール＝ヴォルク＝エステス＝ツァー＝ジスタート。今年で六十になる。灰色の髪と髭ひげは丁寧に整えられているが艶はなく、肌は黒ずみ、青い瞳に活力はない。背筋はまっすぐ伸ばしているが、ゆったりとした衣から伸びている手は、骨と皮だけでできているかのように細かった。

「ライトメリッツの戦姫にして、『降魔の斬輝』の主、エレオノーラ＝ヴィルターリアよ。このたび、余の許しを得ることなくブリューヌへ軍を進めたと聞いたが、まことか」

「事実でございます」

「どのような理由があってのことか、申してみよ。返答次第では、そなたの軽率な振る舞いにふさわしい罰がくだるであろう」

「陛下のお許しを得て申しあげます」

――できるものならやってみるがいい。

　内心で悪態をつき、しかし神妙な態度は崩さずにエレンは答えた。

「雇われたのです」

　謁見の間が静まり返った。ヴィクトール王は一瞬言葉を失い、痩せた身体を震わせてエレンを凝視する。エレンはあくまで表面上は、謹きん厳げんな態度を崩さない。

「雇われたとは……何者に？」

「ティグルヴルムド＝ヴォルン伯爵。ブリューヌの貴族で、アルサスという地の領主です。彼が兵を貸してほしいと言ったので、私を指揮官として一千ばかり」

　ヴィクトール王は呆れ果てたというように、薄い唇を歪めた。

「ジスタートの戦姫ともあろう者が、傭兵のような真似まねをするとは……。そういえば、戦姫になる前のそなたは傭兵であったな」







[image: ]








　皮肉を受け流し、エレンはブリューヌの現状について説明した。ブリューヌ国王は王子の死から立ち直る気配を見せず、テナルディエ公爵とガヌロン公爵の対立は深まる一方で、二人の公爵をおさえることは、もはや誰にもできない。近いうちに二人は激突するだろうと。

「我がライトメリッツとブリューヌの間には、ヴォージュ山脈があるのみ。内乱が起きれば、火の粉がこちらに降りかかってくるのは確実です。しかも、テナルディエ公は、ライトメリッツに近いアルサスに、三千もの兵を差し向けました」

　三千という数字を強調して、エレンは続けた。

「領主不在で、歩兵を百人ほどしか用意できない地を攻めるには、多すぎる数です。私はこの動きに、アルサスをおさえる以外の狙いがあると感じました。たとえば、ヴォージュ山脈を越えてライトメリッツを攻めるというような。かといって、私がアルサスに軍を進めるわけにはいきません。そこで、ヴォルン伯爵に我々を雇わせたのです」

「もっともらしく言葉を連ねるが、テナルディエ公爵の軍勢がライトメリッツを攻めるというのは、そなたの思いこみに過ぎないのではないか」

　意地悪く顔をしかめるヴィクトール王に、エレンは真面目くさった顔で答えた。

「テナルディエ公は野心家です。ブリューヌ王を支えようとしないばかりか、混乱を利用して玉座を狙い、また自分のものではない領地を無法に侵そうとする男です。いま、ライトメリッツに打撃を与えれば、ディナントにおける敗北の雪辱を果たし、王子の仇を討ったという名声が手に入る。やらないとは思えません」

　少し喉が渇いたなと思いながら、エレンは口調をさりげないものに変えて、言った。

「ライトメリッツを攻める場合、兵をどうするのかという問題がありますが……。アルサスで対峙したテナルディエ公の軍勢は、驚くべきことに竜を使役していました」

　謁見の間が困惑の空気に満ちる。ヴィクトール王でさえ、すぐには反応できなかった。

「竜……と申したのか？」

「はい。地竜スローと飛竜ヴイーフルを一頭ずつ。にわかに信じられることではないでしょうが、調べていただければ事実とわかるはずです。私でなければ、打ち倒すことはできなかったでしょう」

　ティグルが飛竜を吹き飛ばした光景は、多くの者が目にしている。だが、あのとき、エレンは彼の隣にいた。その直前に地竜を葬っていることもある。戦姫が竜具の力で飛竜を倒したと言えば、誰もが信じるだろう。

　エレンは言葉を続けた。

「公爵が竜をどこで見つけ、どのようにして操っているのか、いったい何頭の竜を従えているのかはわかりません。ですが、ブリューヌ国内の争いを山向こうの火事だと思って座視するのは危険です。何より、理はヴォルン伯爵にこそ――」

「もうよい」

　エレンの言葉を、ヴィクトール王は苛立たしげに手を振ってさえぎった。

「何を言おうと、そなたのやったことはブリューヌへの侵略でしかない。テナルディエ公とガヌロン公が我が国を共通の敵と認識して手を結べば、ジスタートとブリューヌの戦いになるのだぞ。余はブリューヌとことをかまえる気はないというのに。即刻、手を引き……」

「――お待ちください」

　エレンのものではない、落ち着きのある声が、ヴィクトール王の言葉を止めた。

　群臣の中からひとりの女性が進みでる。

　年齢は二十歳前後。ゆるやかに波打つ淡い金色の髪は膝に届くほど長く、緑柱石の色の瞳には穏和な輝きがある。柔和な笑みと、楚々そそとしたたたずまいが強く印象に残る、エレンとはまた違う魅力を備えた長身の美女だ。

　ゆったりとした袖と裾を持つ白絹の衣と、足下まである薄緑色のスカートという装いで、豊かで優美な身体の曲線は、男だけでなく女さえも魅了するだろう。

　その手には、黄金の輝きを放つ見事な装飾の錫しゃく杖じょうがある。先端には青い宝玉をあしらった大きな円環があり、円環に通されている四つの輪が触れあって、涼やかな音を奏でた。

「ポリーシャの戦姫、ソフィーヤ＝オベルタスか……」

　ヴィクトール王がため息をつく。ソフィーヤと呼ばれた美女は優雅に一礼すると、その場に膝をつき、錫杖を床に置いて、口を開いた。

「恐れながら、陛下に申しあげます。ブリューヌとことをかまえる気はないという陛下のお考えは、正しいものと思います。ですが、我が国はさまざまな形でブリューヌと交流があり、もしも大貴族同士の争いが起きれば、影響を受けることは避けられません。何かあったときに備えて、いつでも介入できる用意はしておくべきかと」

「エレオノーラの行いを許せと？」

「エレオノーラが陛下のお許しを得ずに行動したことは、咎とがめられるべきでしょう。ですが、戦は古来、拙速を尊ぶもの。それに、友軍としてヴォルン伯爵に協力するのではなく、雇われた形にしたのはよい判断だったと考えます」

「なぜ、そう思う？」

　ソフィーヤの話を聞いているうちに冷静さを取り戻したのか、老いた王は静かに尋ねる。

「エレオノーラはヴォルン伯爵と契約をかわしたのであり、伯爵の考えを支持しているわけではないと主張できます。それに、この契約は我が国の方針を決めてしまうものではなく、テナルディエ公やガヌロン公といった他の者たちと交渉する余地を残しています」

　考える様子を見せたヴィクトール王に、ソフィーヤは続けた。

「陛下、ブリューヌの情勢を気にしているのは、我が国だけではありません。ムオジネル、ザクスタン、アスヴァールも、ブリューヌの情報を求めているでしょう。ヴォルン伯爵の立場と視点から得られる情報は、我が国だけのもの。また、状況の変化によっては、彼を通じてブリューヌと交渉する選択肢も出てくるかもしれません。エレオノーラに手を引かせては、それらの利点を捨てることになります」

　ソフィーヤの態度はあくまで控えめで、物腰もやわらかい。その言葉はそっと耳の奥へ染みこんでいくような響きを帯びて、どこか反発しづらい雰囲気を帯びている。

「ブリューヌと交渉するための道は、多いほどよいというわけか……」

「テナルディエ公たちが我が国を敵と見做みなす可能性は、たしかにございます。とはいえ、彼らはすでに内部での争いをはじめています。いたずらに敵を増やすより、まずはこちらの真意をたしかめに来るのではないでしょうか。もしも、それすらせずに兵を差し向けてくるというのであれば、わたくしが彼らを歓迎いたしましょう」

　廷臣たちの間からざわめきがあがった。

　ソフィーヤの発言は、決して無責任なものではない。彼女はポリーシャ公国を治める戦姫であり、多くの兵を動かし、彼女自身もひとりの戦士として戦えるのだ。

　ヴィクトール王は目を閉じてまぶたを揉み、ため息をつく。エレンに訊いた。

「エレオノーラよ、ヴォルン伯爵の目的は何だ。テナルディエ公を討って、その領地をことごとく奪うつもりか。最終的には玉座を狙っておるのか」

　エレンは顔を伏せて、懸命に笑いをかみ殺さなければならなかった。

――陛下がそうお考えになるのはわかるが……。ティグルが玉座にとは、難しい想像だな。

「伯爵の願いは、領地の平和と領民の安全でございます」

「立場を考えれば贅沢な要求だな。では、テナルディエ公の領地を奪うつもりはないと？」

「いまのところは。今後の戦い次第では、奪わざるをえない状況も出てくるでしょう。それに、彼は味方に報いねばならないことを知っています。公爵に要求するものは要求するかと」

「そなたがヴォルン伯爵から受け取る予定の報酬は何だ」

「戦にかかった費用、武勲に見合う恩賞、将兵への褒美。以上にございます」

　アルサス全土を譲り受ける話になっていることは、黙っておく。

「領地を譲り受けるようなことはないのだな？」

――結局、そこか。

　以前、ティグルに話した、歴代の王と戦姫たちの関係について思いだす。

　ヴィクトール王が自分を信用しないのは仕方ない。だが、戦姫に力をつけさせたくないのであれば、自分の手を動かせと言いたい。王はおそらく自分以上にブリューヌの内情をつかんでいたはずであり、戦姫や諸侯たちに方針を示すことができたはずだ。

　ともあれ、王の臣下としては、こう答えるしかない。

「もしも領地を得ることがあれば、ひとかけらの土も漏らさず陛下に献上いたしましょう。この場にいるすべての者が証人でございます」

「よろしい。ヴォルン伯爵の一件、そなたに任せよう」

　その言葉を聞いて、ようやく解放されるとエレンはそっと息を吐いた。

「余としては、ブリューヌで起こるだろう内乱に介入するつもりは、いまのところない。諸卿はジスタートの国益を第一に考え、軽けい挙きょ妄もう動どうは慎むようにせよ」




　　　　　　　†




　謁見の間を出たエレンは、すこし離れたところにある柱廊で足を止めた。

　まっすぐ延びた長大な廊下は飾り気こそないが、等間隔に並んだ円柱の間から陽光が射しこんで明るさと暖かさに包まれており、エレンはほっと息をつく。謁見の間の厳粛で重厚な空気にさらされた直後だ。開放感が心地よかった。

　謁見の間を出た者は、必ずこの柱廊を通る。エレンは柱によりかかって腕を組み、ソフィーヤが姿を見せるのを待った。

　通り過ぎていく官僚や諸侯を、エレンはぼんやりと眺めていたが、不意に眉をひそめる。柱廊の奥に現れたひとりの娘が、まっすぐこちらへ向かってきたからだ。

「相変わらず、周囲に迷惑をかけるのだけは得意みたいね、エレオノーラ」

　彼女は蔑さげすむような視線と、棘とげのある声を投げかけてきた。
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　背は、エレンより低い。氷を思わせる白い宝冠を頭につけ、長く青い髪を、頭の左右に集めてまとめている。華きや奢しやな身体にまとっているのは、白を基調として、袖やスカートなどに深い青と金をあしらった軍衣だ。

　その姿だけなら、白い肌と相まって可憐な印象を与えるだろう。だが、青い瞳に宿った意志の輝きと、右手に握られた柄の短い槍の存在が、彼女を戦士であり、戦姫だと教えている。

　槍の柄は、一筋の白を絡みつかせた深い青。柄の先にある穂は、氷塊を削りだして細かな装飾をほどこし、中央に赤い宝石をあしらった芸術品のようだ。しかし、槍のまとう神秘的な雰囲気が、これは飾りものではないことを教えている。

　不意に、槍の中央にある赤い宝石が冷たい輝きを放った。それに反応して、エレンの手にあるアリファールがくるくると風をまといはじめる。

「おや、来ていたのか、リュドミラ。存在感が薄すぎて、いままで気づかなかったぞ」

　見下すような視線を受けとめ、エレンは身体を起こし、リュドミラと呼んだ娘の前に立つ。底意地の悪い笑みを浮かべ、馴れ馴れしい仕草で彼女の頭に手を置いた。

「相変わらず成長していないと思ったが、それどころか以前よりも縮んだのではないか？　しおらしい態度でお願いしますと頭を下げれば、背が伸びる方法を教えてやらないこともない。ついでに、その貧相な胸を大きくする方法もな」

「ずいぶんと賢くなったのね。粗野と粗暴が人の皮をかぶったようなあなたが、ひとにものを教えようとするなんて驚いたわ。明日は星でも落ちてくるのではないかしら」

　怒りを覚えたとしても、リュドミラはエレンの挑発に乗らなかった。高圧的な態度はそのままに、自分の頭を撫でる手を優雅な手つきで払いのける。

「でも、遠慮しておくわ。ひとにものを教える前に、躾のなっていないあなた自身を省みなさいな。あなたにくらべれば、気性の荒い獣でさえ上品に見えるでしょうね」

「好意の申し出を侮辱で返すとは、実に上品な対応だな？」

「あなたの好意というのは、ひとの身体的特徴を嘲あざ笑わらうこと？　ひとの世では、それはもっとも冒涜的な行為のひとつなのよ。礼儀について学び直すことね、エレオノーラ」

「あいにく、戦姫などと呼ばれる前は、礼儀と無縁の生活をしていたのでな」

　叩きつけられる敵意を鼻で笑って、エレンは肩をすくめた。リュドミラもまなじりを吊りあげて嘲ちょう笑しょうする。

「礼儀や品性は、己の意思と努力で身につけることができる数少ないものよ。さきほどの謁見でもそうだったけど、あなたからは、このジスタートを守る戦姫としての見識も、知性も、品格も、露ほども感じられなかったわ」

「紅茶とジャムの瓶を腰にぶら下げて歩くような女が、品格を語るか」

　エレンの言葉が癇かんに障さわったのか、リュドミラはついに怒りを露あらわにして言い返した。

「今日は持ち歩いていないわよ。あなたと違って、時と場所はわきまえているもの」

「そもそも、戦姫に見識だの品格だのが求められているなどという話は初耳だ。妄想を抱くのはおまえの自由だが、それをさも常識であるかのように語るのはどうかと思うぞ」

　烈しい怒りを瞳にたたえて、ふたりの戦姫は睨にらみあった。もはや言葉は不要とばかりにエレンは長剣に手をかけ、リュドミラは槍をかまえる。

　静かだった柱廊は一触即発の空気に包まれた。運悪く通りかかった官吏や役人たちは、彼女らを見ないようにしながら急ぎ足で歩き去っていく。

「――えい」

　突然かわいらしい声が響いて、エレンとリュドミラの頭を順番に硬いものが叩いた。

「何を……」

　エレンは怒りの眼差しを声の主に向け、言葉の続きを呑みこんだ。

　ソフィーヤ＝オベルタスがやわらかい微笑を湛えて、エレンとリュドミラを見ている。

「もう、喧けん嘩かはだめでしょ、ふたりとも」

　ソフィーヤの笑顔も、言葉も、他愛のないいたずらをした子供を叱るふうで、迫力はまるで感じられない。

　しかし、エレンもリュドミラも口をつぐみ、それぞれ気まずい表情で距離をとった。ソフィーヤの美しい顔の中の細い眉が、微妙に角度を変えていることに気づいたのだ。見慣れた者でもなかなか気づかない微細な変化だが、間違いなく彼女は怒っている。

　これ以上ソフィーヤを怒らせると冗談ではすまなくなることを、エレンもリュドミラも身をもって知っていた。

「まったく……どうしてあなたたちは、顔を合わせると喧嘩しかしないのかしら」

「この女が」

　反射的に、エレンとリュドミラは異い口く同どう音おんに答えて相手を指さす。

　また睨みあいがはじまったので、ソフィーヤが再び錫杖で二人の頭を叩いた。

「ところでエレン、どうしてここにいるの？　あなたはもう王宮を出たものとばかり思っていたのだけど」

　ソフィーヤに訊かれて、エレンは一瞬口ごもったものの、素直に礼を述べた。

「ありがとう、ソフィー。おまえが口添えをしてくれて助かった。おとなしく降参するつもりは毛頭なかったが、あのままでは長引いただろうからな」

「長引くと、ぼろが出てしまうものね。あなたは」

「ぼろ、ていどですむわけがないわ。戦姫全員の尊厳が失われるような言動をしてもおかしくないわね」

　苦笑するソフィーことソフィーヤに、リュドミラが冷たい口調で鼻を鳴らす。

　エレンは苛立ちをまぎらわすかのように、首を飾る小さな宝石をいじりながら、不機嫌そうにリュドミラへ吐き捨てた。

「私はソフィーと話がある。おまえはさっさと去れ」

「おたがいのためにも、そうした方がいいでしょうね。でも、その前に聞いておきたいことがあるわ」

　腕を組み、真剣な表情になってリュドミラはエレンを見据える。

「ヴォルン伯爵といったかしら。どこの田舎貴族か知らないけれど、あなたはそのひとの味方をしてブリューヌの内乱に介入するということ？」

「だったらどうしたというんだ。おまえには関係ないだろう」

　田舎貴族という単語に気分を害して、エレンは怒気を隠そうともせずに答えた。

「ぽっと出の戦姫であるあなたにつきあわされるなんて、かわいそうなひとね」

　哀れむような笑みを浮かべて言い捨てると、リュドミラはエレンたちに背を向ける。王宮の廊下を静かに歩き去った。

　次の瞬間、小さな宝石がエレンの手から床に転がり落ちる。いじっているうちに、首の飾りを縫い留めていた糸を引きちぎってしまったようだ。

「ソフィー、針と糸を持ってないか」

「こういうのは素人がいじってもひどくなるだけよ。それより――」

　遠ざかっていくリュドミラの背中を見送って、ソフィーは小さくため息をついた。いつもの微笑を消して、本当に困ったような顔でエレンを見る。

「エレン。あなたはライトメリッツの公主として、ミラを敵にまわしてしまったわ」

　ソフィーの台詞に、エレンの表情が戦士としての顔つきへと変わった。

「詳しく聞こう」







　広大な王宮の隅に、噴水を設置した小さな庭園がある。

　濠から水を引いており、噴水が凍りつく冬を除いて常に水が流れているところだ。ちなみに、巨大な魚の形をした噴水が姿を隠し、流れる水の音が声を消してくれるということで、ここは密会などにもよく使われている。

　厨房に立ち寄って果実水クヴァースをもらったあと、エレンとソフィーはこの庭園まで足を運んだ。噴水の縁に並んで腰を下ろす。

「私がティグルの味方をすることが、どうしてリュドミラを敵にまわすことになる？」

「簡単よ」と、果実水を口につけながらソフィーは淡い金色の髪を揺らした。

「ミラは、テナルディエ公と長いつきあいなの」

「あいつとテナルディエが？」

　エレンは信じられないというふうに目を丸くする。

「わからんな。テナルディエ公については私なりに調べたが、とうていつきあいたいと思える相手ではないぞ。やつの馬鹿息子もそうだったが、領民を虐しいたげ、他人を力で踏みにじることを何とも思わず、略奪を推奨するような男で、リュドミラの嫌いな種類の人間のはずだ。いや、リュドミラのことをそう知っているわけではないが……」

「あの子のことが気になる？」

「あいつの治めているオルミュッツは、ライトメリッツに近いからな」

　エレンの返答はどこかひねくれた口調だった。不機嫌そうに果実水を飲む彼女を、ソフィーは優しげな眼差しで見つめる。

　戦姫たちの公国はジスタート王国内に点在している。間には王国の直轄地を必ず挟み、決して隣接しないようになっていた。

　ライトメリッツに近い戦姫の公国はふたつあり、そのひとつがオルミュッツだ。もうひとつの公国を治めている戦姫については、エレンは何の心配もしていない。隣に座っているソフィー以上に親しい戦姫だからだ。

「あの子だけではないわ。ジスタートの諸侯の多くは、テナルディエ公爵やガヌロン公爵と何らかの形で交流がある」

　顔をしかめるエレンに、ソフィーは何かを考えるように視線を泳がせていたが、やがて視点を噴水に定めると、とめどなく流れる水を眺めながら訊いた。

「あなた、商人ムオネンツォって知ってるかしら」

「知らない。誰だ、そいつは」

「あなたやわたくしが生まれるよりもずっと昔のひとよ。ムオネンツォには妻と、それから息子と娘がいたの。彼は毎日その三人に暴力をふるっていたわ。三人とも、顔が腫れていない日はなく、身体にはいつも痣あざがあって、夜は痛みと苦しみに泣いていたそうよ」

「果実水のまずくなる話だな」

　エレンは露骨に不愉快そうな顔になる。

「ある日、ムオネンツォはとうとう息子に刺されて死んでしまったの。多くのひとが仕方ないとしながらも彼の死を嘆き悲しんだというわ」

　意外な言葉に、おもわずエレンはソフィーを見た。ソフィーは首をかしげ、複雑な表情をつくって微笑む。

「ムオネンツォはね、商人としては誰よりも誠実で、有能だったのよ。約束は違えず、遅れることもなく、すべてにおいて質も高いというふうに」

「テナルディエも同じということか」

「ええ。彼と敵対しているガヌロン公爵もね。国内はともかく、国外ではブリューヌを代表する大貴族の名に恥じないわ。古くからの名門で、豊かで広大な領地を治め、顔は広く、融通がきく。あなただって、取引をする相手はしっかりしたひとのほうがいいでしょう？」

　そう言われるとエレンは反論できず、拗すねた子供のように頬をふくらませた。ソフィーは気遣うような視線をエレンに注いで言葉を続ける。

「あなたとヴォルン伯爵の敵は、テナルディエ公だけじゃないわ。彼が勝つことで自分も利益を得る、または彼に倒れられると困る……そういうひとたちもいるのよ」

　エレンは果実水の入った陶杯を置くと、うんざりした顔で頬杖をついた。

「リュドミラもそのひとりというわけか」

「ええ。もうひとつ付け加えておくと、国王陛下がブリューヌとことをかまえる気はないとおっしゃっていたのも、そのためなの。テナルディエ公かガヌロン公のどちらかを支持するようなことを言えば、もう一方と交流がある戦姫や諸侯が不満を持つでしょう」

「それなら私が陛下を恨むのは筋が通っていることになるな」

　エレンは皮肉っぽい笑いを浮かべた。ソフィーは苦笑を返す。

「ミラのことだけど、彼女に対するあなたの評価は正しいわ。彼女は、テナルディエ公爵のようなひとは好きじゃないもの。むしろ、嫌いといってもいいくらい」

「つまり、あいつ個人の好き嫌いで決められるつきあいではないと」

「彼女が生まれる前から続いている交流だもの」

　ソフィーが首を横に振ると、金色の髪が陰りを帯びた。

「我が国の諸侯であればともかく、他国の諸侯のやることを批判するのは難しいわ。それに、自分が戦姫になる前から、それこそ何十年も続いてきた良好な関係を、ミラが個人の感情で壊すことなんてできると思う？　彼女はお母様やお祖母様をとても尊敬しているもの」

「ふん」と、エレンは鼻を鳴らした。

　戦姫は竜具によって選ばれる。

　戦姫が何らかの理由によって戦姫たりえなくなると、竜具は戦姫のもとを去り、新たに戦姫と認めた者の前へ現れるのだ。それゆえに、新たな戦姫が先代の戦姫と何らかの関係を持っている可能性は小さい。

　エレンはライトメリッツの先代の戦姫と会ったことはないし、名前も知らなかった。ソフィーもそうだという。

　だが、リュドミラは違う。彼女の母も、祖母も、曾祖母も、槍の竜具に選ばれ、戦姫としてオルミュッツ公国を治めてきた。彼女は戦姫の娘として生まれ育ってきたのだ。先代や先々代の戦姫が行ってきたことを受け継ごうとする思いは、エレンには想像できないものだった。

　しばらくの間、エレンは脚をぶらぶらさせながら噴水の流れをぼんやりと眺めていた。

「ところで、ここまで教えてあげたんだから、わたくしも聞いていいかしら」

「何をだ？」

　身体を起こして、大きく伸びをしながらエレンはソフィーを横目で見る。

「ヴォルン伯爵のこと。あなたがそこまで肩入れするなんて、どんなひとなの？」

　虚を突かれて、エレンは反応が遅れた。慌てて言葉をさがし、いくばくかの間を置いてやや照れくさそうに答える。

「まあ、その……なんというか、かわいいやつだな」

　あらあら、とソフィーは口に手をあてて微笑みながら、意外な思いにつつまれていた。

　政治的な理由だけで手を貸しているとソフィーは思っていたのだが、そうではないらしいのがエレンの表情から察せられたのだ。

　彼女にこのような顔をさせた男に、俄が然ぜん興味が湧いた。やや身を乗りだし、ソフィーはエレンの顔を覗きこむようにして質問を重ねる。

「かわいいって、たとえばどんなところが？」

　エレンはどこかくすぐったそうな表情になって頬をかく。

「そうだな……いろいろあるが、ひとつ挙げるとすれば寝顔かな」

「まあ。もう寝顔を見るような関係にまでなったの？」

「あ、あいつがいつも寝てばかりいるというだけだ」

　興味津々といった顔をするソフィーに、エレンは顔を耳まで真っ赤にして否定した。

「真面目な話をするとだな。欠点はいろいろとあるが、民を思い、そのために命を懸けることのできる男だ、ティグルは。あと、弓の技量にかけては天才的だな。あんなのはいままで見たことがない」

「あら、ヴォルン伯爵はブリューヌ人でしょう？」

　ソフィーが首をかしげたのは当然の反応といっていい。ブリューヌ王国の弓に対する蔑視は、近隣諸国においてもよく知られている。

「あいつはな、空高く舞う飛竜をたった一本の矢で射落としたんだ」

　エレンは子供のように紅の瞳を輝かせ、にんまりと笑った。

「あらあら、それはすごいわね」

　ソフィーはくすりと微笑んだが、その表情から察するに冗談だと思っているらしい。エレンは肩をすくめながら、必死に笑いをこらえていた。

　事実を信じてもらえないというのに、悔しくない。それどころかとてもおかしい。

　それからティグルのことを褒めたりけなしたりしつつひとしきり語ったあと、エレンはこう締めくくった。

「あとは実際に会って話してみろ。どうせ、そのうちルーニエに会いに来るのだろう？」

　ルーニエというのは、エレンがライトメリッツの公宮で飼っている幼竜の名だ。

　優しげでおっとりとした物腰からは想像しにくいが、ソフィーはエレンが呆れるほどの竜好きだった。こうして親しくなったのも、彼女がルーニエに会うために、しょっちゅうライトメリッツへ足を運んでいたからだ。

　ちなみに、ソフィーの想いとはうらはらに、ルーニエは彼女のことをあまり好きではないようで、彼女の気配に気づくとすぐに飛んで逃げるのだった。

「前もって言ってくれれば、ティグルも呼んでおく。私としても、おまえをあいつに会わせてみたくはある。あいつの弓の技量もぜひ見せたい」

「そうね。楽しみにしてるわ」

　緑柱石の瞳に純粋な喜びの色を湛えて、嬉しそうにソフィーはうなずいた。

　国王にも言わなかったことだが、ティグルの持つ黒弓について、エレンはソフィーにも伏せておくことにした。彼女のことを信頼していないわけではない。上手く説明できる自信がないことに加えて、言葉だけではとうてい信じてもらえない気がするのだ。

　果実水がなくなり、ふたりは庭園を離れる。

　ひとけのない廊下を並んで歩きながら、エレンは淡い金色の髪の戦姫に尋ねた。

「ソフィーはポリーシャに帰るのか？」

「今朝まではそのつもりだったのだけど、もうしばらく王都に留まろうと思うの。ブリューヌの情勢次第では、陛下から何かご命令があるかもしれないから」

「おまえも大変だな。ポリーシャにはずいぶん帰っていないのだろう？」

　心の底から同情する口調で、エレンは言った。ライトメリッツを愛している彼女としては、ソフィーのようにことあるごとに交渉へ駆りだされてはたまらないと思う。

　ところが、ソフィーは小首を傾げて微笑を浮かべた。

「そうね。でも、わたくしとポリーシャの距離感はこれぐらいがちょうどいいと思ってるわ。ポリーシャの先代の戦姫がどのようなひとだったか、前に話したことがあったでしょう」

「ああ、たしか、減点主義の看守みたいなやつだったとか……」

　以前にソフィーから聞いた話を思いだす。ポリーシャの先代の戦姫は、政務において優れた手腕を持つ人物だったが、よほどのことがないかぎり公宮から出ようとせず、騎士や官僚たちの一挙手一投足に、常に目を光らせていたという。

「ええ、当時、大赤字だったポリーシャを立て直した偉大な方らしいのだけどね。わたくしが戦姫になったころは、皆が落ち着かなくて大変だったわ。仲良くお話ができるまでずいぶん時間がかかったのよ」

「私も似たようなものだったな。ライトメリッツの先代の戦姫は、卓越した力量を持つ戦士だったそうだが、ずいぶん強欲だったらしいな？」

　からかうような目をソフィーに向ける。ソフィーが戦姫になったのは十六歳のときで、エレンやリュドミラより二年早い。エレンが知らない先代の戦姫を、彼女は知っているのだ。

「それだけじゃなく、美食家でもあったわ。あのひとが王都で勧めてくれたお店に外れはなかったわよ。だから、兵たちから恨まれていたとは思うのだけど」

　ライトメリッツの先代の戦姫は、戦に勝っても兵たちにあまり恩賞を与えず、戦利品の多くを自分のものとし、貯めこんだ金で美食に励んでいたという。

　それまで、兵たちが先代の戦姫についてあまり語りたがらないことを、エレンは不思議に思っていたのだが、ようやく納得したものだった。

「そういうわけで、わたくしは公宮に落ち着いているより、わたくしの好きなやり方でポリーシャの役に立とうと思ってるの。あなたもそうでしょう、エレン」

　問いかけられて、エレンはうなずいた。その通りだ。見たこともない先代の戦姫の真似などできないのだから、自分なりに考えて、前へ進んでいくしかない。

「ソフィー」と、表情を真剣なものにして、エレンは言った。

「おまえの力を見込んで、頼みたいことがある」

「戦姫や有力な諸侯で、テナルディエ公爵とガヌロン公爵に協力しているひとを調べてほしいというところかしら？」

　おっとりとした微笑とやわらかな態度からは想像し難いが、ソフィーは情報の収集に長け、交渉も上手い。ヴィクトール王も評価するほどで、彼女を外交の使者として何度か隣国へ派遣したことがある。

「さすがだ。それと、もうひとつ。謁見の間でも言ったが、テナルディエ公がどうして竜を従えることができるのか、調べてくれ」

「そちらについては、他のひとたちも熱心に調べるでしょうけど。そうね、他ならぬエレンの頼みだもの。わたくしなりにやってみるわ」

「助かる。今度好きなだけルーニエを抱きしめたり頬ずりしたりしていいぞ。逃げられないようにしておくから」

　エレンは容赦なく幼竜の運命を決めた。ソフィーは嬉しそうに微笑する。

「ありがとう。楽しみだわ」

「ところで一応聞くが、ソフィーはテナルディエやガヌロンとつきあいは？」

「ないわ。ブリューヌとの交渉をよく任されるのは、そのせいもあるのでしょうけど」

「大変だな。それじゃ……サーシャはどうかな」

　エレンの口調が、わずかに慎重なものになる。

　サーシャというのは、レグニーツァ公国の主である戦姫アレクサンドラ＝アルシャーヴィンの愛称だ。エレンと彼女はおたがいを愛称で呼びあうほど親しい仲である。

　レグニーツァはジスタート王国の西にあり、海に面している。ブリューヌやアスヴァールとの交易によって得られる富は、レグニーツァにとって重要なものだった。

　ガヌロン公爵の領地はブリューヌ北部にあるが、港町のある沿岸部は含まれていない。それでも、大貴族であるガヌロンの影響を受けずにはすまないだろう。

「わたくしは知らないけれど、ないんじゃないかしら。レグニーツァの位置を考えれば、ガヌロン公との交流はありそうだけど、彼女の性格を考えるとね」

　ソフィーの返答に、エレンは安堵の息をつく。それから強くうなずいた。

「そうだな。サーシャならそうだろう」

　王宮の門が見えてきた。まだ用事があるというソフィーと別れ、エレンは王宮を出る。陽光におもわず目を細めながら、空をあおいだ。

――ティグルの方はどうなっているかな。

　とにかく国王から行動の許可は得たのだ。ティグルたちと合流するとしよう。

「さあ、はじまりだ」

　彼女の手にあるアリファールが、主に応えるようにささやかな風を起こした。







　エレンを見送ったあと、ソフィーは考えごとをしながら王宮の廊下を歩いていた。

――いま、王宮にいて、ブリューヌについて詳しい話を聞かせてくれそうなひとは……。

　候補を何人か挙げていく。そのとき、ソフィーは横合いから声をかけられた。

　見ると、絹のドレスをまとった年配の女性が、親しみのある笑みを浮かべて立っている。父の旧知の人物だ。昔、ソフィーも二、三度ほど顔を合わせたことがあった。

　ソフィーは彼女に微笑と会釈を返し、意外なところでの再会をおたがいに喜びながら、世間話をしてわかれた。

――わたくしのいまは、父の影響もあるのかもしれないわね。

　歩きだしながら、ふとそんなことを思う。

　ソフィーの父は、彼女の生まれ育った町の領主に仕える騎士だった。だが、戦場に出たり、荒事の処理を任されたりすることは多くなく、おもに商談や折衝、仲裁を行っていた。

　そうした仕事を家ですることも多く、ソフィーは父が連れてくる「お客」を、興味深げに見つめたものだった。父のような騎士もいれば、市井の若者もいたし、諸侯の子息もいた。ジスタート人でないこともあったし、ジスタート人であっても、遠方から来たひともいた。

　幼かったソフィーは、そのような形で世界の広さを漠然と感じとっていき、自分の知らない遠くには何があるのだろうと考えるようになっていった。

　もっとも、竜具によって戦姫に選ばれることがなければ、その思いはぼんやりとした憧れのままで終わり、彼女は生まれ育った町から出ることなく一生を終えただろう。

　自分の手にある黄金の錫杖に、視線を落とす。

『退魔の祓甲』の異名を持つ錫杖の竜具、光華ザート。ある日、突然目の前に現れたこの竜具を手に取って、彼女はソフィーヤ＝オベルタスとなった。

――戦姫となってからもう四年になるけど……。

　この四年で、ソフィーはさまざまな地へ足を運び、多くのひとと出会い、言葉をかわし、わかれた。戦姫であり続けるかぎり、この生き方は変わらないような気がする。

――ううん、案外、ちょっとしたことがきっかけになって変わるかも。

　戦姫になる前は、このような人生を歩むことなど想像もできなかったのだから。

　涼やかな音を響かせて、ソフィーは廊下を歩いていった。









　　　３　　　テリトアール














　エレンが王都シレジアでヴィクトール王に謁見した日から、数日さかのぼる。

　秋半ばのくすんだ青空と穏やかな陽射しの下、街道を整然と進む集団の姿があった。

　先頭にいるのはティグルヴルムド＝ヴォルンとリムアリーシャの二人だ。ともに馬に乗っており、ティグルは服の上に革鎧をつけて外套を羽織り、リムは軍衣の上に甲冑をつけている。

　二人のあとに続くのは、バートランがまとめ役を務める二十人のアルサス兵と、旅装姿のティッタ、そしてルーリックに統率された八十のライトメリッツ騎兵だ。

　兵たちは四種類の旗を掲げている。紅馬旗バヤールと黒竜旗ジルニトラ、青地に白い半月と流星を描いたヴォルン家の旗と、黒地に銀の剣を描いたライトメリッツ公国の旗だ。二つの王国の旗が並んでいる光景は奇妙なものであったろう。

　ティグルたちはマスハスの助言に従って、オージェ子爵に会うべく、三日前にセレスタの町を発った。そして、オージェの治めるテリトアールに入り、中心都市であるベルフォルの町に向かっているのだった。

「それでは、我が国の国王陛下の御名を正確に述べてください」

　リムが淡々とした口調で、ティグルに質問を出す。ティグルは必死に記憶をさぐった。

「ええと、ヴィクター……違った、ヴィクトール＝アルトゥール……」

　それより先がどうしても思いだせず、ティグルは言葉に詰まる。リムはため息をつくと、手にしている細い枝でティグルの頭を軽く叩いた。

「ヴィクトール＝アルトゥール＝ヴォルク＝エステス＝ツァー＝ジスタート。ヴィクトールが陛下の名、アルトゥールは陛下の祖父君の名、ヴォルクは狼のように育ってほしいという願いをこめて陛下の父君がつけられた愛称、エステスが姓、ツァーは王族のみに許された尊姓。これで三度目です。いいかげんに覚えてください」

　ティグルは叱られた子供のような顔をして、叩かれたところをかいた。

　セレスタの町を発ってから今日まで、ずっとこの調子である。

　リムの左手には、十数枚の羊皮紙を束ねた教本がある。それにはジスタートの歴史や神話、歴代の王の名や伝統的な行事などが隙間なく書きこまれていた。ちなみに手綱は左腕に引っかけてあり、彼女は腕の動きだけで馬を操っている。

「どうしても覚えなくちゃいけないのか……？」

「ティグルヴルムド卿、ご自分の立場はわかっておられますか？」

　つい愚痴をこぼすティグルに、リムは背筋が凍りそうなほどの厳しい視線を向ける。

「あなたはエレオノーラ様の捕虜なのです。今後、ライトメリッツを訪れる機会は頻繁にあるでしょう。戦いの結末次第では、我が国の国王陛下に謁見することもあり得ます」

　いやな未来だと思ったが、さすがに彼女を前にして言えるはずがない。

「エレオノーラ様に恥をかかせないためにも、こうした基本的な知識はすべて、可能なかぎり早く頭に入れていただきます」

――言いたいことはわかるが……。セレスタを発ってから、進軍中も休憩のときもこればかりじゃないか。

「返事は？」

「がんばります、先生」

　そう答えるティグルの声には熱がない。リムが羊皮紙の束を折りたたむのを見て、やっと終わったと気が抜ける。

「ところで、冬の終わりと春の訪れを祝う、古くから行われている祭は？」

　不意に質問が飛んできて、ティグルはおもわずリムを凝視した。幸い、頭はどうにか動いてくれて、一瞬後には答えが出てくる。

「たしか……太陽祭マースレニッツァだっけ」

「正解です」

　氷のような厳しい表情を溶かし、リムはやわらかい微笑を浮かべた。

「我が国はブリューヌよりも冬が長いので半年以上先になりますが、余裕があれば見ることができるかもしれないですね」

　機嫌よさそうに補足してリムは馬首を巡らし、踵を返す。

「休憩にしましょう。私は兵の様子を見てきます」

　離れていくリムの背中を一いち瞥べつすると、ティグルは肩を落として深いため息をついた。

「おつかれさまでした、ティグルヴルムド卿」

　リムと入れ替わるようにして、ひとりの騎士がティグルの隣に並ぶ。非常に整った顔立ちをした、二十歳前後の若者だ。髪を一本も残さず丁寧に剃そりあげられた頭部が見る者に強烈な印象を与える。

　彼の名はルーリック。エレンに仕える騎士と兵の中で屈指の弓使いであり、もっともティグルに好意的な男でもある。

「どうせならもっと早く来て、横から助言してほしかったな」

「そんなことをしたら、私がリムアリーシャ殿に睨にらまれます。それに、遠くから見ている分にはなかなかいい感じの教師と教え子に見えたので」

「当事者の俺には拷問のような時間に思えたがなあ」

　首を横に振って疲労感を振り払うと、ティグルは話題を変えた。

「ティッタやうちの兵たちは、おまえの目から見てどうだ。無理をしてないか？」

　ティグルがアルサス兵とライトメリッツ兵の混成軍を率いているのには、わけがある。セレスタの町を発つ前日の夜、バートランにぜひとも同行させてほしいと懇こん願がんされたのだ。

「ディナントでは、まったく若のお役に立てませんでした。テナルディエの軍が町を襲ったときも、わしらは何もできず、ライトメリッツの兵士たちに助けられるばかりだった。わしだけじゃない、皆、悔しい思いをしています。どうか名誉挽回の機会をくれませんか」

　そう言われると、ティグルとしてはだめだと言えない。それに、オージェ子爵に会うのに、ライトメリッツ兵だけよりは、アルサスの民がいた方がいいだろう。

　リムに相談すると、彼女も承諾した。そこで、怪我をしておらず、ライトメリッツ兵ともうまくつきあえる者という条件で、ティグルは二十人の兵をバートランに選ばせたのだ。

　代わりに、リムは二十騎のライトメリッツ兵を町に残すことにした。町の周辺を巡回し、何かあったときは馬を走らせてティグルたちに知らせるための留守番である。

　ティグルにとって予想外だったのは、そのような話を知ったティッタが、自分も同行すると言ってきたことだ。最初、ティグルは反対したのだが、彼女の強い要望に加えて、意外にもリムが賛成したことで考えを変えた。

「あなたには、身だしなみを整えてくれるひとがそばにいた方がいいでしょう」

「俺はそんなにだらしないかな……？」

「ライトメリッツを発つとき、私とエレオノーラ様とでどのような評価を下したか、もう忘れてしまったのですか」

　リムに冷たく言われて、ティグルはぐうの音も出なかった。

　ティグルとしても、本音をいえば、ティッタを屋敷にひとりで残していくのは気が進まなかった。テナルディエ軍を撃退した日の夜、ティグルは彼女を叱ったのだ。

「俺を屋敷で待つというティッタの気持ちは嬉しいよ。でも、ああいうときは逃げてくれ。おまえを助けるのが間に合わなかったらと思うと、ぞっとするどころじゃない」

　ティッタは「申し訳ありません」と、はしばみ色の瞳に涙をにじませて謝り、その場はおさまったものの、ティグルの心には不安が残った。

　そうした危惧に、彼女にさびしい思いをさせたくないという気持ちが加わり、ティグルはティッタの従軍を受けいれたのだった。

「まだ数日で、平和な行軍だからというのもありますが、とくに問題はありませんな」

　ルーリックの言葉に、ティグルはほっとした。禿頭の騎士は笑って続ける。

「ティッタ殿はよく気がつくし、何ごとにも一生懸命なので、兵たちに好かれています。リムアリーシャ殿の目があるので、よけいなことをする者はおりませんからご安心ください」

「リムアリーシャが？」

　ティグルは意外だという顔をした。リムがティッタに声をかけている場面をほとんど見ないため、あまり気にしていないと思いこんでいたのだ。

「ええ。リムアリーシャ殿は、ティッタ殿のことをちゃんと気遣っています。顔や態度に出さないのは、立場を考えてというより性格でしょうが」

「安心したよ。バートランたちはどうだ？」

「まだ、おたがいに遠慮がありますな。バートラン殿は話し上手で助かっています。それに、チェスやトランプもなかなか強い」

　休憩時や夜営をするときなどに、兵たちはそうした遊びに興じていたのだが、バートランはその中に溶けこめているらしい。それなら、他の者たちも少しずつ打ち解けるだろう。

「バートランが俺にトランプを教えてくれたんだ。ああ見えて、いかさまにも詳しいぞ」

「ええ。何人かが仕掛けましたが、ことごとく見破られました」

　ルーリックが肩をすくめ、その情景を想像してティグルは笑いをかみ殺す。

「ずいぶん楽しそうじゃないか。俺もまざりたいな」

「――何にまざりたいのですか？」

　背後から冷ややかな声がかけられる。いつのまにかリムが戻ってきていた。ルーリックは口をつぐんでそそくさと離れていく。

「いや、その……」

　遠ざかっていくルーリックを恨めしげに見たあと、ティグルは弱々しい口調で答えた。

「俺も、ちょっとでいいからみんなと遊んで、だな……」

「いいでしょう」

　あっさりと、リムは承諾したかに見えた。

「ただし、いまから私が出す十問にすべて解答できたらとします。あなたに必要なのは、兵との触れ合いよりもこちらですから」

　絶望を抱いて、ティグルは馬首にだらしなくよりかかる。馬は不満そうに身体を揺すった。

　結局、テリトアールに着くまでティグルがリムから解放されることはなかった。







　昼近くになってベルフォルの町が見えてきたので、ティグルはバートランを呼んだ。使者として町へ行ってもらうためだ。町のそばに兵たちを待機させる許可も得なければならない。

「バートランは昔、あの町に行ったことがあるんだったな」

「はい。ウルス様の従者として、何度か」

　町の外にひろがる、ゆるやかな起伏を見せる草原を見ながらバートランは懐かしむように言葉を続けた。

「このテリトアールってところは、うちとは違ってこう、だだっ広い草原がどこまでも続いとるんですな。山といったら――」

　遠くに見えるヴォージュ山脈の南端を指す。

「あのヴォージュの山々ぐらいでしょうかねえ。ここのひとたちは葡萄畑をつくったり、牛を放牧したり、鳩を飼って暮らしとるんです」

　そして、バートランはマスハスが書いてくれた手紙を上着の内側にしまうと、ベルフォルの町へ馬を走らせた。

　一刻ばかり過ぎたころ、バートランは笑顔で戻ってきた。

　兵たちの管理をルーリックに任せ、ティグルはバートランとリムの二人を伴って町に入る。

　リムはそれまで脱いでいた兜をかぶり、面頬までおろして顔を隠した。不思議に思って尋ねたティグルへの返答は、そっけないものだった。

「女性の騎士は目立ちますから」

　ベルフォルはセレスタよりもはるかに大きな町で、道も石畳で舗装されている。

　ただ、家々の造りはそれほど変わらない。木と石とレンガを組み合わせ、壁には漆しっ喰くいを塗り、いくつかの丸い石を載せた茅かや葺ぶき屋根の建物が多く目についた。

　ティグルやバートランには見慣れた光景だが、リムには珍しいらしい。左右に首を巡らせてきょろきょろとせわしなく眺めている。

「ティグルヴルムド卿。どうしてどの家の屋根にも丸い石が乗っているのですか」

　石の大きさは大人の頭ぐらいだろうか。それが三つか四つ、ほとんど必ずといっていいほど屋根に載っている。

　そのとき、ティグルの心の中で蠢うごめくものがあった。叱られてばかりのできの悪い教え子が、厳しい教師をからかってやろうという悪戯心だ。

「あれは、屋根が風で飛ばされないようにおさえつけるためのものなんだ」

「そうなのですか」

　疑う様子もなく、リムは感心してうなずいた。そのあまりに素直すぎる反応に罪悪感を抱いたティグルの隣で、バートランが闊かっ達たつに笑う。

「冗談を言っちゃいけませんよ、若。あれは昼間の内にお日様の熱であっためておいて、夜になったらいろいろなことに使おうってえものです」

「……そうなのですか」

　リムの冷たい視線と、怒りを帯びた低い声が鋭くティグルに突き刺さる。

「すこし厳しくしすぎたかと思っていましたが、ずいぶん余裕があるようですね。明日、いえ、今日から一日あたりの問題を増やすことにしましょう」

「……その、言い訳を聞いてもらえるかな」

「そんなことより、背筋をまっすぐ伸ばしてください。あなたは一軍の将なのですから。声も堂々と。まるでうっかり悪事を働いた小心者のようですよ」

　ティグルの願いをすげなくあしらい、リムは容赦なく責めたてる。バートランはなんとなく事態を理解したが、苦笑を浮かべて主を見守ることにしたらしかった。







　オージェ子爵の屋敷は、やはり木と石とレンガを組み合わせて建てられたものだった。ティグルの屋敷よりも倍近い広さを持ち、屋敷に併設される形で鳩小屋がある。

「鳩小屋？」

　首をかしげたリムに、今度は正直にティグルは説明した。

「食べるために鳩を飼ってるんだ。小屋の大きさから考えて百羽ぐらいかな。ジスタートにはないのか？」

「鶏小屋はありますが、鳩小屋というのは聞いたことがないですね。鳩を食べないわけではありませんが……」

　事前にバートランが使者として訪れていたため、ティグルたちは武器を預けるとすぐに子爵の部屋へと通される。リムは、人目がなくなってから兜を脱いで小脇に抱えた。

　領主の部屋とは思えないほどの、質素な部屋だった。

　窓のそばに置かれた水晶の花瓶だけが唯一の調度品のようで、日の光を浴びて床に不可思議な模様を描いている。

　飾り気のないベッドに、ひとのよさそうな笑みを浮かべた老人が身体を起こしていた。このテリトアールを治めているユーグ＝オージェだ。

「おお。よく来た、ティグル。いや、失礼。ヴォルン伯爵であったな」

「おひさしぶりです、オージェ子爵」

　ティグルは笑顔を返して一礼する。彼の顔を見て、その声を聞いた瞬間、小さいころに見た光景の断片が記憶の片隅によみがえった。マスハスが父のことをウルスと呼ぶのに対し、オージェはヴォルン伯爵と呼んだ。ただし、熱くなったり、話に勢いがついたりすると、呼び方がウルスになった。この老子爵はそういうひとだった。

　ティグルは一礼して、気遣うような表情を老人に向けた。

「どこかお身体でも悪いのですか？　それなら日を改めても――」

　寝ていなければならないほど具合が悪いのかと思ったのだが、老子爵は穏やかな笑みを浮かべて首を振る。

「なに、ちょっと怪我をしただけじゃよ。ただ、まわりがおおげさでな。息子もいま遠くにいてすぐには帰れないものだから、やれ安静にしろ、やれ身体をいたわれとな」

　とくに強がっている様子は見られない。ティグルはほっとした。

「それにしても懐かしいの。まだ子供のころのおぬしがこの屋敷に来たとき、何をしたか覚えておるか？」

「え？　ええと……」

　ティグルの背中に冷や汗が流れる。自分は何か不始末でもしでかしたのだろうか。まったく記憶がない。なにしろ、八歳だか九歳だかのころに一度だけ来たきりなのだ。

　答えられずにいると、老人は苦笑を浮かべ、痩せた身体を小刻みに震わせながら、おかしそうに告げた。

「おぬしはな、おとなどもの話が退屈だと見るや、この屋敷で探検ごっこをはじめての。侍女が見つけたときには、わしのベッドでよだれを垂らしていびきをかいておった」

　隣に立っているリムだけでなく、バートランまでが呆れた視線をティグルに向ける。ティグルは無言で深く頭を下げた。

「これはうつけか大物かとウルスと話したものじゃが、いやはや、あのジスタート軍を味方につけてやってくるとは成長したものじゃ。そちらがジスタートの戦姫殿かな」

「すみません、紹介が遅れました。彼女はリムアリーシャ。戦姫エレオノーラ＝ヴィルターリアが信頼している副官で、ライトメリッツ兵たちの指揮官です」

　リムは無言で老子爵に一礼する。「これは失礼」と、オージェも会釈を返した。

　そうしてティグルに視線を戻したとき、オージェの表情はさきほどまでとはうってかわった真剣なものになっている。

「さて、マスハスからの手紙でおおよその事情はわかったが、これほどの大事、やはりおぬしの口から詳しい話を聞かせてもらうべきじゃろうな」







　ティグルの話を聞き終えたオージェは、難しい顔で腕を組んだ。

「中立の立場を捨てて、おぬしとともにテナルディエ公爵と戦うか……」

「どうかご助力願えませんでしょうか」

「念のために聞くが、おぬしに非はないのだな？」

　ティグルをまっすぐ見据える老子爵の両眼には、息が詰まるほどの迫力がある。圧倒されそうになったが、ティグルは全身に力を入れて静かに答えを返した。

「もしも俺に非があれば、テナルディエ公爵はそのことを公言した上で兵を進めたのではないでしょうか」

「ふむ。たしかにな……」

　オージェはうつむいて、何やら考えこむ。ティグルたちは黙って彼の言葉を待った。

「――ヴォルン伯爵」

　やがて、低い声でオージェはティグルを呼ぶ。

「正直なところをいえば、おぬしひとりの頼みなら断った。おぬしに正義があるとしても、テナルディエ公爵の前には無力だからだ。正義は尊いものだが、そのために我が兵を、領民を、勝ち目のない戦に連れていくことはできん」

　バートランが顔をしかめて声をあげかけたのを、ティグルは手をあげて押しとどめる。老子爵の言葉には続きがあったからだ。

「だが、伯爵にはマスハスだけでなく、精強をもってうたわれるジスタート軍が味方についておる。テナルディエ公爵やガヌロン公爵とも渡りあえるじゃろう」

「では、力を貸していただけるのですね」

「この老骨の力でよければ、と言いたいところじゃが、こちらもいま、それほど余裕がない。むしろ、力を貸してほしいところでな」

「どういうことでしょうか」

　そう尋ねたティグルの隣で、リムがほんのすこしだけ目を細めた。あまりにも微細な変化だったので、ティグルもバートランも、オージェも気づかない。

　オージェは窓へと視線を向ける。そこから見えるのはどこまでも続くかに思われる起伏のない草原と、遠くにそびえるヴォージュ山脈だ。

「ヴォージュの山々に、盗賊団が居座っておる。やつらは近くの村を襲っては焼き、殺し、財貨や家畜を奪い、若い娘をさらうなど悪逆非道のかぎりを尽くしていてな。むろん放っておけるはずがなく、わしは兵を率いてヴォージュへ向かったのだが、敗れた」

　そう語る老子爵の横顔は苦渋と屈辱にまみれていた。手は固く握りしめられ、それでも感情をおさえられず、ちいさく震えている。

「もしかして、オージェ子爵の怪我というのは」

「さきほども言ったが、たいした怪我ではない」

　心配そうな顔をするティグルを振り返って、オージェは穏和な笑みを浮かべた。

「医師も数日で治ると言っておったからの。ただ、弁解しようのない負け戦でな。まわりが必要以上に騒ぐので、ベッドから動けんというのが実情だ」

　オージェは身体ごとティグルに向き直る。

「ヴォルン伯爵。頼む。わしの代わりに盗賊団をくいとめてもらえんだろうか」

　謹きん厳げんな表情で、額が膝につかんばかりに頭を下げた。

「いま、息子が近隣の諸侯に兵を貸してもらうよう頼みに行っているが、進捗ははかばかしくない。いずれまとまった数がそろうとしても、それまでに、また村が襲われるやもしれぬ。追いはらってくれなどとむしのいいことは言わぬ。ただ、やつらを牽制してほしい。被害を少しでもおさえたいのだ」

「その盗賊団の数はどれほどでしょうか？」

　感情の見えない表情と抑揚に欠けた声で、リムが横から訊いた。

「だいたい二百だな」

　ティグルは息を呑む。自分たちが率いている兵の倍だ。

「元は四十にも満たない小集団だったらしいが、ジスタートの野盗や、遠くアスヴァールから流れ着いた海賊が加わり、ドナルベインという元傭兵が彼らをまとめあげて、短期間で驚くべき勢力になったようだ。わしは三百の兵で向かって、返り討ちにあった」

　顔も知らない野盗たちの首領に、ティグルは感心した。二百人の人間、それも荒くれ者ばかりの集団を統率する手腕は、ただものではない。

　自分たちが率いているジスタート兵は精鋭揃いだが、それでも倍の数を相手にするのは容易ではないだろう。

――でも、放っておくことはできない。盗賊団がヴォージュ山脈を根城にしているならば、なおさら。

　ヴォージュ山脈は南北に細長く伸びており、北の方はアルサスとライトメリッツの境になっている。もしも盗賊団がヴォージュの尾根を歩いて北へ向かえば、アルサスとライトメリッツの領民が危険にさらされることになる。

　また、今後、ティグルたちが山脈を行き来するのにも支障をきたすだろう。

　ティグルは口を開きかけ、しかし何かを言う前にリムへと視線を走らせる。彼女がうなずくのを確認してからオージェを見た。

「わかりました。その盗賊団は、私たちが掃討してみせましょう」







　ティグルたちがオージェ子爵の屋敷を辞したときには、だいぶ日が傾いていた。

　西の果ては目を灼くほどの濃い朱色に染まり、空を覆わんとする夜の帳を太陽が必死に押し戻しているようにも見えた。

　東の空は対照的に闇が色濃くなり、月が輝きを強めつつある。

　町の外に戻ると、兵たちはすでに幕営の設置を終えていた。柵と壕で囲んだだけの簡単なつくりだが、柵は二重にして前後に食い違いをつくるという念の入れようだ。

「町の中に泊まらないのですか？」

　出迎えたルーリックが不思議そうな顔をする。ティグルたちは子爵の屋敷に泊まると思っていたようだ。

「いろいろあってね。ちょっとつきあってくれ」

　そのとき、ティッタが小走りに駆けてきた。着ている服は侍女としてのそれで、エプロンだけをはずしている。彼女はこの格好で幕営の中を動きまわっていた。

「ティグル様、おかえりなさい。だいじょうぶでしたか？」

「話をしてきただけだよ。ティッタこそ疲れてないか？」

　ティグルは優しい笑みを見せて、ティッタの頭を撫でる。

「あたしのことは何も心配いりません。さっきまで食事のお手伝いをしていました」

「行軍中の食事は重要だとあらためて思い知らされましたね。塩の加減だけでスープがこれほどおいしくなるのかと……」

　胸を張るティッタに、ルーリックがしみじみとした声こわ音ねで口添えする。

　ティグルはティッタの健気さに嬉しくなった。行軍中は不安を拭えなかったが、彼女は自分なりにがんばって、この中にしっかり居場所をつくっている。

「くれぐれも無理はするんじゃないぞ。バートラン。ティッタを手伝ってやってくれ」

　ティッタとバートランを見送り、ティグルはリムとルーリックを伴って指揮官用の幕舎に入る。吊り下がっているランプに火を入れ、三人は円陣をつくるように座った。

　屋敷での話をルーリックに説明すると、ティグルは一枚の羊皮紙を地面に置く。オージェ子爵から聞いた盗賊団との戦いについて、まとめたものだ。

「オージェ殿は三百の兵を率いて盗賊団討伐へと赴き、負けた。その経緯はこうだ」

　子爵は、困難な戦いを予想していたらしい。

　こちらは数で優まさっているとはいえ、普段は畑を耕しているような者たちが槍と革鎧で武装しただけだ。無残に襲われ、焼かれた村々の惨状を目の当たりにしているため士気は高いが、それで練度の低さを補えるものでもない。

　まして、地の利は野盗たちにある。こちらは上って攻め入らなければならないが、相手は勢いよく駆け下りてくる。弓矢や投石も、高いところにいる側が有利だ。

　そこで子爵は山道を封鎖して、盗賊団を山の中に閉じこめようと考えていた。

　しかし、計算違いが起こった。子爵の軍がふもとに姿を見せると、盗賊団は山を降りて襲いかかってきたのだ。

「なんと、自ら地の利を捨てるか。しょせんは野盗よ」

　盗賊団とオージェ軍は、ふもとから離れたところで激突した。

　野盗たちの武器は剣や戦斧の他に大おお鉈なたや棍棒といったもので、身につけているものも革鎧か、革鎧を毛皮や鉄片で補強したものがせいぜいだ。

　戦いは、徐々にオージェ軍が押しはじめた。野盗たちは逃げ腰になり、ひとりふたりと後退したかと思うと潰走に移る。勢いに乗ったオージェ軍は野盗たちを追った。

　野盗たちを追って、山道へ突入してしまった。

　山道に入ってほどなく、空が陰る。

　矢や石、土砂などが雨あられと兵士たちに降り注いだ。一抱えもある大岩や丸太などもあり、まともに受けた兵士は潰されて地面に沈みこむ。

　盗賊団の潰走が、こちらをおびきよせるための罠だと悟ったときはすでに遅く、短時間のうちに山道が埋まるほどの死体が積みあげられた。

　オージェ子爵はたまらず兵を後退させる。そこに、さきほどまで逃げていたはずの野盗たちが襲いかかった。

　山を出るまでにオージェ軍は数十もの犠牲を出し、山を出てからも追撃を受け、さらに多くの兵を失った。

　ベルフォルの町にたどり着いたとき、三百だった兵の数は二百余まで減っていた。子爵自身も負傷し、彼の代わりに息子のジェラールが各地を駆けまわっているという。

「二百人の野盗……なかなか手強そうな連中ですな」

　話を聞き終えたルーリックは、しかつめらしい顔になると、優やさ男おとこ然ぜんとした顔立ちに似合わないがっしりとした手で禿頭を叩いた。

「ティグルヴルムド卿は、何か策はおありですか？」

「いや、さっぱり」

「どうでしょう。ティグルヴルムド卿が五十本ほど矢を背負って山に入り、五十人しとめたら山を降り、ふたたび矢を五十本背負って……というのを四度ほど繰り返せば」

「おもしろい案だな。俺は何人目あたりで野盗に見つかって殺されると思う？」

　とんでもないことを言いだしたルーリックをティグルは半眼で睨みつける。

「それは最後の手段ということにしましょう。矢の費用もばかになりません」

　呆れた視線でふたりの男を見ながらそっけなく言い放つと、リムは羊皮紙に視線を移す。

　これは、最初から計画をたてていた戦いではない。あまり時間をかけたくはなかった。

「長期化するのは好ましくありません。さっさとかたづけるとしましょう」







　翌朝、ティッタにはオージェ子爵の屋敷で帰りを待ってもらうことにして、ティグルとリム率いる混成軍はベルフォルの町を発った。

　ベルフォルからヴォージュ山脈までは、馬で一日と少しというところだ。歩兵であるアルサス兵たちには少々厳しい行軍になるだろう。

「そういえば、ティグルヴルムド卿に見ていただきたいものがあります」

　馬を並べて進ませていたリムが、思いだしたように言って馬を寄せてくる。鞍に下げた荷袋から、丁寧に折りたたまれた数枚の羊皮紙を取りだした。

　受け取ったティグルは、羊皮紙を一枚開いて顔をしかめる。

「……何だ、これ？」

「私たちがアルサスを発ってから、今日までにかかった戦費です。すべて、あなたの負担となります」

　ティグルは目を剥いた。衝撃のあまり馬上でぐらりと身体がよろめき、仰ぎ見た空がななめに傾く。リムが眉をひそめてティグルを支えた。

　それらの羊皮紙には百人分の俸給、食糧、薪などの燃料、八十頭分の馬糧、薬や雑貨類の代金に工具の修理費など、行軍中にかかった費用がすべて記されていた。

　その金額に、羊皮紙を持つ手が震える。身体が見えない鎖で拘束されたような気がして、息苦しさを覚えた。

「俺だって百人の兵を率いたことはあるけど、こんなにかかったことはないぞ？」

「もともと、騎兵は馬の分、歩兵よりもはるかに費用がかかります。それに――」

　当然のような表情でリムは続ける。

「そのとき、ティグルヴルムド卿が率いていたのは、普段は村で畑を耕したりしている者たちのことでしょう。いま、あなたが率いているのは普段から戦うために己を鍛えている兵士です。練度が高く、収穫期でも問題なく戦える。だから給料が高いのも当然です」

　ティグルはくすんだ赤い髪をかきまわし、羊皮紙が破けるのではないかというほど強く握りしめた。アルサスの蓄えで払えないことはないが、できればそれは避けたい。

「ひとつ申しあげますと、アルサスの貯蓄で払うことはお勧めしません」

　見透かされていた。

　しかし、それを勧めないという台詞に、ティグルは不思議そうな顔でリムを見る。

「屋敷でいろいろと資料を見せていただきましたが、ティグルヴルムド卿は何かやろうとしていることがあるのでは？　たとえば――放牧とか」

「大当たりだ……」

　ティグルは深いため息をついた。ライトメリッツでいろいろと教わったときにも思ったことだが、リムはこういった面に実に長けている。

「父の考えで、俺がアルサスを継ぐより前から少しずつ貯めていた。蓄えが貯まったら、馬を買い入れるつもりだったんだ」

　馬は使い道が多い。増やすことに成功すれば、アルサスはいまより豊かになるだろう。

「いい考えだと思います。それなら、なおのこと手をつけるべきではないでしょう」

　リムの率直な賛意にティグルは嬉しくなったが、同時に難しい顔にもなった。

「でも、他に支払うあてはないぞ」

　ティグルは肩越しに振り返って、自分たちの後をついてくるジスタート兵たちを見る。

「ええ。ですから、いまは我々がたてかえます」

　リムの顔は愛想が欠けたままだが、どこか楽しんでいるようにティグルには思えた。どこが、とはいえないので錯覚かもしれないが。

　しわくちゃになった羊皮紙の束をティグルから受け取ったリムは、丁寧にしわを伸ばす。

「百人と八十頭でもこれだけの量を消費するのです。二百人もの野盗が食べ続けるとなると、その量もそうとうなものでしょう」

　その言葉に、なぜリムが戦費の話を持ちだしたのかをティグルはようやく理解した。

「近いうちに、盗賊団はまた村を襲うってことか」

「彼らが最後に村を襲い、奪ってからの日数を考えると、数日中には」

「これ以上、被害を出させるわけにはいかないな」

　逸る心をおさえて、ティグルは手綱を強く握りしめた。

　その日は、夕方になる前に行軍を終えて幕営を築き、早めに兵を休ませる。

　翌日、夜明けとともにティグルたちは出発した。







　ヴォージュ山脈まであと半刻というところで、リムは一旦行軍を止めた。

　ライトメリッツ騎兵のほとんどを馬から下ろす。

　二十人のライトメリッツ兵に馬を守らせてその場に待機させると、行軍を再開した。馬に乗っているのはティグルとリムを含め、十数騎しかいない。

「ティグルヴルムド卿」

　兵たちの先頭に立って馬を進めながら、リムは隣にいるティグルを呼んだ。

「今回は、あなたは戦うことよりも、兵士たちの動き、敵の動き、戦場の流れに意識を集中させてください。あなたには一日も早く、彼らを指揮できるだけの技量を備えていただかなければなりません」

　ティグルは考えこむ表情になった。たしかに自分は戦の経験がすくない。

　バートランをはじめ、アルサスの兵たちは父の代から従っており、強い信頼関係があった。

　だが、ライトメリッツ兵はそうではない。ここにいるのはエレンとリムとで選り抜いてくれた者たちだが、いずれは自分にそれほど好意的でない兵を率いることもあるだろう。

　学ばなくてはいけないのだ。すこしずつでも。

「わかった。やってみる」

　そして、太陽が朝と昼の中間あたりに位置したころ、ティグルたちの軍はヴォージュ山脈のふもとに到着した。

　それを待っていたかのように、山道の奥から野盗たちが姿を見せる。遠くにティグルたちの姿が見えたときから警戒していたのだろう。そう確信できるほど速い対応だった。

　大鉈を肩に担ぎ、革鎧を身につけている者もいれば、上半身裸で巨大な戦斧をかまえ、防具は兜だけという者もいて、武装はまるで統一されておらず、隊列も整っていない。

　一方、混成軍はリムの指示によって、整然と隊列を整える。装備が整っているライトメリッツ兵が前衛に立ち、アルサス兵が後衛を務めるという形だ。名誉挽回のために暴走しかねないアルサス兵をおさえておくための配置でもあった。

　野盗たちが猛々しく喚声をあげ、獲物を見つけた餓狼のごとく襲いかかってきた。混成軍の兵たちも、ひとのものとは思えない咆哮をあげて彼らを迎え撃つ。

　野盗たちはひとりとして馬に乗っておらず、ティグルの視界は広い。

　家宝の黒い弓を握りしめながらも、ティグルはすぐに矢をつがえるようなことはせず、戦場に目を凝らした。

　ライトメリッツ兵たちは盾を並べて盗賊団の猛攻を防ぎ、その隙間から槍で応戦する。

　後方の兵たちは弓に矢をつがえ、一斉に放った。数十もの矢は大気を切り裂いて鉄色の曲線を描き、野盗たちに容赦なく降り注ぐ。

――戦場は平坦な草原だ。敵の数は……二百人はいない。その半分ぐらいか。

　兵と野盗の衝突をティグルはじっと見据えていたが、ふと、あることに気がついた。

――金のかかった武装をしているのがちらほらいるな。

　だいたい十人にひとりといったところだろうか。使い古されたものではなくしっかりとした鉄の甲冑を着込み、兜をつけ、剣を振りかざしている者がいる。

――十人ぐらいで一部隊として、その隊長といった感じか。それにしても……。

　ティグルは首をひねったが、思考はそこで途切れる。ある箇所で、隊列が崩れかけた。野盗の戦斧に盾を割られて、兵士のひとりが体勢を崩したのだ。

　ティグルの行動は速かった。すばやく弓に矢をつがえながら、兵士たちの波を割るようにして馬を前に進ませる。混成軍、盗賊団ともに百以下のぶつかりあいだ。すぐに狙いをつけることができた。

　弓ゆみ弦づるを震わせて放たれた矢は、あたかも吸いこまれるように野盗の喉を貫く。その野盗は乱戦の中に崩れ落ち、二度と起き上がってこなかった。

　ティグルは続けて矢を射放ち、さらに三人の野盗を射倒した。生じた綻びを押し広げようとしていた盗賊団の勢いが、たちまちの内に失われる。

　対照的に混成軍の兵は活気づいた。崩れかけた隊列を立て直し、盗賊団を押し返す。

　その光景に胸を撫で下ろすティグルの隣で、リムは淡々と命令を下した。

「――後退」

　ライトメリッツ兵は身を寄せ合うようにして亀裂の入った盾を並べ、剣や槍を振りまわして野盗たちを牽制しながら、じりじりと下がっていく。野盗たちは生じた空白を埋めるかのように前に出て、武器を振るった。

　先日オージェ子爵の軍を破ったことで、盗賊団は勢いづいている。攻めよりも守りを重視したふうなライトメリッツ兵の戦いかたも、彼らを攻勢へと駆りたてた。

　リムはさらに後退を命じる。わずかな間にライトメリッツ軍は一ベルスタ（約一キロメートル）以上の距離を押し戻される形となった。

　そして、野盗たちの隊列はつられるようにして乱れ、まばらに、細長く伸びる。

　変化が起きたのはそのときだ。

　突然、草原の南側に騎兵の一団が現れ、盗賊団の背後にまわりこもうという動きを見せる。彼らは、自分たちのずっと後方で馬を守っているはずのライトメリッツ兵たちだった。野盗たちは驚き、それから自分たちが山から離れすぎたことに気づいて、慌てて後退をはじめる。

　その流れを、リムは見逃さなかった。淡々とした口調で反撃を命じる。混成軍の兵は槍をかまえ、剣や鉈を振りかざして猛然と盗賊団に襲いかかった。

「おまえたち、アルサスの民の力を見せるぞ！」

　バートランが槍を持ってアルサス兵たちを煽る。彼を先頭に、アルサス兵たちはためこんでいた戦意を解き放ち、身体ごとぶつかる勢いで野盗たちに攻めかかった。

　後退していた野盗たちは押され、よろめいて、ろくに反撃もできないまま討ち取られていく。立ち止まって応戦しようとした者もいたが、囲まれて四方から斬り刻まれた。

　しかも、さきほど現れた騎兵たちは野盗たちの背後にまわって、退路を断つ。

　もはや逃げ場を失った野盗たちは、死ぬか降伏するかしかなかった。







　討ち取った野盗の数は六十を数え、降伏した野盗の数は二十人余り。十数人ほどが、どうにか山の中へ逃げることに成功した。

　一方、混成軍の戦死者は、ライトメリッツ兵がふたり。負傷者は二十人を超えたが、半数以上がアルサス兵だった。

　降伏した野盗は、仲間の死体を埋葬したあと、オージェ子爵に引き渡されることになった。ティグルたちは十人の兵を割いて彼らの見張りにあて、ベルフォルの町へ向かわせた。また、重傷を負った兵も町へ帰らせた。

　残った者たちは幕営を築く。

　基本的な構造はベルフォルの町のそばにつくったものと同じだが、壕はより幅広く、深く掘って、柵も木を重ねて頑丈なものにした。

　幕営が完成したときには、日が暮れかかっており、兵士たちは夕食をとる。今夜の食事は、桶と見まがうほどの深い鍋にたっぷり水を張り、ぶつ切りにした塩漬けの鮭や大口に切ったジャガイモ、蕪などを放りこんで玉葱で甘みを加え、じっくり煮込んだものだ。

「うまそうだな。何ていうんだ？」

　鍋をゆっくりかき回しているルーリックに、興味津々といった顔でティグルが尋ねる。

「私たちは魚スープウハーと呼んでます。我が国ではどこでも食べられているもので、身体が芯から温まるんですよ」

「そうそう。ティグルさんはブリューヌ人だから気をつけたほうがいいぞ。こいつはひとつ間違えると大おお喧げん嘩かになる食いものだ」

　ルーリックの隣で鍋に手をかざして暖をとっている兵士が、ティグルを見上げて笑う。

「喧嘩？」

　首をひねったティグルに、すくった灰汁を捨てながらルーリックが答えた。

「家庭ごとに味つけが違うんですな。ニンニクを入れるところもあれば、火酒ウオトカを入れるところもあるそうで」

「それで日に一度は揉めるんだよ。みんなの魚スープにおまえの判断でニンニク入れてんじゃねえよ、ってな具合に」

　兵士たちが笑い、ティグルもつられて笑った。

　夕食は魚スープの他に、噛んだら音がするぐらい固いパンや蜂蜜酒メドウーハ、干し葡萄などがある。戦死者が出たとはいえ兵たちの士気は高く、陽気に歌う者までいた。

　ティグルはルーリックたちと別れ、指揮官用の幕舎へと戻った。リムとふたりで魚スープの鍋を囲みながら、ティグルはまず気になっていたことを聞いた。

「山のふもとへ行く前に兵たちを馬から下ろしたのは、騎兵たちを大きく迂回させるためだったのか？」

　人数の倍以上の馬を用意できれば、騎兵の機動力は飛躍的に上がる。山の上から地上を見張っている野盗たちでも気づきにくい距離から奇襲をしかけることも可能だ。

「狙いはもうひとつありました」

「……山の中へ誘いこまれないようにするためか？」

　ティグルの言葉に、リムはよくできましたというふうに一瞬だけ微笑を浮かべた。

「彼らが機を見て後退し、こちらを山へ引きこもうとするだろうということはわかっていました。ですが、一方で彼らは先日の勝利に気をよくしており、勢いづいてもいました」

　リムとしては、その罠に、自軍をより引っかかりにくい状態にしておきたかった。そのために騎兵をあえて減らしたのだ。

　あとは慎重に彼らの動きを見て、こちらから後退すれば逆に相手を引きずりこめる。

　リムはなんでもないことのように説明し、ティグルは感嘆の息を漏らした。

――エレンがリムを深く信頼するわけだな。

「一応、言っておきますが」

　すっかり感心しているティグルに、リムはどこか呆れたように言った。

「今日の勝利は、ティグルヴルムド卿のおかげでもあるのです。先頭が崩れかけたとき、あなたはすぐに矢を射放って敵の勢いを削いだでしょう。あれがなければ野盗たちに隊列を崩され、負けていたかもしれません」

　小規模な戦闘だったとはいえ、ティグルの迅速で的確な判断と弓の技量に、リムはあらためて驚かされたものだった。

「そう言ってもらえると嬉しいよ」

　ティグルは素直に喜んだが、その反応はリムにとってやや不満なものだった。

――もうすこし胸を張って、己の技量を誇ってもいいと思うのですが。

　だが、その思いを言葉にすることをリムはなんとなくためらい、別のことを口にした。

「敵は今後どうすると思いますか？」

　問いかけられて、ティグルは首をひねる。

「そうだな……。しばらくは山の中に引っこんでこちらの様子をうかがい、隙を見て山道以外のところからふもとに出て、近くの村を襲ったりするんじゃないか」

「山道以外のところ？」

「急な傾斜を縄でつたって下りてきたり、死角の多い獣道を抜けてきたり。長いこと山で暮らして、二百人の大所帯だったら、そういう道をいくつか見つけていると思う」

　故郷の山や森を歩きまわった経験があるだけに、ティグルの言葉には説得力があった。

「妥当ですね。山菜や獣だけでは、彼らを養うことはできません。ただ、私たちが動かなければ、彼らはまず私たちを排除しようとするでしょう」

　魚スープの鍋が煮えてきた。ティグルは大皿に中身を移す。リムに渡し、それから自分の分を用意した。ティグルに礼を言って食べはじめたリムが、不思議そうな顔をする。

「肉が入っています」

「そういえば、食糧を積むとき、鳩の肉を少しわけてもらったとティッタが言ってたな」

　なにげなく答えたとき、ティグルの脳裏で閃くものがあった。幕舎から漏れるランプの灯りをぼんやりと眺めて、しばらくの間思考にふける。

「冷めますよ？」

　そうリムに声をかけられて、ティグルははっと我に返った。慌てて魚スープをかきこみ、考えたことをリムに話してみる。

　リムは食事の手を止め、聞いたことのない言葉を耳にしたような、訝いぶかしげな顔をした。

「それは、かなり危険な手ではないでしょうか。誰にやらせるとしても……」

「俺がやるよ」

　気負いもせずあっさりと答えたティグルを、リムは怒気を帯びた眼差しで睨みつけた。

「危険だと申しあげたばかりですが」

「だから、俺がやるんだ」

　ティグルの黒い双そう眸ぼうが、リムの青い瞳をまっすぐに受けとめる。

「これは俺の戦いだ。俺が身体を張らないで、どの顔で君らに力を貸せと言える？」

「勇気と無謀を履き違えないでください。この先、あなたが勇気を示し、命を賭けなければならない状況は何度も出てきます。でも、それはいまではありません」

　リムも引き下がらず、身体全体でティグルを圧倒するかのように前へ身を乗りだした。

「エレオノーラ様が王都へ向かっているのは、あなたのためです。もし、あなたに何かあったら、すべてが台無しになります！」

「ならない」

　短く、ティグルは断言した。

「すくなくとも、アルサスの平和がたしかなものになるまで、俺は絶対に倒れない」

　それに、と笑ってつけくわえた。

「この戦いをさっさと終わらせたいと言ったのはリムだろう。俺だってそうだ」

　リムは言葉を返すことができなかった。

　もともと予期せぬ戦いだったということもある。野盗たちを一掃できるような策を、まだリムは脳裏に思い描けておらず、百騎足らずしか兵がいない現状では、長期戦は避けられない。そして、今後のためにはできれば自軍の力だけで勝っておきたい。

　最終的に、リムは折れた。自分の身を優先し、危険を感じたらすぐに逃げるという約束をティグルにさせてだったが。

　そして、混成軍、盗賊団ともに大きな動きがないまま、三日が過ぎた。




　　　　　　　†




　ヴォージュ山脈を形成する山々の多くは、山登りに慣れた者でも敬遠するほど険けわしい。

　一見して歩きやすそうに思えるところも、足を踏みいれてみると、獣の縄張りだったり、地面が滑りやすかったりと、脆ぜい弱じゃくな人間を拒むかのようだ。

　テリトアールの東部に突きでている山のひとつも、そうしたものだった。

　はるか昔に先人たちが整備したらしい山道が一本あるものの、中腹を過ぎたあたりから曲がりくねって、前方がわかりづらくなっている。

　それでも先へ進むと、頂上近くに朽ち果てた小さな城砦がある。

　オージェ家の者が建てたという記録は残っていないので、ブリューヌ王国が地上に生まれる以前に、誰かが建てたのかもしれない。

　利用価値はないし、取り壊そうとすればけっこうな金銭と手間がかかる。それゆえにオージェ家は放っておいたのだが、野盗たちにはかっこうの拠点となった。

　もっとも、野盗たちをひとり残らず収容できるほど、城砦は大きくない。

　常に城砦の中にいるのは、盗賊団の首領ドナルベインと、彼が信頼している部隊長たち、そして彼らが近隣の村からさらってきた娘たちだ。それ以外の野盗たちは城砦の空き部屋と、城砦の外の、石を積み重ねただけの粗末な住居を交替で使っていた。

　ドナルベインは三十三歳。短い黒髪の下には線の太い顔があり、鉄色の瞳は鋭く険しい。野盗たちの首領におさまる前は傭兵をやっており、幾度となく戦場を潜り抜け、したたかに生き延びてきた。名のある戦士や将軍を討ち取ったこともある。

　その歴戦の男が、追い詰められていた。百人ほどで挑んだ彼の手下が、四つの旗を掲げた奇妙な軍に返り討ちにあってから、三日が過ぎている。

　敵は、いまも山のふもとに居座り続けていた。

――やつらはこちらの食糧事情をつかんでやがる。

　このあたりで採れるものや狩れる獣など、たかがしれている。いずれドナルベインたちが飢えることを見越して、敵は動かないのだ。

　今日までの間に、ドナルベインは何度も偵察を行い、挑発を繰り返した。

　だが、敵は挑発に乗らず、わかったこともすくない。黒竜旗と紅馬旗については、それぞれジスタートとブリューヌの旗だとわかるが、その二つがどうしてひとつの軍の中にあるのか。

　見たままに受けとるなら、この領地を治めている諸侯がジスタートの協力を得たということになるが、信じられる話ではない。こちらを欺こうとしていると考えた方が納得できる。

――それにしても、できれば、あと何日かほしかったが。

　可能ならば山道へと引きずりこみ、有利な状況で戦いたかった。傭兵だったころ、彼は常により確実な手で戦い、勝ってきたのだ。

――だが、飢えてから戦うなんざ、猫の口に飛びこんでいくネズミみてえなもんだ。

　それに、手下たちは復讐を叫んで息巻いている。

　士気が高い内に動くべきだった。







　自分の指示を受けてベルフォルの町へ行った兵たちが戻ってきたという報告を受けたとき、ティグルは胸を撫で下ろしたものだった。

――どうにか間に合ってくれたか。

　今日まで、盗賊団との戦いはなかった。しかし、向こうはそろそろ限界だ。今夜か明日には仕掛けてくるだろう。

「頼んだものは手に入ったか？」

「必要な分はあると思います」

「本当によくやってくれた。ご苦労様」

　疲労の濃い顔で答えた兵をティグルは笑顔でねぎらい、後日の恩賞を約束して、休むように言った。この幕営とベルフォルを往復するだけでも、二日ではやや足りない。ティグルが頼んだものを調達しようとすれば、さらに時間が必要だ。それを、彼らは二日でやり遂げてくれたのである。期待にこたえてくれたのだ。

　頼んだものについて確認したあと、ティグルは仮眠をとるため指揮官用の幕舎へ入る。ここに幕営を設置してからは、なるべくリムと交代で休むようにしていた。

　横になろうとしたとき、何かがつま先に触れて軽く蹴ってしまった。

　それは荷袋だった。蹴った弾みにか、中に入っていたものがほんのすこし覗いてしまっている。ティグルは膝をついて、それを拾いあげた。

「熊？」

　てのひらにおさまるぐらいの大きさの、熊の人形だった。見覚えのあるつくりだ。

「たしか、同じものが俺の屋敷の食堂に飾ってあったような……。でも、あれはティッタが自分で作ったものだったはずだ」

「ティグルヴルムド卿、まだ起きて――」

　そのとき、何かを言いかけながら、リムが幕舎に入ってきた。剣は腰に帯びているものの、鎧は外しており、青と白の軍衣姿である。

　ティグルはおもわず彼女を振り返る。リムはその態度に首をかしげたが、すぐにティグルの手にあるものに気づいた。

　ここまで感情を露あらわにしたリムを、ティグルははじめて見たかもしれない。

　目を丸く見開いて、顔を真っ赤に染めた彼女は、ティグルが反応できないほどの速さで駆け寄るとその手から人形を奪い取ろうとした。

　ティグルは驚きのあまり避けようとしてしまい、勢いのつきすぎたリムとぶつかってふたりとも地面に倒れる。その拍子に後頭部を打ちつけた。

　頭を襲う痛みに呻き声をあげながら、ティグルは身体を起こすため自分の上に乗っているものを押しのけようとする。重みのある、やわらかいかたまりがてのひらに触れた。痛みで一瞬忘れてしまっていたのだが、そういえば自分にのしかかっているこれは人間だった。

　汗のかすかに混じった甘い匂いがティグルの鼻腔をくすぐる。身体の密着している部分が次々に、彼女の腰や太腿などの触感を脳へ報告してきた。無駄な肉などほとんどない引き締まった身体つきでありながら、不思議なほどにやわらかかった。
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　手から何かをもぎとられ、直後、リムの身体が獣を思わせる速さで離れる。

　ティグルは肺にたまった空気を一息で吐きだした。安堵すると同時にどこかもったいなく思っている自分に気づき、自己嫌悪を感じて髪をかきむしる。身体の一部が反応していることに焦りと恥ずかしさを覚えた。

「……見ましたね」

　右手に人形を握りしめ、荒い呼吸を繰り返してリムはティグルを睨みつけている。普段感情を見せないその顔は、怒りと羞恥に満ちていた。

　彼女の台詞が、熊の人形のことを指しているのだとティグルが理解するまでには、呼吸ふたつ分ほどの時間が必要だった。

　腹をおさえるようにしてティグルは身体を丸めると、リムに視線を向ける。

　しばらくふたりは無言で見つめあっていたが、衝撃から徐々に立ち直ってきたティグルが先に口を開いた。

「その……いいんじゃないか？　熊が好きでも。可愛いと思うし」

　嘘ではない。ライトメリッツの公宮で、はじめて知ったときには噴きだしたものだったが。

　リムは何も言わず、冷気を帯びた青い目でティグルを見据えている。猛獣に手を伸ばすような緊張感を覚えながら、ティグルはどうにか言葉を続けた。

「それ、ティッタに作ってもらったのか？」

「はい……。セレスタの町を発つ直前に」

　会話が途切れた。

　狭い幕舎を照らすランプを見上げながら、ティグルはぼんやりと考える。幸いというべきか、衝撃の連続で眠気は吹き飛んでいた。

　ティグルは座ったままでもぞもぞと姿勢を直し、リムに頭を下げる。

「すまなかった。わざとじゃなかったとはいえ、君の荷物を見てしまって」

　それから胸に触れてしまったことについても謝ろうとしたが、先にリムが口を開いた。彼女にしては珍しい、ばつの悪そうな顔で。

「私も、一方的にあなたの非を鳴らせるわけではありません。荷袋の紐をしっかり締めておくべきでした。恥ずかしいところをお見せしてしまい、申し訳ありません」

　いつもより早口で、口調にも態度にも硬さは残っていたが、それでも場の空気はやわらいだ。ティグルはほっとして安堵の笑みを浮かべる。彼女のことは嫌いではないし、大事な一戦も控えている。変にぎくしゃくするのは避けたかった。

「あの……」

　顔をあげ、上目遣いで、遠慮がちにリムが口を開く。

「このことは、誰にも言わないでください」

　そんなに恥ずかしいのかと思ったが、そのとき視界の端に自分の弓が映って、ティグルは考えをあらためた。

――俺にもそういうことがあったっけか。

　父に連れられて王都に行ったときだ。弓しか使えないということを散々笑われた。いまでは笑い話だが、当時はよほど弓を捨てようかと悩んだぐらいだ。

　好きなものが笑われることを怖がる気持ちは、痛いほどわかる。

「わかった。誰にも言わないと約束する。ただ――」

　一旦言葉を区切ってティグルはよりよい言葉をさがし、それから続けた。

「君が好きなそれについて、気を許して話せる相手を見つけてくれ。俺が言うのもなんだが、たとえばティッタなら話も聞いてくれるし、口も堅い。もちろん、他にあてがあるならかまわないけど」

　リムは戸惑ったような顔で、ティグルをまじまじと見つめた。どんなときでも冷静沈着な青い目に、かすかな怯えの色がにじんでいる。

「ティグルヴルムド卿は……その、おかしいとか、そんなふうに思わないのですか」

「意外だとは思ったよ」

　ティグルは肩をすくめる。

「でも、意外な趣味なんてのはけっこうあるからな。たとえば、マスハス卿は昔、占いに凝っていた時期があったそうなんだ」

「占いですか……？　あの方が」

「花占いに星占い、トランプを使った占いとか、変わったのだと焼いたパンの焦げめで吉凶を占うなんてのもあったらしい。父が、何度か笑い話として話してくれた」

　きょとんとした顔で聞いていたリムの口元に、うっすらと笑みが浮かんだ。アルサスで会って話したときの様子からはよほど想像できなかったらしい。

「当時、マスハス卿のこの趣味につきあってたのは父だけだったらしい。父の死後、マスハス卿は一度だけ話してくれたことがあったんだ。――どちらかといえば忘れたい類の思い出ではあるけど、それでも、理解を示して、つきあってくれたひとがいるかどうかでだいぶ変わってくる、そう悪いものじゃなかった、って」

　リムは真剣な表情で耳を傾けていたが、ティグルが話し終えると考えこむようにうつむき、それから静かに立ち上がる。

「ありがとうございます」

　いつもの無表情を取り戻して一礼すると、リムはティグルに背を向ける。足を進ませかけて、不意に振り返った。

「その話し相手というのは……たとえば、ティグルヴルムド卿でもいいのでしょうか」

　突然の質問に、ティグルは困惑気味に答えた。

「別にいいけど……俺は熊も人形もさっぱりだぞ？」

「でも、あなたが話し相手になってくれれば、私の好きなものを知るひとは増えません」

　そう言ってリムが浮かべたやわらかい笑みに、ティグルはどきりとさせられる。内心の緊張を読み取ったわけではないだろうが、リムは表情も口調も変えずにつけくわえた。

「それと、私の身体を触ったことについて、今回は不問にしてあげます」

　気づかれていた。

　絶句して何も言えずにいるティグルにくすりと笑いかけて、リムは幕舎を出ていく。小さく息を吐いて、ティグルは今度こそ横になった。ふと、自分の右手を見る。

――大きかったなあ……。

　おさまった身体がまた反応しかけて、ティグルは自分を戒めるように右手で何度か頭を叩き、それからようやく眠りについた。
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　日が沈むころ、ドナルベインは城砦のそばにいくつもの篝かがり火びを焚いた。夜の闇につつまれた一帯では、この炎は遠くからでもよく見えるだろう。

――馬鹿正直なやつが見れば、徹底抗戦のかまえに見えるだろうが……。

　ふもとにいる敵は騙されないかもしれない。そう思ったが、ドナルベインは手を尽くした。わずかな可能性であってもそれに賭けて、彼はいままで生きてきたのだ。

　真夜中になって、ドナルベインは十人の部隊長を集めた。

　ひとりがだいたい二十人を率いており、いずれも同じつくりの甲冑を身につけている。奪ったものではなく、ある人物から届けられたものを、ドナルベインが信頼の証として彼らに与えたのだ。硬く、軽量で、随所に工夫がほどこされたこの甲冑は、部隊長たちに好評だった。

「予定通りに動く。やつらを蹴散らしたら、そのまま山から離れる。冬も近いしな」

「勝利の余勢を駆って、ベルフォルの町を襲うというわけですな」

　部隊長のひとりが欲望と嗜し虐ぎゃくに満ちた笑みを浮かべ、他の者たちも笑声をたてる。

「その通りだ。だが、先の略奪ばかり考えて、目の前の戦いを疎おろそかにするな。手を抜いたやつはベルフォル攻めから外されると思え。他の連中にもちゃんと伝えておけ」

　そうしてドナルベインは、配下の野盗たちを率いて拠点から離れた。篝火はそのままだ。もしも山火事になったとて、知ったことではない。

　月のない夜空の下、盗賊団は山道を外れて半刻ほど歩き、川にたどり着いた。流れの急な、細い川だ。この川は曲がりくねりながらふもとまで流れている。

　用意していた丸太で細長いいかだをすばやく組むと、それにまたがって野盗たちは次々に川を下っていく。混成軍の背後にまわり、夜襲をかけるつもりだった。

――この三日間、やつらに援軍が来た様子はねえ。数はこちらが上だ。

　ふもとに下りて、ドナルベインは人数と武装を確認する。問題はない。

　混成軍の幕営にはいくつもの篝火が揺らめいている。ドナルベインはさらに配下をふたつにわけた。剣や甲冑などしっかり武装が整っている者をふくめた六十人を自分の手元に置き、残り六十人余を手下のひとりに指揮させる。

「俺は背後からいく。おまえは側面を突け」

　そうして野盗たちは、一斉に混成軍の幕営へと襲いかかった。猛々しい怒号をあげ、柵を打ち壊し、壕を乗り越え、あるいは板を渡して突き進む。

　しかし、彼らの猛襲はすぐに終わってしまった。

　混成軍の幕営には、ひとりの兵士もいない。人影に見えたものは布袋に土を詰めこみ、枝を槍に見立てて持たせただけの人形だった。

――何だ……？

　野盗たちの不審をよそに、静かに燃え続ける篝火を見つめながらドナルベインは言いようのない不安に駆られていた。あの手強い兵たちはどこへ行ったのか。どこにいるのか。

　その答えはすぐにわかった。

　暗闇の奥から自分たちのものではない喊かん声せいがあがる。同時に、夜気を切り裂いて数十もの矢と石が野盗たちに降り注いだ。

――幕営を囮おとりにしたのか！

　すばやく幕舎の陰に動きながら、ドナルベインは怒りに肩を震わせた。不意を打たれて浮き足だつ野盗たちの中で、彼だけがほぼ正確に事態を理解している。

　敵は夜襲を予測し、幕営から離れたところに潜んでいたのだ。

　そしていま、矢と石の雨を浴びせながら白刃をちらつかせて、自分たちに迫ってくる。

「落ち着け！」

　たちまち戦場は阿あ鼻び叫きょう喚かんにつつまれると思われたが、ドナルベインが剣を抜いて怒鳴りつけると、近くにいた手下たちは狼ろう狽ばいから立ち直った。

　暗がりから現れたライトメリッツ兵を一撃で斬り伏せると、ドナルベインはそばにあった篝火を蹴り倒す。明かりが、自分たちの位置を敵に教えていることに気づいたのだ。

――山の中へ逃げるしかない。

　自分たちが完全に包囲されていないことに、ドナルベインは気がついていた。ヴォージュ山脈側からは、敵兵が現れないのだ。

　なにより、この混乱の中では、比較的容易な指示でもあった。

「山道だ！　山の明かりを見ろ！　五、六人でひとかたまりになって、山道へ走れ！」

　ドナルベインはさらに数人の敵兵と斬り結び、あるいは倒し、あるいは剣を弾き返しながら右往左往する野盗たちをまとめ、逃げ道を示した。

　態勢を立て直すことができれば、まだ戦える。

　山道の狭さは、数の減った自分たちにとって有利に働く。追ってくるだろう敵を、見下ろす形で迎え撃つことができるのもいい。

　倒れた篝火が幕舎に燃え移る。火が広がり、煙が立ちこめる中、手下に怒号と叱しつ咤たを交互に浴びせながらドナルベインは突き進んだ。

　幕営を抜ける。山道が見えた。

　刹せつ那な、鬨ときの声と、すさまじいまでの羽音が彼らを襲った。

　闇につつまれた山と、夜空を背景に、無数の鳥の影が羽ばたいてドナルベインたちの視界を埋める。思いもよらない光景と響きに目と耳を蹂じゅう躙りんされ、野盗たちはその場に立ちすくんだ。奇声を漏らして身をすくませる者も現れる。ドナルベインでさえも目を見開いて息を呑んでしまったほどだ。

　だが、後ろにいた者たちは止まらない。前にいた者たちにぶつかり、押しあい、つきとばしあって悲鳴が渦を巻き、混乱が加速する。

　山道のまさに目の前で、野盗たちの動きは止まってしまった。







「鳩を使ってみよう」

　はじめて盗賊団と戦った日の夜、魚スープを食べながら、ティグルはリムにそう提案した。

　ベルフォルの町から二、三百羽ほど鳩を調達し、逃げないよう首に紐をくくりつけて、ティグルに率いられた九人の兵が、それらを持って山道に潜む。

　野盗たちが近づいてきたら、紐を放して鳩を解放する。戦場の喧けん騒そうに怯えてすぐに飛びたつだろうが、念のために大声をあげながら解放してもいい。

　たった十人では、野盗を足止めしたり、怯ませることなどできない。

　だが、闇夜の中から数百の鳩が一斉に飛びたてばどうなるか。それも、狭い山道で。

　ほんの一瞬の、だが嵐のような鳩の群れの飛翔。

　その効果は、鳩を放したティグルたちの目の前で実証されていた。

　狼狽のあまり立ちすくむ野盗たちに、剣や槍をかまえた兵たちが殺到する。草を刈るような容易さで、野盗たちを次々に斬り捨て、打ち倒した。

　悲鳴と絶叫が夜の闇へ吸いこまれ、冷たい地面に次々と死体が折り重なって血を振りまく。戦闘と呼ぶには、それはあまりに一方的すぎた。

　その中で、群がるライトメリッツ兵を斬り捨てて、ティグルたちに向かってくるひとつの影がある。ドナルベインだ。

　ドナルベインは両手で顔をかばい、左右に揺れながら走る。ティグルに従う兵士が次々に矢を射放ったが、盗賊団の首領は怯まず、足を緩めもしない。

　ティグルは静かに矢をつがえ、弓を引き絞る。弓弦の音を短く響かせた。

　それは、ドナルベインが両腕で覆った顔の中のわずかな隙間――目を射抜き、後頭部へと突き抜ける。兵士たちが驚嘆と称賛の声をあげた。

　地面に倒れたときには、盗賊団の首領は息絶えていた。

　ドナルベインの死を知った野盗たちはついに諦めた。武器を捨て、甲冑を着ていた者はその甲冑も脱ぎ捨てて、膝をついて降伏する。

　野盗たちは完全に一掃された。







　ティグルたちがベルフォルに帰還したのは、盗賊団を殲滅してから二日後のことだった。さらわれた娘たちを村へ帰してやっていたため、時間がかかったのだ。

　整然と隊列を整えて進む彼らの後ろには、降伏した野盗たちが拘束されていた。

　散々に打ちのめされ、首領も失った彼らには、もはや夜襲のときのような猛々しさはない。どこか抜け殻のような雰囲気さえ漂わせておとなしく従っていた。

　最後尾には、戦利品を積んだ荷車が牛に引かれてがらがらと車輪をまわしている。野盗たちが村々を襲って奪ったものや、彼らの使っていた武具で使えそうなものなどだ。

　ティグルたちの姿が見えたときには息を呑んで見守っていた町の住人たちも、それらを目にすると家々を飛びだした。

　もっと近くで彼らを見ようと通りに沿って詰めかける。

　遠くに見えるヴォージュの山々に潜んでいた野盗たちの存在は、彼らにとっても不安の種だった。オージェ子爵の軍が敗北したのも、その不安をいっそう強めていた。

　四つの旗をひるがえして凱旋するティグルたちの軍を、住人たちは割れんばかりの喝かっ采さいと拍手で迎えいれる。

　先頭に立つふたりの内、ティグルは緊張混じりの笑みを浮かべながら彼らに手を振ったが、リムは以前に町に入ったときと同様に兜で顔を隠し、無言で馬を進めていた。

「リムは手を振らないのか？　野盗を追いはらったんだから……」

　歓呼の声に応えながらティグルが尋ねると、リムは兜の奥でちいさくため息をつく。

「ここで顔を売るべきは、誰よりもまずあなたです。他の者が目立つようなことがあってはなりません。それに――」

　口調をほんのすこしやわらかなものにして、リムは続けた。

「あなたには充分な武勲があります。あの活躍がなければ、戦いはもっと長引いたでしょう。胸を張ってください」

　屋敷に着くと、ティグルは野盗たちをオージェに引き渡した。彼らは牢に入れられ、見込みのありそうな者は労役について罪を償ったあと、解放される予定だ。

　今日は子爵の部屋ではなく、広間へ通された。

　中央には十人は囲めるだろうテーブルがあり、壁に大きな暖炉がしつらえられている。

　老子爵は落ち着いた色調の絹服姿で、ティグルたちを迎えいれた。

　ティグルたちが席につくと、侍女が入ってきて飲み物を置いていく。銀杯には葡萄酒ヴィノーが満たされていた。

　乾杯の前に、オージェはふたりに向かって深々と頭を下げる。

「ヴォルン伯爵。リムアリーシャ殿。このテリトアールの主として、心から感謝申しあげる。そして、おぬしらの力を侮ったこと、深くお詫びする」

「領民の平和な生活を守ることができて、なによりです」

　年長者に頭を下げられて半ば恐縮しながら、ティグルは笑顔でうなずいた。

「それにしても、さすがはジスタートのライトメリッツ軍。二倍の敵、しかも地の利を持つ野盗たちをこうも簡単に一掃するとは。いや、まったく見事。ヴォルン伯爵は実によい味方を得られた。その幸運にあやかりたいものじゃて」

「……今度の勝利は、ティグルヴルムド卿の手によるもの。精強の兵を、勇敢な将が率いた。ただそれだけです」

　そう答えたリムの声には微量の棘とげが含まれており、おもわずティグルは目を瞠みはった。オージェもそれに気づき、苦笑して手を振る。

「なるほど。ヴォルン伯爵はずいぶんと信頼されておるらしい」

　老子爵の言葉に、リムは自分が無意識のうちに苛立ちを覚えていたことに気がついた。

「言い過ぎたところがありました。申し訳ありません」

　即座に謝罪しながら、リムは内心で戸惑っていた。

　オージェの台詞に、妙なところがあったわけではない。声音はややうわついていたものの、頭を悩ませていただろう野盗の問題がかたづいたことを考えれば無理もないことだ。

　しかし、リムの感情は一気に動いた。怒りに似た昂ぶりを覚えた。

――ティグルヴルムド卿が蔑ないがしろにされたように思えたからでしょうか。

　ティグルは決してライトメリッツ軍に頼りきりではない。必要とあれば自身を危険にさらすことも厭わない。リムはそのことをよく知っている。

――そう、ですね。ティグルヴルムド卿が飾りと思われるのは、エレオノーラ様のためにも、今後のことを考えても好ましくありません……。

　だから自分はあのような言い方をしてしまったのだ、とリムは自分の心の動きについて納得した。

　微み塵じんも表情を動かさないリムを、おもしろそうなものを見る目で一瞥したあと、オージェはティグルへと向き直る。

「ヴォルン伯爵。この老骨でよければ、喜んで力をお貸ししよう。テリトアールの兵はことごとくおぬしとともに戦う。また、近隣の貴族もおぬしの味方になるよう説得する。見込みのある者はそう多くないが、それでも集まれば兵の一千ほどにはなろう」

　ティグルは顔を輝かせ、無言で深く頭を下げた。嬉しさのあまり、声が出なかったのだが、感謝の念はオージェにしっかり伝わり、老子爵は肩を震わせて笑う。

「なに、野盗どもを退治してもらったのだからこれくらいは当然のこと。それに、わしは王家に忠誠を誓っても、テナルディエやガヌロンの下に立つのは御ご免めんこうむるのでな。用意が整い次第、わしか、わしの息子がおぬしのもとへ馳せ参じよう」

　戦意にあふれた笑みを浮かべるオージェに、ティグルはもう一度頭を下げた。ライトメリッツ軍やマスハス以外の味方をついに得たのだ。

　丁重に感謝の言葉を述べて、ティグルたちは広間をあとにした。







　四つの旗をひるがえして、ティグルたちはアルサスへの道を戻る。先頭に立って馬を進めるティグルは上機嫌で、鼻歌まで歌うありさまだった。

「ティグルヴルムド卿」

　隣で馬を進めるリムが、すっと一枚の羊皮紙をさしだす。

「うかれるのもよろしいですが、これも忘れないでください」

「わかったよ。どうせ、戦費だろう？」

　気分のよいところを邪魔されて、さすがにティグルはすこしだけむっとした。羊皮紙を受け取ってざっと目を通す。その視線が、ある一文で止まった。

「……鳩、三百羽？」

「すべて飛び去っていったでしょう。当然、弁償しなければなりませんから」

「効果があったということで割り引いてもらえたりはしないのか？」

「数千、数万単位での戦いともなれば、仕掛けや罠はそれに応じて非常におおがかりなものになります。割り引いたりすれば、戦費の担当者は泡を吹いて倒れるでしょうね」

　淡々とリムは述べ、ティグルは肩を落として羊皮紙を返す。受け取ったリムは、鞍に下げた荷袋からペンを取りだした。

「ですが、あなたには首領を討ち取った武勲があります。今後、萎い縮しゅくされても困りますし、今回だけは我が軍で負担しましょう。エレオノーラ様には私から申しあげておきます」

　そう言うと、リムはペンでその一文を消した。ティグルは黒い瞳に意外だと言いたげな色をにじませて彼女を見る。

「いいのか？」

「今回だけ、です。戦費の重要性は充分にわかっていただけたと思いますので」

「助かるよ」

　それは心からの言葉だった。

「――それでは今日の講義ですが」

　講義、という言葉にティグルは軽い頭痛を覚えた。すっかり教師と弟子である。

「ジ、ジスタートにおける熊についてのお話を、します……」

　やや恥じらいを含んだ、彼女らしくない遠慮がちの声。

　ティグルは一瞬きょとんとし、リムをまじまじと見つめる。顔を赤くし、視線を合わせようとしないリムの態度に苦笑して、うなずいた。

「お願いします、先生」

　そう言ってから、ティグルは何気ない口調で続けた。

「そういえば、俺のことはティグルでいいぞ。その方が呼びやすいだろうし」

　リムは横目でティグルを一瞥すると、視線を前に戻しながら答える。

「呼び方というのは大事なものです。私はこれからも変えるつもりはありません」

　一呼吸分の間を置いて、彼女は付け加えた。

「ただ、あなたが私をどう呼ぶのかについて、強制するつもりはありません」

　その言葉の意味を理解するのに、ティグルには少し時間が必要だった。

「リム……？」

　エレンが普段、呼んでいるように、彼女を愛称で呼んでみる。

「はい」

　いつもと変わらない表情と口調で返事が来た。

「これからも頼む」









　　　４　　　暗殺者














　セレスタの町が見えたとき、ティグルは懐かしい景色を見たような錯覚を覚えた。

「エレンはもう帰ってきているかな」

　彼女の明るい笑顔を思いだしながら、ティグルは隣で馬を進めるリムに尋ねる。

「ここから王都シレジアまでの距離を考えると、まだお戻りになってはいないと思います。ですが、何か知らせが届いている可能性はありますね」

　そのとき、後ろにいたティッタとバートランが、馬足を速めてティグルの隣に並んだ。

「ティグル様。支度をするので、先に帰ってよろしいですか？」

「長旅で疲れただろう。今日はいいぞ」

　ティッタの瞳は活き活きとしているが、いつもはふっくらとした頬がやや削げ落ちている。さすがに疲れがたまっているのだろう。

「ティッタ。ここは若の言葉に甘えて、無理をせんがええ」

　バートランも口添えをした。ティッタは困ったように顔をしかめる。

「でも、そうしたらティグル様。今夜の夕食はどうなさるんですか？」

「てきとうにすませるよ」

「……また、野菜や果物をてきとうにかじってすませるんですね？」

　はしばみ色の瞳にじっと見つめられて、ティグルは答えに詰まった。図星だったのだ。

「なあ、ティッタ。山や森で夜を明かすときなんて、そうするのが当たり前――」

「ここは人里です」

　ティッタの言葉は早く、短く、容赦がない。ティグルがしどろもどろになっていると、バートランが苦笑を浮かべて助け舟を出した。

「ティッタや。今夜は神殿に挨拶に行って、そのまま泊まってくるとええ。神殿長もおまえを心配しとるぞ」

　神殿を持ちだされると、ティッタは弱い。勢いをたちまちのうちに衰えさせ、うつむいて考える。ティグルは栗色の頭をぽんと叩いて、子供をあやすように撫でた。

「帰ったらしばらくのんびりできるというならともかく、明日もまた忙しいんだ。おまえにもいろいろと手伝ってもらうことがある。だから、今日は身体を休めてくれ」

「……わかりました。無理を言ってごめんなさい、ティグル様」

　バートランとともに下がったティッタを見送って、ティグルは安堵の息をついた。

「いい子ですね、ティッタは」

　ぽつりとリムがそんな感想を漏らす。

「俺としては、もっと自分を大事にしてほしいんだけどな」

「この地の危機に単独で駆けつけようとしたり、敵の退路に少数で潜んだりした方が言うと、説得力がありますね」

　リムの冷ややかな言葉に、ティグルは顔をしかめた。

「俺には領主としての義務が……」

「彼女にも、侍女としての誇りや義務、あなたへの想いがあるのでしょう。それが危険であったり、他人から見れば愚かしいものであったりしても。彼女がそういった行動を起こさないようにするのは、彼女の主であるあなたの務めです」

「難しいな……」

　空を見上げて、ティグルは盛大にため息を吐いた。すこし前までは、考えこむ必要などないほど簡単なことだったはずなのに。







　リムの言った通り、エレンはまだ帰ってきていなかった。

　そして、エレンの放った急使が屋敷のそばで待っており、彼女の言葉を短く伝えた。

「キキーモラの館で待つ、すぐ来い、とのことです」

「キキーモラの館？」

　ティグルの疑問に答えたのはリムだ。

「ヴォージュ山脈を抜けた先にある、エレオノーラ様の別荘ダーチャのひとつです」

「別荘」

　その単語にティグルは驚いたが、エレンの立場を考えれば別荘の十や二十持っていてもおかしくはない。

　ブリューヌの貴族も、領地の広さにあわせて複数の別荘を所有している。数年前、マスハスの別荘に、父とともに招かれたことがあったのをティグルは思いだした。

　そのようなわけで、セレスタの町に帰りついた翌朝、ティグルとリムは夜明けの白しらみがかった空を見ながら馬を走らせることとなったのである。

　ティッタは内心不満だったかもしれないが、ティグルに迷惑をかけまいと考えたのだろう、笑顔で見送ってくれた。バートランたちアルサス兵は回復と治療に専念し、そのあとは町の再建に再び戻る予定だ。側そば仕づかえの老人は笑顔で言った。

「若がお戻りになるまでに、元通りにしておきますよ」

　ライトメリッツ兵たちも、セレスタの町で交替で休みつつ、町の中の作業を手伝うか、周辺を巡回することになった。

「手が空いたら、町の外に壕でも掘りましょうか。とくに軍勢などは現れていませんが、現れてからでは手遅れですから」

　そう言ったルーリックに、ティグルは任せると告げた。テナルディエ公や近隣の諸侯に対しては、ライトメリッツ軍の掲げる黒竜旗ジルニトラが牽制になるはずだ。他に気になるのは王国に仕える騎士団だが、こちらに対しては、マスハスに王都へ向かってもらっている。

――ザイアンは俺を売国奴と呼んだ。ジスタート軍がいまでもアルサスに居続けている現状を見れば、他のひともそう思うかもしれない。でも、説明の場を与えてもらえれば、陛下にもわかっていただけるはずだ。

　ティグルとしては、そう信じる以外にない。

「そろそろ秋も終わりですね」

　ヴォージュ山脈に向かう道すがら、冷気をともなった風に吹かれ、葉を落とした木々を見ながら、リムがぽつりとつぶやいた。ちなみに彼女の馬は、一抱えもあるおおきな麻の荷袋を鞍の後ろに積んでいる。ティグルの馬には彼女の分の食糧や水が積んであった。

　ヴォージュ山脈を越えてライトメリッツに入る。そこから先はリムが先導し、街道を外れて草原を進んだ。セレスタを発ってから三日後の朝に、二人は目的の場所に着いた。

　小さな丘の上にぽつんとたたずむ黒い建物を見上げて、リムが告げる。

「あれがキキーモラの館です」

「そういえば、キキーモラっていうのは何かの名前なのか？」

「我が国に古くから伝わる妖精で、善人の家の安全を守るといわれています。それゆえ、よほど凝った名前でもつけないかぎり、別荘にはこの妖精の名前が冠されますね」

　ゆるやかな傾斜をのぼっていくと、別荘の形がはっきりと見えてくる。

　二階建てで、壁は漆しっ喰くいの上から黒く染めている。屋根は赤。おおきさはセレスタの町にあるティグルの屋敷と同じくらいだろうか。

　屋敷の前に着くと、リムは勝手知ったる様子で馬を引いて、厩舎へと向かう。ティグルはおとなしく彼女についていった。

　厩舎の中には、すでに馬が一頭つながれていた。馬はつぶらな瞳で入ってきたティグルたちを一いち瞥べつし、すぐに興味が失せたようで鼻を鳴らしてそっぽを向く。

「この馬はエレオノーラ様のものですね」

　リムが安堵の息を漏らして、ティグルを振り返った。

「先に行ってください。エレオノーラ様を呼べば、姿をお見せすると思います」

「君もいないとはじまらないだろう。ふたりで分担してさっさと終わらせよう」

　荷物を地面に降ろし、鞍をはじめとした馬具を外して、身体を拭いてやる。塩の塊を舐めさせ、水を飲ませた。ふたりとも慣れたもので、すぐに作業は終わった。

　リムの馬に積んであった大きな麻の袋を、ティグルは肩に担ぐ。かなりの重さだ。厩舎を出たティグルに、リムは慌てて駆け寄った。

「それは私のものですから、私が持ちます」

「俺のものでもあるだろう。どうせすぐそこなんだから」

　気にするなというふうにティグルは笑い、リムは青い瞳に複雑な感情をにじませてため息をついた。

　リムが扉を軽く叩く。扉についていた鈴が澄んだ音を響かせた。ほどなく足音が聞こえて扉が開き、エレンが顔を出す。青を基調とした軍衣姿で、腰にアリファールを吊していた。

「おお、来たか」

　雲ひとつない空に浮かぶ太陽を思わせるまぶしい笑顔で、彼女はティグルとリムを中へ招きいれる。壁の高い位置に据えつけられたランプの灯りが、三人を照らした。

「ずいぶんおおきな土産だな」

　ティグルが肩に担いだ袋を見て、エレンが感心したような声をあげた。

「土産というほどのものではありませんが、ぜひ見ていただきたく、お持ちしました」

「そいつは楽しみだ」

　リムの言葉に、エレンは紅の瞳を好奇心で輝かせる。そのときふわりと空気が揺れて、ティグルとリムの髪を撫でるように風が通り抜けた。

「こいつも一人前におかえりといいたいらしい」

　エレンは愛しげな表情で腰の長剣を軽く叩く。ティグルは笑って「ただいま」と、アリファールに声をかけた。

「ふうん？」

　腰まで伸びた白銀の髪を揺らして、エレンは興味深そうにティグルの顔を覗きこむ。

「俺の顔に何かついてるか？」

「いや、逆だな」

　嬉しそうな笑みを浮かべ、エレンは腕をのばしてティグルの頭をすばやく抱えこんだ。おたがいの息が感じられるほどに顔を近づける。

　頬におしつけられるやわらかな胸の感触と、顔にかすかにかかる吐息にティグルは顔が真っ赤になった。エレンはそれに気づいていない様子で言葉を続ける。

「アルサスで別れたときは浮かない顔をしていたが、いまは憑きものが落ちたようだ。何があったかは知らないが」

　憑きものが落ちたという表現にティグルは妙に納得した。たしかにエレンを見送ったころのティグルは、テナルディエ公爵という名の恐怖に憑かれていたといえる。

　ああ、とティグルも強気な笑顔をつくってエレンを見返した。

「俺のことならだいじょうぶだ」

「うむ。あと、リムともずいぶん仲良くなったみたいだな？」

　耳元に口を寄せて、エレンはさきほどのとは違う、ややいやらしさの混じった笑みを口の端ににじませる。

「アルサスからここまで、ふたりだけで来たのだろう？　何があった？」

「あいにく話すようなことは何もなかったよ」

　首をすくめて、ティグルはエレンの腕をやんわりとほどく。離れてから、頬から失われた感触にもったいなさを感じたものの、いやと内心で考え直す。

　まだ再会の懐かしさと喜びで胸がいっぱいになっていたからよかったが、時間がたっていたら、身体がよからぬ反応を示したに違いないのだ。

「その割には、なんというか親密そうに見えたのだがな」

　ティグルの言葉にエレンは怪け訝げんそうな表情を浮かべたが、追及はしなかった。

　それからリムに歩み寄り、抱きしめてその背中を叩く。リムもごく自然な微笑を浮かべてエレンの背中を撫でた。

「ご苦労だったな」

「それほどでもありません。エレオノーラ様こそ、よくご無事で」

「当然だろう。ただ王都へ行って、帰ってきただけなのだからな。くつろいで、ゆっくり話をするとしよう」

　上機嫌にエレンは答えると、廊下を通って居間にふたりを案内する。

「けっこうきれいだけど、よく使ってるのか？」

　廊下を見回してそんな感想を述べたティグルに、エレンは得意そうな顔を向けた。

「ここから馬で半刻ほど行ったところにロドニークというちいさな町がある。そこの住人に、定期的に掃除などをしてもらっているんだ。今夜はその町に泊まる予定だ」

　居間は広々として、壁に大きな暖炉がしつらえてあった。

　不思議な模様を織りこんだムオジネル製の絨毯はいかにもあたたかそうで、胡桃材のテーブルには葡萄酒ヴィノーの瓶と、果物を盛った籠が置かれていた。

　ふと、ティグルはいつかのエレンの話を思いだした。この暖炉の前で身体を寄せあい、あたたかいジャガイモを食べながら歌などを歌えば、雪降り積もる厳しい冬もたしかに乗り越えられそうだ。

「まずは再会を祝して乾杯といこうか」

　三人でテーブルを囲むと、エレンは葡萄酒の瓶を開け、用意した三つの銀杯に注ぐ。ティグルたちは銀杯を重ねあわせた。ブリューヌ語とジスタート語でそれぞれ乾杯とつぶやく。

「どうしてこの別荘を待ち合わせ場所に選んだんだ？」

　窓の外の風景を眺めながら、ティグルが訊いた。そこから見えるのは牧歌的な雰囲気を感じさせる屋敷の庭と、その先に広がる草原だ。

「正直、そちらがどうなるかわからなかったのでな。何かあったとき、公都にも、アルサスにもすぐに駆けつけられるようにしたかった。両者のだいたい真ん中あたりにあるのがここだったというわけだ」

　明るい笑顔で答えてから、エレンはいくらか真剣な表情になる。

「私の方から話すとしようか。ひとまず陛下から行動の許可はいただいた。ただし、面倒な点がふたつあってな。領地を得た場合、すべて王家に捧げることになった」

「いまと何か違うのか？」

　エレンの言葉の意味がわからず、ティグルは首をひねる。

「アルサスは、ジスタート王家の直轄となるということです。エレオノーラ様ではなく、国王陛下の任命した代官が赴任してアルサスを治めることになります」

　リムの答えに、ティグルは顎に手をあてて考える。

「ジスタート王は、エレンの領地が増えるのが気にいらないのか？」

「領地だけではないし、私だけでもない。戦姫の声望、権威、影響力……そうしたものが増すかもしれないということに、あの老人はいつも怯えている。戦姫は王に抗えないというのにな。まあ、歴代の王はたいていそんなものだったらしいが」

　頬杖をついて盛大なため息をつくエレンに代わってリムが聞いた。

「ティグルヴルムド卿、あなたが一国の王だとして、王に次ぐ権威と権勢を持つ七人の部下がいたらどう思いますか？　その七人はいずれも広大な領地を持ち、多くの兵を抱えています。武勇においては王をしのぎ、ていどの差はあれ内政にも長け、人望もあります」

「仕事を任せて昼寝をするか、狩りに行くな」

　リムはまったくためらうことなくティグルをぶん殴った。

「私はとても真面目な話をしているので、真面目に答えていただけませんでしょうか」

　エレンはといえば、テーブルに突っ伏して懸命に笑いをこらえている。

「まあ、頼もしいと思うんじゃないかな？」

「その七人の刃が自分に向けられるという心配は？　ひとりひとりが一千の兵に優まさる力の持ち主です。あなたでは、どうやっても勝つことはできません」

「いちいちそんなことを考えていたら、俺はいつまでたっても自分より強い部下や能力のある部下を持てないじゃないか」

　馬鹿馬鹿しいというふうに答えたティグルに、エレンはようやく顔をあげて嬉しそうな視線を向けた。

「まったく、おまえのようなのが国王であってくれれば、私ももうすこし気ままでいられるのだがな。前にも話したと思うが、陛下はそうではない。戦姫の力が増すことを好まず、私たちがすこしでも武勲をたてることを恐れる小心者だ」

「だから、アルサスを没収か……」

　ティグルは唸った。アルサスの未来が不安になってくる。

　捕虜だったとき、ティグルはエレンとともに城下の町を歩きまわったことがある。町はにぎやかで、治安が悪いということもなく、人々はとても楽しそうだった。

　また、政務の記録をリムに見せてもらい、アルサスで活かすにはどうすればいいか、詳しく教えてもらったことがある。兵を借りる代価としてアルサス全土を要求されたときにうなずいたのも、エレンたちになら任せられると思ったからだ。

「いまのところはな」

　深刻な表情になったティグルに、励ますようにエレンが笑いかける。

「戦いはまだはじまったばかりだ。状況はいくらでも変えることができる。ただ、当面はこうなったということだけは頭に入れておけ」

　気を取り直して、ありがとうとティグルは礼の言葉を述べる。

「ふたつめの面倒だが……陛下はこうおっしゃった。ジスタートの国益を第一に考え、軽けい挙きょ妄もう動どうは慎むようにせよ、とな」

「ふつうじゃないか？」

　どこが面倒なのかティグルにはわからない。

「おまえにはすこし難しかったか。妙なところで馬鹿正直だからな」

　からかうように笑ったエレンへ言葉を返したのは、ティグルではなかった。

「ティグルヴルムド卿はエレオノーラ様ほどひねくれていませんから」

　すました顔で主をやりこめたリムを見て、エレンは口をとがらせる。

「……どういう風の吹き回しだ？　おまえがティグルをかばうなんて」

「いたらない主を諌いさめているだけです」

　即答でエレンを黙らせてから、リムはティグルに視線を向ける。

「陛下のお言葉で問題になるのは、国益を第一に考え、という部分です。たとえばテナルディエ公爵と交流のある貴族がいるとして、公爵の勝利こそがジスタートの国益につながると思ったなら、それを理由に、その人物は行動を起こすことができます」

「そんな解釈があっていいのか？」

　唖あ然ぜんとするティグルに、リムは冷静な口調で答えた。

「エレオノーラ様があなたに協力しているのもそうでしょう。国益以外の考えもあるというだけで、国益を無視しているわけではありません」

　その通りだ。いつのまにかエレンに甘えてしまっていたことに気づいて、ティグルは恥ずかしそうに床に視線を落とした。

　自分が何もせずとも、エレンなら上手くやるだろうなどと思ってはだめだ。すべてが終わったとき、自分に協力したのは正解だったと、彼女が公の場で胸を張れるようにしたい。

「そういうわけで、少しばかり面倒な事態になるかもしれない」

　エレンが話を先に進める。

「とはいえ、諸侯はまず手を出してこないだろう。戦姫に正面から挑むだけの力を持つ諸侯は少ないからな。問題なのは――」

「他の戦姫というわけか」

　緊張をはらんだティグルの台詞に、エレンは真剣な表情でうなずいた。

「テナルディエやガヌロンと交流のある戦姫がいる。戦姫同士が衝突して力を削りあうのは、陛下にとっては悪くない話だ」

「そんな状況で、動けるのか？」

　アルサスを助けたときとは違い、今度はエレンの動きは注目されている。不用意に公国を空けることはできない。

「すべての戦姫が味方ではないが、敵というわけでもない。当面、警戒すべきはひとりだ。できればそいつを事前に叩いて、後こう顧この憂うれいを断ってから動きたいのだがな。さすがにそんな理由で攻めこむことはできん」

「大変だな」

　肩をすくめて、ティグルは笑ってみせる。

　大変だ、ですませるにはあまりに苛烈な状況だが、ティグルをこの館に呼び、このような話をしたということは、エレンはとうに決意を固めているのだ。

　だから、ティグルも落ち着いてこの状況を受けとめることにした。怯えたり、臆おくしたりしては彼女とともにいる資格などない。

　その態度に、風を操る白銀の髪の戦姫は嬉しそうに微笑んだ。

「私の話はこんなところだ。では、そちらの話を聞こうか」

　ティグルはうなずいて、マスハス＝ローダントの助力を得たこと、盗賊団を討伐してオージェ子爵の協力をとりつけたことを話した。

「マスハス卿は信頼できる。父上の親友で、俺が捕虜になっていた間、俺を助けるためにあちこち駆けまわってくれたんだ。オージェ子爵も信用していい」

「リムはどう思う？」

　エレンは紅の瞳を無表情の副官へと向ける。

「ローダント伯爵は信用できるかと。オージェ子爵についても、我が軍とティグルヴルムド卿との間に不和でも生じないかぎりは、問題ないと考えられます」

「そうか、それならいい。しかし、王子は戦死ではなく、暗殺されたかもしれないのか……」

　エレンが眉をひそめる。リムが慎重に言葉を返した。

「あくまでローダント伯爵の考えであり、根拠はありませんが」

「だが、私も気になる。連中の都合で勝利を押しつけられたとなればな。シレジアに行く前にわかっていれば、これについても調べてもらうよう頼むことができたんだが」

「仕方ありません。ところで、エレオノーラ様に見ていただきたいものがあるのですが」

　リムがそう言ったとき、玄関から鈴の音が聞こえた。誰かが扉を叩いたのだ。

「私がここにいることは、おまえたち以外に誰も知らないはずだがな」

　エレンは訝いぶかしむように眉をひそめる。

「私が見てきましょう」

　静かに席を立ったリムを見送ると、ティグルは話を再開することにして、床に置いていた麻の袋の中身を取りだした。

　それは金属製の鎧だった。ところどころに細かな傷はあるが、まだ真新しく充分使用に耐えうる。丁寧に磨けば売ることもできるだろう。

「テリトアールを荒らしていたヴォージュ山脈の盗賊団の話をしただろう。その中の十人が身につけていたものだ。兜や籠手なんかはアルサスに置いてきたけど」

　エレンは椅子から立ちあがってテーブルを回りこむと、ティグルが床に置いた鎧に歩み寄ってしげしげと観察する。

「オルミュッツ製の甲冑か」

「その可能性が高いとリムが言ってたけど、やっぱりそうなのか？」

　ティグルの言葉に、エレンはすこし得意そうな笑みを浮かべる。鎧の内側、脇腹あたりの目立たないところを指し示した。そこには奇妙な模様の刻印が施されている。

「戦神トリグラフを模したものだ。間違いない」

　鎧から身体を離したエレンは、腕を組むと皮肉っぽい笑みを浮かべてティグルを見た。

「オルミュッツの甲冑は値が張るんだ」

　鎧の表面は、窓から射し込む明かりを照り返して鈍い輝きを放っている。

「気にいらん話だが、こいつは我が国でも一、二を争うほど出来がよくてな。製法が独特で、軽さの割に硬い。使い古された傷だらけのものならともかく、食いつめ者の野盗くずれが、いくつも持てるようなものじゃない」

「オルミュッツというのは、ジスタートのどのあたりにあるんだ？」

　ティグルはリムから名前を聞いただけで、それ以外のことは何も知らない。

「ここから南へ行ったところにある。このライトメリッツと同じ公国のひとつだ」

　ティグルが驚くほど不機嫌な声で、エレンは答えた。銀杯に残っていた葡萄酒を呷あおり、勢いよくテーブルに叩きつける。

　この話はまずいらしいとティグルは察したが、避けるわけにもいかない。

「公国ということは、戦姫が治めているわけか」

「リュドミラ＝ルリエという……私にくらべれば、どうということはないやつだがな」

　美しい顔を強い嫌悪でゆがめてエレンは吐き捨てる。

「口を開けばやれ礼儀だの品性だのとやかましいくせに、自分がジャムをぶらさげて歩くのは嗜たしなみだとかぬかす、なんというか芽の伸びきったジャガイモのような女だ」

　ティグルにはとうてい理解できない表現だったが、とにかく相手を罵倒しているというのはわかった。

「――黙って聞いていれば、誰がジャガイモですって！」

　突然、扉が勢いよく開け放たれ、怒声が居間に響きわたる。ぎょっとして振り返ったティグルの視線の先に、ふたりの娘が立っていた。

　ひとりはどこか疲れたように見えるリム。もうひとりは見知らぬ小柄な娘だ。

　息を呑むほどの、そしてエレンとはまた異なる美しさを備えた娘だった。

　白い宝冠の下にある顔には品位があり、白を主体とした軍衣から伸びた細い手足は可憐さを感じさせる。しかし、いまの彼女を見る者はその美しさよりも、見据えたものを貫かんばかりの鋭気を放つ双そう眸ぼうをこそ強く記憶に残すだろう。

　ティグルの視線はまず彼女の瞳に、次いでその手にある短槍に強く惹きつけられた。

　氷塊と水晶の、それぞれもっとも純度の高い部分だけを使って造りあげたかに見える穂先は、本当に冷気を帯びているような錯覚を起こさせる。

「――リム」

　烈しい怒気を帯びた、地の底から響いてきたような声がティグルの耳を震わせた。エレンの発したものだ。

「なぜ、この別荘にその女が足を踏み入れるのを許した」

「戦姫たる方を、追い返すわけにはまいりません」

　眉ひとつ動かさずに主の怒りを受け流し、当然のことだというふうにリムは答えた。

「……戦姫？」

　胡う乱ろんげな声を絞りだしたティグルに、青い髪の娘は視線を移す。傲ごう岸がん不ふ遜そんと題をつけたくなるような表情で、彼女は胸を張り、よく通る声で名のった。

「オルミュッツ公国を治める戦姫にして『破は邪じゃの穿せん角かく』が主、リュドミラ＝ルリエよ」

「帰れ」

　エレンの声は冷たく、容赦がない。和やかだった居間の空気は瞬く間に険悪なものとなり、ふたりの戦姫は天敵に相対した猛獣同士のように睨にらみあう。

　美しい顔を侮ぶ蔑べつの感情で染めて、リュドミラはエレンに冷笑を浴びせかけた。

「それが、あなたの客に対する口のききかたなのかしら？　まったくもって無礼にもほどがあるわ、エレオノーラ」

　エレンもまなじりを吊り上げ、敵意を剥き出しにして応酬する。

「客というならそれらしい態度をとれ。手土産のひとつでも持ってこい。もっとも、おまえを客と認める気はないがな」

「まず、ひとのことをジャガイモだのと罵倒したことを謝罪しなさい」

「おまえが先に土下座しろ。ひとの会話を盗み聞きしたことについてな」

　ティグルはそっと席を立つと、ふたりの注意をひかないよう慎重な足取りで、戸口に立つリムのそばへ歩み寄った。ささやくような声で尋ねる。

「芽の伸びきったジャガイモってどういう意味だ？」

「そういうジャガイモは小さくて、しなびているでしょう。芽は毒ですし」

　リムも小声で返した。想像以上にひどい罵倒だった。

　二人の戦姫の怒声の応酬は続いている。

「盗み聞き？　あなたの声が馬鹿みたいに大きすぎるだけでしょう」

「このていどで声が大きいとは、ずいぶん狭い世界で生きてきたのだな。可哀想に」

「たとえ狭い世界だとしても、私は多くのものを得てきたわ。あなたとは違って」

「多くのものか。そこそこの身長とか、それなりの胸とかはなかったようだな」

「私はまだ十六よ。それらがこれから手に入る余地は充分にある。あなたはどうかしら、エレオノーラ？　これから必死に頑張って、老いて死ぬまでに最低限の尊厳や礼儀、気品が身につくといいわね」

　歯軋りの音がした。どちらの戦姫が発したのかはわからない。

　ティグルは苦りきった顔で隣のリムに助けを求めようとしたが、まったく同時に彼女も懇こん願がんの視線を向けてきた。

「この二人は、いつもこうなのか？」

「最初に出会ったときからこうでした。おたがいの竜具をつきつけあい、公国の主とは思えないほどの罵詈雑言の応酬で」

「なるほど。それで、止めるには？」

「止められる方の心当たりはありますが、遠くにいらっしゃるので無理です。おふたりの気がすむまで放っておくしかないでしょう」

　リムは、彼女にしてはめずらしく疲労と諦念をにじませた表情で首を横に振った。

　ティグルはくすんだ赤い髪をかきまわし、迷う様子を見せたが覚悟を決める。

――あまり、好きになれそうにない子だが。

　しかし、リュドミラには聞きたいことがある。

　手近にあった椅子を、ティグルはわざと大きな音をたてて引き寄せる。

　舌戦が中断した一瞬の隙を突いて、ティグルはリュドミラとエレンの間に立つように身体を割りこませた。

「自己紹介がまだだったな。ティグルヴルムド＝ヴォルンだ」

　ややぎこちないながらも笑顔をつくって、ティグルはリュドミラに手をさしだす。

　リュドミラはさしだされた手を一瞥すると、顔を上げてどこか値踏みするような視線をティグルに向けた。

「ティグル。その女は客ではない。そんな応対をする必要はないぞ」

　後ろでエレンがふてくされたような声をかけてくる。ティグルとしても手が宙に浮いたままであり、どうしたものか困っていた。

「そうね。たしかに客ではないわ」

　目の前にいるティグルにしか聞こえないほどのちいさな声でつぶやくと、リュドミラは背を向ける。肩越しに振り返って言った。

「ついていらっしゃい。ティグルヴルムド＝ヴォルン伯爵」

　その台詞にはティグルもリムも驚いたが、もっとも強く反応したのはエレンだった。気色ばんで、椅子が倒れるほどの勢いで立ちあがる。

「な……おまえ、何のつもりだ！」

　顔を真っ赤にするエレンに意外そうな瞳を向けながら、リュドミラは静かに答えた。

「そもそも私がここまで来たのは、彼に会うためよ。アルサスに向かうつもりだったけれど、あなたの別荘があることを思いだして念のために寄ってみたの」

「俺に何の用だ？」

　そう尋ねたティグルの声には、かすかに警戒の響きがこもっている。

「たいしたことではないわ。すこし話をしたいだけ。嫌かしら？」

「御ご免めんだ」

　即答したのはティグルではなくエレンだった。床を蹴りつけるように歩いてティグルの隣に立ち、リュドミラを睨みつける。

「こいつは私のものだ。その行動も、私が決める」

「あら？　あなたはヴォルン伯爵に雇われたのではなくて？」

　とっさにエレンは言葉に詰まった。口の端を引きつらせて必死に言葉をさがしているエレンを横目で見て、ティグルは助け舟を出すことにする。

「対等に近い関係だからな。雇われている側の考えも尊重することにしている」

　その答えに、とりあえずリュドミラは納得したらしい。エレンに向けていた攻撃的な笑みをおさめた。

「話をすると言ったけど、ここじゃ駄目なのか？」

「エレオノーラが言ったように、私は客ではないもの。それに、できれば余人をまじえずに話がしたいわ」

　ティグルは助けを求める視線をエレンに向ける。エレンは仏頂面でティグルとリュドミラを交互に見たあと、ちいさくため息をついた。

「場所を変えよう。予定よりすこし早いが、ロドニークへ行くぞ」







　屋敷を出たティグルたちは、馬を駆ってなだらかな斜面を下る。昼下がりの空の下、起伏のない草原を進んだ。

　エレンとリムが先頭に立ち、その後ろをティグルとリュドミラがついていく。こうなったのは、エレンとリュドミラが馬を並べることを嫌がったからだ。

　そこでリムがエレンをなだめる役にまわり、ティグルはさっさと話をすませるため、青い髪の戦姫の隣についたのだった。

「俺に話っていうのは何だ？」

　単刀直入に尋ねると、リュドミラはすこし考えこむ様子を見せたあとティグルを見る。

「あなたはテナルディエ公爵と戦うそうだけれど、それはどうしてかしら」

　呆気にとられたティグルは、おもわずリュドミラの顔をまじまじと見つめた。いまさらそんなことを訊かれるとは思わなかったのだ。

　ティグルは、公爵の息子のザイアンが軍勢を率いてアルサスに攻めてきたこと、エレンの力を借りてテナルディエ軍を撃退し、ザイアンを討ちとったことを説明した。

「俺はアルサスを守るために当然のことをしたと思っている。でも、テナルディエ公爵はそうは思わないだろうし、引き下がることもないだろう」

「勝ち目はあるの？」

「それは……わからない」

　ないとは言えないティグルの、それが精一杯の返答だった。マスハスとオージェらの協力を新たに得たとはいえ、それでもまだ互角にすらなっていないだろう。

「私には、あなたがテナルディエ公爵と戦って勝てるとは思えない」

　草原が途切れて荒野へと変わる。前を行くエレンの背中を見ながら、リュドミラは続けた。

「テナルディエ公には、国外にも多くの味方や協力者がいる。私もそのひとり」

「エレンみたいに、兵を率いてブリューヌへ入ってくるということか？」

「そうすることが必要と判断すれば」

　でも、とリュドミラは青い髪を揺らして首を振る。

「兵を率いて駆けつけることだけが協力ではないわ。金銭、食糧、武具、情報……そういったものを送るだけでも大きな助けになるし、ひとによっては支持すると公に発言するだけでも影響を与えることがあるのよ。あなたにそういった味方はいる？」

　ティグルは答えられなかった。いないわけではないが、数に差がありすぎる。

　無言でいると、リュドミラはこれ見よがしにため息をついた。ティグルを見上げる青い瞳には軽蔑の感情がにじんでいる。

――この目だ。

　屋敷でエレンとリュドミラが言い争っていたときに、ティグルがこの青い髪の戦姫に対していい印象を抱けなかった理由。

「君は、誰に対してもそんな目を向けるのか？」

　ティグルはできるかぎり感情をおさえたつもりだったが、その声には隠しきれない棘とげが含まれていた。リュドミラの目がすっと細められ、敵意を帯びた冷気を宿す。

「非公式の場とはいえ、初対面で私を君などと呼ぶひとにははじめて会ったわ」

「俺も、挨拶を無視する人間にはひさしぶりに会った」

　ことさらにとぼけた口調で、ティグルは軽口を返してみせた。

　槍の切っ先を思わせる鋭気が自分に向けられているのを感じはしたが、ティグルは胸を張り、リュドミラの視線を受けとめる。てのひらに冷や汗がにじんだ。

　十数えるほどの時間が過ぎて、リュドミラはややうつむき、そっと目を伏せる。

「――そうね。あなたの言うとおり、先に礼を失したのはこちらだったわ」

　ごめんなさいと頭を下げたリュドミラを、ティグルは意外だという顔で見た。

　この娘は、屋敷に姿を見せたときからずっと高圧的な態度をとってきた。

　エレンに対しては攻撃的であり、自分には人間というよりも、ものを見るような目を向けてきたのだ。謝ることなどないだろうと思ったのだが。

「それでは、私のことは君ではなく、戦姫様と呼びなさい」

　薄い笑みを浮かべ、当然のような表情でリュドミラは言った。

「敵になるかもしれない相手を、様づけで呼ぶのか？」

「その言いかたも直しなさい」

　呆然とするティグルに、ぴしゃりと強い口調で青い髪の戦姫は言い放つ。青玉を凍てつかせたかのような瞳に睨まれて、ティグルは言葉にし難い重圧を感じた。

「敵に対しては礼儀を守る必要などないと思っているのかしら？　国は違えど、私は戦姫で、あなたは伯爵。本来なら、あなたが私と馬を並べるなどないことなのよ」

　ティグルは困惑を隠せず、首をひねってくすんだ赤い髪をかきまわす。

　言われた直後はおもわず腹が立ったが、考えてみれば彼女が正しい。

――戦姫が膝をつく相手は、国王ただひとりという話だったな。

　ブリューヌ王国にそれをあてはめるなら、戦姫に相当するのはテナルディエやガヌロンといった大貴族や、宰相、侍従長、将軍などといった文武の重鎮ぐらいだろう。

　田舎貴族のティグルでは、たしかに恐れ多い相手だ。

――エレンに慣れすぎていたかな。

　エレンこそが特殊なのだ。そこは反省するべきだった。

　ティグルは真しん摯しな表情をリュドミラに向け、素直に会釈する。

「失礼しました。ただ、リュドミラ様と呼ばせてもらっていいですか？　どうもブリューヌ人の俺にはその方が言いやすいようで」

　ティグルの頼みにリュドミラはすぐには答えず、前を行くエレンの背中を見る。

　ほんの一瞬、彼女の横顔に羨せん望ぼうと寂せき寥りょうの影が落ちた。

「あなたはエレオノーラのことをエレンと呼んでいたわね」

　それは問いかけというよりも独り言に近いつぶやきだった。

「短い交流だから特別に許してあげるわ。それで、私の目がなんですって？」

　君、と言いそうになって、ティグルは慌てて言い直した。

「あなたは他人を見下している」

　思いこみではなく、確信を持って言える。

　ティグルはこれまでの人生で、幾度となくそうした視線を浴びせられてきたのだ。ザイアンをはじめとする大貴族の子息や宮廷の令嬢、弓を侮る騎士たちから。

「できの悪い料理や、ひどいとしか言いようのない絵を見たとき、あなたは好意的に笑っていられるのかしら？」

　リュドミラの声こわ音ねは、何がおかしいのかと言いたげなものだった。

「できの悪い者は、嘲ちょう笑しょうされ、侮辱されて当然だと？」

「――そうよ。すくなくとも、高い地位にある者ならば」

　顔をそらし、間を置いてからリュドミラは答えた。冷淡な口調で続ける。

「ヴォルン伯爵。事前に聞いていたけれど、あなたは本当に剣も槍も使えないようね。あの別荘で、あなたが私にさしだした手。剣や槍を振るい続けた者の手ではないわ。弓が得意だそうだけれど、剣や槍を重視し、弓を侮るブリューヌでは意味を持たない」

　返す言葉もなく、ティグルは頭をかいて黙りこんだ。名声や武勲とは無縁の人生を送ってきたのは事実なのだ。

「あなたには惹きつけられるものがない。威厳も、愛敬も、貫禄も、知性も感じられない。私がテナルディエ公の協力者だと知ったのに、説得も牽制もしないでどうでもいいことばかり。エレオノーラが兵を出してまで味方をするというから何者なのかと思ったけれど、本当にわからないわ。あなたは彼女にいったい何を言ったの？」

　ティグルはようやく理解した。この戦姫が自分に興味を抱いたわけが。

「力を貸してほしい。そう頼んだだけですよ」

　嘘ではないから、気負うこともなくティグルは自然に答えることができた。それから、やられっぱなしなのも癪しゃくなので、ちょっとだけ反撃に出ることにする。

「もし、他に何かを言ったとして、敵になるかもしれない相手に教えるとお思いですか？　ましてや、些さ細さいな悪口を聞きとがめて、ひとさまの家で喧けん嘩かをはじめるお子様に」

「多少は口がまわるようね」

　リュドミラの口元に笑みが浮かんだ。一割に満たない感心と、何割かの侮蔑。絶対的な高みから見下ろすような目で、彼女はティグルを見上げる。

「ところで、俺も聞きたいことがあります」

　ティグルは、自分たちがヴォージュ山脈の南側で盗賊団を討伐したことを話した。野盗たちの中に、オルミュッツ製の甲冑をつけた者がいたことも。

「エレンの話だと、オルミュッツというのはあなたが治めているのでしょう」

「私が盗賊団を組織してさしむけたと言いたいの？」

　さきほどとはまるで違う、強烈な怒気が小柄な身体全体から放たれた。

――案外、怒りっぽいな。

「いえ、そうではなく、その甲冑を誰に売ったのか、わからないかと思って……」

　もしもテナルディエ公爵がオルミュッツから買ったものだとわかれば、公爵と盗賊団が裏でつながっていたことの証明になる。

「それは無理ね」

　怒りをおさめ、突き放すような口調でリュドミラは答えた。

「時間も手間もかかるとはいえ、大量に造っているもの。買い手だって商人から貴族、羽振りのいい傭兵団などもいるし、国内だけでなくブリューヌにムオジネル、遠くのザクスタンやアスヴァールとさまざまよ。アルサスていどの規模で考えないでほしいわ」

　とどめの一言が思ったよりきいて、ティグルはぐうの音も出なかった。

　それからほどなく、ティグルたちはロドニークに着いた。







　ロドニークは町というより、すこし大きめの村という印象だった。

　町のまわりは何もない荒野で、主要な街道からはかなり遠い。

　中央におおきな川が流れていることぐらいが特徴の平凡な町並みで、町を囲む壁も、腰の高さまでは石を積んであるが、それ以上は丸太と木の柵で構成されている。

　通りは雑草を抜いて土を固めてあるていどで、小石などはふつうに転がっていた。家々の造りも素朴で、木の壁に漆喰を塗り、屋根は茅かや葺ぶきのものがほとんどだ。

　大通りには露店がいくつか並んでいるが、それも数えられるほどしかない。

「何もないところね」

「そう思ったならいますぐ帰れ。喜んで送りだしてやる」

　馬を引きながらつまらなそうな感想を漏らしたリュドミラに、エレンは不愉快さを隠すことなく吐き捨てる。

――たしかにリュドミラの言うとおりだが、それにしては貧しそうな雰囲気はないし、さびれているという感じも受けないな。人々の顔にも余裕がある。

「この町には何かあるのか？」

　ふたりの戦姫は放っておくことにして、ティグルはリムに尋ねた。

「どうしてそう思ったのですか？」

「町のひとたちが何をやって食べているのかがわからない。まわりに畑はすこししか見当たらなかったし、街道から遠いってことは商売が中心でもないんだろう」

　露店のそばで集まっておしゃべりに興じている主婦たちや、家々の間を駆けまわっている子供らの表情は明るく、屈託がない。

　庭先でチェスに興じている男たちもいれば、古びた翼弦琴グスリを膝に載せてかき鳴らし、子供たちに物語を聞かせている老人もいる。

　派手でもなく、騒がしくもないが、誰もが楽しそうでティグルの好みの雰囲気だった。

「よく気づいたな、ティグル。さすが私の相棒はどこかのちっこい戦姫とは違う」

　ティグルの言葉を耳ざとく聞きつけ、振り返ってエレンは嬉しそうに笑う。

「ここにはな、温泉があるんだ」

「温泉って、山奥にあるものじゃないのか？　それで、鹿や猿が入っていたり……」

　目を丸くするティグルの隣で、リムがやや呆れた顔をして首を横に振った。

「必ずしも山奥にあるとはかぎりません」

「この町の場合は、井戸を掘っていたら水ではなく温泉が湧いたのだな。――あれだ」

　エレンが遠くに建っている石造りの建物を指さす。大きさはエレンの別荘と同じくらいで、奥行きは倍以上あるだろう。屋根は平たい。この町の中では一際目立っていた。

「大浴場だ。あの中には浴場が三つあってな、温泉から管を引いてそれぞれに流している。さっそく……」

　そこでエレンは言葉を途切れさせた。近くの露店に視線を向ける。ティグルも漂ってくる匂いにつられてそちらを見た。小麦の粥カーシャの露店だ。

――そういえば、朝に食べたきりだったなあ。もう昼を過ぎてけっこうたつのに。

「湯浴みをする前に、何か食べていかないか？」

　どこか言い出し難そうにしているエレンを見て、不思議に思いながらもティグルは提案してみた。ティグル自身、腹が減っている。

「うん、そうだな。おまえが言うならそうしよう」

　まるで子供のように相好を崩してエレンはうなずいたが、リュドミラはそんなエレンを憮ぶ然ぜんとした顔で見ながらとがった声を出した。

「私はいらないわ。戦姫が露店でものを食べるなんて……。それに空腹というわけでも」

　そこまで言ったとき、リュドミラの腹の音が鳴った。ちいさなものだったが、ティグルもエレンもリムも聞き逃さなかった。

　リムは視線をそらして聞かなかったことにしたが、エレンは肩を小刻みに震わせ、口の両端を吊りあげて、楽しくてたまらないといった顔でリュドミラを見下ろす。

「そうか。誇り高い戦姫であるリュドミラ様は、露店の麦粥マナカーシャなど食えないというわけか」

　くるりと背を向け、エレンは足早に露店へと向かう。数枚の銅貨を支払って、木製の椀にたっぷり粥を盛ってもらうと悠然とした足取りで戻ってきた。香草なども使っているようで、麦粥からはさわやかな香りが立ち昇り、ティグルの鼻腔を刺激する。

　エレンはわざわざリュドミラの前に立って、ゆっくりと木製の匙で粥を口に運んでみせた。

――お、大人気ない……。

　ティグルの感想は、エレンだけでなくリュドミラに対してのものでもあった。

　その場から立ち去るなりすればいいと思うのだが、リュドミラは目を細め、唇を引き結んで顔を怒りで青ざめさせながらも動かず、拳を握りしめてエレンを睨みつけている。

「エレオノーラ様」

　さすがにリムも眉をひそめて諌めるが、エレンはそっぽを向いて耳を貸さない。

　屋敷でのやりとりを思いだしても、エレンがリュドミラに攻撃的になるのはわかるが、少々やりすぎのように思えた。

「……俺も腹が減ったから買ってきていいか？」

　エレンがうなずくのを確認し、リムにいるかどうかを聞いたあと、ティグルは露店に足を向けた。自分の分とリムの分とでふたつ注文する。

「腹が減ってるんだ。ひとつは多めに盛ってもらえないか」

　銅貨を一枚多く渡して、ティグルはそう頼んだ。

　麦粥には香草以外に鳥の肉や細かく砕いた木の実なども入っていて、おおいに食欲をそそられる。一口食べてみると塩加減もよく、いくらでも食べられそうな気がした。

　ティグルはそれを手にしてエレンたちのもとへ戻った。幸い、まだおたがい激発までには至っていない。木製の椀いっぱいに盛られた粥を、ティグルはリュドミラにさしだす。

「よかったら、すこしどうです？　男だからか、思ったより多く盛ってもらえたので」

　こちらから頼まないと、この娘はおそらく食べないだろう。

　ここまでする義理はないのだが、ティグルは険悪な雰囲気を避けたかった。それに、子供のように意地を張るリュドミラに呆れもしたが、微笑ましさも感じたのだ。

「それなら、いただくわ……」

　おずおずとリュドミラは手をのばして木製の椀を受け取り、粥に息を吹きかけて冷ましながら口に運ぶ。

「……悪くないわね」

「そいつはよかった」

「このことは覚えておくわ、ヴォルン伯爵」

　冷笑や嘲笑ではない、素朴ささえ感じさせる笑みを口元ににじませて、リュドミラはティグルを見上げる。

「今度、私の紅茶チャイをご馳走してあげる」

　ありがとうと応じ、内心で安堵の息をついた直後、不意に、エレンが腕をのばしてティグルの襟えりをつかむ。問答無用とばかりに離れたところへ引きずられていくティグルがとっさにできたことは、リムに彼女の分の粥を渡すことぐらいだった。

「おまえ、なんであんなことをする」

「それはこっちの台詞だ」

　仏頂面で睨みつけてくるエレンに、ティグルも強気の視線を返す。

「仲がいい間柄ならああいう行動もかまわない。でも、違うだろう？　見ていて気分のいいものじゃないぞ」

「おまえは私のものだろう。だったら、あのぐらい――」

　声を荒らげかけたエレンは、通りすがりの主婦や子供が自分たちを見ていることに気づいたのだ。耳をすませると、痴話喧嘩だとか痴情のもつれだとかいう言葉が聞こえる。

　頬を赤く染めて、エレンはうつむきがちになって黙りこむ。人々の言葉はティグルにも聞こえていたが、頭の中で神々の名を唱えて必死に心の昂ぶりを鎮めた。

「なあ、エレン」

　落ち着いた声で呼びかけて、ティグルはエレンにも冷静になってもらおうと試みる。

「どうしても好きになれなかったり、嫌いなやつがいるのはわかる。俺だってそうだ。でも、角つきあわせてばかりだと疲れるだろう」

　エレンはわずかに顔をあげ、口をとがらせて、上目遣いでティグルを見る。

「大人になれと？」

「もう少しだけ気楽にいこう。怒っている時間よりも、笑っている時間が多い方がいいと、俺は思う。それに、そんなにかりかりしてると若いうちに禿げるぞ」

　冗談が下手だったからか、エレンはにこりともせず、なおも不機嫌そうな表情のままティグルを見つめていたが、彼女が全身から放っていた苛立ちはすこしずつおさまっていた。

「わかった」

　やがて、ため息とともにエレンはその言葉を吐き出す。口元に、ティグルの見慣れた明るい笑みを浮かべた。

「笑っている時間が多い方がいいというのは、私も賛成だ。リュドミラごときに振りまわされるのも気に入らないし、おまえやリムに心労をかけるのも本意ではない。だが」

　エレンは手をのばすと、ティグルの鼻をつまんで軽くひっぱる。痛みはほとんどない。

　彼女の意図がわからず、不思議そうに瞬きをするティグルに、エレンはもてあました感情に微量の甘えをまぶしたような、なんとも言い難い表情でこう続けたのだった。

「……あの女に粥をくれてやったのはやっぱり気に入らない。これぐらいは許せ」




　　　　　　　†




　大浴場の扉をくぐって、ティグルは驚いた。

　この中には浴場だけではなく、宿屋や酒場、露店まであったのだ。

　広々とした玄関口ではトランプやチェスに興じる客がおり、酒場を見れば湯上がりの客たちが酒を飲みながら談笑している。

　露店では肉の串焼きや茸きのこと香草の壷焼きなどの他に、小瓶に鉱泉をつめたものや、鉱泉を使ったパンなどが売られていた。

　活気と熱気と喧けん騒そうに満ちあふれ、ティグルは呆然としてしばらくの間立ちつくしていたほどだった。その様子を見てエレンが得意げに説明する。

「何代か前の戦姫はここの温泉が好きだったらしくてな。浴場を維持する代償として、税を免除したのだ。もともと税額がすくなかったというのもあるのだろうが」

「もしかして、あんなところに別荘があるのはこの町へ通いやすくするため？」

　呆れたという感情を隠さず、リュドミラがエレンに尋ねる。

「別荘を建てたのはその戦姫だから、そうなのだろうな。まあ、それだけのためにというのは無理だから、ヴォージュ周辺の視察も兼ねてだろうが」

　リムが宿で手続きをすませる。無用な諍いさかいを避けるため、部屋を三つとった。ティグル、エレンとリム、リュドミラという割り当てだ。

　部屋にはベッドがあるだけで、窓も小さい。だが、床は丁寧に掃除されており、毛布にも汚れなどはなく、定期的に洗っていることを示すようにやわらかい。

　ティグルは食事や入浴を後回しにして、黒弓の手入れを優先した。

　床に腰を下ろして、まず濡れた布で弓幹ゆがらを丹念に拭く。この弓を使うようになって、まだ二十日余りだが、かなりの汗と血が染みこんでいるような気がした。

　乾くのを待って、今度はなめした鹿の毛皮で拭く。それから隅々まで観察し、傷らしい傷がないことを確認する。弓ゆみ弦づるを軽く弾いてみると、かすかな空気の震えが鼓膜をくすぐった。

――この弓、手入れが必要なんだろうか。

　戦場へ持っていっているのだから、どうしても荒っぽい使い方になる。しかし、弓幹に傷はなく、弓弦も緩んでいない。いますぐにでも使える状態だ。

　少し迷ったのち、ティグルは頭かぶりを振った。

――必要ではないとしても、気持ちの問題がある。この黒弓は家宝で、大切な相棒だ。

　エレンが扉を叩いて現れたのは、手入れがすんだころだった。

「おまえ、まだ浴場に行ってないだろう？」

　そう尋ねるエレンの顔は上気して、妙に艶かしい。さらに、着ているものはやや大きめの、袖のない長衣だけなので、豊かな胸の形がほとんどわかってしまう。乾ききっていない白銀の髪や、長衣の袖から伸びた細い腕にもどことなく色香が漂っている。

　なんとも目のやり場に困る光景だった。

「場所を教えておくぞ。先に言ったように、ここには三つの浴場があるが、そのうちのひとつが戦姫専用ということで貸し切りでな。いつでも使える」

　弓に集中するふりをしてティグルは視線をそらし、礼を言う。だが、その態度は完全に見抜かれていた。

「公宮であれだけはっきり見ておいて、いまさら恥ずかしがることもないだろうに」

　長衣の裾をひるがえし、エレンは含み笑いをこぼして去っていった。

　ちいさく息を吐いて気を取り直すと、ティグルは部屋を出る。エレンの言葉を思いだしながら浴場へ向かい、迷うようなことはなくすぐにたどりついた。

　扉を開けると薄暗い脱衣所があり、正面に扉がひとつ。その先が浴場らしい。

――さすがに、このあたりの造りは他の浴場と同じか。

　籐で編まれた籠に脱いだ服を入れ、ティグルは扉を押し開ける。

　おもわず唸るような、見事な造りの浴場だった。

　もうもうと湯気の立ちこめる浴槽は、縁に色の異なる大理石を順番に用いており、ちょっとした広間ぐらいの大きさがある。

　まわりも石畳を隙間なく敷き詰め、隅には浴場の妖精とされるバーニクの像が飾られていた。壁の一面を飾る絵は、巨大な漆黒の竜で、戦姫らしいといえる。

　しかし、ティグルはそれらをほとんど見ていなかった。

　浴槽の中で、ひとりの娘がちょうど立ち上がったところだった。

　リュドミラだ。一糸まとわぬ姿で、白い肌はほんのりと赤く染まり、青い髪の先端からは湯の雫がしたたり落ちている。

　驚愕と衝動とで、彼女の肢体からティグルは目を離すことができなかった。
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　リュドミラも石になったかのようにその場に立ちつくしていたのだが、立ち直りは早かった。かがみこんで床に置いていた槍を拾いあげ、浴槽から飛びだすや一息に間合いをつめ、槍の切っ先をティグルの顔へと突きつける。

「……浴場は、武器を持ちこむところじゃないと思うが」

　ようやく出た台詞といえば、そんなものだった。ティグルは全裸のリュドミラから顔をそむけようとしたが、すばやく槍が動いてそうさせてくれない。

　やむなく両目を閉じたが、一瞬前までの光景は瞼の裏に焼きついている。

「その、身体を隠してくれ。恥ずかしくないのか？」

「犬や猫に身体を見られて恥ずかしいと思うの？」

　即答である。静かな声だが、鋭く研ぎ澄ませたかのような怒気を帯びていた。ティグルは反論できない。もしこのとき目を開けていれば、怒りと、さらにいくばくかの恥じらいのために槍先が震えているのがわかっただろう。

――そういえば、エレンも水浴びのときに剣をそばに置いてたな。

　戦姫にとって竜具は、常に手元に置いておくべきものなのだろう。

「……その様子だと、私を辱めに来たというわけではなさそうね」

「偶然だよ。誰かが入っているかもと考えなかったのは、こちらの落ち度だな」

「言葉遣い」

「申し訳ありません」

　直後、空気がうねり、硬いものがティグルの頭部を打った。目を閉じていたために無防備だったティグルは、突然の痛撃に頭をおさえ、床に突っ伏して悶絶する。

　その脇を、ふんと鼻を鳴らしてリュドミラが足早に歩き去った。

　後ろで扉が勢いよく閉まる音を聞いて、ティグルはようやく目を開ける。目に涙をにじませて頭をおさえながら身体を起こし、布一枚すら身につけていない自分の身体を見下ろした。

「犬や猫に見られた、か……」

　ティグルがそう思うのは、非常に困難だった。

　ちなみにこの遭遇劇は、エレンの仕業によるものだったことがあとで判明した。

　もっとも、ティグルがすぐに浴場へ向かわなければ発生しなかったので、まさしくちょっとしたいたずらのつもりでしかなかったらしいが。




　　　　　　　†




　翌日の朝には、ティグルたちはロドニークを出た。朝から馬を進ませれば、昼になる前に公宮へ通じる街道へ出ることができるだろう。

　空は暗く、濃灰色の雲が厚くたちこめていまにも一雨きそうだ。

　馬を進めるティグルたちの雰囲気は、まったくもっていいとはいえなかった。

　リュドミラは冷然として誰に対しても沈黙を貫き、ティグルは無言でただひたすらに耐え、エレンは苦笑してその様子を見ている。リムはティグルに同情の眼差しを向けていたが、その中には拭いきれない呆れや軽蔑がわずかに混入していた。

　エレンが仕掛けたものであることを四人とも知ってなお、この状況であった。

　荒野が草原に変わり、細い街道へと出る。この街道を進んでいって前方にあるちいさな森を抜けたら、主要な街道に合流するはずだ。

「おまえは――」

　森に入ったところで、エレンはリュドミラと馬を並べた。

「ティグルがどのような人間かを見るために来たと言ったが、目的は果たせたか？」

　この森を形成している木々は、杉や檜など冬でも葉を茂らせるものだ。

　空模様の悪さもあって、森の中は普段より一段と暗く感じられた。道の細さやでこぼこした路面がいっそう不安を煽る。

「ええ。よくわかったわ」

　エレンの問いに、リュドミラはそっけない口調で答えた。

「小貴族らしい小人物、勇気と無謀の違いがわかっていない愚者、思いや覚悟だけで戦えると思っている夢想家。あなたがなぜ、彼にそこまで入れこむのかはわからないけれど……。犬には犬の、猫には猫の好物があるということなのでしょうね」

　肩越しに後ろを振り返り、汚物を見るような目をティグルに向けて、リュドミラは答えた。ティグルはその視線を受け止めながら、黙っている。エレンのいたずらとはいえ、見てしまった以上、悪いのは自分だという思いがあるのだろう。

「なるほど。よくわかった」

　笑いを噛み殺すように肩を震わせるエレンに、リュドミラは顔をしかめた。

「笑われるようなことを言った覚えはないのだけれど」

「いや、笑えるとも。いま、おまえはこう言ったんだ。自分はティグルの真価を見抜くこともできないていどの人間ですと」

「あなたに哀れみを覚える日が来るとは思わなかったわ」

　リュドミラはつきあっていられないと言いたげな、疲れた顔で首を左右に振る。皮肉半分、呆れ半分というところだ。

「では、聞くが」と、エレンは余裕たっぷりの態度で返す。

「おまえは、テナルディエ公の軍と轡を並べてともに戦うことができるか？　私とライトメリッツ兵たちは、ティグルの軍とともに戦ったし、今後も戦い続けることができるぞ」

　リュドミラの顔が目に見えてわかるほどに強こわ張ばった。手綱を握る手が震えている。

「テナルディエ公の軍とともに、どこかの町を攻め落としたとしよう。おまえは――」

　そこまで言ったところで、エレンは言葉の続きを呑みこんだ。笑みを消し、真剣な表情になって手綱を引く。本能とアリファールから、それぞれ警告が発せられたのだ。どちらが早かったかはわからない。

　リュドミラも、エレンに遅れること呼吸二つ分でそれに気づく。後ろにいるティグルとリムも察したようだった。

　左右を木々に挟まれた、この細く粗末なつくりの街道に自分たち以外の人影はない。ほとんどまっすぐなのでかなり遠くまで見渡せるが、旅人も、行商人も、狩人もいない。

　しかし、気配を感じる。木々に隠れ、暗闇に紛れ、息を潜めて、獲物を見つけた獣のように慎重に接近してくる者たちがいる。

「――囲まれたな」

「暗殺者ですか」

　のんびりとつぶやくエレンに、表情を引き締めてリムが尋ねた。

　緊張を隠せないティグルやリムとは対照的に、エレンとリュドミラは悠然とそれぞれの竜具をかまえる。戦姫にとっては慣れたものだった。

「野盗にしては出てくるのが遅すぎる。さて、誰が狙われているものやら」

「あなたか私のどちらかでしょう？」

　首をかしげるリュドミラに、エレンは笑って首を振る。

「ティグルだっていまでは立派な標的だ。死ねば、テナルディエ公は小躍りして喜ぶだろう。私をブリューヌから追いはらって、アルサスを蹂じゅう躙りんできるからな」

「ありがたくない話だな」

　弓に矢をつがえながら、ティグルは辟易した声を出した。信じたくないが、テナルディエ公爵ならやりかねないとも思う。

――でも、どうする？　敵は身を隠しながら攻撃できるのに、こちらは馬ぐらいしか盾にできるものがない。

「引き返しましょうか、エレオノーラ様」

「こんな細くて荒れた道でか？　馬首を巡らせた瞬間にやつらは来るぞ。とはいえ……」

　エレンは前方に目を凝らすと、後ろにいるティグルに手を伸ばした。

「矢を一本くれ」

　ティグルが彼女の意図を読めぬまま、鞍の矢筒から一本抜きだして渡すと、エレンは無造作に放り投げた。回転しながら飛んだ矢は、空中で突然真っ二つに切断される。乾いた音をたてて地面に落ちた。

「――やはりな」

「何だ、いまの？」

　理解できない光景にティグルは目を瞠みはる。不愉快そうな表情でエレンが答えた。

「鋼こう糸し。糸状の鋼を、よく研いだものだ。足元に張れば脚が切れ、首のあたりに張れば首が落ちる。いまの一本だけではないだろうな」

「そういうこと」

　リュドミラが感心したようにうなずく。

「この連中、先回りして前方から来たのね。道理でここまで接近を許したはずだわ」

「すぐにしかけてこないのは、私たちがやつらを振り切ろうとして馬を飛ばすのを待っていたのだろうな。かなり前からこちらの様子をさぐっていたと見える」

　どうしたものかという顔で、エレンは鋼糸の張り巡らされた細い街道を見据える。

「エレオノーラ。あなたの竜技でまとめて吹き飛ばしなさいな」

「地面がえぐれて馬では進めなくなるぞ。まわりの木々も巻きこむ」

　エレンの言っていることがいまひとつわからず、ティグルはリムに視線を向ける。

「モルザイムの戦いで、エレオノーラ様が地竜スローを倒したときのことを思いだしてください。私は見ていませんが、尋常ではない手段で地竜を打ち倒していたでしょう」

「ああ、たしか、大気ごと薙ぎ払えとか何とか……」

「それが竜技と呼ばれるものです」

　ありがとうと礼を言ったところで、ティグルはエレンに呼びつけられた。

「ティグル。何か案はないか？　この馬鹿女は面倒くさくて働きたくないとぬかした」

「捏ねつ造ぞうはやめなさい。まずあなたが力を尽くすようにと言っただけでしょう」

　ティグルは目の前で睨みあう戦姫ふたりを見て、呆れを通り越して感心してしまった。暗殺者が目と鼻の先にいるというのに、どうしてこうも平気でいられるのだろうか。

――慣れ、なのか？

　埒らちもないことを考えながら、ティグルは目の前の荒れた街道を見つめる。灰色の雲に覆われた空を見上げ、それから黒弓を鞍に差すと、荷袋から水筒を取りだした。

　水筒の蓋を開けると、ティグルは中の水を前方へと振りまく。ばしゃりとささやかな水音をたてて、地面に黒い染みが生まれた。

　そして空中に、無数の水滴が浮かんでほぼ直線を描く。鋼糸についた水滴だ。エレンとリムは感嘆の声をあげ、リュドミラも意外だという表情をつくる。

「明かりがあれば、それを反射してもっと見やすくなる。ところで、これを切ったらまた別の罠が……なんてことはないよな？」

「さすがにそんな余裕は向こうにもないだろう。私たちがロドニークを発ち、この街道を通るということがわかってから仕掛けたはずだからな」

　エレンが言い終えたかどうかというとき、近くの木の葉が風もないのに揺れた。それに気づいたティグルは水筒を放り捨て、すかさず弓と矢をつかむ。

　しかし、矢をつがえる時間までは得られなかった。

　本能、あるいは直感とも呼べる何かが無音の危険を訴え、それに従ってティグルは足を鐙から外す。強引に、受身もとらず馬上から落ちた。

　直後、森の奥からすさまじい速度で放たれた太矢が、ティグルがさきほどまでいた空間を貫いて木の幹に突き刺さる。もしも地面に落ちなかったら、あるいは落ちるのが一瞬遅かったら、ティグルは太矢に胸を貫かれていただろう。

――次が来る……！

　さきほどティグルが狙いを定めかけた枝葉。そこからちいさな人影が飛びだした。子供と見間違えるほど小柄だが、顔つきは成人した男性のそれだ。

　男は、指ぐらいの細さの筒を口にくわえており、その先端をティグルへと向ける。筒から針が飛びだした。吹き針だ。ティグルはまだ身体を起こしておらず、避けられない。

　刹せつ那な、地面を滑るように突風が駆け抜ける。針は風にあおられて舞いあがり、ティグルに向かわず地面に落ちた。

　男が新たな針を取りだしたときには、ティグルが身体を起こして矢を放っている。吹き針が届くほどの、つまりは絶対に外さない距離。矢は男の眉間に深く突き刺さり、吹き飛ばして木の根元に叩きつける。それきり男は動かなくなった。

「まあまあだな」

　馬上のエレンが地上のティグルへと笑いかける。その手には銀ぎん閃せんの名を持つ長剣があった。それが、回避不可能だった吹き針をそらしてくれたのだ。

「安心しろ。大岩でもないかぎり、針だろうが矢だろうが、私たちにあたることはない」

「助かる、冗談抜きで」

　一方、リュドミラは冷然たる表情で暗殺者の死体を見下ろしていたが、納得したようにうなずいた。

「この連中は七鎖セラシュね」

「七鎖？」

　おうむ返しに尋ねたリムに、リュドミラはつまらなそうに説明する。

「必ず七人で行動しているという名うての暗殺者集団よ。遭遇するのははじめてだけど」

　リュドミラは手の中の槍を回し、穂先を死体へと向けた。暗殺者の左腕にある鎖状の刺青いれずみを指し示す。

「この刺青が、やつらの証明とされているわ」

「詳しいな、おまえ」

　ティグルはもちろん、エレンまでもが目を丸くしてリュドミラを見る。得意がるでも、誇るでもなく、リュドミラは憮然として応じた。

「私は母と祖母から多くのことを教わってきたの。積み重ねがあるのよ。そういうものがないあなたと違って」

　エレンはあきらかにむっとしたが、言い返すようなことはせず、ようやく立ちあがったティグルを守ろうと馬を一、二歩ほど後退させる。

　それに応じて、リムもエレンを庇うように馬を歩かせた。

　再び空気が蠢うごめく。枝葉や木々の陰に隠れているいくつかの気配が動いた。ティグルたちはそれぞれ武器をかまえ、そちらに注意を向ける。

　不意に、リムの頭上にのびていた木の枝から黒い影が降ってきた。それは逆さになった人間の上半身だ。足を枝にひっかけて、一瞬の隙を待って潜んでいた。

　暗殺者は恐るべき速さでリムに迫り、逆手に持った短剣を突きたてようとする。刃には毒が塗ってあり、かすっただけでも容易に命を奪うだろう。

　しかし、リムの対応は冷静そのものだった。手にした剣で迫る短剣を薙ぎ払い、返す一閃で暗殺者の首を切り裂く。傷口から鮮血を噴きだし、暗殺者の身体はずるりと落ちて地面に叩きつけられた。その死をたしかめようと、リムの視線が下へ向けられる。

　そのために一呼吸分、反応が遅れた。

　頭上から一匹の蛇が降ってきた。それは空中で首をもたげ、身体をくねらせてリムへと襲いかかる。二段構えの攻撃だったのだ。

　蛇を避けようとして、リムは失敗した。

「リム！」

　蒼白な表情で叫びながらも、エレンの身体は戦士としての本能に突き動かされて銀閃を振るう。銀色の刀身から放たれた風の刃は、正確に蛇の胴体を両断した。

「だいじょうぶか！」

　ティグルとエレンがリムに駆け寄る。リムはふたりを見て口を開きかけたが、言葉は出てこなかった。ぐらりと傾いて落馬しかけた彼女の身体を、ティグルはとっさに抱きとめる。

「どうした!?」

　返事はない。リムの顔は熱で赤く染まり、額に汗がにじんでいた。

――まさか、毒か。

　ティグルは地面に落ちた蛇の死体に視線を走らせる。頭部の形と鱗の模様で、毒を持つ蛇だとわかった。すぐにリムへと向き直り、目を凝らして彼女の顔、喉、首筋と観察していくが、傷らしきものは見当たらない。

「ティグル！　リムはどうした!?　どうなったんだ!?」

　いつになく切迫した表情と、いまにも泣きそうな声音でエレンが尋ねる。だが、ティグルは彼女を見ようとせず、言葉も返さない。そんな余裕はなかった。

　リムの長身をそっと地面に横たえ、軍衣に手をかけて引きちぎる。露あらわになった右の乳房の上部に、細い針で刺したような傷が二つ並んでいた。微量の血が浮きあがっている。

――こいつだ。

　乳房の傷に口をつけて、強く吸う。口の中にたまった血を地面に吐きだした。リムが苦しげな吐息を漏らす。ティグルはかまわず、毒を血とともに吸いだす作業を何度か繰り返した。

――この蛇なら、吸いだすのが有効なはずだ。

　小さいころ、山や森へ狩りに行くならば覚えておくようにと、父やバートラン、狩人たちはティグルにさまざまなことを教えてくれた。毒への対処もそのひとつだ。

――可能なかぎり吸いだしたあと、ロドニークの町に急いで戻って手当てができれば……。

　そこまで考えたとき、複数の音がティグルたちの耳を打った。
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　背筋に悪寒が走る。おもわず見上げた頭上、空に四つの影が躍っていた。隠れ潜んでいた暗殺者たちが一斉に動いたのだ。

　自分とリムは動けない。エレンは反応したものの、リムのことで動揺しているのかいつもより動きが鈍い。

――こんなところで……！

　そのとき。たん、とちいさな足がティグルのそばの地面に降りた。

　リュドミラだ。暗殺者は彼女にも襲いかからんとしているのに、青い髪の戦姫は微み塵じんも取り乱してはいなかった。

「――ラヴィアス」

　それが、彼女の槍の名。手の中で槍を回転させると、リュドミラの身長ぐらいしかなかったはずの柄が伸びた。

「空さえ穿ち凍てつかせよシェロ・ザム・カファ」

　不純物の一切ない氷塊を思わせる冷たく澄んだ声。それを森の中にちいさく響かせ、リュドミラは槍の先端を地面へと垂直に突き立てる。その穂先から凍気を帯びた白い光が放たれ、リュドミラを中心に六角形の結晶を描いた。

　冷気が、爆発した。

　その瞬間を目の当たりにしたティグルは、そうとしか表現できなかった。

　リュドミラを囲むように、護るように描かれた結晶から放たれた膨大な、そして圧倒的な凍気は、地面を、その上を這う大気ごと凍りつかせる。

　そして、そこから氷の槍が無数に突きだされた。その勢いといい、猛々しさといい、まるで巨大な怪物が牙の並んだ顎を見せたかのようだった。巨大な氷の棘は、ティグルたちを避けながら周囲の木々を薙ぎ倒し、あるいは吹き飛ばして空へと先端を突き上げる。

　暗殺者たちはむろん逃れられなかった。彼らの顔といわず身体といわず、鋭利な氷の槍は穿ち、貫いて、白かったその姿を紅く染める。

　頭部を砕かれて即死した者もいれば、執念で毒混じりの灰を振りまいた者もいた。しかし、その灰すら手元を離れた瞬間に、凍りついて粉々に砕け散る。

　リュドミラは暗殺者たちが息絶えたのを確認すると、厚い氷に覆われた地面から槍を引き抜く。一回転させ、石突きで軽く地面を叩いた。

　硝子が砕けるような音を発し、すべての氷が吹き飛ぶ。白い冷気と氷の粒を振りまきながら大気に溶けて霧散した。

「部下ひとりのことで、ここまで取り乱すなんて……失望したわ」

　槍の柄を短く変化させて、忌いま々いましげにリュドミラは吐き捨てた。怒気と軽蔑の入りまじった瞳をエレンに向ける。

「エレオノーラ。あなたがそこまで戦姫にふさわしくないとは思わなかった。いつかあなたの民を不幸にする前に、アリファールを捨ててしまいなさい」

　吐き捨てると、リュドミラはエレンの反応も見ずに馬にまたがる。ティグルは呆気にとられて声も出せずにいたが、ようやくリュドミラの名を呼んだ。

　いましも馬を走らせようとしていたリュドミラは、わずかに首を動かして横顔をティグルに向ける。

「ありがとう。助けてくれて」

　氷の槍の戦姫は答えず、ティグルから視線を外す。エレンの脇を通り抜け、冷気を帯びた大気を吹き散らして街道を駆けていった。

　彼女の後ろ姿を見送ったティグルは、横たわっているリムへと視線を移す。

　荒い呼吸に合わせて揺れる豊かな胸が視界に飛びこんできて、ようやくティグルは自分の行動を思い返した。肌にはうっすらと汗がにじんでおり、右の乳房は、ティグルが何度も毒と血を吸ったためにほんのりと赤くなっている。

　引きちぎったリムの服をてきとうに寄りあわせて、申し訳ていどに彼女の胸を隠してからティグルはエレンを振り返った。

　白銀の髪の戦姫は長剣を手に下げて、無言でティグルを睨みつけていた。

「症状は？」

「リムは体力があるから、だいじょうぶだと思う。俺の知っているかぎり、あの蛇の毒で命を落としたのは手当ての遅れたひとか、老人や病人だ。急いでロドニークに戻って手当てをすれば助かる。必要な薬はどこにでもあるようなものだから」

　むしろエレンを元気づけるために、ティグルはそう答えた。死んだのが老人や病人ばかりだったというのは嘘ではないが、リムが間に合うかどうかはわからない。それに、暗殺者が蛇に手を加えていないともかぎらないのだ。

　ティグルの言葉に安心したのか、張りつめていたエレンの表情が緩む。

「わかった。ティグル、おまえは先にロドニークへ行って医師を呼んでおいてくれ。昨夜泊まった宿の主人に言えばやってくれるはずだ。私もリムを馬に乗せてすぐに追いつく」







　リムが目を覚ましたのは、暗殺者の襲撃があってから二日後の朝だった。

　窓から陽の光が射しこみ、鳥の鳴き声が聞こえる。しばらくの間、彼女はぼんやりと天井を眺めていたが、ふと、お腹あたりに重みを感じて、そこへ視線を向けた。

　もはや見慣れた、くすんだ赤い髪が乗っかっている。眠っているらしく、かすかな寝息が聞こえた。リムは反射的に押しのけようとしたが、寸前で手を止め、まず現状を確認する。

　周囲を見回した。それなりに広い部屋だが、自分が寝ているベッド以外に置かれているものといえばテーブルと椅子ぐらいで殺風景なことこの上ない。

「ロドニーク……？」

　どうして戻ってきたのだろうか。リムは記憶をさぐった。

――たしか、街道で暗殺者たちに襲われて、ひとりを斬ったと思ったら蛇に噛まれて……。

　そのとき扉が開いて、エレンが入ってくる。リムの姿を見て、笑顔を輝かせた。

「起きたか、リム」

「エレオノーラ様」

　リムは身体を起こそうとしたが、エレンは首を振ってそれを止めた。

「リム。ここは公宮ではないし、私とおまえしかいないも同然だ。昔のようにエレンと呼んでくれてかまわないんだぞ」

「そうはまいりません」

　微笑を浮かべ、しかし瞳には確固たる拒絶の意志を見せて、リムは言葉を続ける。

「以前にも申しあげましたが、エレオノーラ様ともっとも親しいと思われているからこそ、私が愛称で呼ぶようなことがあってはならないのです」

「おかげで、私をエレンと呼んでくれるのは、戦姫を除けばそいつしかいない」

　苦笑を浮かべるエレンの視線は、起きる様子のないティグルへ向けられる。

「あのときは心底驚きました。呼んでいいと言われたからとはいえ、まさか捕虜の立場で本当にエレオノーラ様を愛称で呼ぶとは」

　ふたりの娘は顔を見合わせて笑いを噛み殺した。

「……身体の方はどうだ、リム？」

「すこし疲れを感じますが、それ以外は問題ありません」

「そうか。そこの寝ぼすけに感謝するといい。倒れたおまえに応急処置をほどこしたのはティグルだからな」

　腕を組んでティグルを見下ろしながら、エレンは事情を簡単に説明した。

　暗殺者たちを倒したあと、ティグルとエレンはロドニークまで急いで戻った。二人がかりでリムをベッドへと運び、医師の指示に従って薬を飲ませ、交代で看病をしたのである。

「まずだいじょうぶだろうが、万が一はある、などと医師が言うものだからな。正直冷や冷やしたぞ」

　ティグルを起こさないようにという気遣いだろう、静かに歩み寄り、エレンはリムの前まで来ると腰を下ろして、彼女の頬に手をのばす。

　リムは、エレンの目の下に隈があることに気づいた。

「本当に助かってよかった」

「申し訳ありません。エレオノーラ様をお守りするはずが、真っ先に倒れてしまうなど」

「何を言う。おまえはやるべきことをしっかりやっただろう」

　エレンは笑って、リムの額を軽く指で弾いた。それでリムも微笑を浮かべる。

――よかった。

　右胸に手をあてて、リムは自分が生きていることを静かに喜んだ。まだ自分はエレンに仕え、彼女の役に立つことができる。そう思えるのが、嬉しかった。

「暗殺者はどうなりました？」

「ひとり取り逃がした。襲いかかってこなかった弩使いだ。もっとも、ひとりだけではできることがかぎられる。警戒はするが、気にしすぎることはないだろう」

　リムは安堵し、それからある疑問が湧きあがって眉をひそめた。毒蛇に噛まれた箇所にはすり潰した薬草が盛られ、清潔な布が押し当てられ、その上から包帯が巻かれている。

「エレオノーラ様、あの、ティグルヴルムド卿が応急処置をしてくださったと……」

「ああ、そうだ」

　不思議と、リムの声は震えた。

「そ、それは……どのような方法で？」

「傷口から毒を吸った」

　エレンの声が、どこか楽しげなものであることにリムは気づいた。自分の顔も急激に熱を帯びて赤くなる。理性を感情がおしのけて、リムはおもわずティグルの頭をひっぱたこうとしたが、寸前で手を止めることに成功した。

「一応、弁護してやるとな。あのときのこいつは、おまえを助けるために必死だった。下心なんぞは一切なかった。むしろ、おまえに叩かれるべきは私だろうな」

　空中に止まったままのリムの手をとって、エレンは自分の胸元へ引き寄せる。

「おまえが倒れたとき、私はただ呆然と立ち尽くしていただけだった。どうしよう、どうしようと子供みたいにおろおろするばかりで、何もできなかった」

「でも、私をここまで運んでくださったのはエレオノーラ様です」

　リムの台詞に、エレンはもの言いたげな顔をしたが、白銀の髪の戦姫の口から出てきたのはありがとうという感謝の言葉だった。

　リムの手をそっと握りしめ、そのぬくもりを心に沁みこませると、名な残ごり惜しそうにエレンは彼女から離れ、立ち上がった。

「今日はゆっくり休め」

「いえ」と、リムは首を横に振る。

「今日の夕方には、ここを発って公都へ戻りましょう。私のことなら平気です」

　いますぐにでもと言ったら、エレンは必ず反対する。そう見越して、リムは夕方と言った。エレンは顔をしかめてリムを軽く睨む。

「本当に、無理はしてないのだろうな？」

「傷口にいくらか痒みがあるていどです」

「わかった」と、答えたときのエレンは、いつもの不敵さと闊かっ達たつさを備えた一騎当千の戦姫の顔をしていた。

「ティグルも疲れているだろうから、できれば寝かせてやりたいのだがな」

　エレンが苦笑を浮かべ、リムもちいさくうなずくことで同意を示す。

　しかし、余裕はあまりない。考えた末に、リムはできるだけ優しく起こすことにした。ティグルのくすんだ赤い髪にそっと指を通し、頭を撫でるように揺する。

「ティグルヴルムド卿。起きてください」

　しかし、ティグルはわずらわしげに唸って、リムの手を乱暴にはねのけた。そのまま手をのばして、リムの胸をつかむ。無意識の行動だろうが、ぐにぐにと揉みしだいた。

　ティグルは、強烈な平手打ちによって目覚めることとなった。









　　　５　　　冷たい雪とあたたかな何かと














　オルミュッツ公国は、ジスタート王国の南西部に位置する。

　北上して王家の直轄地を通過すれば、エレンの治めるライトメリッツに達し、西に歩いていけば、ブリューヌ王国との国境線代わりともいえるヴォージュ山脈にたどりつく。南へ向かって荒野と湖と山を越えれば、ムオジネル王国が見えてくる。

　三つの国の人間が行き交い、それぞれの文化が混在するこの公国の統治者は、リュドミラ＝ルリエ。『凍漣の雪姫ミーチェリア』や『槍の舞姫』という異名を持ち、冷気を操る戦姫である。

　いま、北の国境にある城砦の一室で、リュドミラは静かに紅茶チャイを飲んでいた。

　紅茶はリュドミラの好物であり、唯一の趣味といっていいものだ。他者に淹れさせることはなく、自分で淹れて飲む。紅茶に入れるジャムも、自分で作ったものだった。

　リュドミラはふと手を止めて、白磁の杯の中の紅茶を見つめる。

「そういえば、紅茶をご馳走すると言った気がするわ……」

　くすんだ赤い髪をしたブリューヌ人の若者の顔が、脳裏に浮かんだ。興味が失せたので名を忘れかけていたが、しばらく紅茶に視線を注いでいるうちに、リュドミラは思いだした。

「ヴォルンだったわね、ティグルヴルムド＝ヴォルン」

　ブリューヌ人にしては長い名前だと思う。それ以外の感想がリュドミラにはない。

「彼に雇われたなどと、エレオノーラは言っていたけれど……ライトメリッツを戦火から守るためとはいえ、どうしてあんな男に手を貸す気になるのかしら」

　もし、一部の者が噂するように恋だの愛だのという理由だとしたら、興醒めだ。男の趣味が悪いとかいう以前の問題である。

――国のことより己の感情を優先させるようでは戦姫として失格よ、エレオノーラ。







　リュドミラ＝ルリエの母は戦姫だった。祖母も、曾祖母も。

　戦姫を選ぶのはひとではない。ゆえに、その選定にひとは異を唱えることができない。それを考えると代々戦姫というのは驚くべきことだったが、納得のいくことでもあった。

　なにしろ戦姫が教師である。戦姫となるには何が必要か、わかっているのだ。

　とはいえ、容易なことではない。

　かならず娘が生まれるわけではなく、生まれたとしても、充分な素質を備えているとはかぎらない。素質があっても期待通りに成長するかはわからない。また、娘を育てている間に母親が戦姫でなくなる可能性もある。それらの難関を乗り越えたとしても、同じ時期に、より戦姫にふさわしい者が現れることもある。

　生まれた娘に後を継がせようとした戦姫は過去に幾人もいたが、望みをかなえられた者はほとんどいないというのが現状だ。

　まして、何代も続くとなると、片手で数えられるほどにしかその例はない。

　現在のオルミュッツは、その希少な例だった。

　リュドミラは幼いころから厳しい教育をほどこされた。兵たちにまじって槍の技量を鍛え、馬を操り、オルミュッツを治めるために必要な知識を学んだ。

　リュドミラは弱音を吐かず、懸命に励んだ。

　曾祖母、祖母に続いてラヴィアスに選ばれ、公国を見事に統治し、常に堂々と振る舞い、多くの者の尊敬の眼差しを浴びる母は、リュドミラにとって自慢であり、誇りだった。時折、破天荒な振る舞いをしながら、愛敬のある笑顔ですませてしまうところも好きだった。

　必ずオルミュッツの戦姫となって、母たちが築きあげてきたものを受け継ぎ、次の代に伝えていくのだ。祖母や母がそうしてきたように。それは夢であり、決意でもあった。

　父とは、十歳を過ぎたぐらいから距離を置くようになった。父は、市街にある宿屋の主人である。かつては公宮に勤める官僚だったが、母が戦姫になると、職を辞したのだという。

　父は娘の努力を褒めてくれたが、戦姫になりたいとうリュドミラの夢については、何も言わなかった。否定はしないが、肯定もしないというふうで、それが気に入らなかった。

　母が亡くなったのは、リュドミラが十四歳のときだ。ただの風邪だったはずが肺炎をこじらせて、数日間寝込んだかと思うとあっけなくこの世を去った。

『破は邪じゃの穿せん角かく』の異名を持つ凍とう漣れんラヴィアスは、リュドミラを新たな戦姫として選んだ。

　内心はともかく、表面上においては、リュドミラは母の死を悼まなかった。そんな余裕が与えられなかったということもある。

　リュドミラが戦姫になることを誰よりも望んでくれただろうひとはもう地上にいないが、生まれ育ったオルミュッツがあり、自分を見守ってくれた人々がいる。

　彼らを守る気持ちをいっそう強くしながら、しかし表向きは氷のような静謐さを保ち、母や祖母の代から仕えている臣下たちとともに、彼女は戦姫としての務めに励んだ。

　あるとき、ライトメリッツで新たな戦姫が選ばれたという話をリュドミラは耳にした。

　しかも、その娘は自分と同じ十四歳だという。

　俄が然ぜん、興味が湧いた。

　オルミュッツの戦姫とライトメリッツの戦姫は、代々非常に仲が悪い。

　おたがいの領地が近いために警戒せざるを得なかったということもあるが、衝突したことは一度や二度ではない。リュドミラの母もたびたび争いを起こしていた。

――戦うかもしれない相手。ぜひとも自分の目で見ておかなければ。

　もっとも、リュドミラは警戒心だけを抱いていたわけではない。淡い期待もあった。

――もし友好を結べそうなら、そうしてもいいかもしれないわ。神話の時代からオルミュッツとライトメリッツが争っていたわけではないし。

　そのような考えに至ったのは、統治者としての孤独を感じていたためかもしれない。

　ライトメリッツの新たな戦姫は自分とは違い、戦姫になる前は傭兵だったという話だ。

――場合によっては知識の豊富な先輩として、いろいろと教えてあげてもいいわね。

　そのような希望を抱いてリュドミラはライトメリッツへと向かい、エレンに会った。

　結論からいえば、まるで気が合わず、はては取っ組み合いになった。

「ぽっと出の、謙けん虚きょさのかけらもない傲ごう岸がん不ふ遜そんな野蛮人」

　それが、リュドミラがエレンに与えた評価である。

　ちなみに、リュドミラに対するエレンの評価は次のようなものだった。

「身内以外に誇れるもののない、態度がでかくて恩着せがましい箱入り娘」

　戦姫とはいえ、十四歳の少女だ。しかも、リュドミラはやや気分がうわついており、エレンは戦姫になったばかりで戸惑いの方が多い状態だったのだから、この結果も仕方のないことかもしれなかった。

　このまま相手を無視することができればよかったのだろうが、領地が近いので動向をさぐらないわけにはいかない。あの女にだけは負けたくないという意識もある。

　そうして一年、二年と年月を重ねていき、ライトメリッツにおけるエレンの統治ぶりと戦場での活躍を見て、リュドミラは彼女のことをあるていど認めるようになっていた。

　一年以上前のことになるが、彼女の話に感心したこともある。

　ミラとエレン、ソフィー、そしてサーシャという愛称で呼ばれる戦姫の四人が、偶然にも王都シレジアで顔を合わせたことがあった。

　ソフィーとサーシャの提案で、四人で果実水クヴァースでも飲みながら話をしようということになり、ミラはソフィーたちの顔をたてて、つきあうことにした。ソフィーもサーシャも、ミラにとっては友人と呼べる相手だった。

　ソフィーもサーシャも話題が豊富で、話はあちらこちらへと飛んだ。

　軍が行う略奪をどう思うかという話が、何をきっかけにして飛びでたのかは覚えていない。四人とも戦姫であることを思えば、それほど奇抜な話題というわけではなかった。

　むろん、四人とも戦場での略奪や暴行については固く禁じている。そういう行為自体を強く嫌悪し、また兵の士気にも影響するとわかっているからだが、エレンはこう言った。

「私が略奪を否定する理由はもうひとつある。略奪をする軍は弱いか、弱くなるからだ」

「どういうこと？」

　聞いたことのない説に、ミラはおもわず問いかけていた。ソフィーとサーシャも興味深そうな視線をエレンに向ける。エレンは腕組みをして話しはじめた。

「あるひとから聞いた話だ。昔々、ジスタートが地上にできるよりも昔、略奪を推奨する王がいた。敵の町を攻め落とせば、町での略奪をけしかけ、野戦で勝利すれば、戦場の近くにある村や集落を襲わせた。王の軍隊は、それはそれは強かったそうだ」

「強いんじゃない」と、ミラ。

「最後まで聞け。これからが本番だ」

　皮肉っぽい笑みを浮かべて、エレンは話を続けた。

「そんな戦を続けるうちに、兵たちは考えるようになる。戦う前に略奪をしてもいいのではないかと。そこで行軍中や休憩中に軍を離れ、守りの薄い村や町を襲うようになった。敵に打撃を与えるのだからと王は黙認した。さて、この兵たちは強かったと思うか？」

「先に略奪をしたのだから、士気は高かったのではないかしら？」

　ソフィーの疑問に、エレンは首を横に振った。

「そうはならなかった。兵たちは略奪品を惜しみ、命を惜しんだんだ。自分たちが圧倒的に有利な場合は奮戦するが、互角であったり、劣勢であったりした場合はすぐに逃げた。そんなことを繰り返すうちに、王の軍は戦に勝てなくなった。王は、兵を戦わせるためにさまざまな手を打ったが、どれも効果がなかった」

「それで、王は略奪を禁じるようになったのかな？」と、サーシャ。

「いや、戦そのものを避けるようになった。ところが、戦がなければ略奪ができないから兵たちが不満を抱くようになり、叛乱を起こした。まあ、これは余談だな」

　肩をすくめて、エレンは小さく笑った。

「この話が事実かどうかは知らん。ただ、私自身の経験に照らしあわせても、納得できるものだった。だから、私は略奪を禁じる。どんなに気をつけても、私の目を盗んでよからぬことをやる兵はいるのだろうが、それでもだ」

　話を聞き終えたとき、ミラはいくらかではあるが、エレンを見直したものだった。そのように考えたことはいままでなかったからだ。

　そのエレンが協力しているというから、ティグルにも関心を持ったのだったが。

――あの男のどこに価値を見出したのかしら。

　七鎖と戦う直前の、エレンの言葉を思いだす。

――おまえは、テナルディエ公の軍と轡を並べてともに戦うことができるか？

　そう問われたとき、ミラは答えることができなかった。

　オルミュッツとテナルディエ公爵家とのつきあいは、曾祖母の代からだ。そのころの公爵は人格者として知られていたらしい。

　当代の公爵は圧政を敷いて領民を苦しめていると聞くが、国外においては常に誠実で隙のない対応をしている。リュドミラはその点で公爵に不満を覚えたことはない。母がつきあいを続けていたのも、それゆえだろう。

　だが、母はテナルディエ公爵の軍と行動をともにしたことはない。

――我が軍が公爵の軍とともに戦って、どこかの町を攻め落としたら……。

　テナルディエ公爵の軍は略奪を行うだろう。自分にそれを止めることはできない。止める権利がないからだ。不快感を伝えることがせいぜいで、目の前で行われる略奪を、ミラと兵たちは傍観することになる。

――私はオルミュッツの主。己の感情を、公国の利益に優先させていいはずがない。

　テナルディエ公爵家とのつきあいは、曾祖母から祖母が受け継ぎ、祖母から母が受け継いだものだ。自分の役目はこの交流を断ち切ることではない。

　ため息をこぼす。ずいぶんと考えこんでいたらしい。白磁の杯に残っていた紅茶はすっかり冷めてしまっていた。




　　　　　　　†




　ロドニークから公都へ帰ってきたエレンは、すぐにでもブリューヌへ向けて兵を動かすつもりだったが、思わぬ報告を受けてそうもいかなくなった。

「オルミュッツの兵が南の国境近くに集まっている？」

　そう報告したのは、エレンの命を受けてオルミュッツの動きを警戒していた兵である。

「はい。歩兵が二千ほどで、冬に備えた訓練ということです」

「リュドミラはいるのか？」

「偵察に出た兵の多くが、その姿を確認しております」

――牽制か。

　エレンは顔を曇らせた。テナルディエの味方をするとリュドミラは言っていたが、さっそく行動に移してきたのだ。

　また、ティグルのもとにもアルサスを経由して、オージェ子爵から手紙が届いていた。

「ヴォージュ山脈を越えようとしていた怪しげな旅人を捕らえたのだが、テナルディエ公の使いの者らしい。この者が持っていた手紙をおぬしのもとへ送るゆえ、見てほしい」

　盗賊団が掃討されたあと、オージェ子爵はヴォージュ山脈に兵を向かわせて、野盗の残党がいないか目を光らせていた。その網に、使いの者は引っかかったのだ。

　手紙は、テナルディエ公爵からリュドミラに宛てたものだった。その文面から社交辞令と美辞麗句を取り去って要約すると、次のようになる。

『エレオノーラが兵を率いてブリューヌへ向かったら、当初の計画通り、手薄になったライトメリッツをただちに攻めてほしい』

　ティグルは急いで執務室に向かうと、書類の山と戦っていたエレンとリムに手紙を見せた。すばやく目を通したエレンは、ふんと鼻を鳴らす。

「モルザイムで討った息子はぼんくらだったが、父親の方はなかなかくせ者だな」

　ティグルは、エレンの隣で書類を整理しているリムを見た。書類から視線を離さずに、冷静な口調で彼女は答える。

「ティグルヴルムド卿、どうしてテナルディエ公の使いの者は、テリトアールを通ってオルミュッツへ向かおうとしたのだと思いますか？　オージェ子爵は公爵を嫌っています。オルミュッツへの最短距離とはいえ、危険ではないでしょうか」

　たしかにそうだと言いかけて、ティグルははっとした。

「公爵は、俺たちの手にこの手紙が渡るよう仕向けたっていうのか」

「おそらくな。さすがというべきか、戦姫との戦い方をよくわかっている」

　エレンは壁に立てかけていたアリファールを手にとって、鞘を撫でる。

「テナルディエ公にとって、自分に従わないブリューヌ東部の諸侯らは目障りな存在だ。ぼんくら息子に二頭も竜を与えてアルサスを襲わせたのは、彼らを威い嚇かくして黙らせる狙いもあったんだろう。だが、その目もく論ろ見みはおまえの活躍によって破れた」

　エレンの紅玉の瞳がティグルにまっすぐ向けられる。

「公爵の敗北を知って、東部の諸侯は士気を高めただろう。しかも、おまえが私という戦姫を味方につけたことも遠からず噂になる。そこで、テナルディエ公は考えた。私を牽制し、東部の諸侯をおとなしくさせる手を。それがこの手紙だ」

　首をひねって考え、ティグルはエレンの言いたいことを理解する。

「そうか。リュドミラがテナルディエ公に協力しているという噂が東部の諸侯たちの間に広まれば、彼らはオルミュッツを警戒して動けなくなる」

「それに、ティグルヴルムド卿への協力も考え直すようになるでしょう。戦姫を味方につけているという強みが失われるわけですから」と、リム。

「おまえたちがテリトアールで討伐した盗賊団も、オルミュッツ軍に偽装させるつもりだったんじゃないか？　オルミュッツ製の甲冑を何人かがつけていたのだろう」

　エレンの推測に、リムがうなずいた。

「ありえますね。思えば、テナルディエ公が敵として考えているのはガヌロン公ですから、戦姫が味方についていると匂わせるのは有効な手です。もっとも、リュドミラ様が知れば両者の関係は間違いなく悪化するでしょうが」

「こちらから教えてやりたいが、リュドミラのやつは信じないだろうな。当面の問題は、あいつがどこまでテナルディエ公に義理立てするかだが……」

　リュドミラがライトメリッツを攻める可能性は小さいと、エレンは考えている。

　だが、絶対に攻めてこないと言えない以上、ライトメリッツの主としては、国境近くにいるオルミュッツ軍を無視することはできない。兵を率いてブリューヌへ向かおうにも、万が一のことを考えて、より多くの兵を残していかざるを得ないのだ。そうなれば、テナルディエ公爵との戦いは当然ながら厳しいものになる。

　エレンは小さく唸った。窓の外に目を向け、ぼんやりと風景を眺めて考えを巡らせる。

　やがて、彼女は小さく息をつくと、アリファールを壁に戻してティグルを振り返った。

「ティグル、おまえが決めてくれ」

　紅の瞳で見据えられて、ティグルは困惑の表情でエレンを見返す。

「テナルディエは、私がリュドミラと戦うことも期待しているだろう。やつを喜ばせるのは腹立たしいが、それでも、私はここでリュドミラを叩いて、後こう顧この憂うれいを断っておくべきだと考えている。わざわざ国境付近までやってきてこちらを挑発しているのだから、ちょうどいい。だが、おまえがやつとは戦わない、すぐにブリューヌへ向かうといえば、私はそれに従う」

　ティグルはすぐには答えられなかった。

「……こんな大事なことを、俺に決めろっていうのか？」

　ここでの決断は、間違いなく今後をおおきく左右する。

　一斉に襲いかかってきた暗殺者たちを、一瞬で葬り去ってみせたあのリュドミラを相手にするのだ。一筋縄ではいかないだろう。彼女と戦えば、時間も、兵も失われる。

　だが、エレンの言うとおり、彼女を無視してブリューヌへ戻るのは危険すぎる。

　もしもリュドミラがライトメリッツへ攻めこんだら、エレンがすぐに兵を返しても甚大な被害が出るだろう。また、それにあわせてテナルディエが動いたら、ティグルは今度こそなすすべなく敗れ去るに違いない。

　自分が判断していいこととは、ティグルには思えなかった。

　しかし、エレンはティグルをまっすぐ見つめてうなずく。

「大事なことだからこそ、おまえに決めてもらうんだ」

　ややぶっきらぼうな口調で、エレンは言い終えると突き放すようにそっぽを向いた。

　ティグルはくすんだ赤い髪をかきまわし、そっと目を閉じる。リュドミラと会った日の記憶をすこしずつさぐり、彼女の表情と言葉をひとつひとつ思い浮かべた。

――ああ、なんだ。迷う必要はないじゃないか。

　リュドミラは言葉と態度で、はっきりと示していたではないか。

　必要と判断すれば、戦うと。

　それに、リュドミラが脅おびやかしているのはライトメリッツだけではない。ヴォージュ山脈を隔てているテリトアールもだ。

　できたばかりの仲間をすぐに失うようなことがあってはならない。

　ティグルは目を開けた。戦うことを決意した、凛とした表情で口を開く。

「彼女のところへ二回、使者を送ろう。この手紙を見せて、もし手紙の内容が偽りでありこちらに敵意がないのならば、その証として兵を下げてもらうよう要請する」

「拒絶されたらどうする？　あるいは返答を遅らせてきたら」

「あらかじめ期限をつけるさ。嫌だと言ったら、力ずくで下がってもらう」

　ティグルの明快な返答に、エレンとリムは顔を見合わせて笑った。

「では、それでいこう」

　翌朝、エレンとティグル、リムに率いられて、三千の兵が公都を発った。歩兵が二千五百、騎兵が五百という編制だ。秋の終わりとあって、兵たちは皆、鎧の上から毛皮の外套を羽織った。それだけでは我慢できず、毛皮の帽子の上から兜をかぶり、手袋をする兵もいる。

　ちなみに、ティグルとリムも毛皮の外套を羽織ったが、エレンはいつも通り、青を基調とした軍衣と赤い肩掛け、その上から胸当てと籠手、脛すね当あてをつけた出で立ちである。アリファールが風を操って、寒さから彼女を守っていた。

　ライトメリッツ軍はまっすぐ南下し、二つの公国の間に横たわる王家の直轄地に入ったところで行軍を止めた。リュドミラのもとへ使者を送る。

　リュドミラは、テナルディエの手紙については言及せず、兵を下げてほしいという要請に対しては、二度とも拒絶した。ライトメリッツ軍は行軍を再開する。

　戦姫同士の戦いがはじまろうとしていた。







　ライトメリッツ軍がこちらへ向かっているという報告をリュドミラ＝ルリエが受けたのは、総指揮官用の幕舎の中でだった。このとき、彼女に率いられたオルミュッツ軍は国境近くに幕営を築いている。

　リュドミラは基本的に、兵たちと同じつくりの幕舎を使い、食事も同じものをとる。

　唯一、例外と呼べるものが好物の紅茶で、彼女はほとんど常にそれを携帯していた。いまも紅茶を飲みながら報告を受けている。

「ライトメリッツ軍の中にエレオノーラはいるの？」

「斥候たちがその姿を確認しております。また、ライトメリッツの戦姫の隣に、黒い弓を背負った赤い髪の若者が馬を並べていたと」

「赤い髪……ああ、ティグルヴルムド＝ヴォルンね」

　興味なさそうにリュドミラはつぶやく。実際、彼女にとって、ティグルはエレンのおまけのようなものであり、どうでもいい存在だった。

　兵が報告を終えると、ご苦労さまとリュドミラは微笑む。

「疲れたでしょう。紅茶を飲んでいきなさい」

　彼女が座っている椅子のそばには焼けた石が置かれており、その上には湯を満たした鉄瓶があった。兵は恐縮と感謝の言葉を述べ、リュドミラは腰に下げた、ふたつの水晶の瓶を開ける。瓶の中にはそれぞれ、紅茶の葉とジャムが入っていた。

　白磁の杯に熱い紅の湯を注いで、最後にジャムを溶かす。

「熱いから気をつけて、ゆっくり飲みなさい」

　表情を緩ませて紅茶に口をつける兵士を、リュドミラは微笑を浮かべて見守る。自分の淹れた紅茶を、誰かがおいしそうに飲む光景は、彼女にとって心休まるもののひとつだった。

　兵士が下がると、リュドミラの顔から微笑が消える。部隊長たちを呼んで、告げた。

「エレオノーラがこちらに向かっているわ、私に倒されるために」

　リュドミラの手が、傍らにたてかけられた槍に伸びる。短槍と呼べるほどに柄は短く、そして水晶と氷塊を組みあわせたような穂。

　冷気を操る竜具。凍漣ラヴィアス。

「予定通り動くわ。ブルコリネ平原で一戦軽くまじえたあと、タトラ山の城砦に入る」

「戦姫様……」

　沈痛な面持ちでリュドミラに声をかけたのは、初老の騎士だ。祖母と母にも仕えていた男であり、彼女がとくに信頼する部下だった。

「なにかしら？」

　リュドミラは彼の言いたいことがわかっていたが、あえて問いかける。

「本当に、銀閃の風姫と戦うのですか？」

「そこまで他国の公爵に義理立てしなければならないのでしょうか」

　他の部隊長も、顔をしかめて言った。彼らの視線を受けとめて、リュドミラは冷厳さを帯びた表情と声こわ音ねで答える。

「オルミュッツとテナルディエ公爵家との交流は、八十年もの長きにわたる。私の代で断ち切るわけにはいかないわ」

――私には受け継いできた誇りがあり、重みがある。エレオノーラとは違う……！

　その思いがリュドミラを支えるものであり、そして、彼女を縛るものだった。

　青い髪の戦姫の命令を受けて、オルミュッツ軍は行動を開始した。







　空は灰色の雲に覆われ、太陽はその姿を隠されている。陰鬱な空模様は大気を冷やし、兵たちの吐く息を白くさせた。

　ライトメリッツ軍は、王国の直轄地をおよそ半日で抜けた。

　オルミュッツに入ると、ゆるやかな起伏の続く草原が現れる。

　東にタトラ山脈を望むこの平原は、ブルコリネと呼ばれている。秋から冬にかけてはタトラ山から吹きおろされる風のため冷気に包まれ、雪がちらつくこともあるという。

「前方に敵！　数はおよそ二千！」

　斥候から報告が届き、エレンは不敵な笑みを浮かべて、隊列を整えるよう指示を出した。

　やがて、遠くに黒い塊が現れる。地を這うように進んでくるそれは、甲冑に身を固め、厚地の白い外套を羽織った歩兵の一団だった。鉄の林のごとく槍が空にかざされ、黒竜旗ジルニトラと、白地に蒼い槍を描いたオルミュッツの軍旗がひるがえる。

　おたがいの距離が五百アルシン（約五百メートル）まで縮められたとき、にわかに空から落ちてきたものがあった。

「……雪？」

　誰ともなくつぶやきが漏れた。地面に落ちる前に消えてしまうほどの、ちいさく淡い雪が静かに舞い落ちる。そして、それを吹き消すかのように両軍の角笛が鳴り響いた。

　雪に対する関心は消え、両軍は甲冑の音を鳴らしながら距離をつめる。

　数千の弓ゆみ弦づるが震え、雪とともに無数の矢が両軍へと降り注いだ。

　矢戦が一段落したとき、先に動いたのはエレンの軍だった。

　槍と盾をかまえたライトメリッツの歩兵部隊が、喊かん声せいをあげて突撃する。草を蹴立て、大地を揺らして。全身を隙なく固めたオルミュッツの重装歩兵部隊が、これを迎え討った。

　黒竜旗をかざす者同士が激突する。槍と槍が交差し、甲冑と甲冑がぶつかりあう。

　勢いをつけた猛進を止められずに転倒した者もいれば、盾で殴りつけて地面に叩き伏せた者もいた。倒れた者は誰であろうと踏みつけられ、槍に貫かれ、あるいは武器を剣や手斧に持ち替えた兵たちに斬り刻まれる。

　冷気に濡れた草が血に染まり、まだぬくもりのある死体が冷たい地面によって急激に熱を奪われる。起きあがろうとしたところに死体が倒れてきてそのまま潰される者もいた。

　エレン配下の歩兵は強かったが、リュドミラ配下の重装歩兵も頑強に抵抗する。

「第一部隊を後退させろ。第二部隊を出せ」

　最初の歩兵部隊が後退し、控えていた次の歩兵部隊が突撃する。ライトメリッツ軍の方が数において勝る以上、次々に入れ替えてぶつけ、相手を消耗させるべきだった。

　第二部隊の猛攻は第一部隊に決して劣らぬものだったが、リュドミラの重装歩兵部隊は隊列を崩すこともなく、肉と鉄の壁となって立ちはだかる。

――さて、どうなる……。

　ライトメリッツ軍の後方で指揮をとりながら、エレンは注意深く戦況を見守っている。正面からの攻撃だけで突き崩せるとは思っていない。騎兵で構成された別働隊をリムに与えて、戦場を迂回させている。敵の側面を突かせるつもりだった。

　しばらくして、伝令が報告に来た。

「リムアリーシャ殿の部隊が撃退されたようです」

「損害は……？」

「ごくわずかであるとのことで、指揮官殿もご健在です」

　安堵の息をついたエレンは、兵を下がらせると忌いま々いましげに腰の長剣を叩いた。アリファールが不平を訴えるように強めの風を送る。

「ちょっと行ってくる」

　エレンの隣で同じく指揮をとっていたティグルが、弓をかまえて馬を進ませる。

「無理はするなよ」

「こんなところで死にはしないさ」

　新たな歩兵部隊が突撃する。ティグルはその中にあって、指揮はとらず、一個の騎兵として参加した。矢の届く範囲まで接近したと判断するや、弓弦を引き絞って矢を射放つ。

　矢は、ライトメリッツ軍を迎え討とうとしていたオルミュッツ兵の脚に突き刺さった。その兵士はたまらず膝をつく。オルミュッツ兵の間にどよめきが起こった。

「お見事です」

　ティグルの隣でそれを見た指揮官が、短く賞賛の言葉を口にする。

「向こうの甲冑はいいものだな」

　ティグルは苦い表情でそう答えた。

　オルミュッツの重装歩兵は兜も、甲冑も非常に隙間がすくなく、また小さい。左手に持った盾も長大だ。ティグルでも、この距離では腕か脚を狙うのが精一杯だった。

「ですが、あなたは矢を当ててみせました。兵たちには励みになる」

　ティグルは黙って肩をすくめる。その通りかもしれないが、敵は警戒し、いままで以上に慎重になるだろう。そうなれば戦いは長引いてしまう。

　敵との距離が縮まる。歩兵と重装歩兵がぶつかり、押しあい、殺しあう。ティグルも次々と矢を射放ってオルミュッツ兵を打ち倒した。

――指揮官だ。指揮官を狙わないと。

　敵軍を観察して、指揮官とおぼしき者をさがす。群がる敵兵を、煌めく槍の穂を、飛びかう矢を前にして、臆おくさずこのような行動がとれるのがティグルの非凡さだろう。

　指揮をとっている者を発見し、狙いを定めて射倒す。それによって敵陣は崩れるかに見えたのだが、すぐに他の者が事態を収拾し、陣形のほころびをつくろってしまった。

　ティグルは三人まで指揮官を倒したが、歩兵が攻撃を断念して後退に移ったので、それ以上のことはできなかった。

　エレンが全軍に後退を命じる。それに合わせるようにオルミュッツ軍も後退した。

　結局この日は決着がつかず、両軍はそれぞれ百余りの戦死者を出し、五ベルスタ（約五キロメートル）の距離をおいて幕営を設置した。

　雪も日没にはやみ、冷気だけが夜の闇とともにライトメリッツ軍を覆いつくす。

　総指揮官用の幕舎にティグルが姿を現したのは、日が沈もうとするころだった。

　リムとともに幕舎の中で、葡萄酒ヴィノーとチーズだけの質素な食事をとっていたエレンは、ティグルの姿を見て顔をほころばせる。からかいとねぎらいの入り混じった笑みを向けた。

「報告だと、ずいぶん健闘したらしいな。オルミュッツ兵はどうだ？」

「固い」

　まず出てきた感想が、それだった。エレンは笑いをおさめ、真剣な表情でうなずく。

「あいつは、以前から守りに徹した戦がやたらとうまい。戦姫でも随一かもしれない」

「そうなのか？」

　ふたりの前に座ると、リムが葡萄酒とチーズを用意する。ありがとうと礼を述べて、ティグルはチーズをかじりながらエレンを見た。

「こちらが多少突き崩しても、傷口を広げる前にすぐ立て直す。側面や背後を攻めてみても、押し戻される。挑発にも容易に応じない。隙もない。こちらが隙を見せても乗ってこない。あいつ自身はやたらと攻撃的なのにな」

「とはいえ、リュドミラ様が先頭に立つ姿は滅多に見ませんが」

「できれば見たくないな」

　暗殺者を一瞬で屠ほふり去った姿を思いだし、ティグルは深刻な表情でうつむく。あれを戦場でやられてはたまったものではない。

「なに、野戦ならば私は負けない。明日には私が陣頭に立って、叩き潰してやる」

　ティグルを励まそうとしてか、自身を奮い立たせるためか、エレンは強気な台詞を言い放った。リムが無表情で視線だけを動かし、エレンを見る。

「それは駄目だと前もって申しあげたはずです」

「他に手がないだろう。リュドミラの守りは以前に増して固くなっている。ティグルがせっかく敵の指揮官を何人か討ち取ってくれたのに、それを活かすこともできなかった。私自身が斬りこんで、リュドミラを討つしかない」

「エレオノーラ様。リュドミラ様を相手にしたときの、これまでの戦績は？」

　一瞬、エレンは返答に詰まったものの、腕を組み、背筋を伸ばして傲然と応じた。

「二勝一敗」

「以前リュドミラ様にお目にかかったとき、まったく同じ数字を言われましたが」

「どういうことだ？」

　ティグルが眉をひそめてリムを見ると、葡萄酒に口をつけながらリムは淡々と答えた。

「私の見立てでは引き分けですが、どちらも自分の勝利だと言い張って譲らないのです」

　ティグルはため息をついた。呆れた顔でエレンを見る。

「つくづく仲が悪いんだな」

「ライトメリッツとオルミュッツの仲が悪いのは伝統だ」

「伝統？」

「先代の戦姫も、先々代の戦姫も、リュドミラの母や祖母を敵視していた」

　憤然としてエレンは答えたが、ティグルは引っかかりを覚えて首をひねった。

「リュドミラの母も祖母も、戦姫だったのか？」

「ああ。曾祖母も戦姫だったらしい。それを鼻にかけて威張るから、また性質が悪い」

「オルミュッツの戦姫は世襲なのか？」

　ティグルの疑問に、エレンはきょとんとした顔をする。それから、真面目くさった顔をつくって答えた。

「おまえにならいいだろう。他の者には話すな。――戦姫は、竜具が選ぶ」

　重大なことを、ごくあっさり言われた気がしてティグルはすぐには反応できなかった。エレンはそばに置いていたアリファールを手に取り、肩にかける。愛おしそうな、しかし皮肉の若干混ざった視線を、彼女は鞘に納まった長剣に注ぐ。

「二年とすこし前、私はこいつに選ばれて戦姫になった」

「意味が、よくわからない……」

　ティグルの声はかすれたものになった。

――武器が所持者を選ぶなんて、神話や伝説じゃないか。

　現実に、そんなものがあるはずはない。武器は、しょせん武器だ。

　だが、頭の中で声高に主張するその思いに、ティグルの持ついくつかの記憶がささやかに反論する。エレンの手にしているこの長剣は、時折、じゃれつくように風を自分に送ってくるではないか。

　それに、自分がいま傍らに置いている黒弓。

　かつて一度、アリファールと奇妙な共鳴を見せたこの弓は、自分に向かって訴えてこなかったか。およそ人智ではかれぬ方法で。

――だから、エレンも俺には話していいと思ったんだろうな。

　自分が未知の、異次元の世界に足を踏みいれた気がして、ティグルは一瞬うろたえる。話を聞かず、この幕舎を出るべきではないかという考えが頭をよぎった。

　だが、すぐにティグルはその思考を打ち払う。

　これは、おそらく知っておいた方がいいことだ。

　いつか、自分がこの黒弓の謎と向き合うときのためにも。

　それ以上に、今後ともエレンとともにあり、彼女の力になっていくためにも。

　ティグルの表情を見て、エレンはどこか嬉しそうに笑った。

「いい目をしている。真面目に聞こうという目だな」

「その、どうやって竜具が戦姫を選ぶんだ？」

「ある日突然、選んだ者の前に現れる。そして、これを手にとると、言葉みたいなものが流れこんでくるんだ。説明すると難しいが、おまえは戦姫になった、公宮へ向かえと言われたのが理解できた。あとは公宮に行ってこれを見せれば、その日から戦姫だ」

――言葉……。

　ティグルはおもわず傍らの黒弓を一いち瞥べつした。気を取り直して、エレンへと視線を戻す。

「前の戦姫はどうなるんだ？」

「隠居だな」

　エレンはアリファールを視線の高さまで持ちあげた。

「竜具は、自分の使い手である戦姫が、戦姫たりえなくなったと判断すると、姿を消して離れるそうだ。重い病に冒された場合や、生活が困難になるほどの怪我をした場合。何らかの理由でふさわしくないとみなした場合。死んだ場合。先代の銀閃の風姫は、死によって戦姫でなくなった。私がライトメリッツの公宮に着いたのは、ちょうど先代の葬儀が終わったときでな。公宮をまとめていた侍従長が、うやうやしく頭を下げてきた」

「公宮のひとたちは受けいれたのか？」

　ティグルも二年前に父の後を継いで伯爵となった身だが、それとはくらべものにならないほどの状況だというのはよくわかる。アルサスは幼いころから生まれ育った土地であり、周囲のおとなたちのこともよく知っていた。支えてくれるひとが大勢いたのだ。

「もしかしたらいやだったかもしれないが、こいつが私を戦姫に選んだのだ。受け入れるしかないだろう」

　皮肉っぽく笑ってエレンは肩をすくめた。アリファールはむしろ得意げに、刀身に風をくるくるとまとう。

「だが、公には、国王陛下が新たな戦姫を選んでいることになっている。始祖の代から伝わる武器に意志があり、使い手を選んでいるとはさすがに言えないからな。過去には秘密を明かした戦姫もいたらしいが、大多数の者は信じなかった。陛下が選んでいると考える方が、よほど納得できるのだろう」

　アリファールの刀身を指で弾きながら、エレンは憮ぶ然ぜんとした表情をつくる。

「しかし、あのラヴィアスにはどうも納得がいかない。なんだって同じ血筋ばかり選ぶんだ。しかもよりにもよって、あのリュドミラを。目が腐っているとしか思えん」

　腐るも何も目なんてないだろうとティグルは言いかけたが、目の前のアリファールには意思らしきものがある。人間にはわからないような目が、どこかにあるのかもしれない。

「ティグル。おまえもそう思うだろう？　あんな、血筋以外に誇るもののないような女がはたして戦姫にふさわしいと思うか？　何かとひとを見下してくるあいつのどこを認めたのか、ラヴィアスの考えがさっぱりわからん」

「ああ、うん……」

　リュドミラのことを思いだして、ティグルは一応同意を示してうなずいた。エレンの口調は激しく、やや言いすぎなきらいはあるが間違ってはいない。

「ティグルヴルムド卿。一応、申しあげておきますが、リュドミラ様に対するエレオノーラ様の評価は、割り引いて聞いてください」

　嘆息混じりにリムが注意する。

「初対面からして最悪だったのですから……」




　　　　　　　†




　二年とすこし前の、エレンが戦姫となって間もないころ。新たな戦姫の誕生を祝うという理由で、リュドミラがライトメリッツを訪れたことがあった。

　応対に出たエレンは宮廷儀礼を習いはじめたばかりで、後ろで文官たちが絶句したり、おもわず顔を手で覆ったりとはらはらして見守る中、どうにか型通りの挨拶を終えた。

「あら、ライトメリッツはずいぶんと礼儀に寛容なのね」

　尊大な態度と傲ごう慢まんな口調、口元に浮かんだ冷笑。それがリュドミラの反応だった。

「私と同じ年齢の戦姫ということで、期待したのだけど。いえ、勝手に期待してごめんなさい。なったばかりだから仕方がないわね。ぜひオルミュッツに遊びにいらして、と言いたいところだけど、宮廷儀礼を身につけてからになさってね。あなただって笑われたくはないでしょう」

　口元に手をあてて、上品にリュドミラは笑った。しかし、エレンに向けた青い瞳には、劣った者に対する優越感が、あからさまに、過剰なほどに含まれている。

　あいつ、人間がサルを見る目で私を見ていた、と後日エレンは憎々しげに、リムに愚痴ったものだ。

「ああ、でも、教えてくれるひとがいないのかしら。頭を下げてお願いしますと言えば、私が直接教えてあげてもいいわよ。宮廷儀礼以外でも」

「ほう。では、そうだな。背が伸びる方法でも教えてもらおうか。無理かな？　そんな方法を知っていれば、とっくに自分で実践しているだろうからな」

　小柄なリュドミラは、エレンより頭ひとつ分背が低い。自分でも気にしていたのか青い髪の戦姫は幼さの残る顔を赤く染めて叫んだ。

「わ、私は親切で言ってあげているのに！」

「ふん。オルミュッツでは親切を押しつけるのが礼儀か。たいしたものだな」

　そう返されて、リュドミラはたじろいで口ごもる。エレンは容赦なく追撃をかけた。

「おまえに宮廷儀礼とやらを教えたやつは、さぞ立派な人物だったのだろうな？　ライトメリッツによこしてみろ。庭掃除ぐらいには使ってやろう」

「な――お母様を侮辱するのは許さないわ！」

　エレンの紅の瞳とリュドミラの青い瞳。敵意を爆発させたのはどちらが先だったか。

「母親か。よし、今度は母親と来い。土下座の仕方をまとめて教えてやる」

　エレンのこの言い方は、よくなかった。リュドミラの母はとうに亡くなっていたのだから。

「この……言わせておけば、ぽっと出の戦姫のくせに！」

　ドレスの裾をひるがえし、あるいはまくりあげ、激げっ昂こうした獣のごとく爪を振りたてて、ふたりの戦姫は相手に襲いかかった。







「――最後には泣きながらのとっくみあいになり、私を含めた十人がかりでようやく引き剥がしました」

「十人がかり……」

　しみじみと語り終えたリムを、ティグルは同情の眼差しで見つめた。エレンは話の途中からふたりに背を向けており、一言も発しない。

「その場に居合わせた身として、どちらが悪いと思った？」

「子供の喧けん嘩かで、どちらが悪いと決めるのは難しいですね」

　そう言われるとティグルも思いあたる節がある。

「リュドミラ様の態度はたしかに腹立たしいものではありましたが、他の大人たちに言わせるならば、あれは悪意ではなく、彼女なりの善意だと。いまなら多少はわかりますが……」

「――不愉快な話は終わったか？」

　苦笑混じりのリムの言葉をさえぎり、不機嫌さを隠そうともせずエレンが振り返る。

「話を戻すぞ。とにかく、明日は私とリュドミラが一対一で戦う。やつの鉄壁の守りを崩し、かつやつを軍から引き離す。そうすれば今日のようにはならないだろう」

　リムは反論の言葉を必死になって考えたが、結局思い浮かばなかった。時間をかけられないという事情もある。

　口を開いたのはティグルだった。

「俺たちが敵軍を崩したら、すぐに戻ってもらえるか？　戦いの途中でも」

　エレンの強さはよくわかっているが、リュドミラもそれに並ぶ力を持つ戦姫だ。リムの不安と心配がティグルにはよくわかった。

　代案が出せない以上、可能なかぎり早く敵を圧倒することで、エレンとリュドミラとの戦闘を縮める以外にない。

　エレンは渋い顔をしたが、ティグルのまっすぐな瞳と、リムの懇こん願がんする表情とに負けてわかったとうなずいた。







　翌日。早朝のブルコリネ平原はぼんやりとした霧に覆われた。昨日はその存在を誇示できなかった太陽が、強い陽光を冷気の残る草原に浴びせたためだろう。

「まずいな……」

　エレンの命令に従って、ライトメリッツ軍は三ベルスタほど後退した。

　霧は、ひとの感覚を狂わせる。数歩先が白い霧につつまれて見えないという状態が、目に頼る人間に錯覚を起こさせるのだ。

　霧を利用して戦いを優位に進めることも不可能ではないが、ここはいわばリュドミラの庭であり、彼女の方がより地形を熟知している。エレンは慎重にならざるを得なかった。

　霧は一刻ほどで晴れたのだが、驚くべき事態が起きた。

　リュドミラの軍が姿を消したのだ。

　ブルコリネ平原はそれほど起伏がなく、霧さえなくなればそうとう遠くまで見える。しかし、リュドミラと彼女の率いるオルミュッツ軍二千は見当たらない。

　エレンはただちに四方へ斥候の部隊を放ち、ほどなく所在をつきとめた。

「タトラ山に、黒竜旗とオルミュッツの軍旗を発見しました。山道にいくつもの防壁を設置して城砦に籠城するつもりのようです」

　その報告を聞いたエレンは、兵を下がらせたあと額を手で覆ってちいさく呻いた。

「やられた……」

　そのつぶやきを聞きとがめたティグルは、顔をしかめて尋ねる。

「まさか、リュドミラははじめからこうするつもりだったとでもいうのか？」

「まず間違いない。昨日の戦いは、こちらの状態をさぐるためのものだったんだ」

　ライトメリッツ軍は幕営を引き払い、タトラ山へ急いだ。

　山のふもとに到着したのは、昼を過ぎたころだ。

「ヴォージュに負けず劣らず険けわしいところだな……」

　山を見上げてティグルが最初に抱いた感想は、それだった。

　ヴォージュ山脈ほどの大きさはないが、かなりの高さを持ち、中腹にいたる前に、崖かと思うほどの勾配が連なっている。

　山肌を隠す黒々とした木々や、ところどころに露出している岩肌、そしてそれらに降り積もっている雪が、よりいっそうの険しさを感じさせた。

　ライトメリッツ軍は山へ偵察を出すと同時に、ふもとの村へも兵を放ち、村人に銀貨を与えてタトラ山の正確な情報を集めた。

「城砦は山頂にあり、左右と背後を険しい岸壁に囲まれているようです」

　集めた情報をまとめたリムが、幕舎の中でエレンに報告する。

「山はやはり全体的に険しく、地元の村人たちが山菜採りや狩りにいくときも、山道からあまり離れないようにしているとのことです。山道は何本かありますが、城砦のあるところへ通じているのは、彼らの知るかぎり一本だけだと」

「山奥から川が流れていただろう。あれをさかのぼるのは？」

　おそらくそれが、城砦の水源だろうとエレンは睨にらんでいる。

「中腹のあたりで滝になっているようで……」

――それも駄目か。

　リムの報告が終わると、エレンは彼女に待機を命じて幕舎を出た。ティグルをともなって、馬でタトラ山へと向かう。

　タトラ山の山道は、リュドミラの指示によってつくられたものだろう重厚な防御陣地が行く手を塞いでいた。広い壕を掘り、柵を設置し、木材や石、土を固めた壁を築いて、さらに、その後ろに高台を設置して弓兵部隊を配置するという堅固さだ。

　その防御陣地はひとつではなく、山道にいくつも設置されている。

　山道を遠くに見ながら、エレンはティグルに話しかけた。

「おまえだったらどう攻める？」

　ティグルはしばらく防御陣地を観察し、嘆息する。

――兵を突撃させても、壕と柵を乗り越える間に矢の雨を浴びせられて終わりだな。

「時間がかかるけど、破城槌や投石機なんかの攻城兵器で攻める手は？」

「そいつは通じないと思っていい。あれは、要所要所をリュドミラがラヴィアスの力で凍らせていてな。下手な城門より固いんだ。――どうだろう。高台の弓兵に、おまえの矢を届かせることはできるか？」

「できるけど、あまり意味はないな」

　高台には、隙間のある鉄製の長盾まで備えられている。敵の弓兵は盾で己を守りつつ、その隙間から矢を射つことができるのだ。おそらく交代要員も控えているだろう。

「前に地竜スローを倒したあれは？」

　すでにリュドミラが、ラヴィアスの力を使っている。こちらも使わない理由はない。

「あれ？　ああ、竜技ヴェーダのことか。無理だ」

　風に乱れる白銀の髪をおさえながら、エレンは器用に肩をすくめてみせた。

「おまえ、一度見ただろう。私の竜技の弱点がわかるか？」

　ティグルは首をひねり、灰色の空を見上げて考えこんだ。

　竜をも一撃で粉砕してのけるあの竜技に、弱点などあるのだろうか。

　いつまでたっても答えが出ない様子のティグルを見て、エレンはくすりと笑うとひとさし指をまっすぐ立てた。

「ひとつは距離だ。あまり離れた相手には届かない。あれでいえば、私が壕の前に立って竜技を放ったとする。壕を破壊し、柵も壁も吹き飛ばすが、後ろの高台には届かない。もうひとつは――」

　エレンは二本目の指を立てる。

「あの竜技は、周囲の風の力をすべて集める。撃った瞬間は風の守りが一切効かなくなるんだ。そのときに矢を射られたら、防げない」

　ティグルはおもわず顔をしかめた。まるでエレンに対抗するために造られたかのようだ。

　エレンはティグルの視線に気づき、肩をすくめて皮肉げな笑みを浮かべる。

「あれはリュドミラの祖母が考えたものなんだ。アリファール対策としてな。だから、そこまで計算して造られている。先代もあれにはずいぶん苦しめられたらしい」







　翌日から、ライトメリッツ軍は雪のちらつく山道に幾度となく攻めよせた。

　盾をかざして敵の矢を防ぎ、こちらも弓と弩を用意して空を覆うのではないかというほどの矢を浴びせるが、期待したほどの効果はない。

　柵を破壊してもすぐに新たな柵を設置される。壕を埋めようにも、山の土は冷気によって凍っている。オルミュッツ軍は陣地を出て戦うつもりなどなく、手が空いた者は土や石を運んできて壁の強化に努めるという守勢ぶりだ。

　その上、投石機まで造りあげた。大きな岩や土砂の塊、さらには汚物を詰めた樽などを打ち出してきて、ライトメリッツ軍は悪態をつきながらも後退するしかなかった。

　ライトメリッツ軍は寄せては返す波のように前進と後退を繰り返し、オルミュッツ軍は巨大な岩のごとく揺らぐことなく、前進も後退もしない。

　貴重な時間ばかりが、ただ空費されていく。

　戦況はほぼ完全に膠着状態に陥り、エレンの顔に焦りが浮かびはじめ、そのような状態で数日が過ぎた。







　その日の攻撃も失敗に終わり、ティグルは疲れきった兵たちとともに幕営へと帰ってきた。兵たちにねぎらいの言葉をかけ、指揮官用の幕舎へ向かう。

　幕舎が見えてきたところで、眉をひそめた。いつもなら数人の兵が幕舎の周りに立って見張りについているはずが、ひとりも見当たらない。

　その上、口論しているような声が漏れ聞こえてくる。

　歩調が自然と早くなり、ティグルは幕舎の中へと入った。

「ならば、他にどんな手があるというのだ!?」

　突然、エレンの怒声が幕舎の中に響き渡り、ティグルは驚きに目を瞠みはる。

　エレンが紅の瞳に激しい感情を宿してリムを睨みつけ、金色の髪の副官はやや気圧されぎみながらも、毅き然ぜんとして戦姫の視線を受け止めていた。

「どうしたんだ？　外にまで聞こえてたぞ」

　顔をしかめてティグルがエレンを見ると、彼女はふてくされた子供のような表情になって背を向け、足を踏み鳴らすように歩いて、幕舎の隅に置かれていた葡萄酒の瓶をつかみとる。封を開けるなりそのまま口をつけて飲みはじめた。

　銀色の髪もかきまわされて乱れ放題で、その態度からはいつもの快活さを見出すことはできなかった。

「何があったんだ？」

　あえて声を潜めず、ティグルはリムに尋ねた。リムはむしろほっとした表情で答える。

「ティグルヴルムド卿も止めてください。エレオノーラ様が、単独であの防御陣地を攻めるとおっしゃるのです」

　ティグルは驚きのあまり口を半開きにして、呆然とリムを見つめた。一軍の総指揮官ともあろう者が、たったひとりで攻撃するなどあってはならないことだ。

「仕方ないだろう」

　葡萄酒の瓶をつかんだまま、仏頂面でエレンがティグルたちを振り返る。

「私ひとりなら、アリファールの力で空を飛べる。防御陣地の背後にまわりこんで、オルミュッツ兵をことごとく斬り捨てればいい」

　無茶苦茶だとティグルは目を剥いた。リムが止めるのも当然である。

「駄目だ」

「ならば代案を出せ」

「代案はないが、それでも駄目だ」

　まるで子供の喧嘩だと思いながらも、ティグルは強い口調できっぱりと言い切った。

「あれはリュドミラのお祖母さまが考えたのだと、そう言ってたな？　だったら、それに備えて多数の兵を配置していてもおかしくない」

「他に手がないだろう！　この状況になってから何日が過ぎたと思ってる。私の剣の技量を信じないのか」

　エレンも一歩も引かない。むしろ前に進み出てティグルを見上げるように睨みつける。両手をのばし、ティグルの頬をおさえつけ、動きを封じてから顔を覗きこんだ。

「自由にさせすぎたかな、ティグル。おまえは誰のものか忘れてはいないだろうな？」

　緊迫した空気が、緊張した肌を撫でる。ティグルはゆっくりと息を吸って答えた。

「おまえの、ものだ」

「そうだろう。だったら、私を信じ、私に従って気持ちよく送りだすべきだ。違うか？」

　紅の瞳に宿る激情が、ティグルを窒息させんばかりに叩きつけられる。

　ティグルは頭を抱えたくなった。エレンの言うことには、一理あるのだ。

　しかし、彼女はこの軍の総指揮官だ。失敗の可能性がわずかでもある以上、そのような危険にさらせるはずがない。

――とはいえ、やめろと言っても無理だ。でも代案はない。どうすればいい。

　迷い、悩んだ末に、ティグルは手をのばしていた。エレンが自分にやっているように彼女の頬をはさみこみながら、目を閉じる。一瞬動きを止めたエレンの額に、自分の額をそっと当てた。何か考えての行動ではなく、とっさに身体が動いていた。

「な、え……」

　エレンが驚き、戸惑い、慌てているのが、彼女の声とてのひらからつたわってくる。

　ティグルは安堵の息をついた。エレンから、怒りの感情はつたわってこなかったからだ。

――いきなり何をすると殴られる覚悟はしていたが。

　唐突にこのような行動に出ても、拒絶されないていどには信用されているらしい。

　あとは、緊張のあまり言葉選びにさえ失敗しなければ。

　自分の想いを、ちゃんと伝えられれば。

「俺は、おまえのことが大切なんだ。たとえ、おまえのものじゃなかったとしても、それは変わらないと思う。俺の決断で戦場に引っ張り出しておきながら、身勝手なのはわかっている。でも、俺はおまえに、あんなもの相手に危険な真似まねをしてほしくはない」

　沈黙が訪れる。ティグルは目を閉じているため、エレンの反応がわからない。

　やがて、エレンの手がティグルの頬から離れた。

「……本当に」

　ちいさな、震える声が、ティグルの耳に届く。

「本当に、私のことを大切に思っているのか？」

「思っている」

「いちばんに？」

　言葉に詰まった。

「……いま、何を思い浮かべた」

　ティグルには見えなかったが、離れているところではリムが拳を震わせていた。再び険悪な雰囲気を帯びた声に、ティグルは正直に答える。

「アルサス」

　聞こえてきたのはため息だった。額が離れる。エレンは一歩後ろに下がり、ティグルの手から彼女の頬の感触が失われた。ティグルが目を開けると、苦笑を浮かべたエレンが腰に手をあててこちらを見ている。

「つくづく郷土愛の強い男だな。まあいい。アルサスもおまえも、私のものだからな」

　ついさきほどまでの、声をかけるのがためらわれるほどの機嫌の悪さは消えうせ、紅の瞳は明朗さと快活さを完全に取り戻していた。

　ティグルやリムの見慣れたエレンが、そこに立っていた。

「ちなみに他の女の名前を出していたら、いまごろおまえの背丈は首の高さになっていただろうな。おまえなりに、よく知恵を絞ったものだ。褒めてやる」

　ティグルは無言で肩をすくめたが、あれ、と内心で首をひねった。エレンの頬が、やや赤い気がしたのだ。それに、いまの台詞はいつもより若干早口だったようにも思えた。

　ティグルも年頃の男であり、エレンを異性として意識したことがないわけではない。

　だが、いまはやるべきことが他にある。それらを先にかたづけなければならなかった。

「ところで、頼みたいことがあるんだ」




　　　　　　　†




　一歩進むごとに、足元から重い音が響く。空は灰白色につつまれた状態から一向に変わらず、地面はほとんど真っ白な雪に覆われて、何もわからない。時折、雪ではなく氷を踏みつけて足を滑らせそうになる。

　身体を包んでいる毛皮の外套も、表面が凍りついている。毛皮が二重になっていなかったらこの寒さをしのげただろうかと、ティグルはぼんやりと考えた。吐く息も白く、雪景色の中ではほとんど見えない。

　頭にかぶっているのは熊の頭部の毛皮でつくられた帽子だ。帽子といっても頭部全体をすっぽり覆う造りで、かぶりものと言った方が正確かもしれない。目と口のまわりに穴が開いており、耳があたる部分も加工して、音が聞こえるようになっている。

　これはリムが貸してくれたものだった。

「防寒具のひとつとして持ってきたものですが」

　彼女はそう言って、ティグルにかぶせてくれた。ややきつめだが、おかげで首から上はほとんど寒さを感じずにすむ。

　木々の、雪をかぶっていない部分を見て、そちらへ慎重に進む。たどりつくと、それに寄りかかって休憩することにした。その場に座りこみたくなるが、それだけは耐える。

　腰に下げた水筒を手にとって、水を飲む。その際、手が口元に触れた。

――今日で三日目か。

　タトラ山へ、ティグルが入ってからの日数だ。

　エレンに頼んだのは、山道以外の、山頂にたどりつける道を自分がさがしてくるというものだった。

「おまえ、たったいま単独で行動しようとした私を止めたばかりではないか」

　エレンはどこか拗すねた口調で皮肉ったが、最終的には承諾してくれた。

「ただ……本当に、だいじょうぶなのだろうな？」

　不安をにじませた視線を向けられて、ティグルはだいじょうぶだと胸を張った。

　嘘ではない。険しい山を登るのはアルサスでの生活で慣れている。

　もし敵兵に見つかっても、狩人だと言い抜けるつもりだった。格好は狩人そのものだし、知識も充分にある。この山には鹿や雪豹が出るというのも地元の村で確認ずみだ。

　ふと睡魔に誘われ、身体がぐらりと傾いた。

　我に返ったティグルは、足に力をこめて踏み止まり、帽子の上から頭を叩く。冷気と、雪の重さとでティグルは体力を削られ、かなり疲労していた。

――食糧もあまりない。川を見つけたから水はまだ余裕があるけど……。

　それに、時間も気になる。アルサスを発ってから、かなりの日数が過ぎている。テナルディエ公爵がそろそろ動きだしているかもしれない。

――でも、だいぶ進んではいる。

　さきほど崖に立って地上を見下ろしたとき、自分が山のかなり高いところまで来ていることをティグルは知った。

――もう一日だけ……。

　休憩を終え、ティグルは雪を踏みしめながらの前進を再開した。







　遠くに狐が見えた。大きさは五チェート（約五十センチ）ほど。

　何かに気をとられているのか、その場に足を止めて遠くを見ている。ティグルは近くの木の陰に身を隠すと、すばやく弓をかまえ、矢をつがえた。

　仕留められれば、当面の食糧としては充分な量だ。

　狐までの距離はおよそ二百アルシン。なだらかな傾斜の先にいるため、自分よりもやや高い位置だが、問題ない。

　弓弦を引き絞り、矢を放つ。

　細かく振動した弦が止まったときには、矢が狐の頭部を射抜いていた。

「……何だ？」

　ティグルは首をひねる。狐の倒れかたが、どこかおかしいように思えたのだ。ともかく射止めたのはたしかなので、足元に気をつけながらティグルは歩いていく。半分ほどまで歩いたところで、狐の倒れているあたりに人影が現れた。小柄な娘のようだった。

――リュドミラ……!?

　ロドニークでわずかながら行動をともにし、いまは敵である青い髪の戦姫。このような雪山に軽装の娘が現れるなど怪異でしかないが、彼女ならば納得できなくもない。

　ティグルは足を止めて、彼女の様子をじっと観察してみたが、リュドミラはその場から動かず、こちらを見ている。

――俺を待っている？

　逃げることも考えたが、それでは怪しまれるだけだ。

――顔は隠しているんだ。予定通り狩人を装え。

　この、熊のかぶりものを貸してくれたリムに心底感謝し、ざくざくと雪を蹴りながら、ティグルは傾斜をのぼっていく。

　やはり、リュドミラだった。

　以前見たときと同じ、白い宝冠を頭につけ、白を主体とした軍衣を着て、ありふれたつくりの弓を持っている。竜具である槍は、すぐそばの地面に突き立てられていた。

　彼女は屈託のない微笑を浮かべており、悪意や敵意は感じられない。

――俺だと気づいていないらしい。

「この矢を射たのはあなた？」

　見る者が見れば不遜ととらえそうな態度で、リュドミラは狐を指さす。狐は頭部と首筋にそれぞれ矢を受けて死んでいた。彼女の指先は、頭部の矢に向けられている。

――そういうことか。

　リュドミラもまたこの狐を狙い、おそらく同時に矢が命中したのだ。珍しいことではあるが、まったくないというわけではない。

　ティグルは自分の矢筒を傾け、残りの矢を見せた。矢羽はすべて形をそろえている。それでわかってもらえるはずだった。

――それにしても……。

　声を気にしながらではあったが、ティグルはおもわず聞いていた。

「その……寒くないのか？」

　リュドミラは軍衣しか身につけておらず、肩や腹部、脚が露出している。可憐だとは思うものの、雪の降り積もる山にいていい格好ではない。

「私は特別な存在だから平気なの」

　リュドミラはやや胸をそらして、誇らしげに答えた。呆気にとられるティグルを、彼女は氷を思わせる青い瞳を輝かせて見上げる。

「ところで、ずいぶん遠くから歩いてきたけれど、どこからこの獣を射たのかしら？」

　ティグルは自分が歩いてきた傾斜を振り返ると、狐を狙ったときに身を隠していた木を指さす。にわかにリュドミラの表情は険しさを帯びた。

「嘘はやめなさい、平民。二百アルシンはあるわよ？　こんなちいさな獲物を……」

　ティグルは肩をすくめると、矢筒から一本だけ矢を抜きだす。こういうときは、じかに見せた方が早いとわかっていた。

　弦を震わせて放たれた矢は、狙い通りに木に吸いこまれていき、その枝に刺さった。反動で、枝に積もっていた雪が地面に落ちる。

　子供じみた満足感を覚えて振り返ると、リュドミラは口を半開きにして矢が落ちたあたりを見つめていた。

　やがて、我に返ったリュドミラはばつの悪そうな顔でティグルに謝った。

「……ご、ごめんなさい。あなたの言葉を疑ったりして」

――やっぱり、この子は自分の非は認めることができるんだな。

　彼女の美点を見つけたことに、ティグルはすこしだけ嬉しくなる。

「ところで、これはどうわけるの？　半分？」

　リュドミラは手に持った弓で狐を示した。首筋には彼女の放った矢が刺さっている。

――そろそろ別れよう。ぼろが出るとまずい。

　ティグルとしては全部やると言いたいところだが、それでは怪しまれるかもしれない。

「こういう場合は、均等にわけることになっているんだが」

「私がほしいのは毛皮よ。それ以外はあなたにあげる。どうかしら？」

「それでかまわない」

　ティグルが何よりほしいのは肉だ。毛皮はなくても困らない。臓物は肉といっしょに食べればいいし、骨は削って鏃やじりにできる。

「成立ね」

　リュドミラは明るい笑顔を見せて、手を差しだす。何故だかエレンの快活な笑顔を思いだしながら、ティグルは彼女の手をそっと握りしめた。







　小さな鍋の中で、こまかく切った狐の肉がことことと煮えている。

　さきほど会った場所からすこし離れて、川の近くにティグルとリュドミラはいた。狐をさばきがてら、ふたりは休憩することにしたのだ。

　雪の中で湿った薪に火をつけるのはかなりの時間がかかったが、どうにか燃えてくれた。中天を過ぎて日が傾きはじめた山の中で、ふたりは鍋を囲んでいる。

「あなたは、どうしてそのかぶりものをとらないの？　私の近くにいるかぎり、風の寒さも雪の冷たさも問題ないはずよ」

　狐をさばいて毛皮をはいでいるティグルに、リュドミラが不思議そうに尋ねる。

　彼女の言うとおりで、火を熾すときも、そしていまも、寒さとは無縁でいられた。

――おそらく、あの竜具の力か。

　エレンもそうだったが、リュドミラが軽装でいられるのも、それが理由なのだろう。

「あなたは……もしかして、戦姫？」

　リュドミラの言葉に対して何も質問しないのも不自然に思えて、慎重にティグルは尋ねる。すると、戦姫は不満そうな顔つきでティグルを見た。

「その通りだけど……まったく恐れ入る様子がないのね、あなた」

　どうすべきかティグルは迷った。ここはひれ伏しておいた方がいいのだろうか。

「まあいいわ。あなたの弓の技量に免じて、ここでの無礼は許しましょう」

　ティグルはほっと安堵の息をついて、会釈した。それからリュドミラの視線に気づいてかぶりものを指でなぞる。

「俺の村の掟では、山にいる間はこれを脱いではならないことになっている」

　幼いころに父に聞いた昔話から、使えそうな部分を引っ張り出してティグルは答えた。

「そう。残念ね。あなたの顔を見てみたいのに」

　リュドミラは本気で言っているようだった。ティグルは無言でいるが、かぶりものの内側では汗がだらだらと流れている。

　もしも正体が知られたら、間違いなく自分は生きて山を降りることはできないだろう。よしんば彼女が気まぐれで生かしてくれたとしても、城砦に閉じこめられるに違いない。

――それにしても、本当に気づいていないみたいだな。

　自分をただの狩人だと思って、リュドミラは気を抜いている。ティグルと彼女の間にあるのは、ちいさな鍋だけだ。

　不意をついてあの槍から彼女を遠ざければ、押さえこむことができるかもしれない。

　そこまで考えて、ティグルは内心で頭かぶりを振る。分の悪すぎる賭けだ。それに、ある種誠実なこの娘に対して騙し討ちのような真似はできなかった。

　リュドミラがティグルに呼びかけた。

「あなたの名は？」

「……ウルス」

　ティグルはとっさに亡き父の名を使った。

「そう。ウルス、私に仕えなさい」

　一方的に、当たり前のようにリュドミラは告げた。

「あなたの弓の技量はすばらしいものだわ。私に仕えるだけの価値は充分にある」

「……俺は、このあたりの狩人じゃない。遠くから来た」

　間を置いて、ようやくティグルはそうした言葉を絞りだした。

「そうでしょうね。言葉に妙な訛りがあるし、あなたがこのオルミュッツの人間ならば、いままで私の耳に入らなかったのはおかしいくらいよ」

「生まれ育った土地を離れるつもりはない」

　どうにか嘘をつかずに、ティグルは本心だけを語る。父の名を騙ったとき、ティグルは自分でも過剰に思えるほどの罪悪感を、リュドミラに抱いた。

――この子が、態度はともかく、率直に俺に接してきているからだろうな。

　リュドミラの言葉には嘘がない。ティグルのことを平民だと思っているから隠していないだけなのかもしれないが、彼女には相手と対等に接しようという意識がうかがえる。

――平民と蔑さげすんでいるならば、狐をやまわけなんてせずに、さっさと俺を立ち去らせただろう。いや、城砦まで運ばせる役目を与えたかもしれない。

　ブリューヌの欲深い貴族ならば、そのぐらいのことはやる。テナルディエ公爵ならば、狐をよけいに傷つけたとして罰してくるかもしれない。

　やがてティグルは解体を終えた。疲労もあって少々手を抜いたが、それでも全体の七割ほどは終了している。そのあたりの事情をティグルはリュドミラに説明した。

「細かな部分は、あなたの部下にやってもらってくれ」

「わかったわ。ご苦労さま」

　それから、ティグルとリュドミラは狐の肉をすこしだけ食べた。血は洗い流し、味つけは塩だけという代物だったが、リュドミラはとくに不満を述べなかった。

　雪を溶かした水で鍋を簡単に洗い、余った肉や臓物は穴を掘って埋める。その間に、リュドミラは洗ったあとの鍋で新しく湯を沸かしていた。

――湯を飲むのか。

　そんなふうに考えて、ティグルは彼女の様子を見ていたのだが、すこし違った。

　リュドミラは腰に下げていた二本の水晶の瓶のひとつを開ける。乾燥した黒い種のようなものを取りだすと、用意した陶杯に入れた。

　その中に湯を注ぐと、湯がうっすらと赤みを帯びる。

　次いで、彼女はもうひとつの瓶からジャムをすくうと、赤い湯の中に入れて溶かした。

「飲みなさい」

　ティグルは言われるがままに湯気の立ち昇る陶杯を受け取った。彼女の態度にはどこか、従って当然だというような雰囲気があり、なんとなく逆らえなかったのだ。

「紅茶よ。身も心もあたたまるわ」

　ティグルは火傷しないように気をつけて、そうっと紅茶を一口飲んでみる。

　不思議な香りが鼻腔を刺激し、どこか品のある苦味と甘味が舌に広がった。身体中に溜まっていた疲れが、いっぺんに吹き飛ぶようにすら思われた。

「……うまい」

　おもわずそうつぶやくと、リュドミラは喜びにぱっと顔を輝かせた。

「そうでしょう？　もしおかわりが飲みたければ、特別に注いであげてもいいわよ」

　無邪気さと誇らしさとを同居させた笑顔で、リュドミラは胸を張る。その言葉に甘えてティグルは紅茶をもう一杯頼んだ。

――こんな笑顔もできるのか。この子は……。

　一口飲むたびに、身体が内側からあたためられる。ティグルが紅茶を味わう様子を、リュドミラは嬉しそうな表情で見守っていた。
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　一息ついたところで、リュドミラは興味深げな視線をティグルに向ける。

「ウルス。どうしてあなたはこんなところにいるの？　ここは戦場よ。山道にも、ふもとにも大勢の兵を見たはずだわ」

「そういうときほど、ふだん山のあちこちに潜んでいる獣が動く」

「呆れたものだわ。それにしても、こんなところにまでひとが来れるようなら、いろいろと考え直さないと」

　それは困るという言葉が喉元まで出かかったが、危うく呑みこんだ。

「戦姫ともあろうお方が、どうして従者のひとりも従えずにこんなところに？」

「別に……」

　そのとき、高飛車な態度をほとんど変えなかったリュドミラが、はじめてやや弱気な表情を見せた。切りそろえた青い髪をかきあげて、遠くを見つめる。

「ただの、気晴らしよ」

「……もし、俺でよければ話を聞くが」

　逡巡したのち、ティグルはそう切りだしてしまった。

　ここで別れを告げて、さっさと立ち去ってしまうべきなのに。いまリュドミラが見せた寂しげな横顔を、そのまま見過ごすことができなかったのだ。

　リュドミラが驚いた顔でティグルを見る。

「話せずにはいられないことを、木の洞にぶちまける。そんな昔話がある。狩人が山の中で戦姫に会ったなんて、誰も信じないだろう」

「……あなた、熊のくせにずいぶんと優しいのね」

　膝を抱え、背中を丸めて上目遣いでリュドミラはティグルを見つめる。年頃の娘らしい仕草だった。

　やがて、リュドミラはぽつぽつと話しはじめた。

　代々受け継いできた戦姫としての矜持、それによって押し殺している感情、嫌いな相手と、それでも交流を続けていかねばならない己の立場。

　とくに、テナルディエ公爵が盗賊団に甲冑を渡していたことについて、リュドミラは烈火のごとく怒りをぶちまけた。盗賊団がオルミュッツ軍になりすまそうとした可能性について、彼女は思いあたっているようだった。

「今日、私がこうしてひとりで狩りに出ることができたのは……兵たちが許してくれたのは、それを察してくれてのことなの。せめて一時でも気晴らしを、って」

　彼女の話に、ティグルはいろいろと思うところはあったが、決して口には出さず、ときおりうなずいたり相槌を打ったりするにとどめた。

　ただでさえ、自分は己を偽って彼女の前にいるのだ。

　何か言葉を返すことは、卑怯に思えた。







「ウルス。あなたの名前、覚えておくわ。もしその気になったら、いつでもオルミュッツの公宮にいらっしゃい」

　それが、リュドミラの別れの言葉だった。彼女は槍の石突で凍結させた狐を支えると、雪の積もる地面を軽い足取りで歩き去っていく。

――あれも竜具の力なのか？　とても雪山を歩いているとは思えないな……。

　彼女の姿が小さくなるまで見送ったあと、ティグルは意識を切り替え、その足跡をたどって歩きだした。これだけ離れていればリュドミラが気づくことはないだろうが、それでも慎重に慎重を重ねてゆっくりと歩みを進める。

　太陽は山の向こうに隠れ、その残光だけが傾斜を照らしていた。

――まずいな。日が沈みきったら、もう跡を追えなくなる。

　焦りと戦いながら、それでもティグルは速度をあげず、すこしずつ前進した。いまこのときが、最後の機会なのだ。

　疲労が足を引きずらせ、寒さが息を凍らせる。

　そうして日が沈むころ。ティグルは崖の上に立っていた。眼下には城砦がある。

　その夜は山で静かに過ごし、朝を待ってティグルは下山した。







「ひどい顔だな、おまえ」

　それが、昼過ぎに帰ってきたティグルを迎えたエレンの第一声だった。もっとも、ティグルの反応もまともではない。

「半日、眠らせてくれ」

　それだけを言って自分の幕舎に入ると、外套すら脱がずに絨毯の上に横になって、たちまち眠ってしまった。

　ライトメリッツ軍の幕営である。ティグルが山に登っている間、エレンたちは変わらず山道を攻め続けていたが、予想通りというべきか成果をあげられずにいた。なにしろ最初の防御陣地さえ崩せていない。

　それでもなお、エレンとリムが愚直に攻め続けたのは、山の中へ入ったティグルへの、せいいっぱいの支援だった。

　日が沈み、今日の攻撃も無駄に終わったころ、ティグルはようやく目を覚ました。

　三人分の魚スープウハーをひとりでたいらげ、髭ひげを剃そって顎にいくつか傷をつくると、総指揮官の幕舎へ向かう。幕舎にはエレンとリムの二人がいた。

「言い忘れていた。ただいま」

　いまさら遅い、とエレンは視線だけでからかい、真剣な面持ちで聞いた。

「眠気は払えたようだな。どうだった？　見つかったか」

「二百……いや、百人までなら、城砦へ連れていける。あと、城門をどうにかできれば」

　山道の防御が完璧だからなのか、城砦それ自体の守備はたいしたことはなかった。

　エレンを悩ませているあの防御陣地も、城砦周辺には設置されていない。城門の見張りと、城壁を巡回する兵士も多くはない。

　破城槌などの攻城兵器がなくとも、縄梯子を引っかけて身軽な者に城壁を乗り越えさせれば突破できるというのがティグルの判断だった。

「でかした！」

　話を聞き終えての、それがエレンの評価だった。ティグルの肩を痛いほどに叩き、上機嫌でリムに編制を命じる。

「……いいのか？　たった百人なんだぞ？」

「まったく問題ない。やつらの数は二千だが、その内の半分以上を山道に配置している。城砦には一千以下の歩兵しかいない。それとて、おそらくは山道にいる兵たちと交替で動いているはずだ。こちらが変わらず攻め続ければ、隙を見せる。なにより――」

　エレンはかわいらしく片目をつぶった。ただし、もう片方の目には戦意が燃えている。

「いざとなれば、私ひとりでリュドミラごと一千の兵をねじふせてみせる。戦姫が一騎当千の強さであることを見せてやろう」

「頼もしいな」

　エレンの、戦いになると気分を昂揚させる性格を、いつのまにか気にいっている自分にティグルは気づいた。

　それからティグルは、リュドミラに会ったことも告げた。

「ばれなかったのか？」

「あのかぶりもののおかげでね」

　冗談めかしてそう答えると、リムは頬を赤くして無言でうつむく。彼女の反応に苦笑して、ティグルは話を戻した。具体的に何を話したかについては語らなかったが、紅茶をご馳走になったことは告げた。エレンはあからさまに顔をしかめたが、口に出しては文句も苦情も言わなかった。ただ、次のようには言った。

「そんなときまで紅茶とジャムを持ち歩いているなんて、やっぱりあいつはおかしい」

　それについてはティグルも同感だった。







　ティグルとエレンは慌ただしく準備を進め、翌日の夜明け前に百人の兵を率いて幕営を発った。山のふもとに発生した朝霧を利用してひそかに進み、タトラ山にとりつく。

　残った兵の指揮を任されたリムは青い瞳に不満をにじませたものの、口に出すことはせず、山道を攻め続けた。リュドミラにこちらの意図を悟らせてはならない。

　たった百人とはいえ、集団で道のない山を進むのは非常に困難だった。兵たちは甲冑をつけず、毛皮と革を組みあわせた防寒を重視した格好で進んだのだが、足を滑らせたり落石を受けたりして負傷する者が続出した。

　おたがいの身体を縄でつなぎあい、中途半端に陽の光を浴びて氷の板と化した傾斜を、戦斧で砕きながら進む。エレンが兵たちを鼓舞し、ティグルが作業を指示して、ライトメリッツ兵たちは雪に覆われた山の中を踏み固めていった。

　東の空を染めつくした藍色が中天を越えて西の空まで侵食しはじめたころ、彼らは二日前にティグルがたどりついた場所に到着した。

　すなわち、眼下にちいさな城砦を見下ろしたのだ。

　だが、ひとつ予想外の出来事が起きていた。

「ティグル、おまえが見たときよりも警備が厳重になっているな」

　城砦の裏側にある門。二日前にティグルが見たときは、そこには何もなく、誰もいなかったはずだった。

　しかし、いま、門の正面には防御陣地が構築されている。山道にあるものよりも壕は浅く、高台もないが、城壁が高台の代わりになっており、脅威は依然としてそのままだ。

　さらに、城壁上の兵が増えていた。何人かはその場から動かず弓をかまえている。

「おかしい。俺が見たときはあんなのなかったぞ」

「おまえに会って、リュドミラのやつが考えを変えたのかもしれないな」

　城砦を見下ろしながら、エレンが表情を険けわしいものにする。

　いかに狩人として卓越した技量の持ち主とはいえ、戦姫でもないただの人間が、たったひとりで雪と氷に覆われた道のない山を上ってきたのだ。それを見たリュドミラが、守りについて考えを変えたとしても不思議ではない。

「どうする？　諦めて引き返すか」

　慎重に尋ねたティグルに、腕を組んだエレンが強く首を横に振る。

「ここで引き返せば、すべてが無になる。おまえの努力も、兵たちの頑張りも。そんなことは絶対にさせられない。――私が行く」

　あまりにもあっさりと言い放ったエレンを、ティグルは驚きの表情で見つめた。その顔を見返して、エレンはもう一度言った。

「私が、あの城門を破壊する」

「危険すぎる。城壁から狙い撃たれるのがおちだぞ」

　ティグルはエレンの肩をつかみ、やめさせようと彼女をまっすぐ見据える。

「他に手がないだろう。なに、負傷すると決まったわけじゃない」

　エレンは話を打ち切るようにぱたぱたと手を振った。さらに言い募ろうとしたティグルの首をつかみ、引き寄せる。

　山のふもとでティグルがエレンにやったように、軽く額をぶつける。

「たまには私にも格好つけさせろ」

　そっとささやいて、エレンはティグルから手を離すと明るく笑いかけた。

「見ていろ、ティグル。最初の一撃で城門の前にあるものをすべて吹き飛ばし、第二撃で城門をぶち抜く」

　たしかに、現状ではそれしか手がないように思えた。ティグルは血が出るほど唇を噛みしめ、自分の手にある黒い弓を睨みつける。

――おまえは、どうしたらあのときみたいに俺に力を貸してくれる？

　あれだけ恐れておきながら、調子のいい願いであることはわかっている。

　それでも、ティグルはエレンのために何かをしたかった。

　やがて、日が完全に沈んだ。

　夜の闇にまぎれて、ライトメリッツ兵たちは急な傾斜を慎重に降りていく。山を上るときに落ちないようにと使った縄を、今度は梯子へと組みなおして。剣などの光を反射するものは、土で汚してある。

　全員が降りると、エレンとティグルで数をたしかめた。その後、エレンが兵たちにふだん通りの口調で告げる。

「私が城門をこじ開ける。そうしたら突撃せよ」

　短い台詞の中に、どう考えても実現不可能なくだりがあったが、兵たちは誰ひとりとして反論せず、疑問も示さない。エレンを、銀閃の風姫を信頼しているのだ。

「勝利をもたらす竜は、我らとともに」

　訓示を終えると、エレンは城門へと向き直った。

　兵たちを待機させ、ただひとりで静かに歩いていく。

　城門のそばに焚かれている篝かがり火びの明かりで、オルミュッツ兵はエレンに気づいた。

　誰何の声をあげ、武器をかまえる。エレンは走った。雪の凍った地面の上を軽やかに駆け抜け、腰の長剣を抜き放ち、高々と掲げる。

「――アリファール」

　その呼び声に応じて、長剣の刀身が青白い光を帯びる。山中にたゆたっていた凍てつく大気が剣に巻きとられ、唸りを生じ、光は闇の中に幻想的な軌跡を描いた。

「大気ごと薙ぎ払えレイ・アドモス！」

　破壊の力を持つにいたるほど凝縮された風の群れが、見えざる鉄槌と化して突き進む。吹き飛ばされた雪と土砂が壕を埋め、柵を粉々に蹴散らし、土と石と凍気で固めた防壁を粉砕した。そのまま城門に迫ったが、そこで風は威力を失って四散する。

「敵だ！」

　城壁上でいくつもの叫びがかわされ、エレンに向かって一斉に矢が放たれる。

　エレンはその場から動かなかった。空いた左腕で頭部をかばい、風の守りを使おうとせず、続けて第二撃を撃ちこむために、長剣の刀身へ風を集めようとする。

　彼女の腕や脚を、幾本もの矢がかすめ、頭上に一本の矢が落ちかかる。

「エレン！」

　土と泥を蹴立てて走ってきたティグルが、後ろからエレンに飛びかかった。覆いかぶさるように彼女を押し倒す。矢はティグルの頬から肩をかすめて地面に落ちた。矢の雨が降り注ぐ中、ティグルはエレンの身体を抱えて、矢の届かない距離まで引きずっていく。

「何をする、ティグル。第二撃を――」

　悔しげな声で抗議するエレンを、ティグルは怒鳴り声で黙らせた。

「おまえ、俺に嘘をついていたな？」

「……言わなかっただけだ」

　エレンは拗ねた子供の表情で、顔をそむけた。ティグルは苛立ち気味に尋ねる。

「竜技、だったな。あれは、続けて使うことはできないんだな？」

　エレンは顔をしかめて唇を噛んだが、ティグルの視線に圧されて、渋々答えた。

「あと、十数えるほど待てば……」

　ティグルは心の底から湧き起こってくる怒りを、懸命におさえなければならなかった。そうしなければ、エレンを殴るかもしれなかったのだ。

「どうして、そんな」

「時間がないじゃないか」

　ティグルは口をつぐんだ。一瞬前までたぎっていた怒りのすべてが、粉々に消滅する。

　時間がないのはエレンではない。ティグルだ。

　エレンは、ティグルのためにこれだけの無茶をしたのだ。隠し事をしてまで。

「おまえはリムを助けてくれただろう。だから……」

　その先の言葉は出てこなかったが、ティグルにはわかった。だから、危険を冒したのだ。

　城壁上に松明の炎が点々と現れる。兵がこちらに集まってきているのだ。

――どうする？　どうすればいい。

　ティグルは手が痛くなるほどに、黒い弓を握りしめる。その手は、肩から流れる血で半ばまで赤く染まっていた。

　彼女の思いに報いるには、力が必要なのだ。彼女が地竜を倒したときのような。自分と彼女とで飛竜ヴイーフルを倒したときのような。

　刹せつ那な、ティグルはあることを思いついて呼吸を止めた。

――もしかしたら。

　ティグルはエレンから視線を外し、エレンの手にある銀ぎん閃せんを見つめた。

「アリファール、おまえの力を貸してくれ」

　必死の形相で、ティグルは長剣に訴えた。

「おまえの主はエレンであり、おまえの力はエレンのためにあるということはわかっている。俺の頼みを聞く理由は、おまえにはない。だが、頼む。俺がエレンのために力を求めていることを、信じてくれ」

　そのとき、微風がティグルのくすんだ赤い髪を撫でた。

　それが銀閃の答えであるように、ティグルには思えた。

「立てるか？」

　エレンの身体を支えながら、ティグルの目は城門をまっすぐ見据えている。エレンは戸惑った顔で、自分の手にある剣と、ティグルとを交互に見つめていた。

　呼吸ひとつ分の間を置いて、エレンは自分の足で地面を踏みしめ、ティグルに笑いかける。

「おまえに協力することにして、本当に正解だった」

　銀閃を、まっすぐ城門に突きつける。

　この距離では、竜技は届かない。しかし、それでいいのだ。

　いまから撃つものは、竜技ではない。すくなくとも、エレンのそれではないのだから。

「アリファール。おまえの浮気性にはがっかりだ。まあ、こいつだけは認めてやる」

　紅の双そう眸ぼうが、決意に満ちて煌めく。銀閃の名を持つ長剣は再び青白い光を刀身に宿した。

　ティグルとエレンは肩を並べて、城門を見据える。

　ひとりは弓に矢をつがえて引き絞り、ひとりは青白く光る剣を持った手をのばして。

　狙いは、分厚い鉄の城門。

　城壁上の兵士たちは矢を射る手を止め、不思議そうにティグルたちを眺めていた。

　彼らは、あの位置からはエレンの銀閃の力が届かないことを知っている。ましてや、弓矢などで何ができるというのか。

　だが、次の瞬間、彼らは愕然としてその場に立ち尽くした。のちに彼らは、口をそろえて悪夢を見たと語ることになる。

　アリファールから、ティグルの弓につがえられている矢へと風が流れこむ。

　鏃のまわりに輝く気流が生まれていた。光は消えたり現れたりを断続的に繰り返しながら、鏃を中心に真円を描いて広がっていく。

――あのときのような声は聞こえない。でも……。

　それでも充分だと、ティグルは己の弓と矢を見て、確信を抱く。

　放たれた瞬間は、矢は静かだった。

　矢の速さに合わせて光は円から螺旋へと変化し、大気を切り裂くような甲高い異音を発して明滅する。

　壕や柵や壁だった残骸の積もる地面が音もなく切り裂かれ、深い溝が生まれる。

　地面を裂き、大気を薙いで、矢は城門の中心に突き刺さる。耳障りな金属音とともに、城壁上を軽い振動が襲った。

　不審を感じた兵士の数人が、急いで城壁を駆け下りる。

　城門に異常がないように見えたのはほんの一瞬。

　矢を中心に円形の閃光が走ったかと思うと、その光に沿って城門が丸くくり貫かれた。

　城門を内側から支える閂も、切り口も鮮やかに切断される。

　くり貫かれた鉄扉が、真ん中からふたつに分かたれ、半円状になって地面に落ちた。ずどん、という轟音とともに地面が震える。

　城門に突如として生まれた巨大な円形の穴を、その場にいたすべての兵士が愕然として眺めた。あまりのことに思考が停止して、とるべき行動を誰も考えつかなかった。

　鉄板を三枚用意し、その間にぶ厚い樫の板を挟みこんだ城門である。それが、焼き菓子か何かのように真ん中から丸く型抜きされてしまった。

　大型の馬車でも余裕をもって通れるだろう巨大な穴を、凍てつく風が吹きぬける。

　誰よりも早く気を取り直したのは、やはりというべきかエレンだった。彼女は敵の動揺と狼ろう狽ばいを見逃さず、光を失った銀閃を高々と掲げ、駆けだしながら叫ぶ。

「突撃！」

　その隣に、新たな矢をつがえたティグルが並ぶ。ふたりの後ろに百人の兵が続く。

　タトラの夜戦は、このとき開幕したといってよい。







　その男は、乱戦の中に身をおきながら、陰鬱な視線をエレンの背中に送り続けていた。

　依頼された標的は彼女ではない。くすんだ赤い髪の男だ。

　だが、六人いた仲間がすべていなくなり、自分ひとりだけになるとそんなことはどうでもよかった。戦姫という巨大な獲物だけに、男は意識を、狙いを定め続けていた。

　男の腕には、鎖の形状をした刺青いれずみがあった。




　　　　　　　†




　エレンが現れたという報告を城砦の奥にある指揮官の部屋で受けたとき、リュドミラはそれほど驚きはしなかった。しかし、ほとんど間をおかずに城門を突破されたという報告がもたらされたときはさすがに絶句し、わずかな時間ながら呆然とした。

――どういうこと？　いくらエレオノーラでも、あれはすぐには突破できないはず……！

　だが、驚いている暇も、考えている余裕もない。リュドミラは凍漣をつかむと部屋を飛びだして、戦場へ駆けだした。

　一方、敵の突破を許してしまったオルミュッツの兵たちは、驚愕から立ち直るやいなや適切な行動をとった。すなわち、城門を見捨てたのだ。

　この城砦はたとえ城門を抜けても、川から水を引いて形成された濠がある。濠にかかっている橋の上で、彼らは敵を食いとめることにした。

　だが、剣や槍を打ちかわしての戦となれば、ライトメリッツの兵は強い。とくに、ここ数日は戦場にありながら思うように戦えず、苦杯を嘗めさせられていた。

　ひとりひとりが猛々しい獣となって、敵兵に襲いかかった。槍に貫かれながらも相手の頭部を兜ごと叩き割り、剣が折れても残った刀身で殴りつけ、地面に倒れた死体から武器を奪い取って振りまわす。

　オルミュッツ兵も負けてはいない。ここまで攻めこまれた以上、もはや逃げることはできないのだ。戦斧で相手の鎖骨を甲冑ごと砕き、亀裂の入った盾を叩きつける。

　濠には両者の死体が次々に落ちていき、あたかもどちらが先に濠を埋めるかを競っているかのようだった。

　しかし、戦いは互角にすらならなかった。

　奮戦むなしくオルミュッツ兵はおされ、倒され、後退を重ねていく。

　ライトメリッツ兵の先頭に立って、エレンが銀閃を振るっているからだ。

　明かりを反射して輝く白銀の髪をなびかせ、エレンが長剣を煌めかせるごとにオルミュッツ兵はひとり、またひとりと倒れていく。舞うようなその動きは、凄惨でありながらも見る者に美しさを感じさせずにはおれなかった。

　そのエレンの隣でティグルは弓弦の音を響かせては矢を放ち、後方で指揮する兵を次々と死の世界へ送りこんでいく。

　恐ろしいのは、その正確さだった。松明や篝火などの明かりがあるとはいえ、夜だ。後ろにいる兵士ほど輪郭がぼんやりと浮かびあがっているていどだというのに、ティグルの矢は一本でひとりを、確実に屠ほふり去っている。

　ティグルの存在に気づき、矢を放ってしとめようとした者もいたが、彼に放たれた矢は当たらない。必ずそれて濠に落ち、ささやかな水音を響かせるだけだった。

　不意に、オルミュッツ兵が左右にわかれて細い道を開く。

「エレオノーラ！」

　怒りをともなった叫び。ラヴィアスをかまえてリュドミラが姿を現した。

　長剣と槍が激突する。轟音が大気をきしませ、閃光が兵士たちの目を灼いた。

「下がれ！」

　その言葉は、エレンとリュドミラのどちらが発したものかはわからない。もしかしたら、まったく同時に命令したのかもしれなかった。兵たちは武器を振るうのを止め、甲冑を鳴らして後退する。仕える主の一騎打ちを邪魔しないためだった。

　ティグルも兵たちとともに下がったが、橋を出ずに立ち止まる。

　誰よりも近い位置で、ふたりの戦いを見届けなければと思った。

「まさか、あなたが直接乗りこんでくるとはね。また無様な姿を見せにきたのかしら？」

「礼を言うために来たんだ。その節は世話になったな」







[image: ]








　間合いをはかりながら、エレンは神妙な顔つきで応じる。リュドミラが怪け訝げんそうな顔をするのを確認してから、白銀の髪の戦姫はふてぶてしい笑みを浮かべた。

「手土産として敗北を届けにきてやったぞ。感謝して受け取れ」

「お断りよ。氷漬けにしてライトメリッツへ送り返してあげるわ！」

　再び、激突。一撃ごとにまばゆいばかりの閃光が飛散し、剣と槍の軌跡が闇の中に白い残光を描く。風圧が傷を負わせ、刃の衝突が鼓膜を打ち据えた。

　一進一退の攻防が続き、ふたりが発する熱と光は、夜の冷気と闇に吸いこまれる。

――こんなにエレンと長く戦ったひとが、いたか？

　ティグルは固かた唾ずを呑のんで戦姫同士の戦いを見守っていた。テナルディエ軍と戦ったときも、この城砦においても、エレンと十数合にわたって刃をかわした者はいなかった。

　リュドミラは短槍を巧みに操り、突き、打ち払い、すくいあげてエレンを攻めたてる。

　おたがいの竜具を叩きつけあうような衝突ののち、エレンとリュドミラは期せずして同時に後ろへと跳躍した。

　エレンの口元に笑みが浮かぶ。

「大気ごと薙ぎ払えレイ・アドモス！」

　アリファールが周囲の風を吸いこむように巻き取り、凶悪な刃へと変えて撃ちだす。

　しかし、それはリュドミラには向かわず、橋の中央を粉砕した。瓦礫が濠へと落下し、いくつもの水音が響く。

　橋は、真っ二つにちぎられた形となっていた。

　目の前で起きた惨状を意に介する様子もなく、リュドミラが駆ける。目の前に穴があるというのに、足を緩める様子はない。

「空さえ穿ち凍てつかせよ！シェロ・ザム・カファ」

　一瞬よりも短い早さで大気が凍結し、氷の塊が橋をつないだ。それだけにとどまらず、氷は橋の上を侵食してエレンの足元へと迫り、そこから生まれた幾本もの氷の槍が彼女へ襲いかかった。同時に、氷上を滑ってリュドミラがエレンに接近、鋭く槍を突きだす。

　エレンの足が、橋から離れた。風に飛ばされたかのように空中に浮き、氷の槍を避けてリュドミラの側面へとまわりこむ。彼女の服の袖をつかんで、橋から引きずり落とした。

　リュドミラは目を瞠ったが、それも彼女の身体が水面に接近するまでのわずかな間だった。槍の柄がすさまじい勢いで伸び、リュドミラよりも早く水面に穂先が突き刺さる。

「――静かなる世界よアーイズビルク」

　ラヴィアスの穂先を中心に、水面がすさまじい速さで凍っていく。槍を支点にしてリュドミラは身体をひねり、氷の足場に危なげなく着地した。

「あいかわらず品のない戦いかたをするのね、あなたというひとは」

　氷を思わせる鋭い眼差しで、リュドミラは橋の上のエレンを睨みつける。エレンは長剣を肩に担いで悠然と応じた。

「私は勝つために戦っている。手段を選ばないとまで言う気はないが、よけいなものを考慮に入れたりはしない。そんなことより――」

　ふふん、と鼻を鳴らして、エレンは身を乗りだすようにしてリュドミラを見下ろす。

「いつも他人を見下しているおまえが、上から見下ろされるのはどんな気分だ？　いや、視線の高さでいえば、おまえは見下ろされてばかりだったか」

「――ラヴィアス！」

　リュドミラの憤激に応えて、彼女の持つ槍の柄が伸びた。槍の柄をつかむリュドミラの姿は橋の高さなどあっという間に過ぎ去り、空中へと躍り出る。

　空中で、槍の柄が元の短さに戻った。気合の声をあげて、リュドミラは槍ごとぶつかる勢いでエレンめがけて落下する。

　ラヴィアスは周囲の大気を凍らせながら巻きこみ、穂先に凍気をまとわせる。一瞬の時間すらかけず、大剣をはるかにしのぐ巨大な刃がラヴィアスの先端に生まれていた。

　エレンはそれを避けようとして、考え直す。銀閃をかまえてリュドミラを見据えた。

　余裕を見せてはいるが、エレンはかなり消耗していた。ゆえに、避けるのをやめた。

　アリファールが風を吸いこみ、旋風を幾重にも束ねて銀色の刀身にまとわせる。ラヴィアスに劣らぬ巨大な風の刃が形成された。

――ここで終わらせる！

――すべてをかたづける！

「斬り裂け、銀閃！」

「貫け、凍漣！」

　あらゆるものを粉砕する逆巻く暴風と、すべてを穿つ鋭利な氷塊が衝突した。

　氷塊はエレンに向かって突き進みながら暴風に削られ、暴風はリュドミラに襲いかかりながらも氷塊に阻まれる。

　二匹の巨大な獣が、おたがいの肉体に喰らいついているかのようだった。

　そして、獣は同時に力尽きた。

　大気が膨張し、雷鳴にも似た轟きを響かせて弾け飛ぶ。エレンは後ろに吹きとばされてその場に膝をつき、リュドミラもまた空中で姿勢を崩して橋の上に背中から落下した。ティグルはエレンを助け起こそうと足を踏みだしたが、その気配を察して銀色の髪の戦姫は叫んだ。

「来るな、ティグル」

　ティグルの足が止まる。

「なに、もう終わる。安心しろ」

　ふらつきながらもエレンは立ちあがり、リュドミラを見据える。リュドミラもまた、槍を支えにして身体を起こした。駆け寄ろうとした部下を手で制する。

　傷つき、疲れ果てた身体を引きずるようにしてふたりは距離を縮め、震える腕を動かして武器をかまえる。

　そのときだった。固唾を呑んで戦いを見守っていたライトメリッツ兵の中から、ひとりの男が飛びだしたのは。甲冑を身につけてはいたが、動きといい、手に持った毒塗りの短剣といい、あきらかに兵士ではない。

　男の存在には、エレンより先にリュドミラが気づいた。

　青い髪の戦姫の行動は、一瞬たりとも迷いやためらいのあるものではなかった。残った力のすべてを振り絞ってエレンの脇を駆け抜け、彼女を背中にかばって立ちはだかる。両軍の兵士たちから絶望と悲嘆の叫びがあがった。

　リュドミラの邪魔が入っても、男もまた迷わなかった。毒刃を逆手に持って煌めかせ、リュドミラに突きたてようとする。その腕には鎖の形をした刺青があった。

　瞬間、男の身体が横に吹き飛んだ。

　橋に叩きつけられ、濠へ転げ落ちていく男の頭部を一本の矢が貫いているのを、リュドミラは見た。その矢羽の形も。

――いまのは……。

　リュドミラは矢が飛んできた方向に視線を向ける。

　ひとりの若者が、弓をかまえた状態で立っていた。くすんだ赤い髪、手には黒い弓。

「ぎりぎりだったぞ、ティグル」

　嬉しさを含んだエレンの言葉に、リュドミラはきょとんとした顔でティグルを見た。それからエレンを振り返る。

「なんだ、その顔は。まさか、もうティグルの顔を忘れたわけではあるまい」

　エレンの言葉を、リュドミラは最後まで聞かなかった。こちらへ歩いてくるティグルに向き直ると、青い瞳に怒りをにじませて見上げる。

「私をだましたのね、ウルス」

　顔色を変え、反応に窮したティグルを見て、リュドミラは静かに言葉を続けた。

「矢羽が見えたのよ」

「……すまなかった」

　頭を下げたティグルの頬を、リュドミラは容赦なくひっぱたいた。

「謝るぐらいなら、いまここで私を助けなければよかったでしょう。あなたの弓の腕ならば、私が殺されるのを待ってからあの暗殺者を射倒すこともできたのではなくて？　どうして私を助けたの」

　鋭い眼光に射い竦すくめられて、ティグルは困惑したようにくすんだ赤い髪をかきまわす。

「お礼ってことで、どうかな」

「お礼？」

　眉をひそめるリュドミラに、そう前置きをしてからティグルは続けた。

「――あの紅茶はうまかった。お世辞とか一切抜きで、本当にうまかったんだ」

　ティグルは疲れ果てていたし、リュドミラの紅茶を淹れる技術が上手だということもあっただろう。だが、なによりも、あのときのリュドミラは戦姫ではなく、ひとりの娘として自分に接していたようにティグルには思える。

　だから、あの紅茶はあれほどおいしかったのだと。

　リュドミラはしばらくの間、じっとティグルの顔を見つめていた。感情の微妙な揺れ動きすらも見逃すまいというかのように。

　やがて、ふっとため息をついて、彼女の身体から力が抜ける。

「ヴォルン伯爵。あなたは私に何を求めるのかしら？」

　いままでの尊大な態度ではなく、楚々そそとした物腰でリュドミラは尋ねた。

「あなたとともに、テナルディエ公爵を討つこと？」

　ティグルは首を横に振った。

「中立を宣言して、動かないでいてくれればそれ以上望むものはないよ」

「それだけ……？」

　納得いかないようで、リュドミラは美しい顔をしかめた。

「私はテナルディエ公への義理を果たしたわ。あなたはいま味方がほしいのではなくて？」

「欲しいよ。でも、君は俺に味方しても何もいいことはないだろう。損をさせるためにつきあわせるわけにはいかない」

「それはつまり、あなた自身は栄達する気はないということ？」

「正直、俺にはアルサスだけでも広すぎるんだ。あそこが平和ならそれでいい」

　リュドミラはまず驚きの表情を浮かべ、まじまじとティグルを見つめたあと、苦笑した。

「あなた、それ本気で言ってるでしょう？」

「もちろん」

　即答すると、リュドミラはうつむき、肩を小刻みに震わせて笑いだした。兵たちだけでなく、エレンも、そしてティグルも当惑の色を浮かべて彼女を見つめる。

　たっぷり十数えるほどの時間が過ぎただろうか、ようやく笑いをおさめて、リュドミラは顔をあげた。その表情は彼女の持つ槍を思わせるほど冷たく、研ぎ澄まされている。

「誠意は大切なものよ。だけど、万能ではないわ」

　ティグルは顔にこそ出さなかったものの、苦い思いにとらわれた。駄目なのだろうか。

　しかし、そう思ったときリュドミラは相好を崩してティグルに微笑みかける。

「でも、今回はあなたの誠意を買いましょう。いま、ブリューヌで繰り広げられている戦いにおいて、私はどの勢力にも協力しない。――これでいいかしら？」

　ありがとうと言おうとしたところで、エレンがリュドミラを押しのけてティグルの前に立つ。

「待て、ティグル。私に何も相談せずに決めるな」

　腰に手をあてて不満をあからさまにぶつけるその態度は、自分をないがしろにされたことへの腹立たしさからきているのは間違いない。だが、その中にごくわずかに含まれていたある種の感情を、リュドミラは的確に察知した。

「あら、やきもちかしら？　エレオノーラ」

「突き落とすぞ、ちびっ娘こ」

　再び暴発と激突を繰り広げようとしたふたりの間に、ティグルは慌てて割って入る。狼と豹の間に立った気分だった。

「リュドミラ、もうひとついいかな」

　ティグルが慌てて言うと、険悪な雰囲気が若干やわらいだ。そのことに安堵し、ティグルは笑顔をつくって青い髪の戦姫に頭を下げる。

「ありがとう。エレンを守ってくれて」

　その言葉にリュドミラは己の行動を自覚し、顔を真っ赤にして、視線をぐるぐると彷徨わせた。そんなリュドミラの前に、エレンは気まずい表情で進みでる。

「あ、ありがとう……」

　口ごもりながらも、礼を述べた。

　リュドミラは過敏に反応し、唾を飛ばす勢いで叫んだ。

「あ、あなたなんかにお礼を言われる筋合いはないわ！」

　今度こそ、戦は終わった。









　　　エピローグ














　今回の戦における損害は、リュドミラがすべて負担することとなった。

　リュドミラは、ティグルとの約束を守って中立を宣言する。これがブリューヌ、ジスタート両国内にもたらす効果は決してちいさくない。テナルディエ公爵は、強力な味方を失ったのだから。

「また、いずれ会いましょう」

　ライトメリッツに近いオルミュッツの国境で、ティグルとエレンはリュドミラと別れの握手をかわしていた。

「あなたには謝らなければならないことがたくさんあるわね」

「気にしちゃいないよ。俺も、いろいろ言ったと思うし、おあいこでいいんじゃないか」

　冗談めかしてティグルが言うと、リュドミラはくすりと笑った。

「ヴォルン伯爵。あなたの戦いが終わったらオルミュッツに寄りなさいな。あなたがおいしいと言ってくれた紅茶チャイ、あれよりもっとおいしいのを淹れてあげるわ」

「あいにくだが、ティグルがオルミュッツなんぞに行くことはこれからもう一生ない。残念だったな」
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　不機嫌な感情を隠そうともせず、エレンはティグルの服の袖を引っ張って馬を進める。十歩近く行ったところでリュドミラを振り返ると、目を剥いて舌を出した。

　あまりに子供っぽい仕草に、さすがにティグルが呆れていると、リュドミラの声が聞こえた。だが、この言葉はティグルよりもむしろ、エレンに向けたものだったろう。

「その女に飽きたら、いつでもいらっしゃい」

「ティグルは私のものだ！」

　エレンの叫び声は、晴れ渡った冬の空に響き、吸いこまれるように溶けて消える。

　そうして、彼らはライトメリッツへと帰還したのだった。







　ティグルヴルムド＝ヴォルンがヴォージュ山脈を越えて、テリトアールの中心であるベルフォルの町に姿を見せたのは、タトラ山での戦いを終えてから十数日後のことだった。黒竜旗ジルニトラをはためかせた五千のジスタート兵を、エレンとともに率いての到着である。

　オージェ子爵は、一千の兵とともにティグルたちを出迎えた。近隣の諸侯に声をかけて、これだけの兵を集めたのだという。

「寄せ集めかもしれんが、士気は高いぞ。皆、テナルディエ公と戦う決意を固めておる」

　彼らの中には、バートランに率いられた五十人のアルサス兵もいた。ティッタもだ。

　ティグルとリムがキキーモラの館を目指してセレスタを発ったあと、バートランはオージェと連絡をとりあい、兵を用意してベルフォルまで来たという。

　驚き、喜ぶティグルに、側そば仕づかえの老人は明るい笑顔で言った。

「若の大事な戦に、わしらが従うのは当然でしょう。派手に暴れてやりますよ」

　ティッタは堂々とティグルの前まで歩いてきて、胸を張ってみせた。

「アルサスに帰るまで、お供します」

「前に言った通り、あたしはずっと、どこまでもティグル様についていきます。だから、戦いを終わらせて、みんなでアルサスに帰りましょう」

　ティグルは二人にそれぞれ礼を言い、ねぎらうようにバートランの肩を叩き、ティッタの頭を撫でながら、軽く抱きしめた。

　そのあと、オージェにあらためて感謝の言葉を述べて、諸侯たちを紹介してもらう。その光景を、エレンとリムは微笑を浮かべて見守っていた。

　ディナント会戦に参加したとき、若者が率いていた兵の数は百人だった。

　いま、彼はその六十倍の兵力をもって、敵と対峙しようとしている。

　ただひとつだけ不安なのは、王都からの返事がまだ来ないことだった。マスハスは無事だろうか。自分の訴えはファーロン王に届いたのか。

　ティグルはテリトアールの西へ進軍を開始した。自分たちが自由に歩ける範囲で、テナルディエ公爵の治めるネメタクムにもっとも近いのがそこなのだ。

　気候温暖なブリューヌにも、灰白色の空から淡雪が舞い落ちるようになる、そんな冬のはじめのころだった。







　　　あとがき







　どこかで私の作品を読んだことがある方は、おひさしぶりです。

　アニメまたは漫画から『魔弾』に興味を持ってくださった方は、はじめまして。

　川かわ口ぐち士つかさです。以前に告知したときからずいぶんお待たせしてしまいましたが、『魔ま弾だんの王おうと戦せん姫き』の復刻版をお届けします。

　本作は十一年前にＭＦ文庫Ｊさんより出版されたシリーズですが、このたび、電子書籍合本版として集英社さんから再出版の運びとなりました。




　それにともなって加筆修正を行い、また『魔弾』シリーズの『聖泉の双紋剣カルンウエナン』や『マスハス伝』などでお世話になった白谷こなかさんに新たにイラストをお願いし、生まれ変わったというといささかおおげさですが、はじめて読む方はもちろん、以前に読んだことのある方にも楽しんでいただけるものになったかと。

　それともうひとつ。再出版に伴って以前は書名の「戦姫」に「ヴァナディース」とルビをふっていましたが、別版であることをはっきりさせたいため、『魔ま弾だんの王おうと戦せん姫き』に変えています。




　詳しい内容については次巻以降のあとがきから触れていくとして、また皆さんに『魔弾』を読んでいただく機会を得られたことを、嬉しく思います。

　今回の復刊に際し、協力いただいた皆様にも、この場を借りてあらためてお礼を申しあげます。

　本書をはじめて読む方、今回、再読される方も引き続き、楽しく読んでいただければと。

　それでは次の巻のあとがきでお会いしましょう。


川口　士
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